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			レベル99冒険者によるはじめての領地経営⑥

			藤崎

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・百足屋ユウコ＋松田マサヨシ（ムシカゴグラフィクス）
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			プロローグ
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			　５・二人の朝、二人の夜

			　６・異変

			　７・賢哲会議

			　

			第二章

			　１・いつも通りのやり方

			　２・百層迷宮に集う

			　３・最大の異変

			　４・異郷での再会

			　５・総攻撃

			　

			第三章

			　１・残った者たち

			　２・お宅訪問

			　３・不審なユウト

			　４・ユウトの決意

			　５・告白

			　６・ツァリーヌ

			　７・狂乱滞在日記
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			第四章

			　１・大賢者の計画
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			　５・最愛の

			　６・そして、すべてが

			　

			エピローグ
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			プロローグ

			　

			　消えた。なにもかもが消えた。

			　それを、残された者たちは呆然と眺めていた。そうするしかなかった。

			　モノリスの脈動は止まり、単なるモニュメントと化している。無数に生えていた螺(ら)旋(せん)の巨腕――絶望の螺旋(レリウーリア)の末端も、痕(こん)跡(せき)すら残ってはいない。

			　破滅の扉には、閂(かんぬき)がかけられた。

			　けれど、二人がいない。

			「勇(ゆう)人(と)とヴァルはどこへ行ったの？」

			「…………」

			　アカネのかすれた問いには、誰も答えられなかった。

			「死んではいないはず……だけれど……」

			　アルシアも、それ以上のことは言えない。誰にも分からない。

			「そんな……」

			　アカネの膝が折れ、ふらりと倒れかける。

			（あっ。ショックで倒れるって実際にあるのね）

			　そんな冷静な自分がおかしくて、泣き笑いのような表情を浮かべてしまう。もう、なにをしていいのか、なにを喋(しやべ)ればいいのか。なにも分からない。

			「いなくなっちゃった……」

			　そんなアカネを体全体で支えてくれたのは、アルビノの少女だった。ただ、ヨナ自身もどうしたら良いのかと目に涙を浮かべている。

			　みんな同じなのだ。

			　不安で、悲しくて、なにが起こったのか分からない。

			　そんなヨナの姿を見て、アカネは冷静になっていく自分に気付く。今はきっと、みんな動転しているだけ。

			（なら、最初に気付いたあたしがなんとかしないと）

			　支えてくれたヨナへ微笑みかけながら頭をくしゃっと撫(な)でると、二度とふらついたりしないよう足に力をこめる。そして、両手で頬を叩き、アカネは気合いを入れた。

			「よしっ、なにが起こったのかまとめるわよ。あたしが一番なんにも知らないんだから、みんな教えてよね」

			　テレビの前のお友達へ呼びかけるお姉さんのように、アカネが大きく声を張り上げる。

			　空(から)元(げん)気(き)だって、元気には違いないのだ。

			「まず、あの気持ち悪いの。あの手はどうなったの？　っていうか、なんだったの？　勇人はレリウなんとかって言ってたみたいだけど」

			「レリウーリア、絶望の螺(ら)旋(せん)です」

			「ああ、勇人が言ってた魔王みたいなのね。え？　それが復活しちゃってたの!?」

			　今さらながら、事の重大さに気付いた。

			　それはまずいのではないかと顔色を変えるが、アルシアがきちんと説明してくれる。

			「いえ、ユウトくんがなんとかしてくれたようです。今は、その残(ざん)滓(し)も感じられないわ」

			　喚(わめ)きたいだろうに、泣きたいだろうに。それでも、努(つと)めて冷静な口調でアルシアは言った。

			「良かった……。でも、それで勇人が頑張っちゃったわけね」

			　いつもそう。自分ならできるって、周りがどう思うのかも考えずに突き進むのだ。

			　残された人間がどんな気持ちになるか。それを分からせるため、泣きじゃくって困らせてやりたくなる。

			　文句を言うのは、筋違いだろうから。

			「それで、勇人たちはどうなったの？　なんで、生きているって言えるの？　そもそも、どうやって絶望の螺旋(レリウーリア)というのをやっつけたの？」

			「やっつけたわけではないけど、その疑問への回答はひとつに収(しゆう)斂(れん)するわ。あの呪文が、モノリスの魔力を使用していること。加えて、これは色々な呪文を見てきた知識からの判断になるけれど、《瞬間移動(テレポート)》に近い性質を持っていること」

			　これらを考え合わせれば、答えは自ずと見えてくる。

			「発動させたのは、異なる世界――恐らくユウトくんの故郷へ移動するための呪文でしょうね。一般に知られていない、自作のものだとは思うけれど」

			「地球へ……」

			「モノリスに残った魔力を使用し、いえ、使用しなくては発動できないような大呪文を発動して、結果的に、絶望の螺旋(レリウーリア)がこちらへ侵入できないように扉を閉める。つまり、故郷に帰るのが目的ではなく、モノリスの魔力を蕩(とう)尽(じん)する手段が他になかったから……ではないかと思うわ」

			　半分は自分を納得させるかのように紡(つむ)ぎ出される、アルシアの推測。

			　ややこしいが、なんとなく理解できた。

			「分かったわ。勇人が自己犠牲でどうこうってのは、あたしもないと思う。だから、絶対生きてる」

			「ですが、あの呪文は未完成だったはずよ。現時点で確実なのは、モノリスの魔力が使用されたという部分だけ。ユウトくんやヴァルが、どこか次元の狭間を漂っている可能性も――」

			「アルシアさん、悲観的すぎ。それは、まずないわよ」

			　精一杯笑って、余裕に見えるよう努力して、アカネがアルシアの言葉を否定すると、ラーシアが疑問を口にした。

			「どうして、そう言い切れるのさ？」

			「ヴァルが近づいても、本気で遠ざけなかったでしょ？　つまり、勇人には自信があったのよ」

			　誰もなにも言わない。だが、納得と希望が全員の瞳に宿る。

			「確かに。むしろ、ヴァルと一緒の方が、なにかあっても安全かも」

			　ラーシアも、調子が出てきたとばかりに軽口を叩いた。

			「となると……。次に考えるべきは、残った私たちがなにをするかね」

			　進行役になっているアカネの後ろ。やや離れた場所にいる被虐の女吸血鬼(ヴアンパイア)ダーラの様子を観察しながら、アルシアが考えこんでいる。

			　まずは、彼女をどうするべきか考えているのだろう。

			　しかし、アルシアはすぐになにかを決めたかのように顔をあげた。

			　同じタイミングで、一切口を挟もうとしない被虐の女吸血鬼(ヴアンパイア)ダーラを横目で見つつ、エグザイルが口を開いた。

			「オレは戦うことしかできないが……。まずは領地に戻って、それから考えるか？」

			「報告もせずに、いきなり帰っちゃって良いのかな？」

			　エグザイルに返答したラーシアの視線は、「この吸血鬼(ヴアンパイア)、殺るなら、殺るよ？」と訴えているようだ。

			　感情感知の指輪で剣(けん)呑(のん)な気配を察したのか、アルシアがそっと首を振る。

			「私たちの能力では二人を追うことはできないけれど、共同で開発していたヴァイナマリネン師なら、なにか分かるかもしれないわ」

			「あの人ね……」

			　違う方向性の提言に、アカネは渋い表情を浮かべた。

			「まあ、使えるものはなんでも使いましょう。最悪、ノートパソコンを渡しても良いわ」

			「声がでっかいじいちゃんも、そこまでじゃないと思う、さすがに。でも、くれるのならもらいそうでもある」

			「ヨナちゃん的には、そういう認識だったんだ……」

			　本当に求められるかはともかく、ユウトとヴァルのためだ。惜しくはない。

			　希望は見えた。それに、残された人間がしっかりしていないと、話は始まらない。

			「いつまでも、ここにいても仕方ないわね。とりあえず、ファルヴに戻りましょう」

			「分かった。飛ぶ」

			　ここにもう用はないと、《テレポーテーション》の準備をするヨナと手をつなぐ。

			（勇人、ヴァル。留守番はちゃんとしてあげるから、さっさと戻ってきなさいよ）

			　幼なじみにして、婚約者である少年。そして、婚約者仲間――そんな言葉があるとしてだが――である少女へ心のなかで呼びかける。

			　その表情は、消失した直後からは考えられないほど、晴れやか。

			「でないと、こっちから行ってやるんだから」

		

	
		
			第１章

		

	
		
			　

			１・帰還と転移と

			　

			「ここは……」

			　目を開き、最初に感じたのはまぶしい光。

			　見れば、夏の終わりの太陽が容(よう)赦(しや)なく照りつけている。

			　騒がしい風の音。

			　いや、これは騒音だ。

			　久しぶりに聞くその音は、不快感と同時に郷愁を天(あま)草(くさ)勇(ゆう)人(と)へともたらした。

			「あれは、なんだ？　鉄の馬車が、もの凄い速度で走っていくぞ」

			　聞き慣れた声。耳(じ)朶(だ)に快(こころよ)い、愛する人の、愛してくれている女性の声が染み渡る。

			「ああ……。お約束のリアクションをありがとう」

			　そんな神の恩(おん)寵(ちよう)を一身に受けた彼女の美貌を仰(あお)ぎ見つつ、想像通りの反応に、ユウトは自然な笑みを浮かべた。

			　そう。ヴァルトルーデの顔は視線の上にあった。

			　今になって、自分が歩道に座っていることに気付く。

			　夏の太陽に熱せられたアスファルトが、手のひらを焼いていた。

			「帰ってきちまったか」

			　かつて望んだ結末。

			　あの場では、他に方法もなかった。

			　けれど、声も表情も苦い。

			　天草勇人は、故郷へ帰還を果たした。

			　ブルーワーズへ戻る保証もないままに。

			「ここが、ユウトの故郷か……」

			「ああ。でも、浸(ひた)ってるわけにはいかないな」

			　まだ、現実感がない。いや、欠いているのは危機感だろうか？　働きの鈍い頭を押さえながら、ユウトは立ち上がった。そして、周囲を見回し、ここがどこなのか手がかりを探す。

			「って、家じゃねえか」

			　幸いにして、到着地点と目的地がイコールで結ばれていた。

			　振り返ると、そこは自宅のマンション。そのすぐ側に転移していたのだ。

			　まだ時間が早いためか、人通りも道行く車もない。それに安心して、ユウトはしばし呆然とする。

			「ここがユウトの……。それにしても、随(ずい)分(ぶん)と立派な家だな。どこが一般人の生まれなのだ。家名もあるのだし、やはり貴族だったのだろう？」

			　ヴァルトルーデの目には、特徴もない分譲マンションが貴族の邸宅に見えていた。

			　――芸術性や優雅さには欠けるが、こんなに立派な建物は王城ぐらいしか見たことがない。似たような建物がいくつか隣接しているが、この周辺は貴族が住まう一画なのだろう――

			　ヴァルトルーデは内心、そんなことを考えていたのだが、ユウトはそんなことを露(つゆ)も想像もしなかった。

			「全部がうちの持ち物じゃねえよ。一室だけ。あと、朱(あか)音(ね)も同じだ」

			　ようやく自失から立ち直ったユウトは、要点だけ伝えると、勘違いしている婚約者の手を握った。

			　鎧(よろい)越しで感触もなにもあったものではないが、なんとなくヴァルトルーデと目を見合わせてしまう。

			「とりあえず、家に行こう。ついてきてくれ」

			「ああ、ユウトの家か。まあ、当然だな。うん。当然だ」

			　少し挙動不審なヴァルトルーデには気付かず、ユウトはマンションのエントランスに入る。

			　そして、インターフォンで呼び出そうとしたところ――スーツ姿なのは会社に出勤するところだったのか――思いがけず、父親と再会を果たした。

			「父さん！」

			「……っ!?　勇人！　勇人か？」

			「ごめん。詳しい話は家で」

			　学生時代はラグビー部だったという父のがっしりとした体を押して、エレベーターホールへと移動させる。記憶にあるより、小さな肩。いや。こちらが大きくなったのだろう。

			（二年だもんな……）

			　時の重さを噛(か)みしめつつ、ユウトは一階に止まったままだったエレベーターへと父親とヴァルトルーデを押し込んで、部屋がある八階のボタンを押した。

			「無事だったのか？　今までどこにいたんだ？　そっちの人は、誰なんだ？」

			「ごめん、家で母さんも一緒に全部話すから」

			　ユウトの父、天(あま)草(くさ)頼(らい)蔵(ぞう)。

			　いかつい長方形の顔。やや白髪交じりの髪。無口で、常に不機嫌そうな顔をしている印象だったが、今はそんなイメージをかなぐり捨てるかのように、質問をいくつも投げかけてきた。

			　無理もない。失踪していた息子が帰ってきて、しかも、鎧(よろい)に身を固めた美女と一緒なのだ。

			　その気持ちはよく分かったが、それに対しユウトは答えない。ヴァルトルーデの手を握ったままエレベーターに身を委ねる。

			　誰も彼も無言。

			　話したくないのではなく、話したいことがいくらでもあるがゆえの沈黙。

			　そんな状態のまま、エレベーターは目的の階に到着し、誰にも会わずにユウトの家までたどり着いた。

			「あら。あなた、忘れ物ですか？」

			「いや、勇人が」

			「……ゆうちゃんが？」

			　玄関に人が入った気配を憶え、洗面所で出勤の準備をしていたユウトの母が夫へ声をかける。しかし、どうにも要領を得ない。

			　三人も入ればいっぱいになってしまうそこで、「ゆうちゃん？」と、ヴァルトルーデが耳慣れぬ呼び名に反応を示すが、それよりも早く激しく反応を示すものがいた。

			「キャンッ！　キャンッ！　キャンッ！　キャウンッ!!」

			　ユウトの部屋の前で待機していた天草家の愛犬コロが、千(ち)切(ぎ)れてしまいそうな勢いで尻尾を振りながら、久々に再会する家族へと駆けだした。

			　頭から尻尾にかけては茶色の毛だが、腹の辺りは白い。顔も整っていて、世界で一番可愛い――と、ユウトは思っている。

			　手前にいた頼蔵は素通りし、一瞬でユウトの足下へ。

			　狭い三和土(たたき)にもかかわらず、全身で喜びを表現するかのように、何周も何周もぐるぐる回る。小型犬のポメラニアンのため、間違って踏まないようヴァルトルーデは慌てて距離をとった。

			「おう、コロ。元気だったか？」

			　ユウトは屈(かが)んで、そんな愛犬のあごを指先でかくようにさすってから、頭や耳の後ろを少し乱暴に撫(な)でる。いきなり頭に手をやると、叩かれると誤解してしまう。

			　だから、まず他の所から触ってやる、いつものやり方。

			「キャウキャウンッ！」

			　狂喜乱舞。

			　コロは、もう、どうしたらいいか分からないと、感極まってその場に仰(あお)向(む)けになり、毛の白い腹を見せてしまった。

			　そんな愛犬の姿を見て、こみ上げるものがあった。

			　泣き笑いのような表情で、要求通り今度は腹を撫でてやる。

			「……ゆうちゃん？」

			　そこに、異変を感じ取った母親がやってきた。

			「ただいま、母さん」

			「ゆうちゃん……ッッ」

			　目の細い、穏和な母。

			　父親とは違って、いつも笑顔だった母。

			　その彼女は、八ヶ月振りに見た息子へとふらふらとした足取りで近づき、抱きついた。ユウトの首筋が、暖かいもので濡れる。

			「父さん、母さん。心配かけてごめん」

			　母の泣き顔など、サッカーで大(おお)怪(け)我(が)をしたとき以来だ。

			　今回は自分のせいではない、偶然巻き込まれただけ。だとしても、心配させたことは謝りたかった。安心させてあげたかった。

			　先に反応したのは、父親の方だった。

			「ああ。無事で良かった。体は大丈夫なのか？」

			「大丈夫だよ。なにがあったのか、ちゃんと説明もする」

			「あら嫌だ。いつまで立ち話しているのよ。早く、あがってあがってあがって。そっちの綺麗な娘(こ)もね。息子がお嫁さんを連れて帰ってくるだなんて、想像もしてなかったわ。今日はお休みしますって、会社に連絡しないと」

			「そうだな……。私も、そうしよう」

			「いや、お嫁さんって」

			　勇人は、一足先にリビングへと移動する両親の背中を呆然と眺めた。

			　本当のことだけに、困ってしまう。しかもこれから紹介しなければならないのだ。

			　一時的に蚊(か)帳(や)の外――傍(ぼう)観(かん)者(しや)になっていたヴァルトルーデと顔を見合わせた。ブルーワーズ最強の聖堂騎士(パラデイン)は、かつてない緊張に包まれている。

			　彼女が髪の乱れを気にしているところなど、初めて見た。

			「ごめんな、うちの母さん天然で」

			「いや、問題はない。そのはずだ、きっと」

			　こうして、天草勇人は両親との再会を果たした。

			　空気を読まないコロが膝の辺りまでジャンプし、もっと撫(な)でて、もっと構ってと催促されながらだったが。

			　

			「悪いな、バタバタして」

			　飛行の軍靴(ブーツ・オブ・ウイングス)を玄関で脱ぎ、ユウトの家へと上がったヴァルトルーデ。

			　しかし、すぐに話し合いとはいかなかった。

			「まあ、仕方あるまい」

			　まずは、ユウトの部屋へと移動した二人。

			　不満ではなく不安を覗かせながら、ヴァルトルーデが魔法銀(ミスラル)の板金鎧を脱いでいく。魔法の鎧(よろい)は、着脱も容易で一人でどうにかなる。

			　ユウトは、鎧下になるヴァルトルーデを直視しないよう気をつけつつ、パーツを受け取っては無限貯蔵のバッグへとしまっていった。

			「うん。魔道具(マジツク・アイテム)に関しては、地球でも問題ないな」

			「……当たり前の話ではないのか？」

			　ごまかすように言うユウトに、ヴァルトルーデが疑問を投げかける。

			「こっちは、魔力とかないんじゃないかなって言ってたじゃないか。だから、魔道具(マジツク・アイテム)も働かないかと思ってたんだけど……。よく考えれば、そんな状態なら無限貯蔵のバッグの中身がぶちまけられるはずなんだよな。まあ、呪文も大丈夫かは、使ってみないと分からないけど」

			「そうか。実は私も、ヘレノニア神とのつながりが薄くなっているように感じられてな」

			　聖堂騎士(パラデイン)としての力は失われてはいないが、どことなく不安があるようだ。

			　次元の壁を越え、まったく違う領域へ入り込んでしまったのだ。止むを得ないのだろうが。

			「確認が必要だな……」

			「いや、まずはユウトのご両親と話し合うべきだろう」

			「悪いな」

			　ヴァルトルーデにとって神とのつながりは、アイデンティティそのもの。それを後回しにしてくれるということは、ユウトのことを大事に思ってくれている証拠に他ならない。

			　こうして準備を整え、ダイニングテーブルで話し合いが始まった。

			　これに不満を表明したのはコロだったが、ユウトが抱き上げて膝の上に乗せることで決着した。ローブはとっくに脱いで制服姿だったため毛がついてしまいそうだが、気にしない。

			「ええと、ヴァル。こっちが俺の父さんの天草頼蔵。あっち風に言えばライゾウ・アマクサな。それから、母さんは春(はる)子(こ)って言うんだ」

			「ば、ヴァルトルーデ・イスタスだ。よろしくお願い、します」

			　四人掛けのダイニングテーブルで、それぞれパートナー同士が隣に座って話し合う。

			　ユウトとがブルーワーズに転移したときと同じく転移時に言語翻訳の能力を得たのか、ヴァルトルーデは会話に関してはなんの問題もなかった。

			　それにしても、いつもの威(い)風(ふう)堂(どう)々(どう)とした聖堂騎士(パラデイン)は、どこへ消えてしまったというのか。ほとんど内容のない自己紹介にも、そのこと自体に気付いていない。なにをどうよろしくして欲しいのか、本人にも不明だろう。

			　あまりにも緊張しているためか、室温を快適に維持しているエアコンや、蛍光灯の存在にも気付かない様子だ。

			　綿が入った厚みのある上衣にズボンを身につけた――正確には鎧下になった――ヴァルトルーデは、まるで借りてきた猫のよう。

			　その規格外の美しさを除けば、だが。

			「どうしましょう、あなた。外人さんよ、とんでもない美人さんよ。モデルかしら女優かしら」

			「落ち着きなさい。みっともない」

			「そうね。ふう……。私はゆうちゃんのお母さんで、天草春子よ。ゆうちゃんとは、どういう関係なの？」

			「関係というと……」

			「母さん、みっともないと言っているぞ。すまないね。私は、勇人の父の頼蔵だ」

			「父さん、母さん。彼女は、俺がこっちからいなくなっている間に世話になった人で……」

			　もちろん、それだけではない。だが、すぐには言い出せない。

			　暑かったでしょと淹(い)れてくれたアイスコーヒー――ヴァルトルーデは珍しそうに見ているだけで手をつけてはいない――をあおってから、ユウトは改めて覚悟を決めた。

			「婚約者の……一人です」

			「やっぱり！」

			「……一人、とはどういう意味だ？」

			「じゅ、順を追って説明するから」

			　ブルーワーズで数多のモンスターと戦い、〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟を打ち倒し、喧嘩を売ってきた貴族を叩きのめし、国家を代表するような人物と渡り合ってきたユウト。

			　それでも、実の父の眼光を向けられると思わず身構えてしまう。

			　なにしろ、相手はどこからどう見ても武闘派ヤクザにしか見えない。これで真っ当なサラリーマンなのだから、地球にも神秘は存在する。

			　それを本人も気にしてか、伊(だ)達(て)眼鏡(めがね)をかけていた。そのお陰で、インテリヤクザに見える程度には眼光も和らいでいる。

			「怒らないで聞いて欲しいんだけど、ええと、あれだ。俺は神隠しにあったような感じで、地球じゃない場所にいたんだ。二年以上も」

			「まあ、神隠し……？」

			「…………」

			　母親の天然な返しが逆にありがたい。父からは怒鳴られても仕方ないと覚悟していたが、無言を貫(つらぬ)いている。とにかく、今は事実を伝えるしかない。

			「ファンタジーっていうのかな。偶然、そんな剣と魔法の世界に迷い込んで、魔法使いになって、ちょっと世界を救って、ヴァルトルーデが領地をもらったから手伝ったりしてた」

			「ユウトの言葉は、真実だ。〝常勝〟ヘレノニアに誓う……誓います？」

			「ヴァル、普通で良いよ」

			　ユウトが贈った玻璃鉄(クリスタル・アイアン)のネックレスに、左手薬指にはめた指輪。それらを意識せず触れつつ、ヴァルトルーデも支援する。

			　ユウトの両親を前に、どう話して良いか迷いながらではあるが。

			「…………」

			「…………」

			　沈黙の帳(とばり)が降りる。

			　それは、そうだ。あっさりと信じられるような話ではない。

			「なんの手がかりもなかった状況と符合はするが……」

			　頼蔵も、そう言うのが精一杯。

			　まあ、これくらいは織り込み済み。なんとか信じてもらおうと、ユウトが口を開きかけたそのとき、母親から、信じられない言葉が飛び出した。

			「映画みたいな話ね。大変だったんでしょう？」

			「えっと……。母さんは俺の話を信じるの？」

			「当たり前じゃない。ゆうちゃんは、私に嘘なんか吐かないもの」

			　少々のことでは動じない、大らかな性格の母。ほとんど、叱られた記憶もない。

			　けれど、ユウトが小学生の頃。まだ子犬だったコロを散歩させる約束を破って遊びに出たとき、一度だけ怒られた。具体的なやりとりは忘れてしまったが、それ以来、ユウトは決して約束を破ったことはない。

			「そう、だな。まあ、俄(にわか)には信じられん。けどな、私たちはお前の親だぞ。子供が嘘を吐いているかどうかぐらいは分かる」

			「私は、分からないわよ。だって、嘘を言われたことなんてないもの」

			「そこで、私に張り合ってどうする」

			　父親は、まるで無能な舎弟にあきれるような口調だが、間違いなく仲むつまじい夫婦の会話である。

			「素敵なご両親ではないか」

			「ああ。どうやって証明しようか考えてたのが、無駄になっちまったけどな」

			「そういえば魔法を使えるって言ってたわよね。凄い。見てみたいわ」

			「いや、魔法を使うのは危険だから……」

			　そう母親をなだめつつ、ユウトはまずコロをヴァルトルーデに預けた。

			「大人しくしてろよ」

			「キャウッ、ワッ、ハウッハハッ」

			「わっ、なめてきたぞ」

			　ヴァルトルーデも犬と触れあったことはあるが、それは猟犬に近い犬種だけ。小型の愛玩犬など、見るのも初めてだ。しかし、人懐っこく接してくるポメラニアンに隔(かく)意(い)など一瞬で吹き飛び、自然と笑顔になる。

			　世界で一番可愛いものの組み合わせだ。

			　ユウトは決意した。必ず、写真を撮らなければならないと。

			　その気持ちは、母親とも共有したものだった。

			　そんな二人と一匹を意識しつつ、無限貯蔵のバッグへと手を伸ばす。

			　そこから取り出したのは、リ・クトゥアへ行くときにも使った空飛ぶ絨(じゆう)毯(たん)。フローリングの上一メートルほどに浮かぶ絨毯は締まらない光景だが、母は信じてくれた。

			「ゆうちゃんが行ってたのは、アラビアンナイトみたいな所だったのね！」

			　なにか誤解が生まれてしまったが、いきなり駆け寄って乗ろうとするのだから、訂正する暇もない。

			「危ないぞ、母さん」

			　妻の運動能力――子供に遺伝せず良かったが、その代わり父親の目つきの悪さが似てしまった――を知る夫が、慌てて小さな体を支える。

			「大丈夫よ。あなたも、一緒に乗りましょう？」

			「……どうぞ」

			「いや、止めておこう」

			　明らかにこれが入るはずもないバッグも、種も仕掛けもなく浮いている絨(じゆう)毯(たん)も、息子の話を裏付けるのに充分。二年経過しているという部分など、すべてを完全に信じたわけではないが、信じてやることはできる。ユウトの父親は心中で、そう感じていた。

			「話が進まない。降りなさい」

			「は～い」

			「いや、絨毯を降ろすから」

			　ユウトは空飛ぶ絨毯に触れ、ゆっくりと床まで降りるよう命じた。母親に怪(け)我(が)でもされてはたまらない。

			「ちょっと脱線しちゃったけど、楽しかったわ」

			「常識では語れない境遇にあったことは分かったが、勇人、もし関係がなかったらすまないが、隠しておくわけにもいかん。実はな……」

			「うん、分かってる。朱音のことでしょう？」

			「知っているのか？」

			　ユウトは無言でうなずいた。

			　いよいよ、核心へ近づいている。

			　緊張で喉が渇き、グラスへと手を伸ばすが、氷しか残っていない。

			「ユウト、飲むか？」

			「悪い」

			　手をつけていなかったアイスコーヒーをヴァルトルーデから受け取り、氷が溶けてやや薄くなった黒い液体を嚥(えん)下(げ)する。

			「ふう……。朱音も俺と同じように、あっち――ブルーワーズという世界なんだけど――に来たよ。俺たちと一緒にいる」

			「そうか……」

			「まあ、朱音があっちに来たのは俺のせいというか、俺がなかなか帰って来れなかった理由にもつながるんだけど、ああ、説明しづらいな」

			「アカネには、私も世話になっている。特に病気も怪(け)我(が)もない……はずだ」

			　最後、断言できなかったのは、転移した後の状況が分からないから。

			　それでも、家族ぐるみの付き合いを長く続けていて娘同然に思っていた少女の消息を知り、頼蔵と春子は安(あん)堵(ど)の息を吐いた。

			　二人がいなくなった時期はバラバラだが、連続失踪事件のようになっているのだ。彼女の両親も心配していることだろう。

			「朱音のところのおじさんとおばさんに説明するのは、構わない。というか、父さんと母さんに話すのを優先するだけで、俺から言うつもりだった。でも、警察にも俺たちが無事なことは、伝えないで欲しい。わがままなのは分かってるけど――」

			「それが、必要なことなんだな？」

			「うん」

			　父親の確認にうなずき、ユウトは続ける。

			「ひとつは、今回がイレギュラー……準備をして、意図的に戻ってきたわけじゃないから。だから、朱音を連れて、いつまたこっちへ来れるか分からない」

			「ゆうちゃん、その言い方だと……」

			「父さん、母さん、ごめん。俺は、こっちでずっと過ごすつもりはない。少なくとも、あっち――ブルーワーズを生活の拠点にするつもり」

			　言った、ついに言ってしまった。

			　それが、一番幸せになれると決心した、決断した。

			　それなのに、心が揺らぐのはなぜなんだろう？

			「でも、ずっと行ったままにもしない。今まで帰って来れなかったのは、その手段がなかったのもそうなんだけど、行き来できる方法を探してたからなんだ」

			　クローゼットを開けたら行って帰ってこれるのが理想かな。

			　そう付け加えて、ユウトは大きく息を吐いた。そして、両親の表情を盗み見る。

			　父は、相変わらずの鉄(てつ)面(めん)皮(ぴ)。その真意は計り知れない――というよりは、怒っているようにしか見えない。母は予想もしていなかった息子の言葉に驚き、目と口を丸くしている。

			　親不孝だなと、ユウトは嘆息した。なんて自分勝手なんだと、自分を責めた。

			　それでも、その言葉を取り消すつもりはない。

			「信じられないだろうし、子供がなにを言ってるんだって思われるかもしれないけど、あっちの世界で仕事もしているんだ。その責任もある」

			「……何人だ？」

			「え？」

			「さっき、彼女は婚約者の一人と言っていただろう。何人なんだ？」

			「三人」

			　父は嘆息し、母は目を輝かせる。

			　なじられたいわけではないが、その反応もどうなのか。ユウトは苦笑を隠すのに苦労する。

			「お前が行っていたという世界では、その、複数の妻を持つという行為は、法律的に、倫理的に問題はないのか？」

			「倫理的には、一般的じゃないけど、後ろ指さされるような行為じゃないかな。法律的には……問題ないというか、問題にならないよう法律自体を作った」

			「……そうか」

			　自分で言っておいてなんだが、めちゃくちゃだ。逆の立場だったら、絶対に反対する。というか、まず殴り飛ばす。

			「そのなかに、朱音ちゃんはいるの？」

			「……うん。後一人は、旅の仲間というか……」

			　アルシアのことをどう説明すべきか、ユウトの言葉が止まる。

			「その人も、大事な人なのね？」

			「……間違いなく」

			　けれど、その問いには迷いなくうなずくことができた。

			　そんな息子を見て、諦めともつかない心境で頼蔵が口を開く。

			「私が反対するのは、簡単だ。いや、するべきなのだろうが、息子を無責任な男にするわけにもいかん」

			「父さん……」

			「勇人の気持ちは分かった。しかし、警察に捜索願も出している。お前と朱音さんが見つからない限りは、無駄な仕事をすることになるんだぞ。心配してくれた人も、たくさんいる。それはどうするつもりなんだ」

			　独自に興信所を使っていることは知らせずに、頼蔵は息子の考えを問いただす。

			　自分たちが迷惑を被(こうむ)るのは良い。親なのだから、当然だ。他人に迷惑をかけた場合でも、最大限味方になってやりたいと思う。

			　けれど、無条件でとはいかない。それは愛ではなく、ただの甘やかしだ。彼は心中でそんなことを思っていた。

			「それは分かって……る、つもり。たぶん、本当には分かってないんだろうけど、迷惑をかけた、心配をかけたとは思ってる」

			　ユウトは、あの大量のメールを思い出す。

			　アカネと再会したとき、なじられたことを思い出す。

			　始まりは偶然の事故のようなもの。不可抗力だった。

			　だが、そう主張できるのは、あのときまでの話。

			　ユウトは選んだ。帰ることではなく、ブルーワーズで生きることを。だから、それは彼自身の罪だ。

			「分かっているなら、これ以上は言わん。逆効果だからな」

			「そうよね。勉強しなくちゃって思ってた時に、しなさいって言われると嫌よね」

			「母さん……。理解ありすぎるのも、どうかと思うよ？」

			「あなた……。子育てって、難しいわね」

			「私も、実感しているよ」

			　恐らく、というか確実にベクトルは違うだろうが。

			「俺が戻ってきたことを明らかにできないって話に関連することなんだけどさ……」

			　一番言いにくい言葉。

			　両親にとっては、最も残酷だろう事実を、ユウトはついに明らかにした。

			「実は、戻ってきた手段が問題で、自動的にあっちへ戻ることになっているんだ」

			《星を翔る者(インターステラ・ウオーカー)》

			　ユウトが開発し、大賢者ヴァイナマリネンの監修を受けた、次元を越える理術呪文。

			　ブルーワーズで既知の異世界のみならず、異なる宇宙、異なる法則、異なる神々を抱く世界への転移も可能とする。

			　そして、強力な時の巻き戻しも組み込まれ、一定の期間が経過したら元の世界へと自動的に帰還する亜神級呪文(イモータリイ・スペル)。

			「俺とヴァルトルーデがいられるのは、最悪、数日だと思って欲しい」

			　もちろん対策は講じるつもりだし、そもそも効果が発揮されない場合もあるけど……。

			　そう、言い訳のように付け加えた説明は、残念ながら、両親の耳に届いてはいなかった。

		

	
		
			　

			２・とある聖女の異世界衣食住

			　

			「ヴァルトルーデさん、ヴァルトルーデさん。これなんて、どうかしら？」

			「いや、ユウトの母君。さっきの服で良いと言ったはずでは？」

			「やだわ、そんな他人行儀に。お母さんって、呼んで」

			「それは……」

			　リビングに隣接する和室から、聞こえてくる嬌(きよう)声(せい)。たった二人でも、かしましい。

			　分厚い鎧下では暑いだろうと、そして、可愛くないと、ヴァルトルーデに服をあてがっているところだった。当然ふすまは固く閉じられ、声しか聞こえてこない。

			　それでも、彼女がどんな表情をしているかは、容易に想像できた。

			　ユウトから衝撃的で非現実的な話を聞いた両親は、しばらく絶句していたが……すぐに心を切り替えた。

			「今すぐに行っちゃうわけじゃないのよね？」

			　と、息子の言葉を前向きに解釈し直した母は、未来の義(ぎ)娘(じよう)の手を強引に取って衣装ダンスへと連れて行った。

			　年(とし)甲(が)斐(い)もなく若々しい服が多いから問題ないだろうと母に余計な言葉を加えて折(せつ)檻(かん)された父は、書斎に閉じこもってなにか作業をしている。

			　一人残されたユウトは、リビングにシートを敷いて愛犬のブラッシングをしていた。

			　久々に戻ってきたのだ。自分の部屋でやりたいことも、色々と確かめたいこともある。

			　だが、どこへ行ってもとことことついてくる愛犬を、見捨てることはできなかった。まあ、いなかった間のニュースチェックや向こうで役立ちそうな情報収集は後でもできる。

			　魔法関連の確認は、人目のない夜にするつもり。

			　だから、今はブラッシングだ。

			　ポメラニアンという犬種は、世話にあまり手間がかからないが、夏場の抜け毛だけは例外。毎日でもブラッシングしなければ、そこかしこに毛が抜け落ちて大変なことになるのだ。

			　それはそれとして、気持ちよさそうに目を細めているコロを見ているだけで充分報われる。

			　ラーシアに見られたら指をさして笑われそうだが、笑わば笑え。などと考えて手を止めていたら、コロがまるで「苦しうない、続けよ」と言うかのように身をよじり、ブラッシングを催促してきた。

			　エアコンの効いた室内。蛍光灯の光。フローリングの床。身長と同じぐらいの窓ガラス。その向こうには、母の趣味の鉢植えがベランダにいくつか並んでいた。

			　つけっぱなしにしているテレビからは、ドキュメンタリーチャンネルの音声が流れている。

			　どれも、文明の薫(かお)りがする……というのは言い過ぎだろうが、快適なのは間違いない。

			　ブルーワーズでの生活も、それほど不満はなかった。なかったのだが、地球と同程度の生活をするため、普通では考えられないほどのリソースを注ぎ込んでいたのは間違いない。

			　魔道具(マジツク・アイテム)と金貨に支えられた非常識な生活だったんだなと、今さら気付く。

			「も、もうこれで良いですから」

			「やだ、まだあるのに」

			　ユウトの母――つまり、将来は義理の母になるのだが――の制止を振り切り、ヴァルトルーデがふすまを開ける。

			　和室から出てきたのは、美少女だった。

			　袖が短いライムグリーンのワンピースは麻で、見た目も涼しげ。黒のパンツを合わせているが、足の長さの関係か、かなり裾を折り曲げていた。

			　雰囲気としては日本へ留学に来た美人女子大生と言ったところだろうか。

			「似合ってるよ、可愛い」

			　気付けば、そんな言葉を発していた。完全に、無意識だ。我を忘れていたから言えた台詞であり、そうでなければ恥ずかしすぎて口にできなかったはずだ。

			「え？　あ？　そ、そうか……」

			　右を向き、左を見て、最後は天井に視線を移したヴァルトルーデが答える。裾に手を伸ばしては無意味に引っ張り、身をよじって、正面から見られないようにしつつ。

			　そんな息子たちの様子を、春子は細い目を笑みにして眺めていた。

			　ユウトのことは信じていたが、さすがにその話をすべて受け入れ、信じているとはいえない。

			　けれど、ユウトが帰ってきてくれた。彼女と一緒で、嬉しそうに、楽しそうにしている。だから、これで良いのだと春子は思っていた。

			　今、息子は確かにここにいる。それに勝る幸せがあるだろうか？　彼女はそう感じていた。

			「ゆうちゃん、後でヴァルトルーデさんの服を買わなくちゃだめね」

			　それはそれとして――と、義務感を前面に押し出して母が言う。着せかえ人形にしたいだけかと思いきや……。

			「まさか、下着が――」

			「母さん、そういうデリケートな話は開けっぴろげにしないでくれませんかねぇ!?」

			「でも、こんな美人さん、お店に連れて行ったら絶対に話題になっちゃうわ」

			「だよなぁ……」

			　とりあえず落ち着くことはできたが問題は多い。

			　ユウトも服を新調したいところだが、彼が外出するのはヴァルトルーデよりも難しいだろう。

			　なにせ、二年も経っているのだ。着られなくなった服も多かった。今は、元々サイズの大きかったＴシャツにデニムというラフな格好だ。

			　母は息子の成長に、驚きと喜びと納得が入り交じったような表情をしていた。

			「ところで、ユウト。お前はなにを……」

			「犬のお世話を」

			「やたらと甘すぎないか？　まさか、ヨナやレンを可愛がっていたのは……」

			「なぜ、そこでその二人が出てくる」

			　不本意だと、ユウトはヴァルトルーデに言い返す。

			　しかし、ブラッシングの手はそのままなので、まるで説得力がない。

			　とりあえず母は、「ヨナ」に「レン」という新たな登場人物の名が聞こえてきたからか、微笑んでいる。

			「だって、手を止めると催促されるんだもんよ」

			　ヴァルトルーデと春子が顔を見合わせた。二人が仲良くやってくれているのは良いが、今ひとつ釈然としないユウト。

			「さて、少し早いけどお昼にしましょ。ヴァルトルーデさん、悪いけど、手伝ってもらえるかしら？」

			「わ、私は……」

			「大丈夫よ、ちゃんと教えてあげるから」

			　予備のエプロンを手渡し、やる気満々の母親。

			　料理など、ヴァルトルーデは茹(ゆ)でるか焼くかしか知らないはず。さすがに、そんな彼女を二十一世紀のシステムキッチンへ叩き込むのは無(む)謀(ぼう)ではないかと、止めようとするが……。

			「ゆうちゃんは、台所に来ちゃだめよ。あとで、ちゃんと手を洗ってね」

			　あっさり、いなされてしまった。仕方がないと、ユウトはもうひとつの要望を口にする。

			「ところで、〝ゆうちゃん〟は……」

			「なあに？」

			「……なんでもないです」

			　良い年をした息子を「ゆうちゃん」呼ばわりはいかがなものか。それを糾(きゆう)弾(だん)するチャレンジは、あっさりと失敗に終わった。母は強い。

			「はい、まずは手を洗ってね」

			「ユウトが言っていた、うがい手洗いというものか。効果のほどはよく分からないが……」

			　学校を作ってからは特に、ユウトは清潔にすることを徹底させていた。ファルヴの街には豊富な水源があるのだ。使わない手はない。現状、半信半疑というよりは、大魔術師に言われたからやるという状態なのだが、効果はあるはず。

			　まあ、ヨーロッパでも、医者は偉いから手を洗わなくても問題ないとされていた時期があったのだ。あまり、他人のことは言えない。

			「うわっ、なぜかこの管から水が出てきたぞ。魔法か？」

			「そうきたか」

			　屋上のタンクに貯めた水を各戸に……などと説明したら「雨水を貯めているのか？」などと聞かれそうだ。正直、どこからどこまで説明したらいいのか分からない。

			　そうユウトが迷っている間に、手洗いは終わったらしい。

			「今日のお昼は、ミートソースのスパゲッティにします。タマネギのみじん切りからね」

			「斬ることなら、自信があります」

			　正確には、それ以外できないのだが、ユウトはそれすらできないのでなにも言う資格はない。

			　春子の指導の元、ヴァルトルーデはたまねぎのへたを切って皮をむき、半分に割ってからみじん切りに挑む。

			「あら、上手ね」

			「問題ありません」

			　さすがにまな板を割断するようなこともなく、ヴァルトルーデはあっさりとみじん切りを終える。同時に、一番面倒な工程も終えたこととなる。

			「次は、冷蔵庫から、挽(ひ)き肉を出しましょう」

			「なんだ、この箱は。中が冷たい。これも魔道具(マジツク・アイテム)か？」

			「魔法じゃない。科学だよ」

			「カガク？　ああ、アカネと同じだな。ハルコ殿は、テクノマンサーだったのか」

			「テクノ？　私は、音楽はやらないわねぇ」

			　かみ合わない会話。その原因のいくらかはユウトのでっち上げにあるのだが、誤解を解くのも困難だ。

			　この二人の組み合わせは失敗なんじゃないかと考えつつ、ユウトはコロのブラッシングを終える。後かたづけをしてから洗面所へ移動し、手を洗いながら、ヴァルトルーデがブルーワーズに蛇口を持って帰ろうとしないだろうなと、ばかげた心配をしていた。

			「じゃあ、フライパンで炒めていくわよ」

			「炒める？　しかし、かまどは……」

			「かまど？　ガスレンジがあるから大丈夫よ」

			「うおっ、火がついたぞ。薪(まき)もなしに」

			「アウトドアじゃないものねぇ」

			　その後、トマトや缶詰との歴史的な邂(かい)逅(こう)を果たしたところで、ヴァルトルーデはお役ごめんとなった。あとはパスタを茹(ゆ)でるだけなので、二人いても意味はない。

			　ユウトはリビングのソファに座って見るとはなしにテレビを眺めながら、足下の愛犬にちょっかいをかけている。

			　そんな彼の横に、エプロンを外した聖堂騎士(パラデイン)がちょこんと座って言った。

			「この世界は凄いな。庶民が当たり前のように魔道具(マジツク・アイテム)を使って生活しているとは。どんなからくりかは分からんが、とにかく凄い」

			　乏(とぼ)しい語(ご)彙(い)で絶賛するヴァルトルーデ。

			　どうやら、使用人の一人もいなかったことで天草家貴族説は消え去ったようだが、その代わり他の誤解が発生していた。

			「魔法じゃなくて科学の産物だって、言ったろ？」

			「ん？　だから、魔道具(マジツク・アイテム)だろう？」

			「……まあ、それで良いか」

			　ユウトは、早々に説明を諦めた。

			　なにしろ、このテレビだって、ユウト自身、原理を熟知しているわけではない。

			「ところで、この魔道具(マジツク・アイテム)はどこの光景を映しているのだ？」

			　チャンネルは、ドキュメンタリーのまま。

			　外国人が、第二次世界大戦中の戦闘機に関して説明をしている。

			　板の中に人がいるぞ！　――という勘違いは避けられたようだが、その台詞で、彼女がテレビをミラー・オブ・ファーフロムと誤解しているのだと気付く。

			「いや、これは映像を撮影する機械――魔道具(マジツク・アイテム)で録画したものを、電波に乗せてそれぞれの家に配信してるんだ」

			　単純化した上に正確とは言い難い説明。しかも、受け手にも問題がある。

			「電波とはなんだ？」

			「空気の中の見えない波？」

			「なぜそれが像を結ぶのだ？」

			「……なんでだろうなぁ」

			　なんかもう、魔法で良いやと投げやりになってしまうユウトだった。

			「そろそろ茹(ゆ)であがるから、テーブルを片づけてちょうだい」

			「はいよ」

			　ユウトはこれ幸いと、先ほど話し合いが行われたダイニングテーブルへと移動し、ウェットティッシュで丹念に拭いていく。それが終わると、春子が三人と一匹分の皿をトレイに載せて運んできた。

			　卓上へ並べられていく、赤いソースのスパゲッティ。トマトの香(かお)りが鼻(び)孔(こう)をくすぐり、食欲を刺激する。

			「……ひとつ、麺だけの皿があるようだが？」

			「これは、コロのだよ」

			　短く切れたパスタをつまみ、蜘蛛の糸のように垂らしてやる。

			　すると、コロは後ろ足だけで立ち上がって、器用に食べ始めた。

			「相変わらず、麺好きだな」

			「コロちゃんは、おそばとかも大好きよね」

			　家族同然。いや、それ以上の扱いに、ヴァルトルーデは素直に驚きを憶えているようだった。

			「さ、いただきましょう」

			「……ライゾウ殿は、良いのか？」

			　ヴァルトルーデが家長抜きで始まる昼食風景に疑問を挟んだところ、春子が笑いながら構わないと手を振った。

			「良いのよ。あの人は、作業に集中すると、邪魔されるのを嫌がるから」

			「ふうむ……」

			　やや釈然としない表情で、ユウトに倣ってフォークでパスタを巻くヴァルトルーデ。

			「これは……」

			　だが、一口ほおばった瞬間、彼女の感じていた細かい疑問は吹き飛んだようだ。

			「どうだ？」

			「美味い」

			　端的な表現だが、実感がこもっている。

			　そのまま大きく二口目を口に運――ぼうとして、アカネから美味しいだけじゃ参考にならないと散々言われたのを思い出したのか、彼女は言い直した。

			「酸味の中に、野菜の甘みと肉の旨(うま)みが溶け込み、麺に絡む味わいは至福だな」

			「……無理しなくて、良いんだぞ？」

			　こうしてデザートのアイスまで平らげ、皆がなんとなく精神的に弛(し)緩(かん)し始めたところ、なにか企んでいそうな表情で――つまり、いつも通りの表情で――天草頼蔵が姿を現した。

			「お父さんも食べる？」

			「そうだな……」

			　少し考えてからうなずく頼蔵。今この瞬間に、誰かを抹殺する決心をしたと言われたら、信じてしまいそうな貫禄だ。

			「私が食事をしている間、勇人はこれに目を通してくれ」

			「これは？」

			　そう聞きながら受け取ったＡ４サイズの紙束。印刷したばかりなのか、やや暖かい。

			「お隣に説明するための資料だ」

			　見れば、ユウトの主張と常識的な疑問・反論。それに対する、再反論などが列挙されている。別紙として、想定問答集までもあった。

			　しかも、文書作成ソフトで簡単に作ったものではない。プレゼンテーションソフトで、見(み)栄(ば)え良く、分かりやすく作成されている。

			「事実誤認や、訂正、提案があれば言ってくれ」

			「あ、はい……。お手数をおかけしました……」

			　あまりにも予想外の行動に、ユウトは新入社員のような台詞しか言えなかった。

		

	
		
			　

			３・二人の夜

			　

			　ユウトが知る限り、アカネの両親も普通とは言いがたい人たちだった。

			　まず、アカネの父である三(み)木(き)忠(ただ)士(し)は、主夫。しかも、デイトレーダーを兼ねている。

			　この時点で一般的という言葉の範囲から逸脱しているが、外見は、黒縁眼鏡にやや太めの体格、適当に伸ばしてぼさっとした重そうな頭髪と、うだつの上がらない中年男性にしか見えない。

			　ただ、面倒見が良く子(こ)煩(ぼん)悩(のう)で、ユウトは昔からあれこれと面倒を見てもらっていた。

			　一方、アカネの母、三(み)木(き)恭(きよう)子(こ)は心臓外科の女医と、夫とは別の意味で普通ではない。

			　すらりとした長身にベリーショートの髪をした彼女は、怜(れい)悧(り)なキャリアウーマンといった印象を与える。

			　かなりの姉御肌で、「この人は、人が良すぎて私が守ってあげないと死ぬから」と夫にプロポーズしたという逸話を持つ。

			　それを楽しそうに語るアカネもどうなのかとユウトは思ったが、親子仲が良好なのは天草家・三木家で共通だった。

			　そんなアカネの両親が天草家に招かれ、頼蔵の書斎で困惑の表情を浮かべている。資料と、同席しているユウトとヴァルトルーデの姿を交互に見ては、どうすべきか考えあぐねているようだ。

			　ユウトの両親に説明したのと同じく、ユウトとアカネは異世界にいたこと、婚約したこと、ユウトに婚約者が三人いること。すべて伝えた。

			　この場の主導権は頼蔵が握っているが、決して結論を急かすようなことはしない。

			　非常識すぎて信じられないという相手の思いに理解を示しつつ、ひとつひとつ理論立てて説明し、証拠を提示しながら巧みに誘導していく。

			　その手腕もあって、比較的短時間で三木夫妻はユウトの失踪については納得をしたようだった。もちろん、全面的にではないだろうが。

			　一番効果的だったのはやはり、ブルーワーズという異世界、つまり、地球の常識で計り知れない地があるという証拠を魔道具(マジツク・アイテム)で見せたこと。

			　ただし、今回は空飛ぶ絨(じゆう)毯(たん)ではない。

			「神の意思が薄弱なこの地だ。こちらの方が分かりやすいだろう」

			「いや、だからって無茶な……」

			　しかし、決意を固めたヴァルトルーデを止めることはできず、ユウトにできたのは、床に新聞紙を引くことだけ。

			　ヴァルトルーデは予備武器として隠し持っていた短剣を取り出すと、なんのためらいもなく手首の辺りを掻(か)き斬った。

			　彼女は眉ひとつ動かさず、冷静に垂れ落ちる血液を眺めている。

			　一方、大人たちは――頼蔵でさえも――唖(あ)然(ぜん)として声も出ない。

			「勇人くん、なにをさせているんだね!?」

			「大丈夫ですから」

			　医者だけあって真っ先に立ち直った恭子が、非難の声とともに立ち上がったが、ユウトは心配ないと、それを軽く制した。

			「なんか、俺が変な影響を与えたような気がするな……」

			　そうぼやきながら、ユウトは魔法薬(ポーシヨン)を、病人に水でも飲ませるように口元へ持っていく。

			「やはり、あまり美味い物ではないな」

			　それを嚥(えん)下(げ)したヴァルトルーデは、自傷を行ったときにも見せなかった苦い表情を見せる。

			　けれど、ユウト以外にそれを見た者はいなかった。

			「治っていく……」

			　それは誰から発せられた言葉か。

			　そんなことは気にならなくなるぐらい、彼らにとって衝撃的だっただろう。

			　瞬時に血が止まり、肉が皮膚が再生していく。あり得ない回復速度。

			「これが、あっちでは一般的……とまでは言えないけど、月収ぐらいで買えちゃう魔法薬(ポーシヨン)です。なんなら、今度は俺が飲ん――」

			「……分かった」

			　一番最初に反応をしたのは、職業柄やはり恭子だった。

			　なにかのトリックと考えることも可能だが、医療現場にいる彼女の理性がそれを否定した。

			「だから、もう、それのことは忘れさせて欲しいところだね」

			　さばさばとした口調とクールな相貌とは裏腹に、恭子は焦りを含む口調で言った。

			「そんな物を見せられたら、後悔で押しつぶされてしまう。そして、万難を排してでも、悪魔に魂を売ってでも、手に入れたくなる」

			　妻にここまで言われては、忠士もなにも言えない。

			　ユウトが異世界に行っていて、ヴァルトルーデもその住人であるというほら話にしか聞こえない前提は、こうして受け入れられた。

			　次なる障害はアカネの行方に関してだが、意外にもこれはあっさりと乗り越えられた。

			「朱音ちゃんは、勇人くんを探しに行くって出かけたからね。そういう意味では、目的を達したってことになるよね？」

			「最悪の事態も考えていたのだ。それに比べたら、かなりましな部類だよ。勇人くんが、いずれ連れて来てくれるんだろう？」

			「はい。絶対に」

			　根拠はない。だが、ユウトは迷いなくうなずいた。

			　忠士にとっても、恭子にとっても、それで充分だった。

			「あとは、勇人くんがその、ファンタジーな世界で重婚をして、そのなかに朱音ちゃんが含まれてるっていう件かな？」

			「正確には、まだプロポーズしただけですが……」

			「……まあ、良いんじゃないの」

			「そうだね」

			　信じられないぐらいあっさりと、認められてしまった。理解がありすぎて、ユウトは逆に戸惑う。

			「俺が言うのもなんですが、良くはないと思うんですが……」

			「僕は奥さんを三人も持つ勇人くんの方が心配だな。ストレスを抱えないようにしなよ？」

			「そこの超美人さんも、そうなんだろう？　なら、うちの朱音は、負け試合をなんとか引き分け以上に持ち込んだわけだ。ゲーム理論としても正しい」

			　アカネはユウトのことが好き。しかし、ユウトはヴァルトルーデと深い仲になってしまった。

			　そこに割り込むのも奪うのも難しいのであれば、配偶者が増えても構わないという理屈。

			　それを肯定し、話し合いはなんとかまとまった。

			　結局は、大人たちのユウトへの信頼が大本にある。だが、とりあえずでも信じてくれたのは彼にとっても嬉しいことだった。

			　話がひと段落し、アカネの両親にも「よく戻ってきたね」と声をかけられたときは、泣きそうになっていた。もちろん、誰にも気付かれないようにだが。

			　その日、三木夫妻はそのまま天草家で夕食もとり、久々に明るい表情が食卓に並んだ。

			　

			　そして、その夜。

			　ユウトは、再び父の書斎に足を踏み入れた。今度は、父と二人きりで。

			「まあ、座れ」

			「うん」

			　父は、秘蔵のウィスキーを二人分のグラスに注ぎ、息子が来るのを待っていた。

			「未成年だけど？」

			「あっちでは、飲んでいたんだろう？」

			「まあ、それなりに」

			「水が悪いと、酒を水代わりに飲むというからな」

			　夕食時のヴァルトルーデの飲みっぷりで見当を付けていたのか、父は顔色も変えずに言った。

			　ちなみに、ヴァルトルーデは初めて飲む日本酒も豪快に杯を干して場を沸(わ)かせていた。

			　舐(な)めるように蒸留酒を飲みながら、まず父が口を開く。

			「正直なところ、犯罪に巻き込まれていない限り、お前がどこでなにをしていたかというのは、それほど問題にはしていない」

			「ありがとう……」

			「だが実のところはな、お前をどこかへやりたくはない。これは、本音だ」

			「……父さん」

			　当然の言葉に、自然とユウトの肩が落ちる。

			「けれどな、あの怪(け)我(が)の後、私たちは勇人が望むことをやらせよう、そう決めたのだよ」

			　ユウトのグラスに琥(こ)珀(はく)色の液体を注ぎながら、父がそんな台詞を口にする。

			「お前が、私たちを心配させないようにサッカーから離れたのは分かっていた。分かっていて、なにも言わなかった。いや、言えなかった。なにより、安心したからだ。あんな心配を、リハビリで苦しむ子供の姿を見ずに済むからだ」

			「そんな……」

			　そんなことを思っていただなんて、気付かなかった。

			　どれほど深く愛されていたか、理解していなかった。

			「次は、勇人。お前が、わがままを通す番だ。決めたなら、最後までやり通せ」

			「うん」

			「まあ、海外に移住でもすれば、滅多に会えなくなるだろうし。そんな家族もいるだろう。それに、そうだな……」

			　言うべきかどうか、迷うようにグラスを傾けながら、父は結局、口を開いた。

			「失敗したら、嫌になったら逃げてこい。私は逃げることは間違いだとは思わん。ここは、お前の帰るべき場所だ」

			「…………」

			　ユウトは、なにも言えない。ただ、無言でうなずくことしかできなかった。

			　この胸のなかにある思いを口にしたら、その瞬間に、すべてが偽りになってしまいそうだったから。

			　

			「ユウト、話は終わったのか」

			　父の晩酌に付き合い書斎から出たところで、パジャマを着たヴァルトルーデに出くわした。

			　ピンクのシャツパジャマというありふれた格好だが、彼女が身にまとうと、新鮮な味わいがある。率直に言うと、可愛い。

			　完全に不意をつかれた遭遇だったため、ストレートにその愛らしさが脳に浸透してくる。

			「どうした？　様子がおかしいぞ？」

			「いや、大丈夫だ。なんでもない」

			「そうは見えんが……」

			「ああ。そういえば、ヴァルは母さんから解放されたんだ」

			「うむ。なにか妙な薬を顔に塗られた。説明があったが、なにがなんだか分からなかったぞ」

			「それはたぶん化粧品だ」

			　化粧水とか乳液とかそういうものだろう。ユウトには、両者の違いは分からなかったし、そもそも、このヴァルトルーデにそんなものが必要とは思えなかった。

			「化粧？　なぜ寝る前に化粧をするのだ？」

			「なぜってなぁ……。お肌のケアとか、そういうのだろ」

			　やはり、よく分からないと首を傾げるヴァルトルーデ。アカネに知られたら、懇(こん)々(こん)とお説教をされそうだ。

			「まあ、それはどうでも良いのだ。実は、ハルコ殿から言われたことがあってだな……」

			「なにを？　まあ、どうせろくでもないことだろうけど」

			　水でも飲もうとダイニングキッチンへ移動しながら、ユウトは問う。

			　その後ろをヴァルトルーデがついてきたため、自然、視線は前を向く。その先には、リビングルームの窓際で横になっている愛犬の姿があった。

			　コロは、ユウトがずっと家にいることに安心したのか、それともはしゃぎ過ぎて疲れたのか。定位置で、白いお腹の毛を見せながら仰(あお)向(む)けに寝る姿を見て、自然とユウトの顔がほころんだ。

			「ろくでもないというか……。どうやら、一緒に寝ることになったようだ」

			「母さんと？」

			　３ＬＤＫのマンション。一部屋は、ユウトのもの。もう一室は父の書斎。残った和室に、両親は布団を敷いて寝ていたはず。

			　もしかして、男女で分かれるのだろうか？

			　そんなユウトの予想は、無惨に打ち砕かれた。

			「なにを言っているのだ。そ、その、ユウトとに決まっているだろう」

			「なん……だと……？」

			　それは、地球に戻ってきて一番の衝撃だった。

			「確かに、うちには客間なんてないけど……。まずくないか？」

			「まあ、野営中を考えればなんでもないはずだが……」

			　今は、二人きりだ。いや、両親がいる。いるのだ。

			「なんというか、うちの母がアレで本当にごめん」

			「うう……。ゆうちゃんがいじめるわ……」

			　和室に引っ込んでいたはずの母が、唐(とう)突(とつ)に会話へ参加する。ただし、パックをしているため顔は出さない。

			「ナイスアシストって、ほめてくれると思ったのに」

			「息子のリアクションを楽しんでるだけだろ」

			　ただ、まあ、こんな異境の地でヴァルトルーデを手放すようなことはしたくない。かといって、親子揃って寝るのもごめんだ。

			「分かった。ヴァルトルーデは俺の部屋で寝かせるから。布団は？」

			「もう運び込んであるわよ」

			　完全に、母親の手のひらの上だった。もやもやするが、同じベッドで寝るわけにもいかない。

			「済まないな。もう、かなり眠たくてな……」

			「いや、ヴァルは悪くない。それに、限界が近いのは、俺も同じだ」

			　無理もない。ダァル＝ルカッシュとの戦闘と、地球に戻ってきてからの緊張状態で感じなかっただけかもしれないが、時差ぼけに近い症状だって出ているはずだ。

			　だからといって、二人きりなのだ。平然としていることは難しい。

			　それを、二人とも、ユウトの部屋に入って思い知ることになる。

			「先ほどは観察する余裕はなかったが……。ここが、ユウトの部屋か……」

			「変な物はないから、好きなだけ見て良いぞ」

			　六畳ほどの洋室。

			　外廊下に面した窓際にはベッドが置かれ、壁際にはテレビとゲーム機等がしまわれたラックがある。

			　勉強用のローテーブルは、もうひとつ布団を敷くため端へと追いやられていた。

			　昔はサッカー選手のポスターも貼ってあったが高校に入る頃には剥(は)がしていたので、本当に殺風景な部屋だ。

			「変というか、やはり、見慣れぬ物ばかりだな」

			　床に直接敷かれた布団に、リビングにあるのよりも小さな薄型テレビや、箱のように大きなゲーム機などを興味深そうに観察する。

			　さらに、そんなヴァルトルーデをベッドに腰掛けて眺めるユウト。

			　アカネが勝手に入ってくることが頻繁にあったため、見られて困るようなものは置いていない。今だけは、アカネに感謝して良いかもしれないと思う。

			「それに、この部屋も涼しいな」

			「まあ、窓を開けるわけにもいかないし」

			　防音がしっかりしているマンションなので窓さえ開けなければユウトたちの存在を気取られる心配はないだろうが、それは室温と引き替えだ。

			　エアコンがなければ、一晩も過ごすことはできないだろう。

			「おお。これが、アカネの言っていたマンガか」

			　かなり前に完結した、下部リーグからの昇格を目指すサッカー漫画を手に取り、輝くような笑顔でページをめくっていく。

			「確かに、絵ばっかりだな」

			「そういえば、言葉は通じるけど文字はどうなんだ？」

			「……読めぬ」

			　ぐぬぬと本を近づけたり遠ざけたり傾けたりするが、結果が変わるはずもない。

			「ただの記号にしか見えん」

			　世界転移をする際に、言語の翻訳能力と言うべきものは付与される。ただし、それは知能を増加させるものではない。

			　つまり、元々文字が読めないヴァルトルーデは、地球へ来ても日本語の読み書きができるようにはならないのだ。

			「理屈としては合ってるが」

			「なんて残酷な結論だ」

			　そこでふと、沈黙の帳(とばり)が降りる。

			　めぼしい物は一通り見て回ったし、テレビを見たり、ゲームをやったりという状況でもない。

			　そして、寝るための準備はすでに終わっている。

			「そろそろ、寝るか……」

			「そ、そうだな」

			「とりあえず、ヴァルはベッドを使えよ。床で寝るのは、慣れてないだろ？」

			「そんなことはないぞ。野営で地面に寝ていた頃に比べれば……。だ、だが、ユウトのベッドを使いたいというわけではなく」

			「俺のったって、何か月も使ってないし、洗濯もしてるし……」

			「そうなのだろうが、そういうことではなくな……」

			　再び、沈黙の帳が降りる。

			「ならば、一緒に――」

			「それは一番やっちゃいけない解決法だ！」

			　本当にまずいとユウトは全身全霊をかけて否定した。地球に戻って、なにをやっているんだ。

			「やっぱ、ベッドはヴァルな。いくらなんでも、女の子を床に寝かせるわけにはいかない」

			「むう……」

			　納得はしていないが、これ以上の議論も無駄だとヴァルトルーデは受け入れた。

			「じゃあ、電気消すぞ」

			　婚約者がベッドに入ったのを見届けてから明かりを消し、ユウトも布団に潜り込む。

			　先ほどは、この地球においても誰よりも美しい聖堂騎士(パラデイン)と良い雰囲気になったりもしたが、やはり、疲労が大きかったのだろう。

			　自然とまぶたが閉じ、意識を手放しそうになるが――

			「ユウト」

			　そんな彼の手を、ヴァルトルーデが形の良い指でぎゅっと握った。

			「……どうした？」

			「ここは、良い所だな……」

			　意図の見えない話。けれど、ユウトは婚約者の手を握り返して、続きを促(うなが)した。

			「ユウトのご両親も、アカネのご両親も、いい人だった。どう見ても怪しいだろう私を受け入れてくれたしな」

			「美人は得だな」

			「……いや、皆がいい人だったからだろう？」

			「俺が初めてあっちに行った時も、やっぱヴァルが美人だから信頼した部分があったし」

			「不本意だ」

			　そうは言いつつも、彼女の声は笑っていた。

			「ここに来て、ユウトのルーツに触れられた。嬉しかったぞ。まあ、犬に構い過ぎなところは、どうかと思ったが」

			「仕方ないだろ。無視するなんて、そんな外道なことができるか」

			　暗闇の中、笑い合う二人。

			　だが、それが落ち着くと、ヴァルトルーデの声が憂いを帯びる。

			「けれど、ここはあまりに遠い。ヘレノニアの、神の声が聞こえない。時折、不安になる」

			　沈痛なその言葉。滅多に聞くことがない、ヴァルトルーデの苦悩。

			「ユウトの存在が感じられなかったら、私は平常心を失っていたかもしれない」

			　彼女が、そっと指輪を撫(な)でる。

			　そう言ってもらえると、贈ったユウトとしても嬉しかった。もちろん、口には出さないが。

			　代わりに、自分の意思を口にした。

			「帰ろう。《星を翔る者(インターステラ・ウオーカー)》が、どう作用するか分からないけど……」

			　まだ状況は流動的だ。どうなるか、分からない。

			　それでも、ユウトの思いは決まっている。

			「……作用しなくたって帰るよ。もう、俺の世界はブルーワーズだ。家はファルヴなんだから」

			「ユウト……」

			　思い人から注がれる愛。

			　その人に故郷を離れる決断をさせた自分への憤(いきどお)り。

			　両立できない感情に、ヴァルトルーデはなにも言えず、ただ、体温を、存在を、想いを確かめるように手に力を込める。

			「朱音やアルシア姐さんたちも、心配してるだろうしな」

			「ああ、そうだな……」

			　二人はこのまま。

			　手を握ったまま、異世界での最初の夜を過ごした。

		

	
		
			　

			４・信じて待つ者たち

			　

			「やっぱり、勇人は天才か変態かのどっちかだわ……」

			　青き盟約の世界(ブルーワーズ)でも最大級の国家、ロートシルト王国。その南方、シルヴァーマーチ地方を治めるイスタス伯爵家。

			　ファルヴの城塞にある執務室で、一人の少女が今、書類の山に埋もれようとしていた。

			　アカネ・ミキ。

			　イスタス伯爵家の家(か)宰(さい)を務める大魔術師(アーク・メイジ)と同郷の機巧魔術師(テクノマンサー)。服飾の分野ではレジーナ・ニエベスと組んで世界に革命を起こそうとしており、異界の料理でアルサス王子をも唸(うな)らせたという。

			　また、絵画にも造(ぞう)詣(けい)が深い、多分野の天才。つまり、知る人ぞ知る才媛。

			　それが、アカネへの評価だった。本人はまったく与(あずか)り知らぬ所で重要人物になっていて、自分自身、それを聞いたときには卒倒しかけた。いや、さすがにそこまでではないが、変な笑いがこみ上げてきたのは確か。

			　ただし、過大評価であろうとも、そんな彼女だから領主代理という大役を認められたともいえる。

			　絶望の螺旋(レリウーリア)が蘇(よみがえ)りかけ、ユウトとヴァルトルーデの二人がそれを食い止めた。

			　それを報告した瞬間、アルサスの秀麗な容貌には驚きと嫉妬が浮かんでいたが、詳しい経緯を説明することで、さすがに納得はしてくれた。

			　アルサス王子は王国宰(さい)相(しよう)ディーター・シェーケルと協議し――表向き公表はしないが――アカネを代理として領地経営を行うことを不問に付すこととなった。

			　もし二人の不在を他の貴族たちから指摘されることがあれば、「王家から、重大な依頼を受けている」と正当化することになっている。

			　なお、その裁定が下るまでは――

			「ヴァルとユウトが帰ってきたら、うちが独立してたとか面白くない？」

			「……楽しそう」

			「やるか」

			　――などというブレーキなしの自転車よりも危険な状態になりかけていたのだから、万々歳とも言えた。

			「……ヴァルやユウトの代理ってことは、これ、あたしが止めるの？　止まるの？」

			「申し訳ないけど、私は補佐役の方が向いているし、なにより目がね……」

			「分かっているけど……」

			　順番から言えば、アルシアが代理になるべきだ。

			　けれど、彼女にはトラス＝シンク神殿や診療所での役割もあり、報告書のチェックや裁可が中心となる業務には向いていない。

			　そして、ラーシア、エグザイル、ヨナはもっと向いていない。性格の問題で。

			　もちろん、クロード・レイカーを始めとする有能な文官たちもいるが、あくまでも実務担当。意思決定や裁可に関わらせるのは問題がある。

			　そこで、白羽の矢が立ったのがアカネだ。

			　最初は、「あたし、メイド扱いだったはずなのに良いの？」と渋っていたが、王家からのお墨付きが出たので退路はふさがれた。

			　とはいえ、それは形式が整っただけに過ぎない。実際の作業となると、めんどくさいの一言に尽きた。

			「玻璃鉄(クリスタル・アイアン)の産出量と、加工品の比率の原案？　奨学金の原資とその運用？　港湾修繕費の積み立てと、出資比率について？　海賊島の製塩業の見積もり？」

			　机(き)上(じよう)に何枚か書類を並べて斜め読みするが、女子高生が見るものじゃないわよねと苦笑しか出ない。

			　しかも、これを主導しているのは幼なじみの少年だ。

			　ほんと、手広くやっているのねと感心しつつ、内容をチェックしては裁可のサインを入れていく。同時に、ユウトが帰って来たときのため、パソコンで要点を文章にまとめていった。

			「まったく、あたしがこんな尽くす女だっただなんて……」

			　文章作成に疲れて、アカネが伸びをすると胸が強調される。

			　それに気付き、はっと姿勢を戻して腕で隠した。

			　誰もいないのだから気にする必要はない。自分でその行動のおかしさに気付くと、無意識に指輪を指でなぞっていた。魔道具(マジツク・アイテム)だけあって、指紋が付く心配などない。

			　装着者を災禍から守るという、魔法の指輪。

			　同時に贈った三つの指輪の中で、恐らくこれが一番高価だ。

			　けれど、一番愛されている――というわけではない。それはアカネ自身よく分かっている。

			　ユウトの中の一番は、やはりヴァルトルーデなのだろう。

			　アカネには、身を守るための指輪。アルシアには、感情を知るための指輪。どちらも、装着者のことを考えて贈られた指輪だ。

			　しかし、ヴァルトルーデには、ユウトが彼女へここにいるよと知らせるための指輪。いわば、ユウトのための物。

			　ユウト本人は、意識などしていないかもしれない。

			　だからこそ、違いが分かる。分かってしまう。

			「まあ、知ってはいたけどね……」

			　だけど、頭で分かっているのと、それを突きつけられるのとは別。

			「仕方ない。仕方ないけど、地球でイチャイチャしてたら、たっぷり見返りを要求するわよ」

			　そう気を取り直して、アカネは作業に戻る。

			　概(おおむ)ね、ユウトが決めた方針に基づいてヴァルトルーデが内(ない)諾(だく)を与えている案件だ。なので、アカネが決済をしても専応を誹られる心配はない。

			　だが、心配がなければ良いというものでもなかった。

			「ああ、また計算が間違ってる……」

			　一応、ユウトも文官たちに算数レベルの授業を行いはしたようだが、計算機もない世界のためミスは出る。

			　そこに人手不足が重なれば、到底完(かん)璧(ぺき)を求めるわけにはいかない。

			　パソコンの電卓で何度か計算しては処理をしていくが、数が多いのでずっと集中しているのも難しい。

			　そんな時は、気晴らしにイラストを描く。

			　裁可している書類よりもよほど上質な紙に、アルサス王子とユーディットであったり、ヨナやレンであったり、ユウトやラーシア……と思いつくまま細いシャーペンで筆を走らせる。

			「ああ……。締め切り前も、こんなにさらさら描けたら良いのに」

			　そんな手慰みを三十分も続け、さすがにまずいと再度仕事に取りかかる。

			「あたし、勉強は苦手なキャラだったはずなのにね……」

			　いつもは最終的にユウトが携帯電話を計算機代わりにしてチェックをしていたのだが、そういう地道な作業は――控えめに言っても――アカネの得意分野ではなかった。

			　机(き)上(じよう)を占領する書類の山にじっとりとした視線を送る。けれど、当然ながら、それで山が減るはずもなかった。

			　ユウトとヴァルトルーデがいなくなって、ほんの数日でこれだ。

			　アカネが作業に不慣れというのはもちろんあるだろうが、ユウトが天才的な手腕で処理をしていたのか、あるいはワーカホリックだったのか……。

			　幾分、後者の可能性が高いと思っている。

			「というか、各村の納税額の予想とかあたしが見ても良い物……？　まあ、見せられない物は持ってこないわよね。別に、自分で書類を運んできたわけじゃないし」

			　そう言い訳しつつ、とりあえず傍らのノートパソコンをスリープ状態から復帰させ、表計算ソフトにデータを打ち込んでいく。

			　表計算ソフトも最初は使い方がよく分からなかったが、今では計算とソートぐらいはできるようになっていた。

			　パソコンや計算機を使用できる点をはじめ、やはりアカネはこの世界の中だと基礎的な学力では群を抜いている。実は、内政面においてのユウトの相棒は、アカネが適任だったのだ。

			「あ、バッテリィがもう切れそう！」

			　今日はこれ以上の作業が難しい。イコール、今日はおしまい。

			　そう脳内で結びつけたアカネが、疲労困(こん)憊(ぱい)といった態で突っ伏した。

			「お姉ちゃん、だいじょうぶ？」

			　執務室の扉が開き、小柄な少女が姿を現した。広葉樹の葉のようにとがった耳。全身を包み込むようなくすんだ金髪。可愛らしい顔に、今は真剣な表情が浮かんでいる。
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			　そんな少女が、飲み物を載せたお盆を落とさないようにてとてと近づいてくるしぐさを見て、急速にアカネの中で活力が湧いてくる。

			　しかも、黒のエプロンドレスにヘッドドレスまで装備したメイド服姿となれば、なおさら。

			　これを仕立てたあたしは天才だわと、自画自賛する。

			「ああ……。癒(いや)されるわ……。ＭＰが回復していく……」

			「えむぴぃ？」

			　ハーブティーのカップを置いたレンを抱き寄せ、ぐりぐりとなでさする。

			　精神的充足感で満たされていく。

			「お姉ちゃん……」

			「レンちゃん、うちの子にならない？　もれなく、勇人がお父さんになってついてくるわよ」

			「い……やっ」

			「ああん」

			　なにが気に障(さわ)ったのか。珍しく強い調子で、レンがアカネを振り解く。

			　そうしてから、あわあわしつつ言い訳を始めた。

			「お、お姉ちゃんとお兄ちゃんがいやなんじゃなくてね」

			「ああ、はいはい……」

			（勇人は、子供に優しいもんね。うん。それだけそれだけ）

			　もう一人、アルビノの少女の顔を思い浮かべながら、アカネはハーブティーを口に運ぶ。

			　上品な甘みが、疲労を癒(いや)してくれた。

			（将来のために、魔法でアンチエイジングできないか調べておこうかしら）

			　そんなことを考えていたが。

			「そうそう。悪いけど、後でパソコンの充電お願いね」

			「《物品修理(リペア)》……だよ？」

			「うん。それ」

			　元々、ユウトが《物品修理(リペア)》でバッテリィの充電などを行っていたのだが、それができなくなったため、レンに協力を求めたのだ。

			　それがどうしてメイドになっているのかは、当事者にもよく分からなかった。

			「アカネさん、少し良いかしら？」

			「どうしたの？」

			　再度、レンをぬいぐるみのように抱きしめていたところで、アルシアが現れた。

			　この状態でもなんの問題もないと、アカネは話を聞く態勢に入る。

			「お姉ちゃん？」

			「……離してあげたら？」

			「あたしに死ねと言うの？　でも、あなた友達」

			　なんとなくユウトのいない寂しさを感じつつ、アカネはレンを解放した。

			「それで？」

			「ええ、そうね」

			　成り行きについていけないアルシアだったが、数秒のインターバルを取ることで自分のペースを取り戻す。

			「お客様が来ているの」

			「もしかして、大賢者のおじいちゃんが」

			「いえ」

			　短く否定するアルシア。

			「じゃあ、誰？　あたしになの？」

			「正確には、ユウトくんにでしょうか」

			「あちゃあ……。大丈夫な人？」

			「恐らくは」

			　かなり抽象的な会話で、横で聞いているレンはよく分からないと首を傾げていた――その姿を、アカネは素早くスマートフォンで撮影した――が、アカネはアルシアの含む意図を察知していた。

			「それで、誰なの？」

			「ペトラ・チェルノフ。憶えていますか？」

			「ええと……」

			「フォリオ＝ファリナのヴァイナマリネン魔術学院で」

			「ああ、あのツンデレっぽかった娘」

			「つんでれ？」

			「そこはスルーして。なんの用事なのかしら？」

			「まだ、分かりません。ただ、ユウトくんに相談したいとだけ」

			　できれば帰って欲しいが、その後の話を聞く限り、こちらに不利なことはしないようにも思える。

			「とりあえず、みんなで会おうかと思っているのだけれど」

			「そうね。じゃあ、ここで？」

			「ええ」

			「レンちゃん、悪いけどエグとかヨナとか呼んできてくれる」

			「うん」

			　残念ながら、ラーシアはハーデントゥルムにいる。

			　ぱたぱたと走って行くレンの後ろ姿を眺めながら、アカネはどんな話が飛び出すのか、思いを巡らせていた。

			　

			「師匠(せんせい)！　お久しぶりで――っていない……？」

			　勢い込んでユウトの執務室に入ってきたペトラだったが、輝くような笑みを一瞬で曇らせ、アッシュブロンドのサイドポニーもしゅんとうな垂れる。

			「申し訳ないけれど、ユウト・アマクサとヴァルトルーデ・イスタスは王命を受けてこの地を離れているの」

			　アルシアの説明は嘘ではない。

			　ただ、書類上の日付と、その書類が作られた日付が一致しないだけだ。

			「そうなんですか……」

			　可哀想なぐらい落胆した様子を浮かべるペトラ。初対面時の生意気さはどこにもなかった。

			「とりあえず、どうぞ」

			　アカネはソファを勧めると同時に、昨日、ストレス解消とばかりに揚げまくって作り置きしていたドーナッツを振る舞う。揚げたてが一番だが、冷めても充分美味しい。

			　しかし、ペトラは珍しいお菓子にも手をつけようとせず、恋に破れた乙女(おとめ)のように物(もの)憂(う)げな表情を見せるだけ。

			（どれだけ、勇人に会いたかったの……）

			　初対面の時には、かなり失礼な態度を取られたものの、その後の〝教育〟振りを聞いて、わだかまりは一瞬でなくなった。

			　けれど、この様子を見ると、別の心配が湧いてくる。

			　ふと横に座るアルシアとヨナを見れば、その想いを共有しているようだった。

			　ユウトは教師体質とでもいうのか、面倒見が良く目下に優しい。だから、後輩にはわりと好かれるタイプだったのだが……。

			（洗脳レベルでやらかしたわね）

			　婚約者の不始末に頭を抱えそうになるが、フォローは後回しにせざるを得ない。

			「それで、ご用件を伺っても？」

			　エグザイルが護衛のようにアカネの背後に位置取ったのを確認し、アルシアが単刀直入に用件を聞き出そうとした。

			　相手の様子を見れば、世間話などできそうにないのは分かる。

			　どうやら、話し合いを主導しなくて良いらしいと、アカネは胸をなで下ろした。

			「はっ、はい。メルエル学長からの依頼でお邪魔させていただきました」

			「ユウトくんに依頼？　それは、ロートシルト王国の貴族として？　それとも、大魔術師(アーク・メイジ)としてかしら？」

			　前者なら自分が聞くわけにはいかないとアルシアが断りを入れようとするが、ペトラはそれを制した。

			「冒険者としてです」

			　声を潜めてペトラが言う。

			「ほう」

			　面白いと、アカネの背後でエグザイルが歯をむき出しにして笑った。アルシアの膝に頭を乗せていたヨナも、目を輝かせてむくりと起き上がる。

			「それなら、私たちだけでも話を聞くぐらいはできそうね」

			（じゃあ、あたしはオブザーバーね）

			　アカネは、ほっと息を吐く。

			　ファンタジー世界で冒険者、そんなフレーズに憧れないでもなかったが、前回の教訓を一言で言い表すと――

			（おいでよきょうりゅうの森とか、ムリ）

			　――ということになる。

			　それに、素人(しろうと)が口を差し挟む場面でもない。そのため、アカネはドーナッツを味わうために口を使うことにした。精製度の高い油がなかなか手に入らなかったため、苦心した作だ。

			「実は、フォリオ＝ファリナの百層迷宮で、特定の階層からモンスターが消え去るという事件が起こっています」

			　ペトラが、真剣な表情でそう言った。

			「それ、別に良いんじゃないの？」

			「そうだな」

			「いえ……」

			　なにかを思い出すかのように、アルシアが頤に指を当てて考え込む。

			「確か、百層迷宮はどこからともなくモンスターが湧き出すように現れるはずです」

			「つまり、殴り放題か」

			「殺りたい放題だ」

			「……ええと、そんな仕組みだから、モンスターが消えるのは逆に異変の前兆なんじゃないかっていうことね？」

			　エグザイルとヨナをアルシア任せにするのは心が咎(とが)めたアカネが、フォローを入れる。

			　ユウトは偉いわと、しみじみ思った。

			「そういうことなんです」

			「それで、メルエル学長が調査の依頼を……」

			「はい。お受けいただけるのであれば、議会からも正式に依頼を出させていただきます」

			　筋は通っている。

			　ユウトたちが百層迷宮に挑んだことはないが、恐らく、別のパーティにも依頼は出しているのだろう。そして、戦力として、ユウトたち以上の人材がいるとも思えない。

			　また、フォリオ＝ファリナにとって、百層迷宮の異変は大問題。世界最大の交易都市に恩を売れるのであれば、ロートシルト王国も受け入れるかもしれない。ただし、それも全員揃っていればの話。

			　アルシアがそうした事情を踏まえつつ、やんわりと断りを入れる。

			「今の状態では、厳しいわね……」

			「そうですか……。師匠がいれば……」

			　悔しそうに、ペトラがユウトの不在を嘆く。百層迷宮の調査に同行して、ユウトに良いところを見せたかったのかもしれない。

			　そのとき唐(とう)突(とつ)に、空気を読むことなく、いきなり聞き憶えのある声が執務室に響きわたった。

			「おう、だいたい揃ってるな」

			「……突然ですね」

			「呼んだのは、そっちであろうに」

			「思わず、攻撃するところだった。もっとも……」

			　物騒なことを言いつつ、エグザイルがスパイク・フレイルを床に置いて続ける。

			「……当たる気はしなかったがな」

			「分かっとるじゃないか」

			「やるなら、一呼吸で五、六回は殴らなきゃ駄目だな」

			「どうして、普段は良い人なのに、戦闘が絡むとバイオレンスになるのかしら……」

			　戦闘民族すぎてついていけないわと、アカネは首を振る。

			　一方、ペトラはそれどころではなかった。

			「えっと……」

			　前触れなく《瞬間移動(テレポート)》してきた老人。学長室の肖像画で見たことのある大賢者の姿に、思考が停止しかけている。

			　それでも、チェルノフ家の長女として恥じぬ行動をとろうと必死なようだ。

			「ばばばば[image: p078vu.png]ぁ、ヴァイナマリネン様!?」

			「いかにも」

			　若干失敗したような気もするが。

			「な、なにもない所ですが、どうぞこちらへ」

			　動揺から立ち直った――つもりの――ペトラは勢いよく立ち上がると、自分が座っていたソファを大賢者に譲る。一緒に腰掛けることなど考えもしない。

			　大賢者も、細かいことは気にせず鷹(おう)揚(よう)にうなずき、どっかりとソファを占拠した。

			「わ、私はお暇(いとま)します。ええ、百層迷宮はフォリオ＝ファリナの問題ですし」

			「百層迷宮の問題か。先に、詳しく聞こうか」

			「しまった!?」

			　結果、ペトラは洗いざらい事情を説明することになってしまった。といっても、調査はこれから。先ほど話した以上の情報はなかった。

			「ふむ。関係あるかもしれぬ。ないかもしれぬ」

			　強引に聞き出した大賢者は、そんな曖(あい)昧(まい)な台詞でペトラをその場に留めた。

			「わざわざお越しいただき、ありがとうございます」

			「そんな前置きは、どうでも良いわ。ある程度、見当はついとるが、詳しい話を聞かせい」

			「それは……」

			　応対するアルシアが難色を示すと、意外なことに、エグザイルが口を挟んだ。

			「こうなったら仕方ないんじゃないか？　ここで追い出しても怪しいだけだし、ユウトの不利益になることはしないだろう」

			「建前だのなんだの、めんどうな」

			　ヴァイネマリネンも腹芸ができないわけではない。ただ、やろうとしないだけなのだ。

			「性質(たち)の悪い……」

			「めんどくさい。一緒に話せばよかろう。そこの娘、ここで聞いたことは他言無用にな」

			「はっ、はい。もちろんです！」

			　魔術学院の名前にもなっているような大賢者に、そこに通っている生徒が逆らえるはずもない。ペトラがぶんぶんと首を縦に振ってうなずいた。

			　ペトラに聞かれても大丈夫だと確信したのか、アルシアが経緯を説明すべく口を開く。

			　ヴェルガ帝国の北方、永劫山脈と呼ばれていた地が永劫密林となっており、モノリスが存在していたこと。

			　全知竜ダァル＝ルカッシュのこと。

			　そして、モノリスから溢れ出た絶望の螺旋(レリウーリア)。

			　それを封じるため、ユウトが未完成だった呪文を使用して門を閉じ――ヴァルトルーデと共にブルーワーズから消え去ったこと。

			「師匠がそんなことに……」

			　アルシアの話を聞き終えたペトラの表情に浮かぶのは心配と嫉妬。すっかり険が取れた顔を彩る憂いと妬みは、彼女を彩るスパイスとなる。

			　どちらの成分が多いかは、アカネにも分からなかった。

			「ふん。まあ、良くやったと言ってやろう。詰めは甘いがな」

			　一方、ヴァイナマリネンは、ペトラに用意したドーナッツを断りもなしにひと口で飲み込んでから、そんなコメントを述べる。

			　あの傲(こう)岸(がん)不(ふ)遜(そん)な大賢者ですら、そう言う相手。絶望の螺旋(レリウーリア)とはそれほどの脅威、いや、災厄なのだ。ただ、ヨナはヴァイナマリネンの食べっぷりに危機感を抱いたようで、あわてて自分のドーナッツを口に詰め込んでいた。

			「ところでな、あの呪文、《星を翔る者(インターステラ・ウオーカー)》は未完成などではないぞ」

			「そうなの？」

			「効果を詰め込みすぎて、モノリスの魔力でもなければ発動できぬことを未完成と言えば、そうであろうが」

			「それは、どっちかっていうと欠陥品」

			　容赦のないヨナのコメントに、ヴァイナマリネンは髭(ひげ)を揺らして豪快に笑う。

			「白い嬢ちゃんの言うとおりだわ。だが発動したのであれば、ちゃんと小僧の故郷にたどり着けたのであろうよ」

			「良かった……」

			　アカネとしても大丈夫だとは思っていた。けれど、心配していなかったと言えば嘘になる。

			　そこに、大賢者からのお墨付きが得られて、思わず心も体も弛(し)緩(かん)した。

			「そして、数日で戻ってくるはずだな」

			「マジで……？」

			「マジでだ」

			「なら、そんなに心配する必要は――」

			「だが、小僧の故郷とこっちでは時間の流れが違うのだろう？　ならば、もう戻ってきても良い頃だ」

			「それなのに、戻っていないということは……」

			　そこで、アルシアが口をつぐんだ。

			「向こうで、なにか問題があったのであろうよ。それこそ、こちらからでは窺い知れぬな」

			　誰も彼もが押し黙る。

			　ユウトとヴァルトルーデが、帰って来れないかもしれない。もう、会えないかもしれない。そんな可能性に暗(あん)澹(たん)たる気分になる。

			「ゆえに、百層迷宮を調べるべきかもしれぬ」

			「ヒゲのじいちゃん、どういうこと？」

			「勘に過ぎぬよ」

			　けれど、それで流してしまうには、大賢者の言葉は重たかった……。

		

	
		
			　

			５・二人の朝、二人の夜

			　

			　翌日。ユウトは目覚めると、ヴァルトルーデと同じ布団で寝ていた……ということもなく、地球での二日目は表面上、平和的に始まった。

			　ただ、二人して覚醒したのは昼過ぎ。疲労や時差ぼけに加え、明け方に彼女がベッドから落っこちて同じ布団どころか、押し倒される形になり、その後なかなか寝付けなかったというのが、寝坊の主な原因だ。

			　そう。目覚めは平和だったが、そこに至るまでは紆(う)余(よ)曲(きよく)折(せつ)あったのだ。

			「おはよう、ヴァル」

			「うう……。夢ではなかったのだな……」

			「ああ……。夢じゃないけど寝ぼけてたんだし、気にするなよ。まあ、俺としても嬉しくなかったと言えば嘘になるしさ」

			「言うな……」

			　恥ずかしがるヴァルトルーデも可愛い。

			　そう妥当な結論に至ったユウトは、大きく伸びをしてから三度寝への未練を断ち切り、身支度のため着替えを持って部屋を出た。

			　ヴァルトルーデは、枕に顔を埋めてバタバタしている。立ち直るには、もう少し時間が必要になりそうだ。

			「キャウウンッ」

			　部屋を出た瞬間、待ち受けていたコロが、足下にまとわりついて散歩へ行こうと要求してくる。行きたいのは山々だが、残念ながらそれに応えることはできない。

			　コロの背中のあたりを撫(な)でてごまかし、身支度を整えるため洗面所へ移動する。

			　電気をつけ、ふと見れば新しい歯ブラシやタオルが用意されていた。

			　ユウトだけではなく、ヴァルトルーデの分もだ。

			（まるで同(どう)棲(せい)だな……）

			　などという思考が起動中の頭に浮かび、すぐに冷静になって恥ずかしさに身悶(もだ)えた。

			「いかんいかん」

			　浮つくんじゃないと、夏場のやや温い水で乱暴に顔を洗う。

			　歯も磨き、素早く着替えを済ませてリビングへ移動。

			　当然と言うべきか、両親の姿はない。今日は月曜日なのだから。

			　ユウトは、まだはっきりとしない頭で、ダイニングテーブルの上に置かれた母からのメモに目を通す。「疲れているだろうから起こしませんでした」という文言には頭を下げるしかない。

			「キャウウンッ！　キャンキャンキャンッ！」

			「あー。分かった分かった」

			　引き続きアピールする愛犬に根負けし、棚を漁(あさ)っておやつ代わりのガムを取り出してやる。

			　一目散に、骨ガムをくわえて窓際へと走るコロ。

			　それを満足げに見送ってから、用意してくれていたという朝食をチェックする。

			　日本食に慣れていないだろうヴァルトルーデには、サラダとスクランブルエッグにしたハムエッグ。ユウトには、焼き魚に卵焼きにおひたしと純和風の朝食が用意されていた。

			　朝の忙しい時間帯にめんどうな準備をしてくれた母に、改めて反省と感謝を捧げる。

			　もうひとつ、メモの指示通りヴァルトルーデの着替えを回収してから、部屋に戻った。

			「ヴァル。母さんが着替えを……って、まだやってたのかよ」

			　十分以上は経っただろうに、ヴァルトルーデは枕に顔を埋めたままだった。ユウトの枕に。

			　その上、彼女がとんでもないことを言い出した。

			「ユウトよ、私を罵(ののし)れ」

			「俺、そういう趣味はないんだけど……」

			　あきれたような困ったような返答にも負けず、ヴァルトルーデが真剣な表情で訴える。

			「誰が趣味の話をしている。これは、良心の問題だ」

			「アルシア姐さんたちがいない状態で、俺といちゃいちゃしたのに罪悪感が？」

			「いちゃっ!?　違う……わない……。いや、あれは事故だ！」

			「なら、仕方ないじゃないか」

			　納得いかないとベッドの上で首を傾げるヴァルトルーデに、ユウトは着替えを差し出した。

			「父さんと母さんは仕事に行ったけど、ご飯の用意をしてくれてるよ。準備するから、着替えてリビングに集合な」

			「むう……。承知した」

			　押しつけるように着替えを渡し、ユウトはキッチンに戻った。

			　ブレーカーが落ちそうだったので、電子レンジで温めるのは後回し。先にトースターの準備を始めた。六枚切りの食パンが未開封で残されていたので、二枚突っ込んでトーストにする。

			　二年振りの作業だが、なんの違和感もない。当然だろうが、なんとなく感慨深かった。

			「ユウト、済まなかったな」

			「ああ、今準備中だから座っ……」

			　キッチンから顔だけ出して声をかける。

			　そこには、天使がいた。

			　いや、着替えと身支度を終えたヴァルトルーデだった。

			　今日は、ライトグリーンのＴシャツにジーンズという、ユウトと変わらないファッション。だが、彼女が身につけているだけで、ファッション誌の広告になる。

			　なのに、ヴァルトルーデは困ったような表情を浮かべていた。

			「こっちの服は、体の線が出る物ばかりだな。どうなっているのだ？」

			「……そうかな？」

			「いや、まあ。ユウトが気に入っているのであれば、それで良いのだが……」

			　無遠慮な視線を意識して彼女が抗議をするが、か細い。そのため、トランス状態になっているユウトには通用しない。

			「うむ。ユウトの服も、新鮮で良いと思うぞ」

			「お、おう」

			　そんな状態は、トースターの無機質な音が焼き上がりを知らせるまで続いた。

			　ユウトはあわててトースト皿に移し、続けて電子レンジをフル稼(か)働(どう)させて朝食――昼過ぎだが――を温めていく。

			　十分もせず、食事の準備が整った。

			　しかし、食事を目の前にしてヴァルトルーデは何から手をつけようか悩んでいるようだった。

			　テーブルの上には、ホテルのヴァイキング式朝食のように和洋節操なく皿が並んでいる。トースト用のジャムも、二枚のパンに対して、イチゴ、ブルーベリー、マーマレードと三種類もある。いや、ジャムに縛(しば)られる必要はない。卵やハムを乗せることも可能だ。

			　やがて、意を決したヴァルトルーデはユウトが注いだ紙パックのリンゴジュースを口に運ぶ。

			「美味いな」

			　ブルーワーズで同等の物をとなると、王侯貴族や大商人でも毎日は難しいだろう。つまり、この日本では庶民が王族よりも豊かな生活をしていることになる。

			　ヴァルトルーデは、豪華な朝食に対して驚きを露わにしていた。

			「このジュースの存在を計算に入れると、組み立ては……」

			　戦略を練る彼女の向かいで、ユウトはいわゆるお袋の味に舌(した)鼓(つづみ)を打っていた。

			　和食のようなものはリ・クトゥアでも食べはしたが、やはり、慣れ親しんだ天草家の味には敵わない。まあ、どちらが秀でているかという話でもないのだが。

			「ハムも美味い。卵も美味い。パンも美味い。この世界には、美味い物しかないのか！」

			「そういうキレられ方は、初めてだな」

			　結局、思うがままに食べることにしたらしい。

			　ダイエットとは無縁の聖女は、勧められるがままにトーストをお代わりして、どのジャムを使用するかという難題をゴルディオスの結び目のように力業で解いてしまった。

			「それでだ、ユウト」

			　用意された食事を食べ尽くしたところで、ヴァルトルーデが話を切り出す。

			　ユウトは、それに応じようとしつつも、彼女の口の周りの汚れが気になっていた。

			「ヴァル」

			「ん。すまん」

			　ウェットティッシュで、桜の花びらのように可(か)憐(れん)な唇をぬぐう。少しドキドキしたが、人目がないからか、ヴァルトルーデは素直にされるがままになっている。悪くない。

			「そ、それでだな。これからどうするのだ？」

			　抽象的な問い。だが、言いたいことは分かる。

			「なにをするにも、目立つことは避けたい。だから、行動するのは夜になってからだ」

			「ふむ。では、剣と鎧(よろい)は……」

			「鎧は難しいかなぁ」

			　剣は無限貯蔵のバッグにしまうことはできるが、鎧はそうはいかない。

			「とりあえず、夜は外に出て呪文の実験をするつもり。昼は、呪文の準備かな」

			「私はなにを……？」

			「……テレビでも見てる？」

			「あの魔道具(マジツク・アイテム)だな？　ま、まあ、こちらのことを勉強する材料にはなるか？」

			　彼女の考え方に肯定しつつも、ユウトは根拠のない悪い予感に囚(とら)われる。

			（このままだと、ヴァルがニートになってしまう……？）

			　なにか、ヴァルトルーデにもできることを考えよう。ユウトは、そう心に誓った。

			　

			　その夜、ユウトとヴァルトルーデはマンションから出て、近所の神社へと移動していた。

			　移動手段は空飛ぶ絨(じゆう)毯(たん)。ベランダから夜陰に紛れての空の旅だ。

			　新たな都市伝説が生まれるかもしれないが、ヴァルトルーデの姿を多くの人に目撃されるよりは良いという判断だった。

			　出かけるまでの一部始終を見守っていたユウトの両親は、心底驚いていたようだったが。

			「ここが、ユウトの世界の神殿か」

			　高台にある神社。さほど広くもなく社務所も階段の下にあるため、人の気配はない。申し訳程度に設置された街灯が、薄暗い光を投げかけていた。

			「まあ、そうだけど……。ブルーワーズと違って、神は実在していない……と思う」

			「うん？　神がいないのに、どうやって人が生まれたのだ」

			「それは生命の神秘だなぁ」

			　しかし、今はそれを議論している場合ではない。

			「んで、ヴァル。神術呪文はどうだ？」

			　今の彼女は、念のために簡易的な防具にもなる鎧下を身につけていた。ただ、そうなると夏の暑さが堪(こた)えるため、保温の外套(コージネス・クローク)もセット。また、討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)も腰から下げている。

			　本人は満足そうだが、周囲の人々にコスプレで押し通せるかは微妙なところだ。

			「……駄目だな」

			「そうか……」

			　ヴァルトルーデが静かに祈りを捧げ、呪文を発動しようとしたが、なにも起こりはしなかった。

			　そのことよりも、彼女がショックを受けている様子に、ユウトは顔を曇らせた。

			　あまりにも遠すぎて交神ができない。それが、聖堂騎士(パラデイン)にとって、いかほどのことか。

			　自分には、想像もできないことだろう。だからユウトは、別の可能性を探る。

			「ヴァル。じゃあ、《破邪撃滅》はどうだ？」

			「ああ、そうだな」

			　息を整え、ヴァルトルーデが抜き身の討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を水平に構えて再度祈りを捧げる。

			「ヘレノニアよ、勝利の女神よ。我が剣に、その威光を宿らせたまえ」

			　短い聖句を唱え終わる。

			　しかし、変化はない。駄目かと、覚悟をした瞬間。

			「おおっ」

			　神から賜(たまわ)った長剣に聖なる霊気が宿った。

			　振り降ろす邪悪が存在しないため、一分もせず消え去る。しかし、ヴァルトルーデの美しい相貌は花が咲くかのように綻(ほころ)んだ。

			「おお、ユウト、やったぞ！　ああ、ヘレノニア神は私を見捨ててはいなかった！」

			「良かったな、ヴァル！」

			　本当に良かったと、ユウトはヴァルトルーデに負けずに喜んだ。

			　万が一のときの戦力になるというのは、考慮の外。ただ、彼女の存在意義が守られて嬉しい。

			「この分なら、《手当て》も大丈夫だろう。次は、ユウトの番だな」

			「ああ。なにが起こるか分からないから、注意だけはしといてくれ」

			　テストに使用する呪文は決めてあった。

			「《魔力感知(センス・マジツク)》」

			　魔道具(マジツク・アイテム)の効果を判別し、魔法生物を知覚し、魔力の状態を把(は)握(あく)する第一階(かい)梯(てい)の理術呪文。

			　呪文書から一ページだけ切り裂いて、宙に放り投げる。

			　そのまま、ページが宙に溶けるように消えるかと思ったが、唐(とう)突(とつ)に違和感が生じた。

			（呪文の制御に失敗なんて、いつ以来だよ！）

			　だが、ここでコントロールを手放すわけにはいかない。

			　精神集中を欠いたとき――発動の途中に攻撃を受けるなど――には、制御できず呪文を発動できないこともある。

			　ただし、それは魔術師(ウイザード)レベルでの話。大魔術師(アーク・メイジ)である彼が、そんな状態に陥(おちい)るなど極めて稀。

			　つまり、異常事態が起こりつつある。

			「このっ」

			　嵐に見舞われた船。コントロールを失った車。

			　いずれも経験はないが、ユウトはそんな乗り物を連想する。

			　それを正そうと術式を思い浮かべ、あるべき筋道へと正し、何度も繰り返した発動の手順をなぞっていく。

			「ユウト、どうした!?」

			「……大丈夫だ」

			　なんとか乗り切った。それは願望ではなく確信。呪文書のページが溶けるように消え、同時に、ユウトの脳へ情報が直接送り込まれてきた。

			　当然ながら、周囲に魔道具(マジツク・アイテム)の反応はない。もちろん、自分自身とヴァルトルーデを除いて。

			　魔力的な視力に切り替わったユウトが周囲に視線をやる。

			　周囲の魔力は、確かにブルーワーズに比べると薄い。魔力を色素で表せば、ブルーワーズは濃い青。地球は白に近い。体感では半分以下だろうか。威力や持続時間に、影響が出るかもしれない。どうやら、神社だから特別魔力が濃いということもないらしい。

			「でも、それで制御を失うか？」

			　その謎を検討しようとした瞬間、急激に揺り戻しを感じる。

			　制御しきれない、力の逆流。

			　静かな神社の境内に、花火が打ち上げられたかのような爆音が鳴り響いた。

		

	
		
			　

			６・異変

			　

			「怪(け)我(が)はないか？」

			「それは大丈夫……だけど……」

			　なにが起こったのかが分からない。正確には、なぜあんな爆発音がしたのか分からない。

			　今まで、あんな失敗をしたことはおろか、そんなことが起こるなど聞いたこともなかった。

			「ちょっと隠れよう」

			「ああ、そうだな」

			　境内から、拝殿の陰へ移動する。しばらく二人で息を潜めていたが、人が集まる気配はない。

			　かなりの音量だったはずだが、単発だったことで騒ぎにはならなかったようだ。時節柄、若者がはしゃいでるとでも思われたのかもしれない。

			「とりあえず、発動は問題なさそうだ」

			　境内へと戻りながら、独り言のようにユウトはつぶやく。

			　さっきは初めてだったので戸惑ったが、しっかりと精神集中すれば、もっと上の階(かい)梯(てい)の呪文だろうと発動する分には問題はなさそうだ。

			　周囲の魔力の関係で、威力はやや落ちるだろうが……。

			「問題は、あの花火みたいな音だよな。なんで、あんな音がしたのか、さっぱり分からん」

			「ユウトに分からないとなると、私にはお手上げだな」

			「だよなぁ。なんか、逆流というか、そんな感じだったんだけど……」

			　目立ちはするが、音だけであれば実害はあまりない。

			　問題は、常に同じ現象が発生するのか。それとも、階(かい)梯(てい)に応じて変化などが起こるのか。

			　まったくの未知数だ。言えるのは、家で実験しなくて良かったということぐらい。

			「もっと山奥とか、いっそ無人島みたいなところで実験？　いや、移動手段がな……」

			　最大の問題は、《星を翔る者(インターステラ・ウオーカー)》の帰還シークエンス。

			　その発動まで、あと五〇時間ほど。

			　それが起動したとき、どんな影響が出るのかあるいは出ないのか。ユウトの意思ひとつで、持続を打ち切ることはできる。

			「考える時間が欲しい。来たばっかりだけど、いったん戻ろう」

			「任せ……いや。待て、ユウト」

			　先に気付いたのは、ヴァルトルーデだった。

			　ブルーワーズに比べ、月は小さく星も少ない夜空。

			　そこに、黒い月が生まれた。

			　そう錯(さつ)覚(かく)してしまう、真円の綻(ほころ)び。

			　空ではなく、ほんの数メートルほど上に開いた扉。

			　そこから、赤の緑の黄色の透明の黒の、ゲル状をした物体が、泥のようにこぼれ落ちてくる。

			「粘液の化物(ミユーカス)どもか」

			　スライムやウーズとも呼ばれる、粘体のモンスターだ。

			「ユウトの世界にも、モンスターがいるのだな」

			「いてたまるかよ！」

			　どうして、こんなモンスターが現れたのか。さっきの呪文に関係があるのか。

			《魔力感知(センス・マジツク)》でこれなら、世界移動した際にはより大きな災厄が発生しそうなものだが、その可能性を完全には否定しきれない。

			「しかし、厄介な相手だな」

			　討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を抜き放った凛(り)々(り)しき聖堂騎士(パラデイン)が、わずかに顔をしかめる。

			　粘液の化物(ミユーカス)は、ただ有機物――主に肉――を取り込み、溶かし、それを養分として分裂し、増える。ある意味で生命の存在意義に忠実な、しかし原始的な生物。

			　その姿は、ユウトに、理科の教科書に載っていた植物の細胞を思い起こさせる。

			　また、原始的だけに駆(く)除(じよ)も難しい。

			　粘液の体は刃を通さないどころか、生半可な武器なら溶解させてしまう。

			　しかも、居所を変える球体の核を潰さなくては、再生してしまうという厄介な敵だ。ラーシアなら、内臓がないと哀しげな表情を浮かべていたことだろう。

			　デフォルメされマスコット化したスライムなどとは異なり、吐き気を催(もよお)すような醜(しゆう)悪(あく)さ。

			　そんな相手が十数体ほど解き放たれると、真円の綻(ほころ)びはただの空洞と化した。

			「これで打ち止めか？」

			「充分だろ」

			　実際は、充分どころではない。

			　粘液の化物(ミユーカス)との戦いで主力となるはずの魔術師(ウイザード)の手足が、縛(しば)られているかのような状態なのだから。

			「野放しにするわけにはいかんな。ユウトの行動は任す」

			「すまん」

			　微笑みで応えると、ヴァルトルーデは敵のただ中へと斬り込んでいった。

			　粘液の化物(ミユーカス)も、姿は見えなくとも、獲物――つまり、肉――の気配を感じて、うぞうぞと向かってくる。熱は帯びていないが、まるで溶岩流のようだ。

			　そんなモンスターを相手にしても、彼女はひるまない。

			「はッ」

			　神の剣が閃(ひらめ)き、大気とともに粘体の肉体を裂いた。

			　しかし、一撃で核を破壊するまでには至らない。粘液の化物(ミユーカス)は失った粘体を補うかのように他の個体と融合し、再び肉へ――ヴァルトルーデへと這い寄っていく。

			「外したか……」

			「ヴァル、気をつけろ！　今は、鎧(よろい)を着てないんだぞ！」

			「分かっている！」

			　魔法銀(ミスラル)の鎧を身にまとっていれば、粘液の化物(ミユーカス)の攻撃程度、すべて跳ね返すこともできただろう。今、そのつもりで相対したら、惨劇へ一直線だ。

			　粘液の化物(ミユーカス)たちが、触手を伸ばしてヴァルトルーデへと肉薄する。

			　触手で掴み、引きずり込むのがやつらの常套手段。

			　正面から迫る無数の触手を斬りとばしながら、聖堂騎士(パラデイン)は大きく下がって距離を取る。四方から囲まれるのを防ぐためだが、これでは攻撃に出るのも難しい。

			　絶体絶命の危機。

			　否、この程度で、それはあり得ない。

			「異界にて御身の威光を示さん。ヘレノニアよ！　忠実なる神の下僕に、力を与えたまえ！」

			　魔を討つ神剣のみならず、聖堂騎士(パラデイン)の全身までもが清浄な霊気に包まれる。

			　そして、彼女は直角に剣先を向けると、そのまま突進した。

			　何本もの触手を流麗な足さばきでかわし、粘液の化物(ミユーカス)へ切っ先を突き出す。それが触れた瞬間、粘体の肉体が、内部から爆ぜたかのように四散した。

			　赤い、巨大なコンタクトレンズのような核がドロップする。

			　それを飛行の軍靴(ブーツ・オブ・ウイングス)で容赦なく踏みつぶすのと、次の標的へ剣を振るう動作は、完全に一体化していた。

			　鎧(がい)袖(しゆう)一(いつ)触(しよく)。

			　その見本となるかのように、粘体を吹き飛ばしては核を破壊していくヴァルトルーデ。

			　残った粘液の化物(ミユーカス)を全滅させるのに、それほど時間はかからなかった。

			「おつかれ」

			「うむ。回避しきれば、特に問題はないな」

			「いや、それ、普通は無理だけど……それができるのがヴァルなんだよなぁ……」

			「エグザイルやラーシアもできるだろう」

			「基準がおかしいことになってるな……って、まだ終わりじゃなかったのかよ」

			　油断はしていない。

			　けれど、安心していたのは確か。

			　上空に浮かぶ真円の綻(ほころ)びから――先ほどのは、ただの様子見だったと言わんばかりに――大量の粘液の化物(ミユーカス)が、次から次へと流れ落ちてくる。

			　先ほどの数倍。早晩、境内を埋め尽くすほどの量だ。

			「こいつは……」

			「ふむ。少し数が多いな」

			　少しどころではない。

			　ヴァルトルーデは顔色ひとつ変えていないが、ユウトはこのモンスターたちが街へ、自分やアカネの両親、友人、知り合いが住む街へと向かうことを考えると、焦燥が抑えられない。

			「ヴァル、俺が呪文を使う。下がってくれ」

			「……分かった」

			　もしかしたら、力を振るうことで、より大きな災厄を呼び込むことになるかもしれない。

			　それは理解している。

			　だからといって、目の前の状況を放置することはできない。

			「小出しにはしない。一発で決める」

			　ユウトは、準備済みの呪文の中から、広範囲に効果があって、殲(せん)滅(めつ)できるだけの威力があり、かつなるべく目立たない理術呪文を検索し、呪文書を開いた。

			　ヴァルトルーデが後ろに下がったことを確認し、七ページ分切り裂こうとする。

			　だが、突如、ヴァルトルーデからの警告が飛び、ユウトの手が止まる。

			「ユウト、誰か来るぞ!?」

			「なんだって、こんなときに！」

			「ようやく追いついた……けれど、なぜ妖(よう)異(い)がこんなところに雲(うん)霞(か)の如く現れているのですか」

			　いきなりの侵入者は、ユウトが見慣れた制服を着ていた。

			　タータンチェックのスカートと同じ柄のベスト。胸元の赤いリボンは、ユウトやアカネより一学年下である証。

			　ややつり目がちだが、整った顔立ちだ。長い黒髪をポニーテールでまとめており、その華(きや)奢(しや)でスレンダーな体型と相まって、子猫のような印象を与える。

			　神社の階段を駆け上がってきた少女は、大きなエメラルド色のタブレットを小脇に抱えていた。

			「そんな極大呪文を使用したら、とんでもないことになりますよ。センパイ、止めてください」

			　呼び名も、なぜ止めるのかも、彼女の素性も気になったが、それでためらうユウトではない。

			　無視して、《七光障壁(レイウオール)》を発動し、粘液の化物(ミユーカス)を囲み押しつぶそうとするが――

			「仕方ありません。《冷気の矢(フロスト・ボルト)》」

			　少女がタブレットをかざしてフリック操作すると、そこから複雑な文様が描かれた魔法陣のようなものが投射される。

			　闇夜に映写された魔法陣から、二条の水色をした冷気の矢が射出され粘液の化物(ミユーカス)を撃った。

			「やはり、駄目ですかっ」

			　悔しそうに、少女が言葉を吐き出す。

			　第一階(かい)梯(てい)の攻撃呪文程度では、粘液の化物(ミユーカス)の一体も倒すには至らない。

			　それでも、ユウトは動きを止めた。止めざるを得なかった。

			「呪文……なのか？」

			「どういうことだ、ユウト？」

			　ユウトは答えられない。

			　恐らく、根底の理論は彼がブルーワーズで学んだ理術呪文と同じだろう。別世界とは言え、魔術の理論は共通らしい。物理法則も大差なかったのだ。魔術だけ例外というのもおかしな話だ。呪文書を使用しないのは、簡単な流派の違いか。

			　そこまで考察して、ユウトは頭を振る。

			「いや、そもそも呪文なんかが地球にあるのがおかしい……」

			「天草勇人センパイ。私は、賢哲会議(ダニシユメンド)の一級魔導官、秦(はた)野(の)真(ま)名(な)です」

			「ダニシュ……メンド？」

			「はい。失礼ながら、監視させていただいていました」

			　そう、彼女は丁寧な口調で告げた。

		

	
		
			　

			７・賢哲会議

			　

			「監視だって？」

			　それに、賢哲会議(ダニシユメンド)？　一級魔導官？

			（いつから、地球はこんなオカルトになったんだ？）

			　薄いながらも魔力があれば、それを使う術が開発されても不思議はないかもしれないが……。容易には認めたくなかった。

			「ユウト、まずは、あの粘液の化物(ミユーカス)どもをなんとかするのが先決だ」

			「ああ……。すまない」

			　色々と常識が崩壊しかけていたユウト。だが、婚約者からの叱(しつ)咤(た)を受けて、なんとか精神の均(きん)衡(こう)を取り戻す。

			　アカネからは「今さら、あんたが常識とか言うの？」と、ジト目で反論されそうだが。

			「秦野真名、君のことはよく分からないが、ひとつ確認したい。そちらに、あれをどうにかする手立てはあるのか？」

			「あると言いたいところですが、先ほどのが最大の攻撃呪文です」

			　真名からの慇(いん)懃(ぎん)だが悔しそうな告白に、ユウトは再び唖(あ)然(ぜん)とする。一級魔導官などと言っていたが、まさか第一階(かい)梯(てい)の呪文しか使えないとは。

			　粘液の化物(ミユーカス)越しに会話をしているが、そのモンスターたちは、徐々にばらけ始めている。

			　急がなくては、後悔することになりそうだった。

			「結局、俺がやるしかないんじゃないか……。いや、ヴァル、頼みがある」

			「分かった。なにをすればいい？」

			「彼女をこっちに連れてきてくれ」

			「承知した」

			　そこには、疑問も躊(ちゆう)躇(ちよ)もない。ただ、信頼だけがあった。

			「ヘレノニア、常勝不敗の軍神よ！　我に魔を退(しりぞ)ける力を与えん！」

			　霊気を全身にみなぎらせた聖堂騎士(パラデイン)が、最短距離――粘液の化物(ミユーカス)のただ中――へ突っ込んでいく。

			　まるで戦場を走破する戦車のように駆け抜け、あっさりとエメラルドのタブレットを抱える魔術師(ウイザード)の少女へとたどり着いた。

			　真名は、そんなヴァルトルーデを信じられないものを見たとばかりに惚(ほう)けている。

			　無茶な突破と、そのあり得ないほどの美麗さと。どちらに驚けばいいのかも分からないといったところか。

			「大人しくしていろ」

			「なにをするんですか？　ひゃ、ふあいっ」

			　ヴァルトルーデが、彼女を問答無用で抱え上げた。

			　真名は、先ほどのように粘液の化物(ミユーカス)へ突っ込んでいく未来を想像して悲鳴を上げそうになる。

			「触手がうねっている所に私を連れて行って、どうするつもりですか!?」

			「問題ない」

			　粘液の化物(ミユーカス)は、数が減って空白地となった部分をすでに埋め、徐々にではあるが前後へ広がり始めている。

			　つまり、時間がない。

			　だから、ヴァルトルーデは無理をせず飛んだ。

			　飛行の軍靴(ブーツ・オブ・ウイングス)のかかとを打ち鳴らし、翼が現れる。それを目視で確認することもなく、人一人抱えて空を翔る。まるで、北欧神話の戦乙女(ヴアルキユリア)のようだ。

			「待たせたな」

			「ありがと」

			「私、空を飛びましたよ？」

			　数十秒の空の旅を終え、真名が呆然とつぶやく。

			　そんな彼女を見て、魔術師(ウイザード)のわりに耐性が低いなとユウトは思っていた。

			《七光障壁(レイウオール)》程度を極大呪文などと呼んだように、どうも地球の理術呪文のレベルは全体的に低いらしい。まあ、高くても困るが。

			　そう思っている時点で、ユウトもだいぶ地球の常識から逸脱してしまっているが。

			「前置きは抜きにしよう。そっちが使った呪文は、なぜ大きな音が鳴ったり、モンスターが現れたりしなかったんだ？」

			「因果の反動(バツクラツシユ)のことですね。え？　もしかして、そちらには……」

			「まず質問に答えてくれ」

			　気になる部分はあったが、すべて後回し。

			　つかみかからんばかりの勢いで、ユウトはポニーテールの少女に詰問する。

			「それは、このタブレットから投射した魔法陣で――」

			「分かった。俺が、あれを一掃する。その魔法陣で、二次被害を抑えて欲しい」

			「そんな。魔法陣ひとつが精一杯なのに、あんな極大呪文なんか……」

			「階(かい)梯(てい)は落とす。粘液の化物(ミユーカス)を街にやるわけにはいかない」

			「分かり、ました」

			　モンスターをにらみながら、ユウトが言う。真名も、それに反論することはできなかった。

			　それを見届けたユウトは、一呼吸置いて心を整える。そして、呪文書から四ページ分切り裂き、蠢(うごめ)く粘体たちの四方に配置した。

			「《炎熱障壁(フアイア・ウオール)》」

			　高さは犠牲にして、代わりに全体を取り囲むようにする。ただし、火勢は最大に。

			　そう念じて、丁寧に術式をなぞる。

			　距離の限界と、実際の位置の修正。壁の厚さと高さを設定。炎の威力は最大に。

			　様々な情報が呪文書のページからほとばしり、脳内で確認し、制御し、設定していく。

			　今までの呪文発動が、整備された公道を走るようなものだとすれば、今のそれは曲がりくねった山道を進むがごとく。

			　慎重に、確実に。

			　魔力の薄さに違和感はある。

			　だが、分かっていればどうということはない。

			　ようやく、最適化された。チューニングに成功した。

			　そう確信すると同時に、縦横一〇メートル近い炎の壁が完成した。

			　近づくだけで、否、近づくことさえできない猛火。炎が物質化したかのような存在感。

			　やや紫がかった紅(ぐ)蓮(れん)の壁だ。

			「なんて、凄い呪文……」

			「こんなの大したことない。良いから、魔法陣ってのを！」

			「はっ、はい！」

			　開き直るかのように、タブレットを操作して準備済みのスペルアプリをタップし、《炎熱障壁(フアイア・ウオール)》の上空に向けてレンズをかざす。

			「《道化師の領域(スフイア・オブ・クラウン)》」

			　ひとつのみだが、先ほどよりも一回り大きな魔法陣が業火の壁の直上に描かれる。

			　だが、それだけ。それ以上は、なにも起こらない。

			　それで、正解だ。

			「私の呪文で因果の反動(バツクラツシユ)を抑えます。あとは、お願いします！」

			「分かった」

			　あの魔法陣で、発動した後の爆音のようなものを抑制しているのだろう。そう当たりをつけたユウトは、再び呪文の制御に精神を集中させる。

			　壁から箱へ。

			　そして、線へ。

			　そのイメージ通り、《炎熱障壁(フアイア・ウオール)》が少しずつ姿を変えていく。

			　上空から見ていたならば一組の対角がその距離を縮め、長方形を描いていた業火の壁が直線に近づく様に気付いただろう。

			　当然、その内部にいる粘液の化物(ミユーカス)が無事でいられるはずがない。

			　粘体を灼(や)かれ、逃げ場もなく、再生も許されず、核は灰になる。

			　漂う異臭と、地面に残る焦げ跡。

			　ユウトが指を鳴らして呪文を解除した時、粘液の化物(ミユーカス)の痕(こん)跡(せき)は、それしか残っていなかった。

			「今度こそ、終わったか……」

			　気付けば魔法陣も、さらにその上にあったはずの黒い月のような真円の綻(ほころ)びも消えてなくなっている。

			「苦労をかけたな、ユウト」

			「いや。こっちこそ助かった」

			　油断なく周囲を警戒しつつも、ほっとした表情で労をねぎらう二人。

			　しかし、ユウトはすぐに顔を引き締めて口を開いた。

			「そうだ。先に言っておくけどな、ヴァル」

			「なんだ？」

			「本来、この世界にはあんなモンスターとか呪文とかないんだからな。そこは誤解するなよ」

			「そんなことか」

			　なぜわざわざ釘を刺すのか分からないと、ヴァルトルーデは剣を鞘(さや)に戻しながら首を傾げる。

			「別に、ユウトの故郷について教えてくれたことが結果として虚偽になってしまったことを気にする必要などないのだぞ。それで、ユウトを嫌いになるはずもない」

			「ヴァル……」

			「それに、こちらでも理術呪文が存在することをユウトも知らなかったようだしな。もしかしたら、隠(いん)匿(とく)されているだけで、似たようなモンスターもいるやもしれぬ」

			「うっ」

			　珍しく的を射たヴァルトルーデの指摘に、ユウトはなにも言えなくなる。

			「気持ちは嬉しいけど、そうじゃない。そうじゃないんだ……。科学が、この世界は科学がベースなんだ」

			「カガク？　つまり、魔法のことだろう？」

			「……よし。もういい、諦めた」

			　ユウトはヴァルトルーデに説明することを諦めて、泥沼を避ける。

			　そこに、秦野真名――賢哲会議(ダニシユメンド)の一級魔導官を自称し、ユウトの後輩らしい少女――が割り込み、不機嫌そうな顔で言った。

			「いちゃつかれるのも結構ですが、センパイ……」

			　もちろん、ユウトも彼女を忘れていたわけではない。単純にヴァルトルーデの方が優先順位が高かった。それだけだ。面と向かっては言えないが……。

			「お互いに、聞きたい話がたくさんあるのではないかと愚考するのですが、いかがでしょう？」

			　ユウトとしてもその提案に否やはなかった。

			　

			　賢哲会議(ダニシユメンド)の一級魔導官と称する、秦野真名との邂(かい)逅(こう)から一時間後。ユウトは、ホテルのスイートルームに足を踏み入れていた。

			　最上階のスイートルームは、シックで落ち着いた色合い。照明の光も柔らかい。

			　部屋の中央に置かれているのは、見るからに高級そうな絨(じゆう)毯(たん)にソファ。壁際には六〇インチはありそうな液晶テレビが置かれ、部屋自体もそれに見劣りしない広さがある。

			　このリビングの他に当然ベッドルームもあるはずだが、そちらを利用することはないだろう。

			「ここは、賢哲会議(ダニシユメンド)が押さえている部屋ですから、自由に過ごしてください」

			「高い建物だな」

			　遠慮もせず窓際に移動したヴァルトルーデが、最上階から地上を見下ろす。

			　地上数十メートルからの眺め。

			　ブルーワーズでは呪文で空を飛んでの移動を日常的に行っていたのだから、高度だけ比べれば幾分低い。だが、建物から、それも夜景となればまた違うのだろう。

			　彼女は、それ自体が宝玉に等しい蒼の瞳を輝かせて、地球の夜を眺めていた。

			「とりあえず罠(わな)もなさそうだし、話を始めようか」

			「そうだな」

			　当然、異世界最強の聖堂騎士(パラデイン)が、見慣れぬ光景にはしゃいでいるだけのはずがない。

			　ユウトたちは、ここに来るまでと部屋に入ってから、充分に周囲の気配や敵意を調べている。

			「そんな。私たちが騙(だま)すようなことをするはずが……」

			「初対面の相手を無条件に信じられるほど、できた人間じゃないんだ。お互い怪しい連中だしね」

			　あえて露悪的に言うと、断りも入れずにソファに身を沈ませる。今のユウトは実にラフな格好で、場違いにも程があった。

			　真名はその正面に座り、ヴァルトルーデはなにがあっても対応できるよう、ソファには座らずユウトの背後に影の如く寄り添った。

			「じゃ、まずは自己紹介……は無駄か。こっちのことは知っているみたいだし」

			「いえ、知っているのはセンパイのことだけです」

			「……先に、そっちが知っていることを聞きたいな」

			「良いでしょう。無駄が省けますから」

			　効率的ですねと、真名も同意する。

			「私たち賢哲会議(ダニシユメンド)は、センパイを次元移動者(シフター)だと認識しています」

			　次元移動者(シフター)。

			　その響きに、ユウトは苦笑する。

			　思わず否定したくなったが、その気配を先に察したヴァルトルーデが、こつんと頭を叩いた。

			「怒られちゃ仕方ない。そこは認めよう。俺は、この地球とは異なる世界へ迷い込んでいた。後ろにいる彼女は、その世界の住人だよ」

			「ヴァルトルーデ・イスタスだ」

			「聞いて良いかな？　なぜ、俺が次元移動者だと？　どうやって俺にたどり着いたんだ？」

			「これは、私とは管轄が違う話で受け売りに近いのですが……」

			　そう律(りち)儀(ぎ)に前置きした上で、タブレットを操作して資料を出しながら真名が口を開いた。

			「次元の境界が揺らぎ、彼方から此方へ、此方から彼方への転移というのは古来よりいくつかの例があります。私たち賢哲会議(ダニシユメンド)は、元々、そういった異界からもたらされる神秘を収集・研究することが目的の組織でもあります」

			「できれば、否定したい話だ」

			「ごもっともですが、続けても構いませんか？」

			　無言で首を縦に振った。

			「動機も脈絡もない失踪者・行方不明者は、元々私たちの調査対象です」

			「俺なんか、まさにど真ん中だったわけだ」

			「はい。そこへさらに、三木朱音センパイも続きました。我々からすれば、天草センパイをマークするのは至極当然の話です」

			「なるほどね」

			　筋は通っている。

			　こっちに戻ってからは目立たないように気をつけてはいたが、最初から目を付けられていたということであれば、どうしようもなかったと言える。

			　知られている以上、じたばたしても仕方がない。

			　後は、少しでも多く情報を引き出して、お互いの着地点を見つけなくては。

			　そのためにも、ユウトは続きを待つが……まるで気乗りしないお見合いのように、沈黙が続くだけだった。

			「……それだけ？」

			「これは賢哲会議(ダニシユメンド)とは無関係の話ですが、私は天草センパイの一学年下です。ですが、センパイの行方不明騒ぎが起こるまで、名前も存在も知りませんでした」

			「それはこっちも同じだけど……」

			　昔からマークされていたと言われるよりはましだが、どうでも良いと言えばどうでも良い。

			「そうなのか？　同じ学校なのだろう？」

			「全体で千人ぐらいいるんだぜ？　ちょっと美人なぐらいで、他の学年の生徒のことなんか耳に入ったりしないよ」

			「そうか。ユウトがそういう人格で、助かったのか苦労したのか、微妙なところだな……」

			「アルシア姐さんみたいなこと、言わないでくれ……」

			　話がずれた。もう戻るわけにはいかない学校の話などしている場合ではない。

			　足を組み替え、ユウトは核心に迫る言葉を口にした。

			「俺がどんな世界にいたとか、どんな技能を持ってるとか、そういうのは？」

			「知りません」

			「なにも？」

			「はい」

			　振り返って、ヴァルトルーデを仰(あお)ぎ見る。

			　だが、返ってきたのは無情にも、首を横に振る否定の動作。どうやら、嘘を吐いているわけでもないらしい。

			（あくまでも仮に、呪文とかを扱う組織が地球に万が一あったとしてだ。不思議の塊(かたまり)みたいなところから戻ってきた人間がいたら、情報をすべて聞いた上で交渉に来るんじゃないか？）

			　そうではないということはつまり、彼らはユウトの詳(しよう)細(さい)を掴んではいないのではないか。

			　一級魔導官などと、恐らく上位にあるだろう彼女に、知らせない理由などない。それこそ、だまそうとでもしない限りは。

			　相手のことを完全に信頼しているわけではないが、疑う根拠もなかった。

			「あまりにも高度な呪文を平然と使用するので、驚いてしまいました。そちらのヴァルトルーデさんも、想像を超える身体能力に驚きを隠せません」

			　確かに、表現がかぶっているのに気付かないほど、衝撃的だったのだろう。

			　ユウトとしては、相手がなにも知らなかったことの方が、衝撃的だった。だから、相手が確実に知っているだろう事柄について尋ねてみる。

			「因果の反動(バツクラツシユ)というのは、なんだ？」

			「やはり、それもご存じなかったんですね」

			　あきれと納得。それらが混じったような顔をした彼女は、説明のために口を開く。

			「世界法則(ルール)から外れた事象への反動。世界の揺り戻し。賢哲会議(ダニシユメンド)は、そう理解しています」

			「意味が分からんな」

			　後ろに立つヴァルトルーデが腕を組み、首を傾げる。

			　世界法則という抽象的な概念が理解できないのではなく、呪文だけがその対象になる理屈が分からないようだ。

			「魔道具(マジツク・アイテム)はちゃんと作動するし、粘液の化物(ミユーカス)どもも、しっかりと存在しているではないか」

			「すでに存在が確立しているかどうか、なんじゃないかな？」

			　少しだけ考えてから、ユウトはそう結論を口にした。

			「さっきの口振りからすると、地球には魔法的なものを排除するなにかがあるんだろう。ただ、それも万能じゃないし、無茶もしない。いや、できないか。無機物・有機物問わず、物体を消し去るなんてしたら、今度は通常の物理法則に反するから」

			「では、呪文は違うのか？」

			「呪文書という設計図はあるけど、まだそこに存在していないものだし、物理法則を無視しているようなものも多い」

			「だが、この世界にも魔力は存在しているな」

			「そう。薄くはあるけれど、だから発動はする。でも、反動がある。毎回同じ反動なのかは、分からないけど。そして、たぶん、あの魔法陣はその反動を打ち消す……そもそも、引き起こさないように、隠(いん)蔽(ぺい)でもしているのかな？　上手く考えたものだと思うよ」

			　感心するかのように、ユウトは言った。

			　だが、感心するのは真名の方だ。

			「その通りです。因果の反動の内容はランダムで規則性もありませんが……。でも、因果の反動も知らなかったのに、すぐ正解にたどり着くなんて」

			「別に、誉められるようなことじゃない。それよりも、厄介なのは――」

			「ああ。モンスターの存在だな。あれは、まずかろう」

			　ヴァルトルーデの表情が憂いを帯びる。

			　それがまた、美しい。

			　ユウトは元より、真名さえしばし見とれているようだ。

			「ええと、それに関してなのですが……」

			　一分ほどして、我に返った真名は誤解を解くため口を開く。

			「因果の反動で、異界の生物が現れることはあり得ません」

			「でも、現に……。ああ……。そうか、理屈としては、そうなるのか……」

			　ユウトは、真名が断言することで理解に至った。しかし、ヴァルトルーデは怪(け)訝(げん)な面持ちだ。

			　あの花火のような音が因果の反動(バツクラツシユ)であり、粘液の化物(ミユーカス)の登場とは無関係。そう言っても、なかなか納得できないだろう。

			「ユウト、説明してくれ」

			「分かってる。つまり、反動のせいで、もっとあり得ない現象が起こっちゃどうしようもないってことさ。何度も言うけど、この世界には、モンスターなんていないんだ」

			　呪文の発動はルール違反だと、反動が起こる。いわば、常識の揺り戻し。なのに、それでもっと常識から外れたモンスターが出てきては意味がない。

			　世界法則や次元境界が乱れて、あんな事態になったわけではないのだとユウトは解釈した。

			「少なくとも、因果の反動による異世界生物の登場は確認されていません。ただの一例もです」

			「その理屈は分かった。では、あれはどこからどうやってきたと言うのだ？」

			「分かりません」

			　率直に、真名は力不足を認めた。

			「その件も含みますが、我々賢哲会議(ダニシユメンド)は天草センパイに協力を要請したいと考えています。報酬も用意していますし、ご希望があれば便宜も図ります」

			　なんでもするから、力を貸してください。

			　後輩――面識はないが――から聞くには、実に不適当な言葉だった。

			「賢哲会議(ダニシユメンド)とは、なんなのか。まず、それを聞いても良いかな？」

			　答える前に、ユウトは根本的な問いを口にする。

			「もちろんです。むしろ、先に説明すべきでしたね。申し訳ありませんでした」

			　真名が頭を下げ、ポニーテールが揺れた。

			　小柄な彼女にそんなことをさせていると、こちらが悪人になったような気分になってしまう。

			「我々賢哲会議(ダニシユメンド)は、超自然的な現象を研究し、調査し、分類し、管理する組織です。発祥は、アッバース朝の時代とされています」

			「アッバース？」

			「ここから遥か西にあったイスラム……異教の国だよ。だいたい、千年ぐらい前だったかな」

			　ユウトが幸運にも憶えていたのは、ヴァイナマリネンに行った歴史授業の成果。婚約者に良いところを見せられたかなと、内心で密かに喜ぶ。

			　しかし、その婚約者は、「千年……」とブルーワーズとは異なる歴史の長大さに驚いていた。

			「公的な機関ではありませんが、その歴史の長さと特殊性もあって、影響力はあります」

			「例えば、警察に顔が利くとか？」

			「否定はしません」

			「マンガみたいな話だな……」

			　にわかには信じられない。

			　だが、少なくともタブレットを開発して呪文を使用し、スイートルームを平然と借り切り、ユウトよりも地球における神秘的な事象に詳しいのは確かだ。

			　そんなオカルト、できれば否定して欲しかったけれど。

			「気持ちは分かります。外部の方は、特にそうでしょう。私は、マンガなど読んだことはないので、よく分かりませんが」

			「え？」

			「マンガを読んだことがないのが、そんなにおかしいですか？」

			「いや、外部って」

			「そちらですか」

			　得心いったと、真名は軽くうなずいた。

			「賢哲会議(ダニシユメンド)では、全世界で魔術の素質がある子供をスカウトし、集めて教育しています。私も、その一人です」

			「素質？」

			「はい。確かに、人道的観点では非難されるかもしれませんが――」

			「いや、なんでもない」

			　超能力(サイオニツク・パワー)とは違って、理術呪文であれば素質など関係ないというのがユウトの持論。だが、それなりに大きな組織が行っているのだから、根拠があるのだろう。

			　思考の柔軟性や理解力の高さが基準というのもあり得る。

			（まさか、理術呪文と超能力(サイオニツク・パワー)をごちゃ混ぜにしてるわけもないだろうし……ないよな？）

			　どうも、理術呪文に限らずだが、賢哲会議(ダニシユメンド)のレベルはユウトの想定より低いのではないだろうか。もちろん、環境による違いもあるだろうが。

			　そうユウトが心配を膨らませながらも、真名からの説明は続く。

			「賢哲会議(ダニシユメンド)は基本的に研究機関ですが、稀(まれ)に発生する超常生物や霊障の駆(く)除(じよ)・排除を行うための実働部隊も存在します。それが私のような魔導官です」

			　二級以下の魔導官はチームを組んでの活動しか許されないが、一級魔導官はそのくびきから解き放たれる。つまり、それだけの実力を持っているということになる……そうだ。

			「あれで？」

			「……センパイに比べれば、そう言われても仕方がないのでしょうが……」

			　不本意です、と真名は小さくつぶやいた。

			　そう言いたくなる気持ちは分かるが、言われても困るというのが、ユウトの率直な感想。

			「ユウト、私は手を組んでも良いと思うぞ。あのモンスターの出現を放ってはおけんだろう？」

			「分かった。なら、俺のことも話そう。それこそ、マンガのような話だけどね」

			　ユウトは、その決定をあっさりと受け入れた。信頼できる相手かはまだ分からないが、ヴァルトルーデが肯定したのだ。根拠は、それで充分だった。

			　そしてユウトは語る。

			「俺が迷い込んだ世界は青き盟約の世界(ブルーワーズ)という名前だ。偶然次元移動をした俺は、そこで理術呪文を学んで、モンスターと戦ったりしながら地球に戻る方法を探していた」

			「やはり、同じ魔術なのですね」

			　半ば分かっていたことだが、はっきりと口にされるとやはり驚きだ。

			「それで、簡単には帰れなかったんだが、今回、偶然こっちに戻ってきたのさ。彼女と一緒にね。あと、その世界でもヴァルは超美人だから。美男美女の比率は、こっちと変わらないかな」

			「それは聞いていません。ですが、教えていただきありがとうございます」

			　どんな情報でも集めようというのか。律(りち)儀(ぎ)にお礼を言われてしまった。

			　領地を経営していることや、ラーシアやエグザイルのような別種族が存在していることを隠している身としては、後ろめたさを禁じ得ない。

			「あと、彼女――ヴァルトルーデは、勇者みたいなもんだと思って……って、ゲームやらないんだっけ？　まあ、最強の戦士だよ。そして、俺の婚約者だ」

			「ユウト、正確には婚約者の一人、だ」

			「そうですか。……え？」

			　ワンテンポずれて、ほとんど動くことのなかった真名の表情が呆然としたものに変わる。ただそれは、軽蔑へと変わる中割りのようなもの。

			　つり目がちな瞳は、思春期特有の潔癖さからくる感情で、悪しきものでも見るかのようにユウトを射貫いている。

			　けれど、ユウトに怒りはない。

			（うちの両親や朱音の所のおじさんたちが、理解ありすぎなんだよな。信頼してくれてるからだろうけどさ）

			　真名の反応は、ある意味、当然とすら思っていた。

			　まあ、ユウトとしてはやましいところはなにもないのだし、卑屈になるいわれもない。

			「俺から言えるのは、こんなところかな？　そちらの意思に変わりはない？」

			「想定外の情報もありましたが、もちろんです」

			「俺としても、いや、俺たちとしても協力はしたい。あんな粘液の化物(ミユーカス)みたいなのを、こっちにのさばらせるわけにはいかないからね」

			　しかし、ただでとはいかない。

			「ただ、いくつかお願いがある」

			「既にお伝えしたとおりです。対価も便宜も、できる限りは」

			「俺の両親をはじめとした関係者に、この件の情報を漏(も)らさないこと。接触もしないで欲しい」

			「それは、こちらからお願いしたいぐらいです。接触も、必要がある場合でも、許可を求めるようにします」

			「良かった。次に、さっきの《道化師の領域(スフイア・オブ・クラウン)》という呪文を俺に教えて欲しい」

			「当然だと思います」

			「ありがとう。それから、手の内をさらけ出させることになるけど、賢哲会議(ダニシユメンド)の魔導官がどの程度の呪文を使用できるのか……。ぶっちゃけ、戦闘力がどれだけあるのか確認したい」

			「それは、上に確認しなければお答えできません。私個人としては了解しても構わないと思っていますが」

			「この条件は絶対ではないけど、できれば受け入れて欲しいな。基準が明確にならなくて戸惑っているんだ」

			　第七階(かい)梯(てい)の《七光障壁(レイウオール)》ごときを極大呪文などと呼ぶ賢哲会議(ダニシユメンド)の構成員が、どれだけの実力なのか。

			　ブルーワーズの駆け出し魔術師(ウイザード)以下――例えば、ペトラ・チェルノフ――なのではないかと思うのだが、それならそれで、一級魔導官として活動できる理由も知りたかった。

			「終わりか？」

			「まだまだあるよ。さっき、警察にも顔が利くって言ってたと思うんだけど」

			「それがなにか？」

			「俺と朱音――三木朱音の捜索願を内々に取り下げて欲しい」

			「可能だとは思いますが……」

			　なぜそんなことをという疑問が、真名の顔に出ている。

			　それを見たユウトが、別に大した理由じゃないんだけどと、軽く説明した。

			「単純に、見つからない失踪者の捜索に人と税金を使われてるのが嫌なだけだよ。ケータイも自由に使えない」

			「携帯電話でしたら、こちらで用意しますが……。分かりました、働きかけます」

			「よろしく頼む」

			　探してくれた警察の人にも謝りたい気持ちはあるが、残念ながらそれはできない。わがままで、それができない。

			　だから、ユウトは心の中で頭を下げた。

			「そういえば、報酬のお話がまだですが」

			「報酬か。今までの要望で充分だけど……そうだ！」

			　なぜ今まで気付かなかったんだと、ユウトが頭をたたく。

			　その仕草を、二人から奇異の視線で見られていることにも気付かず、思いついたアイディアを披露した。

			「異世界の金貨とか、賢哲会議(ダニシユメンド)で買い取ってくれないかな？」

			「金貨……ですか？　それも、できれば売ってくださいとお願いしたいぐらいですが」

			「じゃあ、今度サンプルで何枚か渡すよ」

			「…………」

			「何枚かじゃ、足りない？」

			「奪い合いになるでしょうね。確実に」

			　とりあえず、それに夢中になってくれていて欲しい。

			　無限貯蔵のバッグに眠る、他の魔道具(マジツク・アイテム)や残りの魔法薬(ポーシヨン)。そして、恐竜のブロック肉などは、できれば出したくないから。

			「最後に、もうひとつ。交渉の窓口は君に絞りたい。直接会って喋(しやべ)った君は信頼する。でも、悪いが賢哲会議(ダニシユメンド)という組織は、まだ信用できない」

			「これも、一度持ち帰らせてください。私の一存ではお答えできません」

			「構わないよ。でも、期待してる」

			「分かりました。善処します」

			　タブレットを操作して会談の内容をまとめると、真名は「この部屋は好きなだけ使ってください」と言い残して、スイートルームをあとにした。

			　彼女も、とんだ夏休みだなと苦笑しつつ、ユウトはそれを見送る。

			　それから、数分。

			　緊張を解いたヴァルトルーデが、ソファの横に討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を立てかけてから、初めてソファに座る。

			　もちろん、ユウトの隣に。距離は、ほとんどない。

			「悪いな、ヴァル。しばらく、あっちには戻れそうもない」

			「なに、ヘレノニア神も仰(おお)せになっている。『正義をなすのに理由はいらぬ』と。むしろ、私は誇らしい」

			　珍しく。本当に、滅多にないことだが、ユウトの肩に頭を乗せて、ヘレノニアの聖女は愛する人とぴったり寄り添う。今だけは、すべてのしがらみを忘れて、身を委ねたい気分なのだ。

			　そんな彼女の肩を、やはり希(け)有(う)なことだが、ユウトは無言で抱いた。

			「俺は、良い相手と結婚するんだな」

			「ばばばあ、ばかなことを言うんじゃない」

			　面白いように狼狽(うろた)えてくれる愛する人の姿を眺めながら。

			　腕の中に、確かにその存在を感じながら。

			　ユウトは微笑を浮かべて、《星を翔る者(インターステラ・ウオーカー)》の後効果――時を巻き戻すかのようにして、元の場所へ戻る――を解除した。

		

	
		
			第２章

		

	
		
			　

			１・いつも通りのやり方

			　

			　賢哲会議(ダニシユメンド)の一級魔導官・秦野真名が天草勇人及びヴァルトルーデ・イスタスと接触してから、一週間が過ぎた。

			　その間、ユウトはホテルに閉じこもって呪文の研究に勤(いそ)しみ、モンスターが出現する事態が発生すれば屋上のヘリポートから現地へ向かい、ヴァルトルーデと共にこれを殲(せん)滅(めつ)した。

			　世間一般から見れば波(は)瀾(らん)万(ばん)丈(じよう)だが、彼らの感想としては、まずまず安定した生活だった。

			　しかし、関係者は口をそろえる。

			　この一週間は、賢哲会議(ダニシユメンド)の歴史上、最も重要で激動した期間だったと。

			　真名から諸々の報告を受けた日本支部は、その内容を精査するよりも先に、マレーシアにある東アジア統括部へ報告を上げた。

			　そこから全世界の統括部へ波紋は広がり、約四半世紀ぶりに賢哲会議(ダニシユメンド)――組織の名と同じ、最高意思決定機関。つまり、地球における隠秘学の最高峰――が開かれることになる。

			　真名が報告をしてから、ここまでわずか一日。白亜の塔にしてはスピーディな対応だったが、不幸なことに紛糾する会議の前振りでしかなかった。

			　まず、ユウトは次元移動者ではなく帰還者と呼ぶべきではないかという、端から見ればどうでも良い議論が始まった。正確にはそうだろうが、移動する手段を持っている可能性もあると賛成派・反対派が対立。

			　最終的に、併記することで決着を見た。

			　次に、異世界の金貨の買い取りで紛糾した。

			　買い取るか、拒否するかではない。いくらで、どのように分配するかで、大人げない罵(ののし)り合いが発生したのだ。

			　異世界の金貨。

			　それは、本当に地球と同じ金なのか。意匠は、重量は、配合は。知りたいこと、調べたいことがいくらでもある。収集家としても、是非手にしたい。

			　それなのに、何枚あるのか分からない。

			　賢哲会議(ダニシユメンド)の出席者は、当然ながら、皆、ひとかどの賢者である。

			　ゆえに、金で手に入らない物があるのは知っている。そして、金で手に入るのであれば、それを惜しむべきではないことも。

			　資金力のある北米統括部が価格をつり上げ、分け前を多く得ようとする。

			　それに同調・追随する派閥があれば、当然、資金が潤(じゆん)沢(たく)でない勢力は均等な割り当てを要求した。

			　一時は金貨一枚百万ドルという狂ったとしか思えない値が付けられたが、推移を見守っていた長老格の賢人が一喝し、事態は収束の方向へ向かう。

			　最終的に、賢哲会議(ダニシユメンド)として可能な限り多くの金貨を購入し、統括部ごとに均等配分。統括部間の融通も禁じることとなった。

			　これは、組織の崩壊を防ぐだけでなく、あり得ない金額を提示されてユウトが警戒し、賢哲会議(ダニシユメンド)から距離を取る未来を防いだという意味でも、非常に重要な決定だった。

			　それでも、一枚百万円という提示額にはユウトも警戒心を抱かざるをえず、一五枚しか渡さなかったのだが。

			　同時に議論の的になったのが、ユウトとヴァルトルーデの身柄についてである。

			　本気ではなく問題提起として、二人を監禁もしくは近親者を誘拐して協力を強制するという案が俎(そ)上(じよう)に登った。

			　しかし、それは全会一致で否決される。

			　その決断の裏には、彼らは暴力ではなく智恵を是とする学術と神秘の徒であるという自負があった。完全な善人ではないが、さりとて悪(あく)辣(らつ)でもない。

			　当然、伝説の魔術師(ウイザード)をも凌(りよう)駕(が)するユウトを将来的には迎え入れたいとする者から、金の卵を生む鶏を殺しても意味がないという意見まで、見解の幅は広かったのだが。

			　もうひとつの理由としては、今、日本で起きている異世界からの侵略とすら表現できるモンスターの異常発生がある。

			　未(み)曽(ぞ)有(う)にして前代未聞。

			　あまりにも従来の常識から外れた事態に、正直、頭を抱えてしまう。

			　出現位置も時刻も共通性がなく、今も実働部隊は駆け回っていた。

			　従来も、平均で半年に一度はあったものの、最近の頻度は異常だ。その上、モンスターの強さも跳ね上がっており、本来は単独行動が基本の一級魔導官でさえチームを組まねば対処できない。

			　そんな合間を縫って、ユウトは魔導官たちの訓練を見学したのだが――

			「実力は特級魔導官クラスだけど、面倒だから三級っていう人材が、ごろごろしたりしてるんだよね？」

			「いるはずありません。なにを考えているんですか。そんな怠慢な人間を許容するほど甘くはありません」

			　――と、蔑んだ目つきの真名から一(いち)縷(る)の望みも否定されていた。

			　このように、頭を抱えたくなるような事態もあったのだが、警察への働きかけや窓口の真名への一本化も含め、ユウトの要望は概(おおむ)ね叶えられた。

			　ユウト個人としては、ある程度まとまった現金を両親に渡せたのが、最も嬉しかった。

			　転移から一週間を待たず、地球で行動の基(き)盤(ばん)を構築したユウトとヴァルトルーデ。

			「なあ、ユウト。最近こもりきりではないか？」

			「そう？　外には出てるけどな。夜とか」

			「あれは出かけるのではなく、出撃だろう」

			　場所は、スイートルームのリビング。ソファではなく床にクッションを敷いてその上に座っているユウト。

			　そんな彼の邪魔をしないよう控えめに、しかし、存在を主張するかのように背中に手を触れながら、ヴァルトルーデが気遣うように言う。

			　実際、賢哲会議(ダニシユメンド)が手配したホテルにそのまま棲(す)み着いたユウトは、そこで呪文の解析や研究を続け、自宅にはたまにしか戻っていなかった。

			　それは突然のモンスターの出現に備えるという意味もあるのだが、両親やアカネの家族を巻き込まないようにという配慮が大きい。

			　愛犬とのスキンシップが減ったのは死活問題だが、仕方がないと血の涙を流して諦めていた。

			「別に、引きこもってゲームやってるわけでもないし。今作ってる魔道具(マジツク・アイテム)も、割と重要だし」

			「それは、そうなのだが……。いや、げーむは知らんが……」

			　つまり、ヴァルトルーデはもっと構って欲しいと言っているのだ。けれど、ユウトは気付かない。というよりは、そんなこと想像もしていない。

			　それに、ユウトの研究は、彼が言うとおり重要なものだった。

			「それで、重要とはどういう魔道具(マジツク・アイテム)なのだ？」

			「簡単に言うと、警報機だね」

			　高そうなローテーブルの上に転がされた円盤状の防犯カメラ。

			　今、ユウトが行っているのは、そんな電子機器を魔化する作業だった。それも、ひとつやふたつではない。

			　スイートルームの寝室には未開封のカメラが山と積まれ、ダイヤモンドや鷹の尾羽、高僧の書を灰にしたものやロザリオなどの聖印を砕いて作った粉など、稀少で高価な触媒も運び込まれている。

			　とはいえ、材料があっても、やはり一筋縄ではいかなかった。

			　まず、《道化師の領域(スフイア・オブ・クラウン)》の提供を受けたユウトは、タブレットも借り受けてその術式を精査することから始めた。

			　結論から言うとそれは、ブルーワーズでは存在し得ない呪文。いや、技術だった。

			　賢哲会議(ダニシユメンド)が因果と呼ぶ世界法則(ルール)。

			　その認識を歪(ゆが)め、隠蔽するのが《道化師の領域(スフイア・オブ・クラウン)》という呪文の効果。「あり得ない」ものを「あり得る」と誤認させてしまうのだ。

			　タブレットから真名が呪文を使用するときに展開された魔法陣と同種のもの。

			「呪文の発動を隠蔽するための呪文？　その呪文自体の反動はどうなるのだ？」

			「驚くべきことに、魔力消費がほとんどないんだよね。だからその疑問への解答は、《道化師の領域(スフイア・オブ・クラウン)》を使用した際の反動は、無視できるほど軽微ってことになる」

			「……随(ずい)分(ぶん)と都合がいいのだな」

			「うん。呪文というよりは、発動のコツとか儀式とかに近いね」

			　必要に迫られて開発されたのだろうし、その利便性には感心したが、やはり問題はあった。

			「ただ、第四階(かい)梯(てい)の呪文ぐらいまでしか、カバーしきれない」

			「むう……。それは厄介だな。もっと融通を利かせればいいだろうに」

			　まったく使えないよりはましではあったが、呪文のレパートリーが半分以下になってしまっているのだ。手足を縛(しば)られているとまでは言わないが、これではブルーワーズへ帰ることもままならない。

			　だが、ヴァルトルーデの批判は酷な面もある。

			　なにしろ、真名よりも上位の特級魔導官でも第三階梯、最上位の教導官でも第四階梯の発動がやっと。それ以上の呪文の発動など、神話・伝説の領域なのだから。

			「将来的には、《道化師の領域(スフイア・オブ・クラウン)》を拡張してもっと上の階梯まで因果の反動(バツクラツシユ)を抑えられるようにしたいけど……」

			「では、結局、今はなにを作っているのだ？」

			　ユウトの背中側からのぞき込むようにして、ヴァルトルーデが監視カメラを指でつつく。

			　その動きで、聖女の控えめなふくらみが、ユウトの背中をわずかにこすった。

			（母さんと一緒に買い物に行ってもらって良かった！）

			　幻影で姿をごまかす理術呪文を使って、春子とヴァルトルーデとで生活必需品を購入してもらったのだが、具体的になにが良かったのかは、口にできない。

			　ただ、理性のために良かったのは確かだ。

			「さっきも言ったけど、警報機だよ。転移する対象を検知するね」

			「あの呪文か。王都の家の倉庫にもかけていた……」

			「そう。《転移警報(テレポート・アラート)》だ。ただ、下位バージョンだけどね」

			　効果範囲内に《瞬間移動(テレポート)》などで侵入者が転移してきた場合に、術者の精神へ警報を飛ばす第四階(かい)梯(てい)の理術呪文。

			　ほんの数分だが、転移を予知して事前に警告が発せられるのが最大の特徴だ。

			　より上位の呪文には、《瞬間移動(テレポート)》自体を失敗させたり、指定した別の場所に再転移させるという特殊な仕様のものも存在するが、さすがにそれを魔化することはできなかった。

			「このカメラ――監視装置に《転移警報(テレポート・アラート)》と《道化師の領域(スフイア・オブ・クラウン)》を魔化していろんな場所に設置すれば、今よりマシな体制が構築されるはずだけど、俺が作るしかないからね」

			《転移警報(テレポート・アラート)》と《道化師の領域(スフイア・オブ・クラウン)》を同時に組み込むのは、ギリギリだったがなんとかなった。しかし、《転移警報(テレポート・アラート)》を使えるのはユウトだけ。

			　加えて、アラートの送信先にもカスタマイズが必要と量産には問題が多い。

			　それでも、従来は時空の歪(ゆが)みを観測し、付近にいる魔導官を派遣。もしくは、関係機関からの通報を受けての出動と、後手後手に回っていたのだ。

			　数が少ないのでカバー範囲も狭くなるが、長足の進歩と言える。

			　そのため、賢哲会議(ダニシユメンド)からは大量の資材と魔術的な触媒の提供を受け、ユウトが家内制手工業で頑張っている……のは賞賛されるべきだが、湯水の如く使用される素材の量と金額に、賢哲会議(ダニシユメンド)の経理担当者は顔を青くしていた。

			　金でどうにかなるのなら、ためらわない。

			　どこにいてもユウトは相変わらずユウトだった。

			　

			「センパイのお陰で、かなり楽になりました」

			「俺じゃなくて、『揺らぎ感知器』のお陰だろ」

			「それを作ったセンパイのお陰ですよ。名前はどうかと思いますが」

			「分かりやすいじゃないか。でも、俺とヴァルがこっちに来たせいでこんなことになってるのかもしれないのに、感謝しても良いのか？」

			　ある日の夜。ユウトは真名と二人で公園にいた。

			　と言っても当然、ロマンスが生まれるような状況ではない。ユウトが作った〝感知器〟の警告に従い、ホテル近くの公園へ出動し、次元の綻(ほころ)びから出現したモンスターを排除した。それだけのこと。

			　また、《反射変装(リフレクテイブ・デイスガイズ)》を使用しているため、二人を正常に認識できる者もいなかった。

			　ヴァルトルーデは別の場所に現れた不死の怪物(アンデツド)の対処に当たっており、賢哲会議(ダニシユメンド)の後処理班と一緒にこちらへ向かっているらしい。

			「因果関係は不明です。しかし、仮にセンパイたちが原因であっても、それを咎(とが)めるのはお門違いというものでしょう」

			「そう言ってくれるとありがたいな」

			　首をすくめて、ユウトは辺りを見回す。

			　この二人以外に、動く者は存在しなかった。動く者は、なにも。

			「これは聞いても良いか迷ったのですが……」

			「答えるかどうかは、俺が判断することだよ」

			　優しいと表現するには切なさが多い微笑を浮かべて、ユウトは先を促した。この惨(さん)状(じよう)――後処理が必要になる状況――を見れば、言いたいことは分かる。

			「想像以上に命を奪うことに躊(ちゆう)躇(ちよ)がないようでしたので、驚いています」

			「だろうなぁ」

			　今夜出現したモンスターは、ゴブリンやホブゴブリン、オーガなど典型的な悪の相を持つ亜人種族の集団。それが、一〇〇に届こうかという群れで現れたのだ。

			《火球(フアイアボール)》で出鼻をくじき、後は《炎熱障壁(フアイア・ウオール)》などで取り囲んで殲(せん)滅(めつ)するしかなかった。

			「さすがに、なんとも思わないってことはないよ」

			「そこまでは言っていません」

			「そう？　まあ、なんて言うかな？　その辺を飛んでる虫は殺せないけど、血を吸おうとしたり、こっちに向かってきたら叩き潰すような感じ？」

			「申し訳ありません。分かりません。私は、幼い頃から魔導官として教育を受け、その中には当然、戦闘行為も含まれていました。そのため、殺人に嫌悪感はありません」

			「いや、嫌悪感はあるよ。ないわけがない」

			　背の低いポニーテールの後輩――実感はあまりないが――の言葉を、ユウトは否定する。

			「まず、殺人と戦闘行為の結果としての死亡は別だ。その辺の通行人に呪文をぶっぱなして殺したりはしないだろう？」

			「当たり前です」

			　真名が、不本意ですとわずかに頬を膨らませ、ほとんど分からないぐらい背伸びして抗議する。

			　そんな彼女をいさめながら、ユウトは思い出しつつ語り出した。

			「やらなければやられる――って言うのは簡単だけど、一番分かりやすくもあったな。俺の場合、あっちに転移した瞬間、目の前に死体が転がってたからね。第一印象が大事ってやつだ」

			　もちろん、そこには美しい聖堂騎士(パラデイン)もいたのだが、どう感じたかは誰にも語るつもりはない。

			「最初に殺したのは、森の中で出会った狼だったかな。あのときは修業中で、姉弟子も一緒だったし、必死だった。あと、呪文だから直接手を下したという実感も薄かったしね。あとは、坂から転げ落ちるように……まあ、慣れだね」

			　そう言って、出てもいない汗を拭く。

			　今のユウトは、用心のため白い大魔術師のローブを羽織り、それにあわせて制服を着込んでいた。やはり、この組み合わせが一番落ち着く。

			　けれど、今はまだ夏。夜とはいえ、そんな格好では外に出られない。

			　そのため、《耐熱・耐寒(コージネス)》を使用しているのだが、実際に効果があるとは思わなかった。なぜなら、《耐熱・耐寒(コージネス)》は、健康が損なわれるような環境で初めて効果を発揮するのだから。

			　どうやら、日本の夏は殺人的らしい。笑いそうになって、そんな状況ではないことに気付く。

			「やはり、軽々しく質問すべきではありませんでした。申し訳ありません」

			「別に、気にしちゃいないさ」

			　そう否定したところで、再び〝感知器〟からの警報が届けられる。

			「センパイっ!?」

			「こいつは初めてのケースだな」

			　ユウトは呪文書を、真名はタブレットを構えて空を警戒する。

			　そのまま、数分。

			　またしても、空中に黒い月と見まがうような深(しん)淵(えん)が生まれた。

			　そこから生まれるように流れるようにこぼれ落ちる異形の怪物たち。

			「こいつは……」

			「なんておぞましい……」

			　針のような口(こう)吻(ふん)を備え、猟犬ほどもある蚊の怪物がいた。

			　両の眼(がん)窩(か)には暗い炎が灯り、骨の上をコールタールのような肉が次から次へと流れて行く、小人の群れがあった。

			　丸太のように太い両腕をした、毛むくじゃらの猿のような怪物がいた。

			　他にも、見知った生き物をベースに、あり得ない特徴が付け加えられた怪物が次々と真円の綻(ほころ)びからまろび出る。

			「ダブレルグス、ヒュムーエムオス、エイポヌリス……」

			　ある意味で見知った、冥府に住まう妖(よう)魔(ま)。

			　その集団がついに、地球に、日本に、ユウトの故郷に姿を現した。

		

	
		
			　

			２・百層迷宮に集う

			　

			　ヴァイナマリネンの招集を受け、アカネたちはフォリオ＝ファリナに到着した。

			　そう、アカネも。

			「なぜ私まで、ここに……」

			　未だ、帰還する気配のないユウトとヴァルトルーデ。

			　ヴァイナマリネンの「勘」に従い、二人を探してフォリオ＝ファリナの百層迷宮に集った。

			　その百層迷宮の入り口は、四重からなる城壁の中心。つまり街の中心部にあった。

			　ただし、知らなければ地下貯蔵庫への扉と誤解してしまいそうなほど、目立たない。

			　普段は冒険者たちで賑(にぎ)わっているそうだが、現在は議会から指名されたパーティのみが潜入を許されているため、衛兵たちの姿しか見えない。

			　その入り口の前に、アカネたちはいた。

			　アカネは、動きやすい服装ということで、チェックのベストにスカートという制服姿。さすがに、それだけでは不用心なので、敵意を持って近づいた者へ自動的に反撃を行う魔道具(マジツク・アイテム)の、刃の外套(ブレイドコート)を身にまとっていた。デザイン性は皆無だが、背に腹は代えられない。

			　そして、左手の薬指にはユウトから贈られたエンゲージリング、守護の指輪。

			　これだけは、絶対に手放せない。

			「ヴァイナマリネン師のご指名ですから。もちろん、敵には指一本触れさせません」

			　責任は取りますがどうしようもありませんと、アルシアが言う。

			　続けて、仲間たちも、次々とアカネの安全を請け負ってくれる。

			「大丈夫、大丈夫。罠(わな)もモンスターもちゃんと全部片すから」

			「守るというより、近づく前に皆殺し」

			「皆殺しが好きだな、ヨナは。オレも負けんぞ」

			　マフィアのアジトへ突入する特殊部隊に守られた一般人。

			　それがあたしねと、アカネは空を見上げる。

			　憎らしいほどに、蒼かった。

			「集まっとるな」

			　そこに、今回の招集をかけた大賢者ヴァイナマリネンが現れた。

			「全員集まっとるとはな。ふんっ、あの小僧も意外と慕われとるな」

			「率先してボクらを集めた人が、なんか言ってるよ」

			　指をさしこそはしないが、ラーシアがしてやったりと笑う。

			　だが、笑っているのはラーシアだけ。アカネとアルシアは「余計なことを……」と、頭を抱える。

			「ふんっ。では、行くぞ」

			　しかし、意外なことにヴァイナマリネンからの反論はない。鼻を鳴らしただけで、それ以上はなにも言わずに指示を飛ばす。

			「草原の種族(マグナー)の坊主、先頭は頼んだぞ」

			「ボクは成人男性だよ！　そりゃ、先頭に立つけどね！　あと、なにも言われないと、それはそれで不気味だね！」

			「ここまで、いつも通りの流れ」

			「だな」

			　軽口をたたきながらも、手慣れた様子で準備や隊列を整えていくラーシアたち。

			　その動きには、一分の隙もない。

			「あたし、必要なのかしらね……」

			　やる気はあるが、存在意義は疑わしい。

			　そんなアカネの困惑を置き去りに、一行は百層迷宮へと足を踏み入れた。

			　

			　ヴァイナマリネンたちが百層迷宮へと降りていくのを確認し、書き割りの背景に徹していた衛兵たちは盛大に息を吐いた。

			　相手は、あの伝説の大賢者だ。無理もない。

			　ただ、もし彼らに未来を見通す力があったなら、緊張を解くようなことはしなかっただろう。

			　なにしろ、これからもっと厄介な来客があるのだから。

			「まあ、さすがに同行するわけにもいかぬしな」

			　衛兵たちが扉を閉ざそうとしたところ、近づいてきた影。その声は、天上の音楽に似てながら、地獄からの誘いのように甘美。

			「待て、今日はもう――」

			「それはできぬ相談よのぅ」

			　先行するのも、気が急(せ)いて好みではない。

			　ゆえに、彼女はあえてゆっくりと。自分のペースで歩むため、先を譲った。

			　しかし、これ以上譲るつもりはない。

			「妾(わらわ)は進む。なんら問題などなかろう？」

			「そんなバカな話が……」

			「なければ、今この瞬間に発生するだけのことよ」

			　燃えるように赤い髪。

			　王(おう)笏(しやく)を手にした白く細い指は、否応なくそれに触れられた感触を想像させられ、なにもしていない。されていないのに背筋が震え、いきりたつ。

			　押し倒し、のしかかり、むしゃぶりつきたくなる肢(し)体(たい)。闇のドレスをまとった蠱(こ)惑(わく)的な肉体は、それでいて、触れるのが躊躇(ためら)われる。畏(おそ)れ多いと感じてしまう。

			　淫(いん)靡(び)なる美女に気圧され、衛兵たちは動けない。

			「そこで、立っておれ。見送りは許す」

			　言葉を発することもできず、命令通り、彼らはそのまま見送った。

			　そのまま、この場から永劫に動けなくなる未来に気付くこともなく。

			「分かっておるわ、母上。そんなに世話を焼かずとも、良い」

			　女帝ヴェルガ。

			　地上の悪を象徴する半神。

			　お節介にもこの迷宮の真実を伝えてきた母との交神を一方的に打ち切り、彼女もまた、百層迷宮の深(しん)淵(えん)へと足を踏み入れた。

			　その狙いは――ひとつ。

			　愛しい愛しい愛しい彼に出会うため。ただ、それだけだった。

			　

			　大軍に関所なしとは、大軍で攻められると多少地の利があっても防ぎようがないという身も蓋(ふた)もない言葉だが、攻撃側が十人にも満たない集団であっても、似たような状態にはなりうる。

			　要するに、強いものが勝つというストレートすぎる状況だ。

			「アイアン・ゴーレムが二体、近づいてくるよ！」

			　先行して哨(しよう)戒(かい)にあたっていたラーシアが、警告の言葉とともに本隊へと戻ってくる。子供のような草原の種族(マグナー)と身の丈五メートルは超える鋼鉄の魔導人形。

			　それが十メートルも離れずに追跡してくる光景は傍(はた)目(め)には切迫した状況だが、追われる本人が「ゴーレムとか死ねよ。急所もないし」とぶつぶつ言いながらでは緊張感もなにもなかった。

			「右は、オレが対処する」

			　こちらへ逃げ込んでくるラーシアの代わりに前に……出ず、エグザイルが、その場でスパイク・フレイルを振るった。

			　強振一閃。

			　碇(いかり)のように巨大な先端がうなりを上げ、がつんと鋼鉄の魔導人形を打つ。

			　鉄と鉄の衝突。

			　間違っても、戦場で響く音ではなかった。

			　だが、ゴーレムの頭部がかち割られ大きくへこんでいるという現実を前にしては、信じざるを得ない。さらに、五メートルはあるゴーレムがその場に崩れ落ちては。

			「どりゃぁっ」

			　しかし、エグザイルは止まらない。満足などしない。

			　もう一体のゴーレムに狙いを定め、スパイク・フレイルを振り回す。まさに、ジャイアントスイングとでも言うべき迫力。

			　エグザイルがすべて片付けてしまうかと思った刹那。

			「どれ、体が鈍るからの」

			　なにを考えているのか、ヴァイナマリネンが腰に下げていた魔剣を抜いてアイアン・ゴーレムへ無造作に近づいていく。

			「え？」

			　あまりにも自然で当たり前で、アカネは、ただ見送ることしかできない。

			　再び、碇のように巨大なスパイク・フレイルが鉄塊とでも言うべきゴーレムを打ち据えた。

			　その一撃で傾いだところ、ヴァイナマリネンが追撃を加える。

			「ほれ、とどめよ」

			　老人とは思えない跳躍力でアイアン・ゴーレムの頭部に飛び乗った大賢者が、エグザイルがへこませた部分にあわせて、軽く長剣(ロングソード)を振るった。

			　そして、用は済んだと、あっさり飛び下りる。

			　まるでそれが合図だったかのように、アイアン・ゴーレムの体の中心に亀裂が入り、後は、自重で真っ二つに裂けてしまった。

			「剣、飾りじゃなかった」

			「ファッションでこんなもの持たんよ、白い嬢ちゃん」

			「でも、ユウトは剣とかへっぽこだし」

			「それは、坊主が修業不足なのよ」

			　無茶苦茶な評価を下して呵(か)々(か)大(たい)笑(しよう)し、ヴァイナマリネンが魔剣を鞘(さや)に仕舞う。

			　ユウトもリ・クトゥアじゃ頑張ったんだけどなぁと、里の民から決闘の様子を聴取済みのラーシアは思うが、なにも言わなかった。

			　あの件をばらすのなら、ヴァルトルーデがいないと面白くない。

			　一方、アカネは混乱していた。

			「あたしたちは、ＴＡＳ動画でも撮影しに来たのかしら？」

			　アイアン・ゴーレムは、魔導師(ウオーロツク)以上の理術呪文の使い手が数か月の時間を費やして生み出す魔導人形だ。

			　デザインの細部は製作者に委ねられるが、人型であることは共通している。

			　鋼鉄の肉体に体(たい)躯(く)に見合った剛力、直接的な攻撃呪文への耐性と、護衛者(ガーデイアン)として格好の性能を誇っているかなりの強敵。

			　アカネも、そこまで詳しいわけではないが、見るからに強そうなモンスターが瞬殺され、驚きの感情も湧いてこない。

			　ユウトやヴァルトルーデがいなくても、このパーティーメンバーが規格外であることは変わらなかった。

			「ええと、今、地下何階だったっけ？」

			　ついていくだけのアカネが、ついぞ出番のないアルシアに問う。

			「確か、八十二層だったはずね……」

			　百層迷宮は、その名の通り地下百階まで延々と続く地下迷宮である。

			　各層で広さも高さも異なるが、最も広い五十七階層で約二キロメートル四方。高さは巨人回廊と呼ばれる三十四層で三十メートルに及ぶ。

			　厚い石造りの壁と床で構成されており、各階層で構造は異なるものの、代わり映えのしない地下迷宮が百層目まで続いている。

			　誰が、なんのために建てたのか。

			　数百年にわたって賢者たちは百(ひやつ)家(か)争(そう)鳴(めい)を繰り返し、パス・ファインダーズが最下層にたどり着いてからも結論は出ていない。

			　分かっているのは、どれだけ倒し続けてもモンスターが〝補充〟されること。同時に財貨や魔道具(マジツク・アイテム)などが、そのモンスターの所持品として、現れること。

			　そして、特定の階層には貴重な秘宝具(アーテイフアクト)が安置されていることぐらいだ。

			　まるで、迷宮の奥へ人を誘うかのように。

			　そんな迷宮だったが、出入りするたびにモンスターやトラップは元に戻るものの、構造自体は変わらない。もっとも、階層間の《瞬間移動(テレポート)》は抑止されているため、短時間で踏破することは非常に難しい。

			　それに、パス・ファインダーズが百層まで到達し、そこになにもないことが分かってから、無闇に地下を目指す冒険者もいなかった。

			「だが、ここまで来るのに三日か。昔は――」

			「昔はともかく、そろそろ本当のことを聞かせてもらいたいところですね」

			　エグザイルが率先して鋼鉄の魔導人形(ゴーレム)の残骸を片付けている間、アルシアがしびれを切らしたかのようにヴァイナマリネンの前に立つ。

			「アルシアさん、本当のことって？」

			「アカネさん、私たちが、この百層迷宮になぜ潜ることになったか、建前はなんだったかしら？」

			「確か、モンスターが消えたり異変が起こっているから、その調査を依頼されて……」

			　その異変が、ユウトやヴァルトルーデが帰ってこないことにも関係があるのではないか。そんな推測から、潜ることを決めたのだ。

			「つまり、このおじいちゃんがボクらに隠し事をしてるって？」

			「ま、そろそろ話す頃合いだろうて」

			　あっさりと、ヴァイナマリネンはアルシアからの疑念を受け止めた。

			「だが、少し待て。関係者が、もう一人来るからの」

			「それはどういう……」

			　アルシアが、とっさにラーシアの顔を見る。

			　しかし、察知に長(た)けた草原の種族(マグナー)は首を振るだけ。

			　関係者がもう一人いるという事実よりも、ラーシアすら分からないという事態に戦慄が走る。

			「もう追いついてしもうたか」

			　闇のなかから現れた、炎よりも濃い赤毛の美女。その闇を実体化させたかのようなドレスを身にまとい、しどけない姿で存在を露わにした。

			「ヴェルガ……っ」

			　アカネの絞り出すような声に、ラーシアは即座に弓を構えて戦闘態勢を取り、エグザイルもあわててこちらへ戻ろうとする。

			「もたもたしておると、妾(わらわ)が先に婿殿をさらってしまうぞ」

			「この先なにがあるのかは知りませんが、ユウトくんは渡せません」

			　アルシアがきっぱりと拒絶の言葉を叩き付け、女同士の舌戦が始まる。

			「そもそも、女帝ともあろう存在が、我々の通った後をついてくるとはさもしい所行ではありませんか」

			「強者が弱者に配慮しただけのことよ。大した苦労もしておらぬだろうに、よう言うわ」

			「やはり、お前さんも知っとる口か」

			　二人のやりとりを意に介さず、ヴァイナマリネンは悪の半神に問いかけた。さすがと言うべきか、鷹(おう)揚(よう)と彼女の存在を受容している。

			「天上に住まう母より、助言があったのよ」

			「麗(うるわ)しき母子愛だな。めんどくさいことになったわ」

			「めんどくさいのは、お互い様よ」

			　ヴァイナマリネンとヴェルガ。

			　善と悪を代表する超越者二人が、百層迷宮でにらみ合う。
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			　だが、それも長くは続かなかった。

			「……仕方あるまい。一時休戦だな」

			「さすが大賢者よ。なかなかに小賢しいの」

			　緊張感が一気に緩(ゆる)む。

			　二人は、二人だけが知る情報――ヴァイナマリネンは確信に近い推測だが――を元に、妥協を成立させたようだ。

			　とはいえ、その二人以外はたまったものではない。

			　その雰囲気を察してというわけではないだろうが、大賢者が言葉の爆弾を投下した。

			「実は、第百層に妖(よう)魔(ま)諸侯の一柱、無貌太母コーエリレナトが存在しておってな」

			　冥府の支配者。

			　悪の化身。

			　妖(よう)魔(ま)の王。

			　その中でも伝説の存在とされていた、無貌太母コーエリレナト。地上に住まうすべての生命を産み落とし、その役目を終えた後に原因不明の狂を発し、妖魔を生み出したという地母神に相当する存在。

			　それがなにもないとされていた第百層にいる。

			　しかも、それを超える問題があるのだという。

			「そうよの」

			　ヴェルガが淫らな笑顔を浮かべて、母から教わった事実を口にする。

			　もちろん親切からではない。

			　ユウトを奪った女たちの驚いた顔が見たかったからだ。

			「例のモノリスが存在しているのであろう？　隠されし第百一層に」

			「そう、にらんでおるわ」

			　そして、消えたモンスターたちだけでなく――

			「無貌太母コーエリレナトも、あの坊主の故郷――地球へ転移しようとしておるのではないかと疑っておる」

			　いつもと変わらぬはっきりとした口調で、世界で並ぶ立つものがない大賢者が、そう疑念を口にした。

		

	
		
			　

			３・最大の異変

			　

			　再び真円の綻(ほころ)びが出現し、異界の生物が地球を侵蝕しようとしていた。

			　針のような口(こう)吻(ふん)を備え、猟犬ほどもある蚊の怪異。

			　両の眼(がん)窩(か)に暗い炎が灯り、骨の上をコールタールのような肉が次から次へ流れて行く小人の群れ。

			　丸太のように太い両腕をした、毛むくじゃらの猿のような怪物。

			「真名、秦野真名！　しっかりしろ！」

			「……はっ、はい！」

			　真名はその存在のおぞましさに、初めて見る怪物の冒(ぼう)涜(とく)的(てき)な霊気に硬直していた。ユウトの叱(しつ)咤(た)で、やっと我に返る。

			「とにかく、俺たちでやるしかない。援護を」

			「分かりました。――《道化師の領域(スフイア・オブ・クラウン)》」

			　真名が素早くタブレットを操作し、妖(よう)魔(ま)たちの直上に淡い赤の魔法陣が投影された。

			「《火球(フアイアボール)》」

			　続けてユウトが呪文書のページを三枚引き裂いて《道化師の領域(スフイア・オブ・クラウン)》の下に展開する。魔力が薄い状態での発動にも、とっくに慣れていた。

			　呪文書のページがひとつに混じり合って、サッカーボール大の紅(ぐ)蓮(れん)の塊(かたまり)となる。

			　だが、まだそのまま。

			「――拡散せよ！」

			　一拍遅れて、ユウトの命に従い火球が炸裂する。数多の命を狩り取る灼熱の炎を、いつもより広範囲へ。

			「ちっ。やっぱ無理か」

			《火球(フアイアボール)》自体は、思惑通り。蚊の妖(よう)魔(ま)ダブレルグスをまとめて焼き払い、他の妖魔たちにも損傷を与えている。

			　けれど、ユウトの顔色は優れない。

			　今の《火球(フアイアボール)》が現在使用できる最大級の攻撃呪文であり、それで他の妖魔を倒しきれないことが分かったから。

			　因果の反動(バツクラツシユ)が恨めしい。第五階(かい)梯(てい)以上も攻撃呪文の準備は万端なのだが、反動のせいで使用できない。

			　それに、連戦明けということもあり、今の一発で《火球(フアイアボール)》のストックも尽きた。

			「センパイ、どうします？」

			「ヴァルが来るまで逃がさない。それしかないな、情けないことだけど」

			　二人とも攻撃手段は理術呪文しかなく、手持ちのレパートリーでは決定打にならない。

			　魔化されていない武器――刀剣、銃器、落下の衝撃を問わず――は、どういう理由からか著(いちじる)しく威力を削られてしまい、これも決定打にはならなかった。

			「《道化師の領域(スフイア・オブ・クラウン)》、《蜘蛛の糸(シルクウエブ)》」

			「くっ、《蜘蛛の糸(シルクウエブ)》」

			　ユウトは、まず呪文書を一ページ切り取って魔法陣を展開してから、真名はタブレットをフリック操作し、タップして同じ呪文を発動させる。

			　妖(よう)魔(ま)たちの頭上から粘着質の蜘蛛の糸が二重に覆(おお)い被(かぶ)さり、行動の自由を奪う。

			　とはいえ、第二階(かい)梯(てい)の呪文だ。そこまで強力なものではない。

			　今も、猩(しよう)々(じよう)の妖魔エイポヌリスたちがでたらめに両腕を振るって蜘蛛の巣を払いのけようとし、火小人の妖魔ヒュムーエムオスは眼(がん)窩(か)の炎をコールタールのような肉体に移して着火し、焼き尽くそうとしている。

			「気を強く持ってくれ。慣れないと、まず心が挫(くじ)ける」

			「センパイがいた世界には、あんなバケモノが……」

			　今まで目にしてきた、粘液の化物(ミユーカス)や不死の怪物(アンデツド)、ゴブリンたち悪の相を持つ亜人種族。

			　脅威という意味では、変わりはない。それなのに、幼少期から訓練を受けている真名が気圧されている理由は、妖魔が存在するだけで放たれる恐怖の霊気にあった。

			「悪いな。俺がいた世界のせいで苦労をかけて」

			「そういう意味ではありません。むしろ――」

			「飛べっ」

			　真名の謝罪の言葉を最後まで聞かず、ユウトは警告を発した。

			　突然の指示。それでも真名は、とっさにジャンプをするが――間に合わない。

			　そんな彼女を肩で突き飛ばし、それとは比べものにならない衝撃を、ユウトはわき腹に感じた。魔道具(マジツク・アイテム)である大魔術師のローブを身につけていても感じるほどの打撃。

			（サッカーの試合を思い出すなぁ）

			　のんきな感想は、余裕からではなく、安堵から出ていた。

			「センパイッ！」

			　戦場に立つには小柄な彼女が、ポニーテールを振り乱して悲鳴を上げる。

			　無理もない。自分をかばったユウトが、猿のような妖(よう)魔(ま)の下敷きになっているのだから。

			　あの妖魔が《蜘蛛の糸(シルクウエブ)》に開いた穴から味方を投げ飛ばしたと気付いたのは、後の話。予想を超える事態に、パニックを起こしかける。

			「やられたのは、君じゃない。落ち着くんだ」

			　のしかかられ、息をするのも困難で、にもかかわらず呪文書は守っている。こんなときでも、ユウトは冷静。

			　この程度の危機、何度もあった。

			　その度に、彼女が救ってくれたのだ。

			　空に、星が瞬(またた)いた。

			　否、確かに星のように美しかったが、もっと身近で大切なもの。

			「遅くなった！」

			　空――夜間飛行のヘリコプター――から飛び降りたヴァルトルーデが、剣を突き下ろしながら華麗に着地する。

			　その一撃で絶命した妖(よう)魔(ま)が、力を失いユウトを押しつぶす。

			「うげっ」

			　その密着したくない体から這いだしつつも、彼は笑顔だった。

			　彼女が、世界で最も愛し、信頼する彼女が来ないはずがないと信じていて、その通りになったのだから。

			「ユウト、無事か!?」

			「大丈夫だよ。婚約者を残して死ぬわけが……って、死亡フラグかよ」

			　自分で言っておきながら、これはヤバイと苦笑した。

			　一方のヴァルトルーデは、よく分からないことを言うユウトには慣れっこだ。むしろ、元気な証拠と判断したようだ。

			「なら、すまぬが先にあっちを片付けさせてもらう」

			「ああ……。頼む」

			　二人の視線の先には、蜘蛛の巣から抜け出ようとする妖(よう)魔(ま)たちの群れがいた。

			「本当に大丈夫なのですか？　それと、先ほどはありがとうございます」

			　腑(ふ)甲(が)斐(い)なさと心配をミックスした声と表情で真名が言う。内容はとりとめがなくなっているが、そのまじめさが彼女らしくて、ユウトは笑ってうなずいた。

			　その間に、ヴァルトルーデは臆(おく)しも逸(はや)りもせずに、妖魔たちへと向かっていく。

			「まあ、見ていれば分かるよ」

			　その無条件で信じる態度に、真名の心がわずかに疼(うず)く。その感情の正体には、彼女自身ですら気付かなかったが、戦場に降り立った気高い女騎士の戦い振りを見れば、うなずく他はない。

			　神から聖堂騎士(パラデイン)に与えられた神術呪文の能力は失っているが、その剣技と討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)は健在。

			　まるで無人の野を征(ゆ)くかのように斬り込み、すべて一刀のもとに斬り捨てていく。

			　上空で待機するヘリコプターの駆動音も忘れてしまう、芸術品のような殺陣(たて)。息を飲む美。

			　ユウトと真名の仕事は、その刃から逃れようとする妖魔たちに攻撃をするだけ。

			　あの程度の下級妖魔の群れなら、殲(せん)滅(めつ)は容易(たやす)い。それを、実際に証明して見せた。

			　そう、あの程度の下級妖魔の群れならば。

			「まだ終わりではないか……」

			「まったく、どうなってるんだ」

			　妖(よう)魔(ま)たちの死体が転がる公園。その中心で、魔法銀(ミスラル)の鎧(よろい)に身を固めたヴァルトルーデが、憂い顔で天を仰(あお)ぐ。寄り添うように立つユウトも同じ。

			　天に闇が広がっていた。星の光も街灯の人工的な光も、すべてを覆う闇だ。

			　それは、次元の綻(ほころ)び。

			　真円を保ったまま、さらに巨大に広がっていく異世界からの侵入路。

			「うっ、くっ……」

			　まだ、なにも見えない。なにも現れてはいない。

			　けれど、真名はいきなり膝を折り、手に口を当てて吐き気をこらえた。魔導官の象徴でもあるエメラルドグリーンのタブレットが、アスファルトに落下する。

			「現れるぞ」

			　それが呼び水になったかのように、真円の綻びはさらに広がった。

			　その円周いっぱいにぎちぎちと詰まっていた。窮(きゆう)屈(くつ)な道を通り抜けるかのように、強引に生まれ落ちようとしている。

			　巨大。二〇メートルを超えるそれは、肉の塊(かたまり)だった。のっぺりとした病的なまでに白い肌。産毛も見えない肉体はしかし、血管も確認できない。

			　全身が、分厚い。あまりにも分厚い脂肪に包まれているからだ。

			　次により大きな部位が出現することで、最初に出てきたのが頭部だったのだと気付く。

			　続けて、出てこようとしているのは肩の部分だろうか？　たるんだ皮膚が何段にも連なっているため、判別はできない。

			　その頭部も、形からそうだろうというだけで、顔は分からない。

			　妖怪絵師が描いたのっぺらぼうのようだ。

			　さらなる吐き気に襲われながらも、真名は目が離せなかった。

			　危険だから。排除すべき対象だから……では、ない。

			　もう、根本から違う。対抗しようという気すら起きなかった。

			　そんな真名とは異なり、ヴァルトルーデは冷静。倒す敵として、怪物を見据えている。

			「ユウト、あれがなにか分かるか？」

			「推測になるけど……。あれは、コーエリレナト。無貌太母の名を持つ、妖(よう)魔(ま)諸侯の一柱。その特徴と一致している」

			「確かに、顔はないようだ」

			　真円の綻(ほころ)びから肩が抜け、するりと現出していく。

			　ついに、無貌太母が、地球に生み落とされた。

			「ルウオオォォォンンッッッ」

			　それを喜んでいるのか哀しんでいるのか。口もないはずの無貌太母コーエリレナトが、魂が消え失せるような産声を上げた。

			「あっ、ああ、ああ……」

			　壊れていく。大切ななにかが壊れてしまう。

			　醜(しゆう)悪(あく)な肉塊を目の当たりにして、真名は知らずに涙を流していた。制御を失ったヘリコプターが落下して炎上する光景も、遥か遠くに見える。

			「まあ、やるしかあるまい」

			「いや、伝承通りだと、それはまずいんだ」

			「どういうことだ？」

			　しかし、さらなる異変が発生し、ユウトは説明を続ける余裕がなくなった。

			　石畳が敷かれ、整備された通路。手入れが行き届いた芝生。街灯やベンチ、噴水も。

			　それらがすべて消え、荒野に変わった。

			　世界が書き換えられてゆく。

			　無貌太母コーエリレナトがあまりにも非常識で、あまりにも強大で、あまりにも邪悪だったがゆえに、世界法則は屈した。

			　ここは、もう、地球ではない。

			　妖(よう)魔(ま)諸侯が住まう、冥府の一部となったのだ。

		

	
		
			　

			４・異郷での再会

			　

			「こいつはまずいな……」

			　まずいで済む問題ではないだろうが、この状況で正確な表現をしても意味はない。

			　気付けば、周囲は地獄と化していた。

			　地面は鉛(なまり)のように固く冷たく、生物を育む役割を放(ほう)棄(き)しているかのよう。そんな大地にも生えている樹木は、鉄のような木の葉を茂らせ、虚空からは黒炎が吹き出している。

			　真円の綻(ほころ)びは少しずつ縮小し、空はガラスのようにひび割れ、天には太陽も月も星も存在を許さない。

			　空気は淀み、風には腐臭が混じり、怨(えん)嗟(さ)のこもった呻(うめ)き声がどこからともかく聞こえてきた。

			「それはそれとして、ユウト。あれを殺してはならぬ理由とはなんだ？」

			　どういう意図――人が理解可能な意図なのか別として――からか、小山のような肉塊は動かずじっとしている。

			　そんな無貌太母コーエリレナトを油断なく視界に収めながら、ヴァルトルーデが疑問を口にした。

			「無貌太母コーエリレナトは、ブルーワーズにおけるすべての母だという説がある。人もエルフもドワーフも動物も魚も虫、すべてだ」

			「……なんとなく思い出したぞ。その後、なぜか狂って妖(よう)魔(ま)を生み出し、善の神々に封じられたのだったな」

			　抹殺ではなく封印にとどまったのは、地に生命を満たした功績があったため……とされているが、もうひとつ、一部でだけまことしやかにささやかれている説がある。

			「ああ。無貌太母が死ぬと、すべての生命が死に絶えるからだ――とも言われている」

			　根源が消えたがゆえの呪い。人もエルフもドワーフも動物も魚も妖魔もすべて死ぬ。もしくは、新しく子が生まれることがなくなるという異端の伝承があった。

			　そして、無貌太母コーエリレナトが狂ったのは、永遠に存在せねば愛しい我が子たちが絶滅し、永遠に存在すれば延々と愛しい我が子たちの死を見ることになるからだとも。

			「まあ、これはちょっとセンチメンタル過ぎると思うけどな」

			「なるほど……な。真偽は別にして、ここに放置はできまい？」

			「ああ。だから、なんとかして帰ってもらいたいんだが……」

			　にしたって、なんだってこんな厄介な相手が現れるんだと、ユウトは誰にともなく愚(ぐ)痴(ち)る。

			　蜘蛛の亜神イグ・ヌス＝ザドや悪の半神ヴェルガと対(たい)峙(じ)した経験もあっていつも通りでいられるが、常人なら、あの冒(ぼう)涜(とく)的(てき)な存在感にあてられただけでただでは済まない。

			　背後で崩れ落ちたままの真名を心配そうに振り返ってから、ユウトは気を引き締める。

			「まあ、あの巨体だ。多少削っても、問題はなかろう」

			　遠近感が狂いそうになる巨体へ向かって、ヴァルトルーデが一歩踏み出す。

			　同時に、討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を天に掲げて神の力を招(しよう)聘(へい)した。

			「《雷光進軍(ライトニング・マーチ)》」

			　ヴァルトルーデが聖なる霊気をまとうと同時に、雷光の速さで地を駆ける。その風を切る音は、妙(たえ)なる音楽のように悪を粉(ふん)砕(さい)する突撃を祝福した。

			　そのまま、身もだえ続けるコーエリレナトへと、衝突するかのように討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を振り下ろす。

			　冥府に迅(じん)雷(らい)がほとばしり、小山のような肉塊が揺れた。分厚い皮膚を突き破り、彼女の身長ほどありそうな脂肪の層をまき散らし、確実にその存在を削り取った。

			「呪文、使えるのかよ！」

			「驚くのは、そちらですか……」

			　多少は慣れたらしい真名が、ふらふらと近づきながらあきれたように言う。つい先ほどもヴァルトルーデの非常識さは見ていたはずだが、今回は極めつけだ。

			「真名、大丈夫か？」

			「なんとか……。でも、戦うのはちょっと難しいです」

			「心配せず、そこで見ていると良い。世界がこの状態になってから、未だ遠くはあるがヘレノニア神とのつながりが、戻ってきたのだ」

			　視線は相手を見据えたまま。そんな状態でも、真名を気遣いながらヴァルトルーデが言う。

			「なるほど。ここが冥府に等しい場なのであれば、それも当然か」

			　地球よりも、この世界の方がブルーワーズに近いようだ。その皮肉に、ユウトは唇を歪(ゆが)める。

			「じゃあ、俺もいけるか。――《魔力感知(センス・マジツク)》」

			　無貌太母と対(たい)峙(じ)しながら語る彼女の背中を見ながら、ユウトは周囲の魔力を確認する。いや、それ以前に、発動自体なんの問題なかった。

			　魔力も、《魔力感知(センス・マジツク)》を使用した視界では、濃い黒。性質は別として、量は充分。そして、この場なら、因果の反動(バツクラツシユ)も存在しないだろう。

			　ならば、自重する必要などない！

			「《三対精霊槍(ヘキサ・グラマトン)》」

			　呪文書から九ページ切り裂いて眼前に並べると、微かな光とともに六つの武器へと変じる。

			　黄、青、赤、紫、白、黒。六源素の象徴色で彩られた豪(ごう)奢(しや)な長槍だ。

			　それらが標的を定め、光をたなびかせて飛んでいく。

			「第九階(かい)梯(てい)!?　まさか、おとぎ話ではなかったのですか!?」

			「うん。まったく問題ないな」

			「どこがですか……」

			　もう、ユウトがやることはない。

			　吸血侯爵ジーグアルト・クリューウィングへそうしたように、地・水・火・風・光・闇――源素の槍は自動的に無貌太母コーエリレナトの肉を穿(うが)ち破壊していくことだろう。

			　そんな光景をバックにユウトは真名に語りかける。

			「もしかして、賢哲会議(ダニシユメンド)でも、第八階(かい)梯(てい)ぐらいまでしか把(は)握(あく)してない？」

			「把握というよりは、過去、そういったものが存在していたかもしれないといったところです」

			「……それはそうか」

			　第四階梯までしか因果の反動を抑えられないのだ。伝説や神話の彼方へ消え去っても仕方のないことだろう。

			「しかし、これでは埒(らち)があかんな」

			「ああ。シャベルで富士山を削っている気分だ」

			　聖堂騎士(パラデイン)の斬撃も大魔術師(アーク・メイジ)の呪文も、決定打にならない。それほど、コーエリレナトの耐久力はずば抜けていた。

			「ルオオォオオンンッッッッ」

			　太母の慟(どう)哭(こく)が異界に木霊(こだま)する。

			　それは傷つけられた痛みによるものか、それとも子らの運命を知ったがゆえか。

			　産まれていく。

			　コーエリレナトの白く分厚い表皮を流れ落ちるかのように、数多の生命が生まれ落ちていく。

			　巨人がいた。それに匹敵するほど巨大な粘液の化物(ミユーカス)もいた。通常のものより一回り大きな猛獣たちが産声を上げ、数える気にもならない――まさに無数のゴブリンたちが叫声をあげる。

			　無言で進撃を開始する不死の怪物(アンデツド)や泥、青銅、鋼の魔導人形(ゴーレム)たち。さらに、猛(もう)禽(きん)の上半身と馬の下半身を持つヒポグリフ、八本足で石化の邪視を持つ魔獣バジリスク、金色の鷲と獅子が組み合わさったグリフォン。そして、ドラゴン。

			　ありとあらゆるモンスターが、現れた。《三対精霊槍(ヘキサ・グラマトン)》も、どれに向かうべきか戸惑うように上空を旋回している。

			「なんとむちゃくちゃな」

			「殺しきれないことはないけど……」

			　無貌太母の〝生産力〟が、これで打ち止めとは限らない。この次も、撃退できたとしよう。では、さらにその次は？

			　押し切られる。

			　そんな未来が見えたそのとき、頭上から脳天気な、しかし、懐かしい声が聞こえてきた。

			「うっひゃー。なんだか凄いことになっちゃってる」

			「間に合わなんだ時点で、こうなるだろうことは明白よ」

			「殺りたい放題」

			「ここ地球？　え？　ほんとに？」

			　見間違いではないか、聞き違いではないか。

			　けれど、アカネがアルシアが、ヨナが。ラーシア、エグザイルが、徐々に縮小する真円の綻(ほころ)びから降り立とうとしている光景は、妄想でも幻でもない。

			　それを確信したのは、飛び降りてきたアカネが胸に飛び込んできて、その重みと体温を感じたから。

			「勇人！」

			「朱音……。なんで、どうやって……」

			「決まってるでしょ……」

			　ユウトの胸に頭を押し当て彼の存在を堪能してから、アカネは一歩だけ離れる。

			　そうしてから指を突きつけるポーズを取って、予め言おうと決めていた台詞を口にした。

			「二人とも、帰ってくるのが遅いから迎えにきたのよ」

			　普通なら見ているこっちも恥ずかしいだけだが、妙に似合っているためユウトもリアクションに困る。だから、可愛いと得だななどと、どうでも良いことを考えていた。

			「まったく……。そんな格好をしてるってことは、危険なところを通ってきたんだろ？」

			「あうわ。可愛くない服だったのを忘れてたわ」

			　自衛のために着ていただろうコートだが、やはり、女子高生的にはＮＧだったらしい。アカネが手で体を隠し、非難の視線を向けてきたため、ユウトは反射的に目をそらす。

			　その先には、もう一組の幼なじみたちがいた。

			「ヴァル、慣れない環境だけど、変わりなかった？」

			「ああ、大丈夫だ。ユウトも一緒だったしな」

			「暴飲暴食などしていないわね？」

			「も、もちろんだ」

			「……後で、ユウトくんにも確認するわよ？」

			「していないぞ……私としては」

			　二人きりも悪くなかった。

			　でも、やっぱり仲間が一緒だと良いなと、どういうわけかノスタルジーに襲われる。

			　そんなユウトの前へアルシアが歩み寄り、存在を確かめるように彼の顔をまさぐった。

			「ユウトくんも。心配しましたよ……」

			「ごめん。でも、信じてた」

			「そう言えば済むと思って」

			　すねたように、でも嬉しそうにアルシアは言った。

			　表情は真紅の眼帯で半ば隠されているが、ユウトにはそれが分かる。

			　二人の間に信頼という、ヴァルトルーデですら割り込めない絆があった。

			　つかの間訪れた、婚約者たちの逢(おう)瀬(せ)。

			　その時間を作るため、仲間たちは先に邪魔者を排除しに行く。

			　エグザイルは背中を向けたまま軽く手だけ振って、モンスターの群れへと分け入った。あの岩巨人(ジヤールート)なら、苦もなく万軍撃破するに違いない。ラーシアの姿も見えないが、ドラゴンがどんどん落下しているということは、どこかに隠れ潜んで攻撃を仕掛けているはずだ。

			「後で、色々問いつめる」

			　ヨナも、そんな予告を残してモンスターの群れへと攻撃を仕掛けにいった。後が怖い。

			「……それで、ジイさんもやっぱりいるんだな」

			「当たり前だろうが！」

			　露骨に嫌そうな表情を浮かべるユウトに対し、呵(か)々(か)大(たい)笑(しよう)するヴァイナマリネン。

			　こうなった経緯を確認したいような、触れたくないような複雑な気分だ。

			　そう、もう一人の人物と同じように。

			「久しいの、婿殿」

			「別に久しぶりでもないかな……」

			「なるほど。褥(しどね)では毎夜、妾のことを思うておったと。女冥利に尽きるの」

			「平安貴族かよ」

			　なにを言っても無駄だ。そして、彼女がなにを言っても、事実であるような説得力もある。

			　美しいという賛辞だけでは表現しきれない色香と魅力は、ユウトも認めざるを得なかった。

			「ヴェルガッ！」

			　だからというわけではないだろうが、ヴァルトルーデが噛みつかんばかりに迫る。まるで、飼い主を守ろうとする忠犬のようだ。

			「婿殿？」

			　呆れたようにそう疑問を発する真名の冷たい視線が痛い。

			「一、二、三、四。……四？」

			　ヨナがいたら自分が四番目とアピールをしていただろうが、それどころではない。ないのだ。

			「ところで、みんないったいどうやって……ってのは、後回しか」

			「いかにもよ。坊主、無貌太母コーエリレナトは知っとるな？」

			「ああ。でも――」

			「あれは、真実よ。信じる信じないは自由だが、そのつもりでやれい」

			「分かったよ」

			　結局、やることは変わらない。

			　仲間が来てくれた。

			　負ける理由など、どこにもなかった。

		

	
		
			　

			５・総攻撃

			　

			　ユウトとヴァルトルーデは後に知らされることになるが、ヴァイナマリネンやヴェルガらが地球に現れるまでの経緯は、実に混沌としたものだった。

			　様々な意味で油断せず、ヴェルガの一挙手一投足を監視するアカネとアルシア。今にも攻撃を仕掛けそうなヨナ。

			　そして、一切、意に介さぬヴェルガ。

			　そもそも、赤毛の女帝には、同行しているという意識がない。たまたま目的地が一緒だったというだけのこと。少なくとも、意識――注意を払っているのは、大賢者に対してのみ。

			　そのヴァイナマリネンは、いつも通り泰(たい)然(ぜん)自(じ)若(じやく)。

			　エグザイルとラーシアは、先に進むのが最優先――早くユウトと合流して丸投げしよう――と、黙々と自らの仕事を果たしていく。

			　こうしてたどり着いた第百層。

			　すでに、無貌太母コーエリレナトの姿はなく、三つ目のモノリスがあるという百一層への扉も開いていた。

			　この百層迷宮は、無貌太母を封じ、彼女が生み出すモンスターを地上に出さぬための檻(おり)だったのだろうが、なぜ、その最も奥にモノリスが隠されていたのだろうか。

			「迷宮を維持するための魔力集積具かとも思うたが、案外、絶望の螺旋(レリウーリア)が這い出てきた際に、かみ合わせるつもりだったのかもしれんな」

			　アカネからの問いに、大賢者はそう答えた。

			　絶望の螺旋(レリウーリア)のすべてを滅亡させる力と、無限にクリーチャーを生み出すコーエリレナトの衝突。仮に無貌太母が滅してすべての生命が死に絶えても、世界が滅ぶよりはマシだというのか。

			　まさに、この舞台装置を作った神のみぞ知る。

			　いずれにせよ、時空が乱れて無貌太母が異世界へと転移するとは、予想していなかったに違いない。

			　あるいは人の子が解決すると分かっていたのかもしれないが、神々の意図はもはや無関係。

			　誰一人欠けることなく百一層へたどり着いた彼らは、アカネの記憶を元にヴァイナマリネンが使用した《星を翔る者(インターステラ・ウオーカー)》で次元の綻(ほころ)びを越え、地球へとやって来たのだ。

			　たどり着いた先は、冥府だったが。

			　

			　その地での本格的な戦闘は、超能力(サイオニツク・パワー)による爆撃で始まった。

			「《エレメンタル・バースト》」

			　白い少女の眼前に大気が集まり、一抱えほどもある球状に収束する。

			　細く病的なまでに白い指で指し示した先へ、まさに音の速さで飛び、炸裂し、音波の砲弾で無数のモンスターを吹き飛ばし、殺しつくした。

			「《セレリティ》」

			　さらに、ヨナ自身の時間を早める能力を使い、ほぼ同時にもう一発《エレメンタル・バースト》を射出。思うがままに、無貌太母の子らを蹂(じゆう)躙(りん)する。

			　冥府の空気に混じる、濃密な血臭と死臭。

			　瞬間的な精神力の消耗で、アルビノの少女はその白い肌に玉のような汗を浮かべるが、倒れるほどではないようだ。

			〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟が作り上げた、絶望の螺旋(レリウーリア)の人造勇者(チヤンピオン)候補。ユウトたちによってその運命から既に解き放たれている彼女だったが、その力は変わらないどころかいや増すばかり。

			　ヴェルガも、彼女にしては珍しく賞賛する。

			「ほほう、やるではないか。百層迷宮では加減しておったな。まあ、単純な破壊のみでは一流になれても、それを越えることはできぬが」

			「むかつく……。年増のくせに」

			「童女がさえずりおるわ」

			　ヴェルガはまったく意に介さない。むしろ、意味もなくその豊かな胸を見せつけるように揉み、ユウトを赤面させる。

			「くっ、殺す……ッ」

			「仲悪いなぁ」

			　二人のやりとりを見て、ユウトの口からそんな感想が漏れた。けれど、よく考えればこの二人が仲良く結託される方が困ったことになるだろう。

			「アカネさん、こっちに来て。あ、真名さんも一緒に」

			「なにをするの？」

			　アルシアへ聞き返しながら、アカネは指示に従い近づいていく。首を傾げながら、真名も。

			「安全を確保するわ」

			　アルシアがポーチから一掴みの粉末――銀粉に聖印や聖堂騎士(パラデイン)が使用した武具の欠片(かけら)を混ぜたもの――を取り出し、アカネと真名の周囲に円を描く。

			「《神の城塁(デイヴアイン・ホールド)》」

			　白く清浄な光が半球を描き、二人の少女を冥府から隔離した。

			「この中なら、生半可な攻撃をものともしないわ。もっとも、中から外へも影響を及ぼすことはできないのだけれど」

			「ああ。結界みたいな？」

			「この魔術は、いったい……」

			　もう慣れて柔軟に受け入れるアカネと、自らの知識に照らし合わせても一端すら理解できない呪文に驚きを隠せない真名。

			「どれ、儂も」

			「加減しろよ、ジイさん」

			「バカを言うな。生まれてこの方、儂は常に全力全開よ」

			　心温まる、〝師弟〟の会話を交わすと、ヴァイナマリネンが呪文書から九ページ切り裂いてモンスターの群れの中心へとばらまく。

			「《即死の雲(ガスパーズ・クラウド)》」

			　エルフの大魔術師(アーク・メイジ)ガスパー――後に、亜神となり天上へ昇った――が開発したと言われる、毒霧を生み出す理術呪文。毒ガスにまかれ、ゴブリンも巨人もグリフォンも生けるものはすべて絶命する。

			　見ての通り、最大の特徴は致死性のガスをばらまくこと――ではない。

			「あそこはもう充分だな。次は、右側を片づけるぞ」

			　その宣言通り、《即死の雲(ガスパーズ・クラウド)》が移動する。

			　地上に降りた雲がぷかぷか動く様はメルヘンと表現しても良いだろう。結果、ばたばたと死を量産していることに目をつぶれば。

			「じいさん、えげつねえ……」

			「グッルッアアアァァァンンッ」

			　コーエリレナトの慟(どう)哭(こく)が響く。

			　我が子の死を悼(いた)んでいるのか。無貌太母が胎児のように踊り大地が揺れる。

			　ただし、これはただの露払いに過ぎない。

			　遠距離から支援攻撃を行った上で、ヴァルトルーデとエグザイルが一気に駆け寄って本命――無貌太母コーエリレナトへと肉薄する。

			「これなら、外す心配はないな！」

			　どこか嬉しそうに、岩巨人(ジヤールート)が錨(いかり)のようなスパイク・フレイルを振るい、たたきつける。

			　何度も何度も何度も何度も何度も何度も。

			　その度に肉が弾け、脂肪が飛び、悲鳴が上がる。

			　反動でエグザイルの岩のような肌にも血が伝うが、それこそ痛撃を与えた証と笑うだけ。

			「ヘレノニアよ！　勝利者よ！　悪を討つ加護を！」

			　祈りと同時に討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)に黄金の祝福が宿り、悪を貫く刃となる。

			　ヴァルトルーデの攻撃は苛烈。

			　無抵抗な肉の山を粉(ふん)砕(さい)し、掘(くつ)削(さく)するように進んでいく。それでいて、壮絶なまでに美しい。

			　そんなヴァルトルーデへ、突如として無貌太母の肉から赤い縄のようなものが這い出て、絡み打ち据えようとする。

			　それが血管だと気付いた瞬間、虚空から放たれた無数の矢により打ち落とされ、誰の体にも届かない。

			「待機しといて、正解だったね」

			　弓矢では大した傷は与えられないだろうと、サポートに回っていたラーシアの勝ち。

			　別々の世界にいた二組。しかし、その程度で長年培ってきたコンビネーションが失われるはずはなかった。

			　コーエリレナトは常人であれば数百回は死んであまりある猛攻を受け続けた結果、目の錯(さつ)覚(かく)だろうか、あの小山のような無貌太母がひと回り小さくなったように見えた。

			「あの人は、このメンバーにフルボッコにされるほど悪いことをしたのかしらね……」

			「さあ？　私には分かりませんが、出る幕がないのは確かですね……」

			　どちらが正義の味方なのか分からない光景。傍(ぼう)観(かん)者(しや)になってしまったアカネと真名が、初対面にもかかわらず意気投合していた。

			　二人が呆然と見つめるその光景を、妖艶で淫らな微笑を浮かべて見物するヴェルガ。

			「して、婿殿。あれを殺さずどうにかする算段は、ついておるのかえ？」

			　もっともな指摘。だが、ユウトはヴェルガを見ずに、ヴァイナマリネンの禿頭へと向き直る。

			「ジイさん、準備してんだろ？」

			「予期していたわけではないが、一応な」

			　ユウトが合図を送るのようにヴァイナマリネンの方を見やると、うなずきが返ってきた。

			「《重力反転(アンテイ・グラヴ)》」

			　万有引力を反転させ、上へと落とす第八階(かい)梯(てい)の理術呪文。かつて、海賊船を三隻持ち上げたこの呪文を、ユウトとヴァイナマリネンが同時に使用した。

			　これで、真円の綻(ほころ)びへと送り込もうというのだ。

			「いけるか!?」

			　地は天に、天は地となる。

			　山のような肉塊が、わずかに浮いた。

			　だが、それだけ。

			「おや、惜しいこと」

			　轟音と鳴動を上げて、コーエリレナトは地に落ちた。呪文は発動した。だが、対象があまりにも巨大で、その効果を打ち消されてしまったような状態だ。

			「いかがする、婿殿。このまま、無限に湧く無貌太母の子を倒しながら、無貌太母自体は殺さぬよう調整を続けるのかえ？」

			　そんなことできはしまいと、ヴェルガが挑発してきた。

			　そして、妾を頼れと、誘(ゆう)惑(わく)する。

			「…………」

			　ユウトは考える。たったひとつで良い。この状況を解決する、冴(さ)えたやり方を。

			「だが、妾と婿殿が手を組めば、どんな困難にも立ち向かうことができようぞ」

			　そんなユウトに、ヴェルガはなおも秋波を送った。

			　けれど、それは意識の奥に置き、ユウトは思考の海に潜り続ける。

			「飛ぶ……飛ばす……」

			　飛ぶ……飛行機？

			　エンジン。

			　滑走路。

			　……助走？

			「あんなの、ロケットでも打ち上げられないでしょ……」

			「宇宙まで行く必要はないと思いますが……」

			　地球人らしい感性で、この異常事態を分かち合う初対面のアカネと真名。

			　その発言に、ユウトは引っかかりを憶える。

			　ロケット？

			　ガス……燃焼……噴射……。

			　無理だ。そんな呪文も魔道具(マジツク・アイテム)もない。あの質量は純粋に単純に暴力だ。

			「くっ。さすがに、一方的にとはいかんか」

			　無貌太母に接敵するヴァルトルーデは、コーエリレナトから飛び出た鞭のような血管による攻撃にさらされ、その対処に追われていた。

			　さすがにラーシアの援護も常時とはいかない。

			　また、コーエリレナトは、ただ身じろぎしただけでも人の身には脅威だった。

			「つり上げる？　持ち上げる？　投げる？」

			　ヴァルトルーデたちのためにも早く糸口を掴みたいが、明確なイメージにならない。

			「無貌太母に自ら、帰ってもらう……？」

			　それができれば、とっくにやっている。

			　天を見上げれば、少しずつ、だが確実に縮小していく真円の綻(ほころ)び。

			　時計の針を止めることができるなら、ユウトは魂だって売るだろう。

			「って、できるじゃないか！」

			　素早く呪文書をめくり、九ページ分切り裂く。

			　それを周囲に展開し、ページの連なりが回転と停止を繰り返して凍れる刻を作り出した。

			「《時間停止(クロノス・アイズ)》」

			　訪れる、灰色の世界。

			　音もなにもかもが止まった世界。

			　たった一人だけの世界。

			　そこでユウトは、試行錯誤を繰り広げる。

			　アカネはロケットなどと言っていたが、さすがになにかを噴射させて持ち上げるような呪文は存在しない。

			　いくら《大願(アンリミテツド)》や《奇跡(テウルギイ)》でも、できない相談だ。

			「だいたい、あのコーエリレナトにロケットエンジンとか付けられるわけがない……」

			　言葉に出した方が、考えがまとまりやすい。イグ・ヌス＝ザドのときも、こんなことをやってたよなと、苦笑いを浮かべる。

			「あと、他に運べるようなのだと、車？　車輪とか付けられないし、空飛べないし……。じゃあ、電車？　……って、待てよ」

			　なにか、閃きそうな気がする。掴めそうな気がした。

			　そんな予感に突き動かされて、ユウトは曖(あい)昧(まい)模(も)糊(こ)とした思考を必死にまとめ上げようと、もがくようにあえぐように思考を続ける。

			　そうしながら、巻物(スクロール)入れに入れている、呪文のストックを確認していた。

			「線路だとすると、コーエリレナトは車両か……」

			　足りない。それだけでは、足りない。

			「なんか、映画かアニメで見たよな。ロケット以外で宇宙に物を運ぶ……」

			　今度は、まだ不明瞭なアイディアのパズルのピースを埋めるべく多元大全をめくっていく。

			　違う、これではないと、猛烈な勢いで知識の塊(かたまり)を読み進めること数分。

			「そうか。吹き飛ばせば良いんだ」

			　まるで、ＳＦだ。誇大妄想だ。

			　だが、今までで一番可能性を感じる。それこそが、理術呪文において最も重要な要素。

			「俺一人でやる必要はない。みんなに手伝ってもらって……」

			　自分は部分を担当し、どこを任せるべきか。

			　穴だらけだろうが、設計図が急速に埋まっていく。

			　そして、残った最後のピース。

			　そこには、問答無用で現実を改変する要素をはめこまねばならなかった。

			　つまり、最も頼りたくない人物に借りを作ることになる。

			「良いさ、失敗したらお終いなんだから」

			　そう覚悟を決めるのと、《時間停止(クロノス・アイズ)》の持続時間が切れるのは同時だった。

			「ヨナ、こっちへ来てくれ」

			　世界に色が戻り、通常時間に帰還するや否や、ヨナを呼び出すユウト。

			「なに？」

			　地道に《エレメンタル・ミサイル》でコーエリレナトへ攻撃をしていたヨナは、ユウトに駆け寄ると、思い切り踏み切って真っ正面から頭へ抱きついてきた。

			「ヨナ！」

			「久しぶりだし」

			　アルシアからの叱責にもここは引かず、ヨナはぬいぐるみのようにユウトの頭を抱き抱えた。

			「とりあえず、これじゃ話せないだろ」

			　そんな彼女を引きはがし、代わりにちゃんとした肩車にしてやってから用件を伝える。

			「ヨナ、テレパシーで俺の考えをみんなに届けてくれ」

			「ん。分かった」

			　アルビノの少女はその病的なまでに白い指を彼の額に置き、やはり、抱き抱えるようにした。その状態で、まず、ユウトの思考を読む。

			「《マインド・ボンド》」

			　流れるイメージを、ヨナは受け入れ咀(そ)嚼(しやく)する。無貌太母コーエリレナトをブルーワーズへ送り返すためのイメージを。

			　レール、雷光、撃ち出す。

			　要素は、それだけ。

			　けれど、その発想はブルーワーズの住人の常識や限界を遥かに超えたものだった。

			「あっ、はっはは。すっごぉい！」

			　ヨナが大喜びで、そのイメージを乗せた精神波(テレパシー)を全員へ送信する。

			「勇人、あんたって人は……」

			　最初に反応したのは、アカネだ。

			　なんのアニメやゲームよ。

			　そう激しく詰め寄りたかったが、それはできない。アルシアが作ってくれた結界の外へ出ないだけの分別があったというよりは、アカネ自身もこれならできるかもしれないと思ったから。

			　いや、違う。

			　見てみたい。

			　そう、思ったのだ。

			「可能、なのでしょうか？」

			　一方、真名は半信半疑。当然の反応だが、まだ薄いぐらいだ。

			「ユウトができるというのだ。やれるのだろう」

			「ええ。そうね」

			「他に手も、なさそうだしね～」

			　そしてユウトの仲間たちは、ただ信頼を寄せる。

			「妾が要(かなめ)か」

			　いたずらっ子のような目つきで笑うと表現するには欲望が強すぎる表情で、ヴェルガが濡れた瞳をユウトへ向けた。

			「この借りは高くつくぞえ？」

			「分かってるさ。女帝ヴェルガをあごで使おうっていうんだからな」

			　この無茶なプランを通すには、実際、ヴェルガの協力は不可欠だった。

			　だから、ユウトも色々吹っ切れている。

			「ヴェルガ、代わりにひとつだけ言うことを聞こう」

			「ユウトくん!?」

			「ただし、拒否権はありで」

			「まあ、良かろう。他ならぬ婿殿の頼みであるし、妾自身その光景を見てみたくもあるわ」

			　いい暇つぶしができた。それくらいの軽さで、半神は承諾する。

			　もちろん、悪の女帝ならではの邪悪な思考を巡らせながらではあったが。

			「ならやるぞ！　《鉄の壁(アイアン・ウオール)》」

			「《ウォール・アイアン》」

			　ヴァイナマリネンとヨナが、タイミングを合わせたかのように呪文と超能力(サイオニツク・パワー)を発動させる。少しだけ、応用を利かせて。

			　どちらも鉄の壁を創造するものだが、アレンジを施すことで、アーチを描く橋のようにも、ただの直線にも形状を変えられる。

			　ヴァイナマリネン魔術学院へと続く橋も――呪文は《石の壁(ストーン・ウオール)》ではあるが――そうやって作り出されたものだ。

			　今回は、無貌太母コーエリレナトの両脇――どこに腕があるのか肉に埋もれて分からないが――に、まるで線路のように鉄の壁を生み出した。

			　あまりにも突然。それでいて当然のように建設される線路。早回しの映像のようで、どこかユーモラスだ。

			　この場にいる地球出身者には、ジェットコースターのレールのように見えたかもしれない。

			　ただし、頂点に達しても落下することなく、天――真円の綻(ほころ)び――へと続くレールだが。

			「《輝ける刃(ライトニング・ブレイド)》」

			　ヴァルトルーデがコーエリレナトの肉へ討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を突き立て、〝常勝〟ヘレノニアから授かった雷光の力を解放する。

			　威力は、微々たるもの。

			　しかし、効果は持続する。

			「死と魔術を司るもの、偉大なる詠唱者、沈黙の監視者、いと気高き女神よ。〝常勝〟の雷を永久にし、無貌太母を束縛せん」

			　さらに、アルシアの《奇跡(テウルギイ)》によって、その雷は丘のようなコーエリレナトの余って波打つ皮膚を網の目のように覆い、帯電させる。

			　無貌太母コーエリレナトがまた絶叫とともに、身じろぎをする。命の危機に瀕(ひん)し、本能がいや増したのか。全身がぽこぽこと沸(わ)き立ち、新たな生命が生まれようとする。

			「させるかッッ」

			　それを感じ取ったエグザイルが、帯電する無貌太母へスパイク・フレイルを振るった。

			　またしても、何度も何度も何度も何度も何度も何度も。

			　それは、蜘蛛の亜神イグ・ヌス＝ザドを追い詰めた怒(ど)濤(とう)の連撃。

			「やりすぎ……じゃないか」

			　その攻撃を受け、無貌太母の脈動が止まる。これ以上の怪物の氾濫は防がれた。

			　だが、無貌太母は未だ健在。無限とも思える生命力を前に、安心すべきかあきれるべきか分からなくなる。

			　ただ、生命が滅びないことには感謝すべきだろう。

			　そして、安心するのは、送り返してからでいい。

			「では、初の共同作業と洒落込むこととするかえ」

			「…………」

			　世界を救っても、俺は生きていられるのだろうか。

			　そんな素敵な未来予想図は忘却し、ユウトは《飛行(フライト)》の呪文を使用して飛び立った。ヴェルガも続いて――その表情を確かめる勇気はなかった――コーエリレナトの頭部側へ移動する。

			　どこがどの部位に当たるかは不明瞭だが、つまり、レールの始点に陣取った。

			「コーエリレナト。そなたの意図も知らねば、恨みもないが、妾のために褥(しどね)へ戻るが良いわ」

			　ユウトが思いつき、イメージし、提案したのは、乱暴に言ってしまえばレールガン方式のマスドライバー。つまり、対象を帯電させて磁力で浮かせて超加速させ吹き飛ばす。

			　多元大全で少し調べただけだ。科学的には間違いだらけだろう。

			　けれど、物理を超越するのが呪文の力。間違っているのなら、その間違いを正解に改変すればいい。それこそが魔法の神(しん)髄(ずい)。

			　そして、その力業を可能とするのが、半神の秘跡(サクラメント)。

			「《星霜(ギヤラクテイカ)》」

			　ヴェルガの豪(ごう)奢(しや)な赤毛がはためき、闇のようなドレスが揺れる。

			　あふれ出る神の霊気。大気が逆巻き凄まじい熱が暴れ、結界内にいるはずのアカネたちすらも身の危険を感じるほどだ。

			　ガラスを擦(こす)る音を数百倍にも増幅したかのように不快な音が、鼓膜に脳に突き刺さる。

			　そんな中にあっても、彼女の美しさは際立っていた。

			　当然だ。

			　伝えられたユウトのイメージを汲み取って練り上げた秘跡(サクラメント)。つまり、二人の愛の結晶。無理でもやり通す。全力を尽くす。そうでなければ、女が廃(すた)るというもの。

			　そんな彼女が、美しくないはずがない。

			　まるでその女帝に屈したかのように、無貌太母の巨体が浮く。

			　ユウトは、感慨深げに帯電するコーエリレナトを見下ろした。

			　そして、最後の決め手であり、このバカげた計画を思いつく発端となった呪文の巻物(スクロール)を取り出す。

			「《加速器(ラピツド・トラツク)》」

			　発動したのは、ユウトが馬車鉄道のために開発したオリジナル呪文。青白い光が、ヴァイナマリネンとヨナが創造した即席のレールを染め上げる。

			　レールの上を走る乗り物を増速させる呪文。

			　その乗り物とは即ち、無貌太母コーエリレナト。

			　グンッと残像すら知覚できぬ速さで、白い小山が移動する。摩擦熱に焼け焦げ、轟音が耳(じ)朶(だ)を震わせ、物理的な圧力を伴うソニックブームを起こしながら、天を目指して冥府となったこの地を抜ける。

			　その先には、縮小を続ける真円の綻(ほころ)び。その他二つの脈動によって刺激されたモノリスが生み出した、次元の扉。

			　アカネは、ユウトと一緒に飛ばしたペットボトルロケットを連想した。ヴァルトルーデは、巨大なクロスボウのようだとそのスケールに驚く。

			　巨大な白い肉の塊(かたまり)が超加速する様は、まさに現実を超越していた。

			「そのまま行け！」

			　ユウトの声に押されたわけではないだろうが、無貌太母コーエリレナトは一瞬で真円の綻(ほころ)びまで到達し――吸い込まれるように姿を消した。

			　その直後、真円の綻びが繕(つくろ)われた。

			　あっけない幕切れ。

			「あー。完全に閉じちまったか。また、戻る手段を考えないとな……」

			　完全に緊張の糸が切れたユウトは空を飛びながら横になって、ゆっくりと落下していく。白いローブがたなびいて、まるで映画の一シーンのようだった。

			「ふむ。それはなにゆえか？」

			　そんな彼の傍らに立って、悪の半神があり得ない――少なくともユウトにとっては――問いを投げかける。

			「なぜって……」

			「婿殿が大事にする仲間は、すべてこちら側におるではないか。一緒にいたいというだけであれば、この世界で過ごしても良かろう？　なぜ、婿殿だけが犠牲になって、あちらへ戻ろうとする？」

			　反論はいくらでもできたが、棘のように引っかかって取れない。

			　それはまさに、呪いの言葉だった。

			　

			「俺は、なにも犠牲にしたりなんか……」

			　このまま地球で過ごせばいい。またブルーワーズへ行く理由が、どこにあるのか。そのヴェルガのささやきに、弱々しく、それでもユウトは反論した。

			「さての。妾には今の婿殿が自らの常識に拘(こう)泥(でい)する、旧(きゆう)弊(へい)な愚者どもと同じに思えるぞ。そんな婿殿も、たまには良いがのう」

			　なにも、ヴェルガは本気で地球に残れと言っているわけではない。

			　ただ、ユウトをいじめてみたいと思った。それだけのことだろう。

			　なのに、予想以上の効果があった。

			「いや、でも。朱音は……」

			　ユウトの中で、思考とつぶやきが止まらない。

			　仰(あお)向(む)けに落下を続けていたユウトは、そのままの姿勢でゆっくりと地上までたどり着いた。いずれ戻るのかもしれないが、地球でありながら、地上は冥府の様相を呈したまま。

			　そんな冷たく固い地面に、座り込んで呆然とする。

			「くくく。良い、良いのう……。なんたる美味か」

			　淫(いん)靡(び)な微笑を浮かべ、ヴェルガがユウトに近寄ろうとする。

			　だが、そこに白く美しい影が割り込んだ。

			「敵とさえずり合うのは、止めろ！」

			　最愛の彼には、慈(じ)愛(あい)に満ちた微笑みを、不(ふ)倶(ぐ)戴(たい)天(てん)の仇敵には、射殺すような視線を送るヴァルトルーデ。

			　淫(いん)猥(わい)な女帝と対抗する意思を持ち、実行できるのは彼女だけに違いなかった。

			「ヴァル……」

			　ユウトは力ない笑顔に、生気の薄い声で反応した。

			　抑えきれない、いや、抑えてもマグマのように噴出する感情に従い、ヴァルトルーデは討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を悪の首(しゆ)魁(かい)へ突きつけた。

			「ヴェルガ！　貴様、ユウトになにを吹き込んだのだ！」

			「聞こえて……ない……」

			　そう。ヴェルガの声は、ユウトにだけ届いていた。

			　みんなには聞こえていないという事実に、ようやくユウトの瞳に光が灯る。

			「これは異なことを。妾は、婿殿を慮(おもんぱか)っていただけよ」

			　ヴェルガが、心外なと、哀しそうに情熱的な赤毛で目を隠して嘆く。人を小馬鹿にした、けれどこの悪の半神にしては大(おお)仰(ぎよう)な演技だった。

			「協力には感謝する。しかし、まだユウトをたぶらかすつもりであれば、容赦はせぬぞ」

			「これはこれは。しつけのなっておらぬ犬ほど、見苦しいものはないの」

			　ヴァルトルーデが討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を構え、ユウトを背にかばう。瞳には、熱い闘志が燃え上がっていた。

			　一触即発。

			　誰もが――面白そうだと笑っている者もいるが――言葉を発することなく、事態を見守る。

			　緊張が最高潮に達した瞬間、ヴェルガの肢(し)体(たい)がわずかにぶれた。

			　一分ほどで安定したが、そこにいたのはヴェルガではなかった。

			　いや、燃えるような赤毛に、悪の王権を象徴する秘宝具(アーテイフアクト)。闇色のドレスを身にまとっているのは同じ。

			　決定的に違っているのは、身長。

			「え？　幼女化？」

			　端的に言えば、アカネが言う通り。ヴェルガは、子供になっていた。
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			　妖艶だった女帝は消え去り、あどけない……と言うには大人びた少女がいる。年の頃は十歳ほどだろうか。小悪魔という表現がしっくりくる。

			「やれやれ、無理をしすぎてしもうたか。ま、しばらくは大人しくするしかないかの」

			「……もしかして本体？」

			「その方が良かったかえ？」

			　どう答えても冥府への片道切符になる。ユウトは、沈黙とともに、不用意な発言を後悔した。

			「まあ、ここの冥府化はしばらく解けぬようであるし、いずれ戻るであろう。捲(けん)土(ど)重(ちよう)来(らい)を期するとするかの」

			「……命拾いしたな」

			「おや？　聖堂騎士(パラデイン)が、外見で善悪聖邪を決めるものとは知らなんだわ」

			「不本意だが、今回は助けられた。それなのに、弱みにつけ込むような真似をしては、人倫にもとる」

			「つまらぬことを」

			　ヴァルトルーデの優等生的な発言に、ヴェルガが不快感を露わにする。激突は回避されたが、二人の相性の悪さはいかんともし難いところだった。

			「いやー。お疲れ、久しぶり。凄い見せ物だったねぇ」

			「見せ物じゃねえよ」

			　両者が矛を収めたのを確認し、満面の笑みでラーシアが近づいてくる。それに合わせて、他の皆も。

			「というか、あのマスドライバーって凄いね。ユウトの国にあるの？」

			「ねえよ……」

			　ラーシアの相手は疲れるが、楽しくもある。

			　ヨナが、背中をよじ登って肩車をしてくるのも懐かしかった。

			　しかし、それだけに責任ものしかかってくる。

			「というか、ラーシアたちの宿も必要なのか……」

			「……そんな目で見ないでください。もちろん、こちらで手配しますから。ええ、しますとも」

			　ユウトから見捨てられたペットのような切ない瞳を向けられて――半分以上は自棄で――真名がすべて請け負った。

			　その威勢の良さに反し、ポニーテールは、うなだれている。

			　それも、無理はない。

			　大量にやってきた来訪者の衣食住を整えるだけではない。

			　この異界化した公園の封鎖と管理、それに、調査。関係各所への根回しに情報操作。無貌太母に関する報告。見るからに人間ではない種族をどう報告するか。理術呪文とは異なると思われる呪文はどう考えるべきなのか等々、仕事は一時のユウトのように山積みだった。

			「でも、持ち物を売ったり、ユウトにおんぶに抱っこっていうのもなんだよね」

			「そうだな。体も鈍る」

			「というわけで、ユウトにアカネ。この辺に、手頃に稼げるダンジョンとかないの？」

			「ないわよ！」

			「ねえよ」

			　ラーシアとエグザイルの場違いな発言に対して、ユウトとアカネの声が、綺麗なハーモニーを奏でた。

			「ええ!?　じゃあ、どうやって稼ぐのさ？」

			「大人しくしててくれ……」

			「そりゃムリだよ。ほんと、なに言ってんだか。ボクとエグとヨナだよ？　大賢者のおじいちゃんもいるんだよ？　学習しなよ」

			「……ヴァルは、ほんと良い女だよな」

			「なにを言い出すのだ、いきなり!?」

			「はぁ……。その様子では、二人きりの間も特に進展はなかったようですね」

			「アルシアぁ……」

			　和(わ)気(き)藹(あい)々(あい)とした仲間たちとの会話。

			　気付けば、ユウトの顔から屈託はなくなっている。

			　だが、ヴェルガは知っている。

			　自らからの言葉が、背の君の心に深く突き刺さる、甘く熱い棘になっていることを。

			　そんなユウトを、力と姿形を一時的に失ったヴェルガが興味津々に眺めていた……。

		

	
		
			第３章

		

	
		
			　

			１・残った者たち

			　

			　ブルーワーズへ戻る。

			　少なくとも、向こうに生活の基(き)盤(ばん)を置く。

			　それは、両親にも伝えたとおり、ユウトのなかでは決定事項。すでに、決まったはずのこと。

			　しかし、その決意をあざ笑うかのように、女帝ヴェルガは言った。

			　なぜ、ユウトだけが両親を、進んだ文化的生活を捨てて移住せねばならないのか。

			　逆に、ユウト以外の者が、こちらで暮らせばいいのではないか――と。

			　それには、いくらでも反論できる。

			　エグザイルは妻であるスアルムを向こうに残しているし、領地の件もある。ヴァルトルーデやアルシアにとっては、一時的にではなく永遠に信じる神の存在と離れるのは苦痛だ。

			　だが、ユウトやアカネだって同じように両親を地球に残している。ならば、なんらかの手段で、スアルムだけを連れてくることで解決といえるかもしれない。

			　領地も、ユウトたちがいなくなることにより混乱はあるだろうし、今までのようなペースでの発展は見込めないだろう。しかし、残してきた官吏がいれば、現状維持はできるはず。

			　幸か不幸か、ラーシアやエグザイルの外見をごまかすための呪文はあるし、生活費も過度な贅沢をしなければ、充当できる宛はある。

			　つまるところ、ユウトの愛する仲間たちは、どんな世界だろうと割と面白おかしく生きていけるだけのヴァイタリティを有しているのだった。

			　では、ヴェルガから懊(おう)悩(のう)の種を植え付けられたユウトはどうしているかというと――

			「今のが、オフサイドというやつだな！」

			「いや……」

			「今のは違うのか……。あっ、今度こそオフサイドだな……違うのか……」

			　――異世界転移に巻き込まれて見逃していた、欧州の頂点を賭けたクラブサッカーの試合を鑑賞しているところだった。

			　無貌太母コーエリレナトを百層迷宮へ送り返してから一週間。

			　ホテルのスイートルームはすべて賢哲会議(ダニシユメンド)が借り切って、ユウトとその仲間たちは思い思いに日々を過ごしていた。

			「転んだぞ。今のはファールだろう？」

			「いや、当たってないから」

			「だが、あんなに痛がっているではないか」

			　無貌太母が生み出した冥府の環境は、現状を維持している。

			　つまり、《星を翔る者(インターステラ・ウオーカー)》を使ってブルーワーズへ戻ることは可能だ。

			　けれど、それを使用してどんな悪影響が出るか分かったものではない。

			　そのため、賢哲会議(ダニシユメンド)やヴァイナマリネンらが様々な調査や実験を行って移動手段を模索していた。ふたつの世界は交わるべきなのか否かも。

			　それなのに、ユウトは強引に休暇を取らされてしまい――というよりは、ラーシアたちが暴走しないよう監視役を押しつけられた状態で――心も体も中途半端な状態にあった。

			　戻るのか、留まるのか。

			　答えは決まっているはずなのに、選べない。

			「なんということだ。平気な顔で走っているぞ」

			　どうも、品行方正にして公明正大な聖堂騎士(パラデイン)とマリーシアは相性が悪すぎたようだ。憤慨するヴァルトルーデを横目で見つつ、ユウトはこれで良いのかと何度目かの自問自答をする。

			　繰り返していることからも分かる通り、答えは出ない。

			「これも、フットボールの一部。さわぐ方がおかしい」

			　ユウトの懊(おう)悩(のう)も知らず、ヨナが平坦で達観した声で言う。

			　ヴァルの素人(しろうと)めと言わんばかりだが、ヨナの意見も一理ある。圧倒的に正しいのはヴァルトルーデなのだが……。

			　ラーシアやユウトとサッカーゲームの対戦をすることで知識を得たヨナは、もう立派なサッカーファンだ。〝にわか〟っぽい発言も、それらしい。

			　そこが可愛いと、ノートパソコンを持ち込んでなにか作業をしているアカネは相(そう)好(ごう)を崩す。アルシアは、苦笑を浮かべていたが。

			「だが、この試合形式はシンプルで良いな。ラ・グに取り入れられるところがあるかもしれん」

			「いや、おっさんの所のあれ、スポーツのつもりだったのかよ」

			　ラ・グ。一見、野球とラグビーを組み合わせたまったく新しいスポーツ……のようだが、文明人からすると頭のネジがいくつか飛んでいるようにしか思えない。

			　ボールらしき岩(がん)塊(かい)を、バット代わりの棍(こん)棒(ぼう)で打ち返す。

			　なのにその後は、敵味方入り乱れての乱闘だ。わけが分からない。

			「ボクが思うに、審判を導入すべきじゃないかな。常識的に考えれば」

			「ラーシアが常識とか言うと一気に面白くなるけど、確かにそうだな」

			「世間の冷たさになんか、絶対に負けない！」

			「その前向きさだけは、見習って良いかもって思っちゃうわね」

			「アカネ、それは気のせい」

			　ヨナの冷たい断定にラーシアは哀しそうな顔をし――演技だが――氷を浮かべたリキュールベースのカクテルをあおる。昼間から。

			「ああ。冷たいお酒、おいしい」

			「堕落してますね」

			「昼間っからただ酒だよ？　しかも、あっちじゃ飲んだこともないやつ。楽しまなくてどうするのさ。アルシアも、じゃんじゃん飲もうよ」

			「自分で稼ぐと言っていたはずでは？」

			　生真面目なアルシアには悪いが、ラーシアを解き放つよりは飼い殺した方がいい。それがユウトとアカネの結論だ。

			「ていうか、いつまで閉じこもってなくちゃいけないのさー。ご飯も酒も映画もゲームもあるけど、そろそろ新しい刺激が欲しいよ」

			「ファンタジーの住人が、堕落した大学生みたいなことを言ってるわ……」

			「そもそも、飲みながら言うんじゃありません。ヨナの教育に悪いでしょう」

			　見るもの聞くものやるもの、そのすべてが珍しく、この一週間はホテルに缶詰になっても大人しく――ラーシアやヨナにしては――過ごしていたのだが、そろそろ限界のようだ。

			　むしろ、中途半端に地球文化に触れたせいで期待が膨らんだという面もある。

			「ユウトのおとうさんとおかあさんに会いたい」

			「ヨナ、なにをするつもりだい？　正直に、言ってごらん」

			「きせいじじつのこうちく」

			「舌っ足らずに言ってもダメだ」

			「ざんねんむねん」

			　でも、母さんならヨナを気に入りそうだよなとも思う。油断はしないようにしようとユウトは心に刻んだ。

			「そっかー。ユウトの両親かー。そりゃ挨拶しないとだよね。アカネの両親にも。それはそれとして、お腹すいたねー」

			「へったー」

			「そうだな」

			「あなたたちは、本当に……」

			　自由すぎるラーシア、ヨナ、エグザイルに、アルシアが頬をひきつらせた瞬間、スイートルームの扉が開いた。

			「これは、カオスですね……」

			　現れたのは、目を細めて惨(さん)状(じよう)を非難する真名。律(りち)儀(ぎ)に高校の制服を着ている真名には、我慢のならない光景かもしれない。

			　その真名が運んできたのは、昼食のカレーだ。

			　全員が米に慣れているわけではないので、ナンも用意されている。

			「おー。なんか、いい匂いだね」

			「ハーフタイム……？　休憩か」

			「じゃあ、こっちも休憩だな」

			　リモコンを操作し、あっさりと再生を止めた。

			　集中して試合に見入っていたヴァルトルーデとは異なり、ユウトは集中できていない。見始めたときにディスクの総再生時間を見てしまい、延長戦になることが分かってしまったからだ。

			（やっぱ、録画じゃなくて生だな）

			　そう持論を再確認したところで、ヴェルガの言葉を思い出してしまう。まさに、呪いだった。

			　そんなユウトの様子には気付かず、ラーシアとヨナが音頭を取って、早速食べ始める。

			「いっただっきまーす」

			「ます」

			　草原の種族(マグナー)はナン。飽くなき食の探求家であるアルビノの少女はライスだ。

			「これは、香辛料がふんだんに使われてるね。なかなか豪華だ」

			　ラーシアが弾んだ調子で言う。

			　ナンを選んだ者には、バターチキンカレーとキーマカレーの二種類。ライスを選んだ場合は、日本では一般的な普通のカレーとカツカレーが選べた。

			「独特の風味があるが悪くないな」

			「そうだろう？　病みつきになる味だ」

			　重低音で賞賛するエグザイルに対し、既に経験済みのヴァルトルーデが誇らしげに言った。

			「アカネも、知ってるんだったら向こうで作ってくれたら良かったのに」

			「無茶言わないでよ。確かに、国民食だけど」

			「そうよ、ラーシア。さすがのアカネさんでも――」

			「配合をユウトペディアで確認してできなくはないけど、こっちと同じ香辛料があるか分からなかったし。ちょっと無理よね。もっと他に、再現しやすいのもあったし」

			　色々な意味であきれてしまったアルシアは、一心不乱に食べるヨナの食べこぼしを綺麗にしている。

			「ところで、ユウトの揚げ物が気になったりなんかするんだけど」

			「一切れやるよ」

			　ユウトはカツカレーのカツだけをスプーンですくい、口を開くラーシアへつっこんだ。

			「あつっ、うまっ」

			　かりっと揚がった衣の触感。その後に来るのはしっかりとした肉の噛み応えと甘い脂。そして、わずかにかかったカレーの妙なるハーモニー。

			　未知の食感と味わいに、ラーシアは大きく目を見開いた。

			　ヴァルトルーデとアカネも、それとは別の意味で目を見開いた。

			「ユウト。あ～ん」

			「ったく、ほら熱いから気をつけろよ」

			　続いて催促してきたヨナの小さくて可(か)憐(れん)な唇へ、もう一切れ送り込んだ。

			「……これは凄い」

			　飲み込んだヨナが、惜しみない賞賛を送った。

			　大げさなとは思うものの、喜んでくれるなら別に良いかとも思う。自分だけで独占するよりも、よほど嬉しかった。

			「というかこれ、あたしたちがやるべきことよね」

			「はっ」

			　理解が及ぶと同時に、自らの皿を見るヴァルトルーデ。

			　だが、そこはすでに空だった。

			　アカネはまだ残っていたが、さすがにこの人数を前に「あ～ん」などとやる勇気はない。アルシアも、同じだろう。

			「ユウト、アカネー。この揚げ物だけでも、戻ったら、あっちでも作ろうよ」

			「……そう、だな」

			　戻ったら。

			　その言葉が、またユウトの心をかき乱す。

			　心にしこりを残して、仲間たちと過ごさなくてはならない。

			　それは、常にヴェルガの存在を意識することと同じ。

			　してやられたと思うものの、赤毛の女帝はユウトの心を離そうとしなかった。

		

	
		
			　

			２・お宅訪問

			　

			　天草頼蔵は――外見や他者の評価は別にして――一介のサラリーマンである。息子が行方不明になったという非日常を経験したものの、そこに疑いを持ったことは一度もなかった。

			　しかし、今になってその自己認識は崩壊の危機に瀕(ひん)していた。

			「ここがユウトの家かー」

			「あれこれ触るんじゃねえぞ」

			「あ、ここもこれ、パチパチすると明かりが点いたり消えたりするんだね。いやぁ、こっちの科学文明ってのは裾野が広い。一番上を見ればブルーワーズと同じぐらいかもしれないけど、庶民レベルだと比べるべくもないね」

			「人の話聞けよ。文明論っぽい話をしながら、冷蔵庫勝手に開けんなよ」

			「そして、ここでヴァルと同(どう)棲(せい)してたと。同棲してたと」

			「なぜ強調する」

			「するよ！　しまくるよ！」

			　息子から、「向こうの仲間に会って欲しいんだ」と請(こ)われ、お隣の三木家も呼び、我が家へ迎え入れるまでは良かった。

			　しかし、その中に子供が二人もいたのには驚いた。

			　そのうちの一人――息子と仲よさそうにリビングを駆け回っている――は、外見に反して自分と同年代だということだった。

			　異世界なのでそういう種族がいると説明されても、早々承服できるものではないが、納得するしかないのだろう。

			　やりとりを見る限り外見と精神の年齢は一致しているようなので、実年齢を気にする必要もない。

			　頼蔵は、そんなふうに非常識を消化した。

			　もう一人、子供のように見えた白髪赤目の少女は、そういう存在ではないようだ。今は、妻の春子が猫かわいがりしている。

			　ただ、超能力者(サイオン)などと紹介されたのは、意味が分からなかった。息子が魔法使いなら超能力者ぐらいいても良いだろうという諦念にも似た認識でいる。

			　三木家の大黒柱、女医の三木恭子はヨナと呼ばれている少女の健康状態を気にしていたが、健康体で日中に外に出ても問題ないと聞いて、安堵と疑問の狭間で揺れているようだった。

			　結局、それ以上、追及することもなかったが。

			「あらあら。まあまあまあ。なんて可愛らしいんでしょう」

			「おかあさんって呼んでも良い？」

			「ヨナちゃんが策士!?」

			「……ヨナ、あとでお説教ですよ」

			「騒がしくて、申し訳ない」

			「いえ、楽しんでいただけているのであれば」

			　表面上は、家長らしくどっしりと息子の友人の来訪を迎え入れていた頼蔵の正面には、岩のような大男が座っている。

			　玄関を通れるのかと心配になるほどだったが、意外と器用にくぐり抜けると、エグザイルとその巨人は名乗った。

			　岩巨人(ジヤールート)という、種族らしい。

			　もはや人種の違いで納得できるレベルではないが、息子が分け隔てなくというよりはむしろ気の置けない友人のように接しているのだから、きちんと応対しなければならない。

			　親として、当然のことだ。

			　その大男はソファに身を沈め、大騒ぎする仲間たちの様子をじっと眺めている。

			　外見はともかく、メンタリティは近いのかもしれない。

			　そう思いつつ、頼蔵はエグザイルのジョッキにビールを注いだ。

			　

			「ほんと、朱音ちゃんが無事で良かった」

			「お父さん、それ何度目？」

			　会場となっているのは、天草家のリビングと和室。座る場所は固定されておらず、立食パーティにも似て入れ替わり立ち替わり語り合っていた。

			　ただし、アカネの位置は、父親の三木忠士の前から変わっていない。

			「だってさぁ……。恭子さんは大丈夫だって言ってたけど、心配で心配で」

			「あたしは大丈夫だから。ほら、ヴァルにアルシアさんも良くしてくれたし」

			「うむ。アカネには指一本触れさせなかったぞ」

			「それに、アカネさんには、むしろこちらがお世話になっているぐらいで」

			　さっきからヴァルトルーデとアルシアがアカネのフォローをしてくれているが、あまり効果がない。

			　忠士も普段はもうちょっとさっぱりした人格なのだが、アルコールが入ったためか場の雰囲気に酔ったのか。

			　絡み酒のようにアカネへ何度も何度も同じ話をするので、さすがにうんざりする。

			　それでも、自分を心配してのことだと無下にもできず、アカネは母親にヘルプを求めた。

			「忠士くん、その辺にしないと朱音に嫌われるぞ」

			「それは困る！」

			　冷水でもかけられたかのようにはっと飛び上がると、忠士はそそくさと頼蔵やエグザイルが座る男性陣のスペースへと移動した。

			　絡む相手が変わっただけとも言えるが、この際、仕方がない。

			「ふう……。助かったわ……」

			　そこで、アカネの母親の三木恭子が苦言を呈した。

			「家出娘の義務だ。これくらい我慢しろ」

			「あたしだって、こうなるって分かってたら、ちゃんと別れの挨拶ぐらいしたわよ」

			「まったく。その上、一か月ぶりに戻ってきたら妻が三人もいる男に嫁ぐとか、親をなんだと思っているのだ？」

			「うっ」

			　そこを突かれると、アカネとしても弱い。

			「相手が勇人くんでなければ、ブン殴って尼寺にでも押し込んでいるところだ」

			「いつの時代よ。そもそも、重婚ハーレムな勇人はお咎(とが)めなしなの？」

			「仕方ない。私の認識としては、ヴァルトルーデさんと勇人くんの間に朱音が割り込んだことになってるからな」

			「否定できない……」

			　三木家のヒエラルキーのトップに位置する恭子には、アカネも敵わない。しかも、だいたい言っていることが正解だから困る。

			　アカネが反省していると判断したのか、彼女はいたずらっぽい表情を浮かべて、さらに追撃を開始した。

			「だいたい、朱音。あんたが、私におっぱいの大きさだけでも似れば、まだ……」

			「実の親の言うことかーー」

			「実の親以外に言われたら、とりあえず訴訟の準備をしなさい」

			「実の親でも、訴えたい……」

			　ユウトの父親の頼蔵が微笑ましいものを見るように、二人のやり取りを見つめている。

			　そこで、呼び出しのチャイムが鳴った。

			　注文していた宅配ピザが届いたのだ。かなりの枚数を注文したため、予定していた時間より遅くなってしまっていた。

			　頼蔵が、財布を持って玄関へと移動した。

			　

			　頼蔵がピザを持って戻ってきたときには、場の中心がユウトに変わっていた。

			「まあ、そんな大層なことはしていないというか、俺も若かったというか……」

			「話を逸(そ)らしたいのは分かるけど、勇人、他の話も大概だって分かって言ってる？」

			　流れでユウトが中心になって、異世界での冒険譚(たん)を披露することになった。

			　ヴァルトルーデたちと初めて出会ったときのこと。

			　初めて呪文を発動させたときのこと。

			　修業と称してサバイバルをさせられたこと。

			　皆がピザをつまみながら、ユウトの話に聞き入っている。

			　そう。そこまでは、まだ良かった。

			　だが、その続きを聞いたところで、頼蔵の動きが止まった。

			　アルサス王子を捜索するクエストを受けた過程で〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟との戦いに巻き込まれ、暗殺者を送られたり激戦を繰り広げたりしつつも打ち倒したこと。

			　ユウトとしては大したことではないが、頼蔵は語られた内容に驚きを禁じ得ないようだ。

			　ドラゴンに殺されて生き返ったことがあるというくだりでは、アカネの母親の恭子が卒倒しかけた。意識を回復した彼女は、その話を忘れることで精神衛生を保ったようだ。

			　そして、ヨナからは海賊退治。ラーシアからは、まるで見てきたかのように一対百の決闘騒ぎが語られ――

			「あれ？　おかしい」

			　――苦笑で満ちる場に、ユウトはこんなはずじゃなかったと首を傾げた。

			「だから、大概だって言ったでしょうが……」

			　アカネも、ユウトがどんな日々を過ごしていたのか、詳(しよう)細(さい)までは知らなかった。

			　ただの高校生から戦場帰りの体験談を聞かされれば、こうもなる。

			　あの春子でさえも、ちょっと微妙な表情だ。

			「私の息子が、異境の地で生きてこられたのは、皆さんのお陰のようだ。本当に、感謝してもし足りない。深くお礼申し上げる」

			　そんな雰囲気を変えたのは、頼蔵だった。

			　座ったまま深く頭を下げ謝辞を述べる。

			「父さん……」

			「いや、ライゾウ殿。ユウトの世話になったのは、こちらの方だ」

			　ヴァルトルーデが頭を上げるように言い、逆に、堂々とした所作で頭を下げる。

			「確かに、最初は縁のないユウトを助けたのは事実だろう。しかし、彼が力を付けてからは、お互い様。領地経営となってからは、一方的に負担をかけているぐらい。とても、その言葉を受け取るわけにはいかない」

			　謙(けん)遜(そん)じゃなくて、実際そうだよね――などと、ラーシアもからかうようなことはしない。

			　彼も空気を読むのだ。

			「その通りです。ユウトくんには、本当に――」

			　彼女にしては本当に珍しく、言葉を詰まらせるアルシア。だが、その心は伝わった。

			　隣に座っているヴァルトルーデが、その手を握って励(はげ)ます。

			「そだねー。でも、こっちも楽しかったし」

			　ラーシアは、あくまでも軽く。

			「オレも、ユウトがいなかったら、結局故郷へ帰っていなかったかも知れないな」

			　エグザイルは、万感を込めて。

			「まあ、ユウトはちゃんとお世話してあげないとダメだし」

			　ヨナも、彼女らしい表現で、ユウトと一緒で良かったと口々に語る。

			　その後は、しんみりとした雰囲気は消え、また宴会のように盛り上がった。

			　

			　だが、頼蔵は気付いていた。

			　明るく振る舞いながら、勇人が、悩みを抱えていることを。

			　それでいて、頼蔵はなにもしようとはしなかった。

			　なぜなら、息子の婚約者たちも、それに気付いていたから。

			　ならば、任せるべきだろう。

			　喜びと寂しさを感じながら、頼蔵は一人静かに酒杯を傾けた。

		

	
		
			　

			３・不審なユウト

			　

			「というわけで、最近の勇人はおかしいと思うのよ」

			　女子会――彼女自身にも、その実態は不明だが――という名目で、ヴァルトルーデとアルシアを行きつけの喫茶店へと連れ出したアカネ。

			　注文を終えた直後、アカネはそう切り出した。

			　店の奥まった一角。たまにマンガのネームを描いていた席で、ユウトを介した盟友ともいえる二人を前にするのは、なかなか新鮮な体験だった。

			「そうでしょうか？」

			「アカネも気付いていたか」

			「そうなのよ。アルシアさんも……って、あれ？」

			　しかし、その心配を共有してくれたのは片方だけ。同意してくれたヴァルトルーデには悪いが、普段なら反応が逆ではないか。

			「残念ながら、私はこちらの日常を過ごすユウトくんのことは知りませんから」

			　お冷やに少しだけ口を付けてから、アルシアがそう冷静に返す。

			　彼女もヴァルトルーデも良い意味でも悪い意味でも目立つため、出かける前にユウトに呪文を使用してもらい、擬装していた。

			　今、他者からは三人の女子高生がガールズトークをしているように見えている……はずだ。

			「それは、私だって同じだぞ」

			「ヴァルは、二人でしばらく暮らしていたではありませんか」

			「そうだが。そうなのだが……」

			　自分が気付いて、アルシアが気付かないはずがないと、ヴァルトルーデは口をとがらせて「アルシアなら、言わなくても分かるだろう？」と甘えたように手を握る。

			　他の人間に対してなら、絶対にやらない行動だ。

			　アカネは珍しいものを見たと思いつつ、女子高生がヴァルやらアルシアやら呼び合うのは、どうなのかと気付く。浅(せん)慮(りよ)だったかと反省するが、もう遅い。

			　この店は個人経営の隠れ家的喫茶店とでも言おうか。端的に表現すると客があまりいないので、不審の目が向けられることもない……はずだ。

			「とりあえず、ユウトくんに聞かれたくない話をするので外に出たというのは理解しました」

			「ずっとホテルにいたんじゃ息が詰まるってのもあるけどね」

			「それで、ユウトくんがどうしたというのです？」

			　そう、アルシアが核心に迫ったところで、ウェイトレスが注文の品を運んで来た。

			　少し、間が悪い。

			　ヴァルトルーデとアカネにはアイスコーヒー。アルシアはアイスレモンティー。それに、ミックスサンドと自家製ケーキ三つが並べられている間、会話が止まる。

			「先に、食べましょうか」

			　ユウトについて話し合うのが本題だが、お茶をするのもそれと同じぐらい重要だ。

			　ここは、コーヒーは美味しいし、台湾で有名なパイナップルケーキなど珍しいスイーツ――この呼び方をすると、ユウトは嫌そうな顔をする――が置いてあるお気に入りの店だった。

			「ふむ。卵に、こんな調理法があるとはな……」

			　そう感心しつつタマゴサンドをほおばるヴァルトルーデ。確かに、こんな彼女を変装抜きで街に出したら大変だろう。

			　とりあえず、コンビニからタマゴサンドが消え失せるのは確実だ。

			「あー。久しぶりだわ」

			「……ユウトと一緒に、こういう店に来たりしていたのか？」

			　ミルクを入れたアイスコーヒーで涼を取るアカネへ、ヴァルトルーデがおずおずと、しかし、はっきりと疑問を口にする。

			　アルシアもアイスティーを一口すすると、興味津々の様子で身を乗り出した。

			「それは、興味深い話ね」

			「こっちにいた頃から、そりゃもちろん、ユウトと一番仲の良い女子はあたしだったけど？　だけど、恋人同士ってわけでもなかったし？」

			「なぜ疑問形なのかは分かりませんが、そのことは神に感謝すべきかもしれません」

			「ヴァルの神様って〝常勝〟って言われてるんだっけ？　確かに、ヴァルに勝ちを持って行かれたようなもんよね……」

			「一理ありますね」

			「なぜ、私が非難される流れに!?」

			　ツナサンドに舌鼓を打っていたところに奇襲を受け、ヴァルトルーデは喉も言葉も詰まらせた。しかも、幼なじみのアルシアにまで裏切られている。

			「いや、そういうことは勝ち負けではあるまい。まあ確かに、私のものになってくれと言ったことはあるが……」

			「……ふっ。でも、勘違いしないでよね。自分だけの力で勝ったんじゃないわ。幼なじみという地位にあぐらをかいていたあたしのお陰なんだからねっ」

			　アカネが自(じ)虐(ぎやく)的すぎる台詞を口にすると、どう言ったものか分からないという沈黙が流れた。

			「あれは、そんなに格好良いものではなかったはずですよ」

			　遠い目をするアカネを、事情を知るアルシアがフォローする。

			　実際、ユウトを秘書にと勧誘する前日まで、紆(う)余(よ)曲(きよく)折(せつ)様々あったのだ。ユウトに断られたくないから誘いたくないとうだうだ言うヴァルトルーデの背をアルシアが押さなかったら、どうなっていたことか。

			「私は良いのだ。それよりも、ユウトの様子だ。確かに、私もおかしいと感じていた」

			「ヴァル、それは私たちが来る前からなの？」

			「いや。そんなことはない。それまでは普通だったぞ」

			「そうなると、あたしたちの誰かに原因が……？」

			　３人はお互いの顔を見合わせ、それはないと断じると他のメンバーの顔を思い浮かべる。

			「不審というのは、ユウトくんが浮気でもしていると言うのですか？」

			「違うわよ、そんなこと……」

			「……浮気……だと……？」

			　即座に否定するアカネに、動揺を見せるヴァルトルーデ。

			「ヴァル、その様子だと心当たりがあるようですね」

			　唇でだけ笑って、ブルーワーズでは大司教(パトリアーチ)と呼ばれ敬われるアルシアが、幼なじみを追及する。

			「そんなことはない。ないぞ」

			「マナさんでしたか。あの方は、どうなのです？」

			「あー」

			　同じ制服の後輩。

			　アカネも学校で顔を合わせたことはないが、ちっちゃくて可愛らしい。つんけんしてるけど、恋人同士になったら尽くしてくれそうだ。

			　あり得なくはないだろうか？

			「ヴァルも、ずっとユウトくんと一緒だったわけではないでしょう？」

			「それはそうだが……」

			　確かに、境界を越えて現れたモンスターを駆(く)除(じよ)するため、ユウトと真名が二人で出動したことが何度もあったとは、アカネも聞いている。

			「いや、それはないわ」

			　けれど、アカネは硬い表情で言下に否定した。

			「ユウトがそんなキャラだったら、苦労してないもの」

			「一方的に懸(け)想(そう)されている可能性もあるのでは？」

			「それで、悩んでいると？　あり得ない話ではないが……」

			　けれど、乙女(おとめ)の勘が言う。

			　それはあり得ないと。

			「そもそも、ヴァルがちゃんとユウトくんをがっちり掴んでいれば、こんな心配をする必要もなかったわけですが」

			「アルシアさん、一理あるわ」

			「あるものか」

			　ぷいと怒ったように横を向いて、ヴァルトルーデがアイスコーヒーを一息で飲み干す。

			　アカネがヴァルトルーデのことをずるいと思うのは、まさにこういうときだ。

			　ユウトがこれで落ちない男だったら、自分のアプローチも無駄だろう。それが、一番困る。

			「あるのよ。どうせなら、契(ちぎ)りを結んでおけばこんな心配せずに済んだのに」

			「ちぎっ」

			　それが、具体的にどんな行為か想像してしまったのだろう。

			　ヴァルトルーデは下を向き、指を絡めながら弱々しく反論する。

			「二人がいないところで、そんなことできるはずがあるまい」

			「いやぁ。どうせ最初はヴァルなんだし。それなら、あたしの目の届かないところで済ませてくれた方が良いかなってー」

			「なん……だと……？」

			　それは盲点だった、考えもしなかったと、聖堂騎士(パラデイン)は身を震わせる。

			「確かに、そんな雰囲気にならなかったと言えば嘘になるが……」

			「詳しく」

			　ヴァルトルーデは抵抗した。

			　しかし、アカネとアルシアは食いついて離さなかった。

			　結局、ヴァルトルーデはユウトの部屋で一緒に寝たことや、あのスイートルームでちょっといい雰囲気になったことを暴露することになった。

			「だが、二人の間に討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を置き、一線は越えなかったのだ」

			「それ、どうなのよ？」

			「困ったものです」

			　頬に手を当てながらアルシアが言うと、本当に困っているように見える。

			「ま、まあ。あ、あたしだって？　勇人の部屋にお泊まりしたことなんかあるし？」

			「アカネさん、未来を見ましょう」

			「ええい、今はユウトのことだろう？　ふと笑顔が陰ることが、何度もあった。なにか悩みがあるのは確かだと、私も思うぞ」

			　再び、話が脱線から復旧する。

			「悩み、ですか」

			「なんていうか、もっと深刻な感じがするのよね」

			　感覚で真実に肉薄するアカネを前にして、アルシアが切り出した。

			「はぁ……。二人が気付いている時点で、私一人が気付かない振りをしても意味もなかったわね」

			「アルシア？」

			「私も、ユウトくんがなにか悩みを抱えていることには気付いていました。ふとした拍子に、気落ちした様子を見せていましたから。それに……」

			　最後まで言わず、左手の薬指にはめたエンゲージリング――感情感知の指輪を見せる。

			「アルシア、だったらなぜ……」

			「良いですか？」

			　と前置きし、アイスティーを飲み干してから、アルシアが名探偵のように事件を解きほぐしていく。

			「ユウトくんが、悩まなければならないような問題。それも、私たちに相談もせずに。そんな相手、一人しかいないでしょう？」

			「……ヴェルガかしらね」

			「ヴェルガだろうな」

			　全会一致。

			　そして、ついに真実の階に足をかけた。

			「この点を問いただして、どう事態が転ぶか分からなかったので静観していたのですが……。二人が気付いたということは、そろそろ限界かもしれません」

			「じゃあ、どうする？　みんなで、勇人に聞いちゃう？」

			「いえ……。私に任せてもらえないかしら」

			「なにか、案があるのか」

			「たぶん、一対一で聞いた方が良いと思うの」

			　ヴァルトルーデに対しては単純に良いところを見せようと、アカネに対しては、転移の先達で大魔術師として弱みを見せない可能性が高い。

			　アルシアは、そう理由を語る。

			「もう一度、ユウトくんのご両親に挨拶をしようと思うの。その時、家に泊まらせていただいてユウトくんと二人きりになり……タイミングを見計らって聞き出すわ」

			　その提案を受け、ヴァルトルーデもアカネも、動作が完全に停止した。ヴァルトルーデにいたっては、呼吸すら忘れているかもしれない。

			　確かに、自分たちでは、素直に話してくれないだろう。ユウトの両親に挨拶というのも今さらだ。ヨナたちが乱入してくる心配がない場所というのも良い。

			　なのになぜ、不安を抱いてしまうのだろう？

			　アルシアの一手。それはまさに、誰にとってもジョーカーに違いなかった。

		

	
		
			　

			４・ユウトの決意

			　

			　婚約者たちから心配されている頃、ユウトはまた別の難題に取り組もうとしていた。

			　ヴェルガは関係ない。ただし、これは彼自身が立ち向かわなければならない問題だ。

			「お友達に、会いたい……ですか？」

			「ああ。最初は、説明のしようもないから黙っていようかと思っていたんだけどね……」

			　泊まっているというよりは借り切っているという錯(さつ)覚(かく)を憶え始めた、滞在中のホテル。そのラウンジで、ユウトは真名に相談を持ちかけていた。

			　山西や鈴木をはじめとする友人たちへ、自分は無事だと知らせたいと。

			「賢哲会議(ダニシユメンド)に止め立てする権利はありませんが、多くの困難が想定されるのはセンパイもご存じでは？」

			　反対と消極的賛成の中間ぐらいのニュアンスで、真名が言う。

			　真っ向から却下しようとしないのはありがたいと、自費なら絶対に頼まない値段が四桁(けた)もするコーヒーをすするユウト。場所代も込みだろうが、味の違いはよく分からなかった。

			「俺も、悪いけど最初は知らせるつもりはなかったよ。父さんと母さんに会って、警察に手を回してもらえば充分だと思ってた」

			　説明のしようがないのは、ユウトも自覚している。真実を語ったら、また別の心配をされることになるだろう。

			　けれど、しばらくは地球で活動することになるから、どこで目撃されるか分からない。既に、隣近所では噂になっている可能性もあった。

			　だったら、先に説明してしまいたいというのもある。

			「ひとつ確認です」

			「なんだい？」

			「センパイにメリットがあるとは思えません」

			「そうかな？」

			　なんにせよひと区切りできるではないか。

			　そう反論するが、真名がポニーテールを振りあっさりと再反論する。

			「センパイは、洗いざらいぶちまけるほど思慮の浅い人間ではありません。まあ、いざとなったらなにをするか分からない人でもありますが」

			「後半、必要だった？」

			「つまり、中途半端な話しかできません。心配をしてくれた人に、そんな対応、センパイが傷つくだけでしょう」

			「そんなに高尚な人間じゃないさ」

			「身辺整理のつもりですか？」

			「う～ん。そう言われると語弊があるけど、自己満足という意味では同じかも」

			　要するに、テスト期間中に部屋の掃除をしたくなる、それと同じことだよと、ユウトは説明した。

			　それに対し、真名はよく分からないと小首を傾げる。

			　これ以上の説明は難しいと、ユウトは沈黙を選んだ。

			　ふと、ガラス越しに外を見る。

			　一歩外に出れば、まだセミが鳴き、陽光が容赦なくアスファルトを照りつけている。遠目には、冥府と化して隔離された公園。あの向こう側は大変なことになったのだが、そんなことは関係なく日常は進む。

			　まだまだ暑そうだ。女子会――その実態は不明だが――に行くと言っていたヴァルトルーデたちは大丈夫だろうか。

			　いや、それよりも部屋に残っているラーシアたちだ。

			　ヨナには携帯電話も渡してある。使い方の練習もした。なにかあれば、連絡してくれるはずだが……。

			　ピアノの生演奏――どんな曲かは分からない――をバックに、静かな時が流れた。

			「分かりました」

			　数分後。考えがまとまったらしい真名が、ユウトの希望に同意した。

			「そうですね。人員を手配しましょう。警察のように見える人間を同伴して、帰ってきたけど詳(しよう)細(さい)は話せないと説明をすれば、深入りすることもないでしょう」

			「……その辺が妥協点かな？」

			「センパイも、あちらのことを広めたいわけではないのでしょう？」

			「それはそうだ」

			　最終的にユウトも同意し、真名は席を立って賢哲会議(ダニシユメンド)の上層部との調整に入った。

			　彼の希望が叶えられたのは三日後。夏休み最後の日。

			　昼前に、真名が、ブルーワーズではわりと見かけるレベルの暴力的雰囲気をまとった男を二人従え、ユウトの下を訪れる。男たちは、本職なのか調達しただけなのかは不明だが、警官の制服を身につけていた。

			　挨拶もそこそこにセダンに乗って、事前に提出したリストに従い、ユウトの友人たちの家を巡っていく。

			　特に仲の良かった山西や鈴木を優先し、後はメールを送ってくれた高校や中学の友人を順番に。不在だった場合もあったが、さすがに夏休み最終日は在宅率が高い。

			　学校にも顔を出し、教師にも少しだけ挨拶ができた。

			　ただ、顔見せしただけで、分かっていたことだが話せる内容は少ない。

			　行方不明になった経緯は話せない。

			　その間、どこでなにをしていたのかも。

			　学校には、たぶん戻れない。

			　電話やメールも、返事ができるか分からない。

			　そう伝えたところ、みんな複雑そうな表情を浮かべていた。

			　無理もない。まるで、表(おもて)沙(ざ)汰(た)にできない事件に巻き込まれ、別れの挨拶だけは許された。そんなふうにしか見えないのだから。

			　それでも、最後は笑顔で別れを告げられた。

			　付き添いの真名から、慰(なぐさ)めもなにもなかったのは幸いだった。

			　出かけたときよりも酷い顔でホテルに戻ってきたのは、夜遅くなってから。

			　事前に打ち合わせでもしていたのか、出迎えてくれたのはアルシアだけだった。

			　無理に笑顔を浮かべ、その横を通り過ぎようとしたとき――

			「ユウトくん、お願いがあります」

			「……なんですか？」

			　彼女が服の裾をつかみ、ユウトを引き留めた。

			　疲れてるから後でと言っても構わない状況だったろう。けれどユウトは立ち止まり、しっかりと聞く態勢に入る。

			　少しだけ悲しそうな表情で、彼女は単刀直入に告げた。

			「ヴァルやアカネさんは抜きで、ユウトくんのお父様やお母様とお会いしたいのだけど」

			「父さんや母さんと会うって……あっ！」

			　ユウトがその意味を理解するまで、数秒。

			　理解した瞬間、一時的にせよ悩みはすべて吹き飛んだ。即座にアルシアに謝る。

			「ごめん。本当にごめんなさい」

			　

			　こんな大事なことを忘れるだなんて。なにが、婚約者だ。

			　そう、ユウトが自分を責めるだろうことはアルシアも分かっていた。

			　だが、同じ傷つくのなら、自分が原因になった方がいい。いや、なりたい。

			　ユウトの事情を完全に把(は)握(あく)しているとは言い難いが、責任感の強い彼が傷ついているのなら、変に慰(なぐさ)めるより別の仕事を与えた方がいい。

			　アルシアも、また、誰かの役に立ちたいという欲求の強い人間だ。だから、ユウトの気持ちはよく分かっていた。

			　

			「というわけで、婚約者の一人、アルねえ……アルシアです」

			「お義父様、お義母様、改めましてよろしくお願いいたします」

			　翌日の夜。

			　夕食時に、ユウトは実家を訪れた。もちろん、婚約者としてアルシアを同伴して。

			　今日の彼女は、ツイードのジャケットとタックスカートというややフォーマルな出で立ち。腰の部分にあしらわれたリボンが、きつさを緩和している。

			「郷に入りては郷に従え、でしょう」

			　ユウトの訝(いぶか)しげな視線――正確には、感情感知の指輪から得た情報――を受けて、歌うように彼女はそう言った。

			　見慣れない、けれどよく似合った服装に、なにか言うべきだろうが、なにも言えなくなる。

			「二人とも、気に入ると思うよ」

			　結局、言葉として出たのは目的には合致しているが的外れな台詞だけ。

			　しかし、アルシアはなにも言わずに微笑んだ。

			「勇人の父、頼蔵だ」

			「母の春子です」

			　父はむっつりと。母は、やや緊張して返答する。

			　この短期間に息子の婚約者と何度も、しかも別の女性と会うなど普通はあり得ない。両親の心労に、ユウトは心の中で土下座する。

			　天草家の愛犬コロは、続けての来客にテンションが上がりすぎて疲れたのか、ひとしきりはしゃいだ後は、ユウトの足下にうずくまっておとなしくしていた。

			「今日はお時間を取っていただき、ありがとうございます」

			「大丈夫よー。ゆうちゃんのお嫁さんだもの。時間なんて、どうとでもしちゃうから」

			「当然だ」

			「でも、お食事の準備は良かったの？」

			　四人が集まるダイニングテーブル。

			　その上には、なんの準備もない。

			「はい。今日は私が」

			「死後の安寧を守護者、神秘の探求者、慈悲深きお方よ。我と我らに、力ある糧を与えたまえ――《祝宴(セイント・フイースト)》」

			　異境の地で、トラス＝シンクは愛娘の祈りに応えた。

			　ダイニングテーブルが光に包まれ、その粒子が実体化し、焼きたてのパン、熱々のポタージュ、新鮮なサラダ、美しく盛りつけられた鹿肉のローストが次々と現れる。

			　続けて、赤ワインにグラス。最後に籠(かご)に盛られた果物が現出し、奇跡は終わった。

			　まさに、魔法のような光景。

			　神術呪文であれば因果の反動(バツクラツシユ)は発生しないようだ。その分、制限はより強いのだが。

			「まあ……」

			　母は、目を丸くして驚いているが、ユウトは気が気ではない。

			　事故が起こったという名目で、今も閉鎖されている無貌太母が降臨した公園。

			　突貫工事で壁が作られ閉鎖されている状態だが、今なお、冥府の環境を保っている。

			　その影響で、周辺地域――同じ市内程度――であれば、ある程度ブルーワーズの神々との交神も可能だ。

			　逆に言えば、第七階(かい)梯(てい)の神術呪文《祝宴(セイント・フイースト)》が限界でもある。

			　無理をしていないかと、隣に座る彼女の手を握ると、予想よりも力強く握り返された。

			　そうして自ら生み出したごちそうを前に、アルシアは言う。

			「既にお聞きお呼びかもしれませんが、私は死と魔術の神トラス＝シンクに仕える信徒にして、領地経営では彼の同僚のような立場にいます」

			「巫女さんみたいな人なのね。それで、ゆうちゃんと職場結婚と」

			「死と魔術の……か」

			　天然に受け入れる母と、苦み走った表情を浮かべる父。

			　頼蔵の気持ちを代弁するなら、これを見せつけられては、受け入れないわけにもいかないといったところだろう。

			「それから、私は目が見えません。この眼帯は視力を補うものですので、ご容赦を」

			「気にする必要はない」

			　なんでもないことだと言うように、頼蔵が告げた

			　アルシアが生み出した食事は、本当に美味しかった。

			　美味い料理と酒は心を溶かし、口を滑らかにする。

			「それで、ゆうちゃんはアルシアさんのどこを好きになったの？」

			「……聞く？　そういうこと聞く？」

			「だって、気になるじゃない」

			　失礼なことを聞くんじゃないと、母親の暴走を止めてくれないか。

			　そう期待して父親を見るが、目を合わせてくれない。諦めろと言っているようだ。

			「一緒にいて、ほっとするところとか。頭がいいから、話してて楽しいとか。それでいて視点が違うから新鮮だとか……」

			「なるほどなるほど。それじゃ、アルシアさんは？」

			「彼と同じです」

			「ずるくない!?」

			　卓上には、アルシアが生み出したワインの他に、春子が出した頼蔵秘蔵のワインも並べられていた。

			　ラベルの有無で、どちらかは一目瞭然。

			　しかし、アルシアには区別がつかないらしく、一瞬、戸惑う。

			「アルシアねえ……アルシア、どっちにする？」

			　当たり前のように気付いたユウトは、自然にサポートしていた。

			　

			　二人の様子を見て、頼蔵の中では自分からとやかく言う気持ちは完全に失せた。

			　最初に紹介されたヴァルトルーデも良い娘だった。お互いに好きあっているのがよく分かる。アカネは言わずもがな。アルシアは、既に年月を経た夫婦のような雰囲気。

			　社会的には、様々あるだろう。

			　常識に照らし合わせれば、明らかにおかしい。

			　だが、引き裂いてどうなるというのだ。

			　本人が望むのであれば、親は応援をする。それだけだ。

			「大切にしろ。泣かせるんじゃないぞ」

			　ただ、親としてそれだけは言わねばならなかった。

			　

			「ふあぁ……」

			　両親とアルシアとの会食をつつがなく終えた後。アルシアも家に泊まっていくことになり、ユウトは先に風呂に入っていた。

			　湯を浴びると、一気に精神が弛(し)緩(かん)する。

			　とりあえず、両親もアルシアのことを認めてくれたようだ。それがまず嬉しい。

			　一時的に悩みも忘れ、気も緩む。

			　だから、気付かなかった。

			「ユウトくん」

			「え？　あぁっ!?」

			　風呂場の押し戸を開き、迷いなく中へ入ってくる美しい影。

			「話があるの」

			　この場で聞こえるはずのない声。

			　いてはならない人。

			　白い裸身にバスタオルを巻いた、綺麗なとしか形容できない女司祭。ユウトの婚約者。大切な女性。

			　振り向くとそこには、少し頬を赤く染めたアルシアがいた。

		

	
		
			　

			５・告白

			　

			「慌てなくても大丈夫よ。ユウトくんがどんな格好をしているか、私には分からないから」

			「いや、ここでどんな格好かなんて、分かり切ってるでしょ」

			「それもそうね」

			　そう言って、彼女は鈴を転がすような笑声をあげた。

			「私も手足以外は隠しているのだから、なにを見られているわけでもないし」

			　とんでもないと、ユウトはぶんぶん首を振る。

			　珍しく――というより初めて見る、髪を上げたアルシア。白いうなじがむき出しになり、比べるわけではないが、ヴァルトルーデにもアカネにもない色気を感じてしまう。
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			　しかも、一般的な分譲マンションの浴室など、大人が複数で入ることは想定していない。そんな場所に、柔肌を晒(さら)したアルシアと二人きり。

			（いや、外には父さんと母さんがいる。父さんと母さんがいる）

			　そうなんとか平静を保つのが、精一杯。

			「恋人や夫婦はこうするものだって、アカネさんから教わったのよ」

			　そう言って、持ち込んだタオルを濡らしてボディソープを垂らしユウトの背中にあてがう。

			　我ながら、大胆な――アルシアも内心では羞恥を感じて心臓も高鳴っていたが、顔色は変えない。変えたとしても、今のユウトでは鏡越しに気付く余裕はない。

			　ユウトも感情が高ぶっている。エンゲージリングがなくとも伝わるその実感に、アルシアは妙な嬉しさを憶えていた。

			　一方、ユウトは混乱の極致にあった。

			　反射的に、出て行くべきか追い出すべきだと結論を下す。しかし、その決定に異論を述べるユウトもいる。

			　向こうから入ってきたんだ、俺は悪くない。

			　善悪の問題じゃない。道義的な問題だ。

			　でも、朱音も同意なんだろ？

			　だからって、親もいるのに。

			　思考が螺(ら)旋(せん)状に積み重なり、結果、ユウトはされるがまま。

			「ユウトくん」

			「は、はぃっ？」

			「今日は楽しかったわ。あなたも、気晴らしになった？」

			「ああ……」

			　ユウトは言われて気付く。

			　昨日まで抱いた鬱屈は、もう消え去っていた。正確には忘れていた、だろうか。完全になくなったわけではない。折に触れて思い出すこともあるだろう。

			　だが、もう過去のことになっていた。

			「でも、話というのは、そのことではないの」

			「……それは、ここでないと、できない話なんでしょうか？」

			　アルシアはすぐには答えず、タオルを背中から肩、腕へと移動させた。そうすることによって一層密着し、声も吐息も近くなる。

			「ヴェルガと、なにがあったの？」

			「なっ……。え？　どうして……」

			　単純な鎌かけ。普段なら平然とごまかしていただろう問い。

			　緊張と弛(し)緩(かん)を繰り返したことで隙が生まれた精神は、それに抗することができなかった。

			「分かるわよ、それくらい。私だけじゃないわ、ヴァルもアカネさんも、どれだけあなたのことを見ていると思っているの？」

			　そんなふうにストレートに言われると、ユウトとしてはなにも言えない。顔が赤くなり、呼吸も乱れる。ただ、浴室内の換気扇が稼(か)働(どう)する音だけが聞こえ、それも徐々に遠くなっていく。

			　もう、ごまかすことはできない。

			　ためらいながらも、ユウトは背後のアルシアへと告白をする。

			「ヴェルガから言われたんだ。俺はブルーワーズに戻るつもりだけど、ヴァルやアルシア姐さんたちみんなと、地球で暮らしたって良いじゃないかって」

			　なぜ、ユウトが両親や友人と離れて異世界へ行かねばならないのか。犠牲になろうとしているのか。

			　どうして、優れた生活環境を捨てて不便な世界で過ごすことが既定となっているのか。

			　ずっと思い悩んでいたからか、言葉はすらすらと出てきた。

			「一理あるところが、憎らしいですね。あの女(め)狐(ぎつね)は……」

			　アルシアは納得しつつも、女帝への怒りを感じているようだった。

			「それで、悩んでいたんですね」

			「まあ、そんなところ」

			　アルシアがユウトの悩みを推測して口にする。

			「そうですね……。スアルムさんのこと、領地経営のこと、戻るべき理由はいくらでもある。けれど、領地に関しては絶対に私たちが必要というわけではないわ。そもそも、半分は押しつけられたようなものですし。それに、スアルムさんだけなら、こちらへ呼ぶこともできるかもしれません。もちろん、戻る手段があるという前提だけれど」

			　床に膝をつきユウトの体を洗いながら、彼女が淀(よど)みなく説明していく。

			　ユウトは良いように翻(ほん)弄(ろう)されていた。

			「そして、神との交神の問題が解決できれば、戻る理由はなくなるわね」

			　大きなところでは、ですが。

			　そう付け加え、アルシアが答えを待つかのように手を止める。

			「でも、リ・クトゥアから連れてきた人たちもいるし、色々やりかけだし……」

			「故郷を、両親を捨ててまでそれに殉(じゆん)じろとは誰も言えません。いいえ、言わせません」

			「アルシア姐さん……」

			「それに、アカネさんのことも考えれば、悩むのも分かるわ」

			「朱音は言い訳にしたくない」

			「まったく……」

			　頑固な……きっとアルシアは、内心そう思っているのだろう。

			「そもそも、ユウトくん。あなた一人で思い悩むことではないわ」

			「……これは、俺の問題だし」

			　ユウトは、拗(す)ねたように口をとがらせてつぶやく。

			「そうね。でも、ユウトくんだけの問題でもないわ」

			「……それは……そう。確かに、そうだ」

			　ユウトが地球で暮らそうと言っても、みんなが受け入れてくれるかは分からない。そんな当たり前のことに気付かなかったなんて。

			「俺はバカだな……」

			「でも、実際はみんな一緒でしょうけどね」

			　恐らく、いや確実に、ヴェルガはユウトと同じ世界を選ぶだろう。確認したわけではないが、確信がある。

			　ヴァルトルーデも、アカネも、アルシアも。そしてヨナも。ユウトとヴェルガだけを残すことなど、決してしないだろう。

			　そうなれば、エグザイルとラーシアも、この未知の世界を新たな冒険の舞台とするだけ。

			「はぁ……」

			　みんな、どんな場所でもそれなりに上手くやるだろう。だから、こっちで暮らすこともできると思った。

			　けれど、そうではない。

			　どこではなく、誰と。

			　そして……。

			「なんだ。結局は、俺がどうしたいかなんじゃないか」

			　水でもかぶって反省したい。

			　そんな気持ちが伝わったわけではないだろうが、アルシアが頭からお湯をかけてくれる。

			「ヴェルガに、きっちり落とし前を付けてくるよ。借りも清算しなくちゃならないし」

			「正直、あまり認めたくないところだけれど……」

			「大丈夫だって。警戒する気持ちは分かるけどさ」

			「良かったわ。お風呂に乱入して押し切っちゃえなんてアカネさんは言っていたけれど、必要なかったわね」

			「……そうかな？」

			「だって、そうでしょう？　私なんかがこんな格好をしても、ユウトくんは喜ばないでしょうし」

			「とんでもない」

			　口にしたつもりはなかった。だが、気付けば声に出していた。

			「そう……なの？」

			「だって、アルシア姐さんに迫られたら、そりゃねえ……」

			　言えない。具体的には言えないが、嬉しくないはずがない。

			「ヴァルやアカネさんではなく、私よ？」

			「いや、自己評価、どんだけ低いの……」

			「でもだって、私なんか嫁(い)き遅れの年増よ？」

			「……はい？」

			　どういうことなのか。わけが分からない。

			「いやいやいやいや。せいぜい、俺の二個か三個上でしょ？　それが嫁(い)き遅れって」

			　例えば、江戸時代では十代で結婚が当たり前。二十を過ぎれば年増扱いだったが、つまり、そういうことなのだろう。

			「地球の……というかこの国だと、めちゃくちゃ若いです。アルシア姐さんの年齢で結婚とか、若すぎて珍しいレベル」

			「なっ……」

			　文化が違う。

			　それで済ませて良いものか分からないが、お互いにカルチャーショックを受けているのは確か。その結果として、アルシアの余裕の仮面がはがれ落ちる。

			「実は、このタオルの下は、今度泳ぎに行くからってアカネさんが選んだ水着というのを身につけているのだけど」

			「そ、そうなんだ」

			「その……ユウトくんは、興味があったりするのかしら？　私でも」

			「それはもう」

			　口にしたつもりはなかった。だが、気付けば声に出していた。

			「そ、そう……なの」

			　アルシアの顔は、先ほど彼女が《祝宴(セイント・フイースト)》で生み出したリンゴよりも真っ赤に染まっていた。羞恥よりは、照れている成分の方が大きい。

			「わ、私はこれで失礼するわ」

			　可能な限り平静を装って、アルシアが浴室を後にする。

			　ユウトは、無言でそれを見送った。

			　そのまま粛(しゆく)々(しゆく)とシャンプーを泡立て、洗い流し、浴槽に身を沈める。

			「まあ、その、なんだね……」

			　この後、同じ部屋で寝るんだよな……。というか、それ以前に顔合わせづらい。なんだこれ。どうしてこんなことになったんだ。

			「おのれ、ヴェルガ……ッッ」

			　ユウトは新たな悩みに身悶えする。しかも、今度は誰も助けてくれない。

			　けれど、それは実に甘美な悩みでもあった。

		

	
		
			　

			６・ツァリーヌ

			　

			　ユウトは指定されたビルの階段を上り、目の前の重厚な扉を躊(ちゆう)躇(ちよ)なく開いた。

			　以前なら、場違いだと気後れしていたはずだ。けれど、ブルーワーズでの経験で、そんな遠慮はなくなった。良いことなのかは判断がつかないが、今回は招かれざる客というわけではない。

			　控えめなベルの音に導かれ、店内へと足を踏み入れる。

			　落ち着いた照明と、シックな内装。

			　十にも満たないカウンター席に、いくつかのテーブル。カウンターの向こうには壁一面に様々な酒瓶が飾られている。典型的なスタイルのバーだ。

			　今はまだ昼間。営業時間外のため、店員の姿はない。

			　だが、女主人は存在した。

			「よう来たの」

			　最も奥のスツールに、しどけなく腰掛ける小さな悪魔。燃えるような赤毛は彼女の情熱を示し、全身を覆(おお)う闇よりも深いドレスはその性質をこの上なく端的に表現する。

			　生来の支配者である彼女は、どのような姿であろうとも、やはり君臨する者であった。

			　否、幼き姿であるからこそ、それが鮮やかに浮き彫りになる。

			　女帝ヴェルガは、異世界でも変わらぬ威厳と魅力をたたえていた。

			「婿殿のために、妾(わらわ)の隣は空けておるぞ」

			「空いてるのは、隣だけじゃないように見えるけどね」

			　そんな言葉を投げかけながらも、ユウトは素直にヴェルガの隣に座る。

			　カウンターの上には、誰が用意したのか二人分のグラスが置かれていた。ヴェルガの前には、煌(きら)めくグラスに注がれた琥(こ)珀(はく)色のウォッカベースのカクテル。

			　ユウトには、一応未成年だと考慮してか、アイスティーのグラスが置かれていた。

			　二人で会いたいと伝えたところ、指定されたのがこのバーだ。賢哲会議(ダニシユメンド)が手配したのか、それとも悪の半神が徴(ちよう)発(はつ)でもしたのか。

			　後者であれば、やっていること自体は責めるべきことだが、彼女にしてはかなり控えめだ。ヴェルガならユウトとの会合のために、街を丸ごと用意しかねない。それが、この小さな店だけで済んだのなら、実に良いことだとユウトは思ってしまった。

			「こういうとき、こちらの人間はホテルを予約しているんだと言うのであろう？」

			「まだ早くねえかなぁ」

			　がっつきすぎだろと、ユウトは笑った。

			　その屈託のない微笑に、ヴェルガは意外そうな。それでいて楽しそうな表情を浮かべる。

			「妾の呪いを解いてしもうたようだの」

			「呪い？　嫌がらせだろう？」

			「好きな相手には、構って欲しいものよ」

			「普通に迷惑だからな、それ」

			「本当に、ただ迷惑だっただけかえ？」

			「いや、自分を見つめる良い機会になったよ……」

			　お陰で、アルシアとあんなことになった……とは言わない。今のヴェルガに同じことをされでもしたら、死ぬしかなくなる。社会的に。

			「それで、結論は？」

			「ブルーワーズへ帰るよ。高校も留年だしな」

			「ほう……」

			　予想外ではない。同時に、期待外れでもない――そう言うかのように小さなヴェルガは、背格好にそぐわぬ蠱(こ)惑(わく)的な微笑を浮かべ、グラスに一口だけ口を付ける。

			　ヴェルガは地球の酒も悪くないどころか、大いに気に入っていた。

			　優雅な香りが鼻(び)孔(こう)をくすぐり、強い酒(しゆ)精(せい)が喉を灼(や)く。

			　ツァリーヌ――女帝。

			　彼女のために作られたようなカクテルだ。

			「よく考えて、そして分かったよ。俺がいるべき場所が。それに、やりたいことがあれば、親元から離れなくちゃならない。両親には悪いけど、それは当然のことだ」

			「随(ずい)分(ぶん)と、吹っ切れたものよ」

			「お陰さまでな」

			　皮肉げに唇を歪(ゆが)め、隣で婉(えん)然(ぜん)と微笑む小さなヴェルガをにらむ。そんなことをしても喜ばすだけだと知っていたが、抗議をせずにはいられない。

			「だいたい、俺が帰りたかったのは、両親に会いたかったから。俺の身になにが起こったのか説明したかったからだ」

			「では、それが済んだ今は未練はないと？」

			「あるさ」

			　ないわけがない。

			　生まれ育った場所なのだから。

			「実際、こっちで暮らすことはできたと思う。でも、色々と不自由になっちまった」

			　警察には手を回してもらい、友達にも会えた。

			　けれど、元行方不明者であることは変わらない。

			　ヴァルトルーデの魅力、アルシアの美貌と異相、ヨナの白髪赤目、エグザイルの巨体、種族が違うラーシア。

			　いずれもごまかすことはできるが、それがずっととなると苦痛を感じかねない。

			「だから、地球には、たまに帰ってくるぐらいで良いのさ」

			　振り返ってみれば、これしかない。当たり前の結論。

			　随(ずい)分(ぶん)と遠回りしたものだと、苦笑してしまう。

			「ふむ。まあ、その辺りはあの忌々しい大賢者の領分であろ」

			　自らの版図ではない土地で、力を振るったヴェルガ。

			　その代償として一時的に半神としての力を失い――いずれ回復するだろうが――十歳にも満たぬ幼女の姿になってしまった。

			　コーエリレナトを送り返し、さあこれからどうしようかというところで、そんな彼女をヴァイナマリネンが襟(えり)首掴んで引きずり回し、ユウトたちとは引き離した。

			　単純に様々な調査に女帝の力を必要としたのか。それとも、なにか配慮をしてくれたのか。

			　ユウトとしては感謝してもしきれないが、普段の迷惑と差し引くと、まだ貯蓄が残っている。

			「それでは、婿殿。お待ちかねの妾の願いじゃが」

			「待ってねえよ」

			　無貌太母コーエリレナトを百層迷宮へと送り返す。その困難なミッションを完遂するため、ユウトは――条件付きだが――なんでもするとヴェルガに約束をし、協力を取り付けた。

			　反(ほ)故(ご)にするつもりはないが、忘れて欲しかったのも確か。

			「子種――」

			「却下」

			「――が欲しいとは言わん」

			「俺が認めてたら、そのまま通してたろ？」

			「まさか。今の体で言われても嬉しくはないからの。だが、妾は婿殿に対して閉ざす扉を有しておらぬのも確か」

			「どっちなんだよ……。いや、どんな格好でも、認めないけどな」

			「乙女(おとめ)心(ごころ)は複雑怪奇ということよ」

			　思わず話の腰を折ってしまったが、そんなことをしても先送りになるだけ。問題解決になんら寄与していないことに気付き、ユウトは改めて先を促す。

			　そして、後悔した。

			「妾と共に、この世界に帝国を築かぬか？」

			「……俺はブルーワーズへ帰るって言ったよな？」

			「聞いたぞ。じゃが、それとこれとは話が別であろ？」

			「その通り。その通りだけど……。いや、そもそも建国なんて無理だろ」

			「あの聖堂騎士(パラデイン)ではなく、妾が相手であれば嘘を吐いても構わぬと？」

			　それはそれで、悪くはないがの。

			　そう、姿は変わってもいつも通りの淫(いん)靡(び)な微笑みで、女帝はユウトを挑発する。

			「婿殿が得意な《反転の矢(サクリフアイス・アロウズ)》。あれで銃弾も反射できぬか、考えたことがないとは言わせぬぞ」

			「……無理だろ。威力が違う」

			「確かに、この世界の兵器の破壊力には目を見張るものがあるのぅ。矛に対するには盾ではなく、また別の矛を揃えねばならぬとは、実に妾好みよ」

			　呵々と笑い、そのままヴェルガは続ける。

			「じゃが、呪文の前に威力が関係あると？　どちらもただの飛び道具であろ？」

			「試す気には、なれないね」

			　ヴェルガの言葉を暗に肯定するユウト。

			　実験をする気は本当になかったが、考えたことがないとも言えなかった。

			「後は、《刀槍からの防御(ウエポン・イミユニテイ)》もあったかの。まともな魔術も知らぬこの世界の軍では、まさに無人の野を征(ゆ)くが如きであろう」

			「呪文を駆使して核でも手に入れて、世界を脅迫でもするつもりか？」

			　不可能だというニュアンスを込めて吐き捨てるが、女帝はそうは思わなかったようだ。

			　我が意を得たりと婉(えん)然(ぜん)と微笑む。

			「この世界は広い。妾が統治した方がマシになる国ぐらい、いくらでもあろう」

			「否定しづらい……」

			「無論、妾であれば選挙とやらで勝ち抜く自信もあるがの」

			「それもだ……」

			　思想や行動は相容れないが、ヴェルガの能力はユウトも認めているし、高く評価している。

			　それを知って、この半神はこう言っているのだ。

			「婿殿が隣におれば、妾の力を正しき方向へ向けられるかもしれぬぞ」と。

			「最悪だな」

			「気に入らぬか。なんなら、一夫多妻を認める法律を作るのもやぶさかではないぞえ」

			「……分かったよ」

			「ほう」

			「お遊びはこれくらいにして、本当の希望を言ってくれ」

			「そちらか」

			　いたずらを見抜かれ、残念そうに嬉しそうに幼きヴェルガは笑う。童女のように、毒婦のように。

			「では、妾は『でぇと』を所望しよう」

			「……デート？」

			　それだけ？　と言い掛けて、ユウトはギリギリでなんとか踏み止まった。

			　デート？　ヴェルガとデート？

			　問題だ。大問題だ。

			「場所は、そうよの。中立地であるし、フォリオ＝ファリナが良いかの。エスコートは、婿殿に任せるぞえ」

			「待った。まだ、受け入れるとは――」

			「だめかえ？」

			　上目遣いで――今の状況なら、そうならざるを得ないが――甘えるように言うヴェルガに、ユウトは動揺する。そして、それに気付いて、さらに狼(ろう)狽(ばい)は深くなる。

			　アイスティーのグラスを両手で掴み、そうすることで赤毛の幼き女帝から視線を外して、強引に思考を切り替えた。

			　最初に受け入れがたい要求を突きつけ、その後、本来の条件を提示する。

			　陳腐だが、それだけに常道。

			　しかも、物騒な世界征服の話に比べたら可愛いものだ。もちろん、そう思った時点で負けなのだろうが。

			　ふと目を横にやる。

			　幼くも淫(いん)猥(わい)な女帝から返ってきたのは、愛(め)でるような視線。

			　こうして悩んでいる時点で、彼女のことを喜ばせている。

			　結局、借りを作った時点で負けなのだ。

			「分かった。ただし、デートだけだからな。それ以上は、なしだ」

			「くふふ。こちらに来て知ったぞ。それは、前振りというのであろう？」

			「ちげえ」

			　誰だ、教えたヤツ。責任者出てこい。

			　そんな言葉を飲み込むため、ユウトはグラスをひと息であおった。

			「ぶはっ。酒じゃねーか」

			「おやおや。妾はアイスティーを用意したつもりだったのだがの。確か、ロングアイランド・アイスティーとか言うたか」

			　紅茶はまったく使用していないが、見た目も味もそっくり。紛うことなく酒だった。

			「酔いつぶれても構わぬぞ、婿殿。ホテルの部屋は予約してあるからの」

			「マジだったのかよ……」

			　本当に油断できない相手だ。

			　その上、ヴァルトルーデたちにも説明しなくてはならない。

			「一難去って、また一難か……」

			　そう思い悩むユウトを肴(さかな)に、ヴェルガはツァリーヌを飲み干した。

		

	
		
			　

			７・狂乱滞在日記

			　

			「へえー。ここが噂の聖地かぁ」

			「まがまがしいオーラを感じる」

			「聖も魔も感じぬが……」

			　マイクロバスから降りて街並みをひと目見た途端テンションが上がったラーシアとヨナへ、正しいが空気の読めない言葉で困惑を表すヴァルトルーデ。

			　まだ人影もまばらな午前中だが、それはブルーワーズの基準。ブルーワーズであれば市でも開かれているような人波が、止めどなく流れていく。

			「この眼帯では把(は)握(あく)しきれないほど巨大な建物が、無数にあるわね」

			「人も多い……」

			　無表情ではあるが、少しだけ嫌そうなヨナ。

			　その肩にアカネが手を置く。

			「大丈夫よ。夏冬の戦場に比べたら、この程度は人混みの内にも入らないから」

			　そう言ってよくわからないフォローをした彼女は、最後のエグザイルがちゃんと出てこれるのか心配な様子だ。

			「むンッ」

			　気合いの声と同時に両手両足を縮ませて、強引に出入り口を通ろうとする岩巨人(ジヤールート)。入れたのだから出ることも可能なはずだが、ボトルシップから船を出すような不可能事に思える。

			「ぐむむ……だあァッ」

			　巨体を斜めにし、無理矢理入り込むようにしてエグザイルが抜け出した。

			「そういや、おっさんはダンジョンでもたまにそんなことをやってたな」

			「仕方あるまい。人間とは違うからな」

			　ようやく、ユウトとその仲間たちは、日本で一番有名な電気街へと降り立った。

			　ここが選ばれたのは、ラーシアとヨナの強い希望にアカネが面白がって乗っかったせいなのだが、ユウトとしても負い目があって止められなかったという面がある。

			「そうだよねー。ヴェルガにはなんでもするって言ったのに、ボクらにはなにもなしとか酷いよ。釣った魚にも餌をやらないと、お刺身にしても美味しくないんだよ」

			「……こっちに来て、うざさがアップしたなぁ」

			「ひどい！　でも、負けない！」

			「報酬とか、そんなつまんないこと言うなよ。俺とラーシアの仲じゃないか」

			「うざっ」

			　というようなやりとりを経て――まあ、出来レースなのだが――希望の場所へ遠征となった。

			　変に目立ちかねないヴァルトルーデ、アルシア、ヨナ、エグザイルにはユウトが《反射変装(リフレクテイブ・デイスガイズ)》の呪文を使用して容姿をごまかしている。

			　今しがた出てきたエグザイルは、ぴったりとしたＴシャツに巨大サイズのバギーパンツという、ラフだがこれ以外にはないという格好。呪文で岩巨人(ジヤールート)特有の肌は隠されているため、なんとか総合格闘家ぐらいには見える。

			　しかし、メンバーが混沌とし過ぎて謎の集団だ。真名に小旗を持ってもらって、本当にツアー客を装った方が良いかもしれない。

			「それでは、昼頃までここで観光です」

			「結構な強行軍よね」

			　予定では、この後、海辺の観光地へバスで移動。そこで一泊することになっている。賢哲会議(ダニシユメンド)という名の旅行会社に丸投げしたので、細かいところはユウトも把(は)握(あく)していない。

			　まあ、上手いことやってくれていることだろう。

			「まずは、本屋にでも寄りましょうか」

			　バスを停めたすぐそこには、塔のような何階建てもある書店があった。

			　来る度に利用しているアカネが、先導してぞろぞろと店へ入っていく。

			　今日の彼女はハイウェストのスカートですらりと長い足を惜しげもなく晒(さら)し、オフショルダーのトップスは肩をむき出しにした大胆な格好。左手の薬指には、幼なじみの少年から贈られたエンゲージリングが燦(さん)然(ぜん)と輝いている。

			　ただ、下品さは欠片(かけら)もなく、スタイリッシュである種の格好良さがあった。

			「本屋か……」

			「字が読めなくても、大丈夫よ。マンガもあるから」

			「文字を憶える教材だと思いなさい」

			「それは、ますます嫌なのだが……」

			　短めの丈のボーダー柄のカーディガンをスリムなデニムと合わせたヴァルトルーデ。玻璃鉄(クリスタル・アイアン)のネックレスはやや浮いているが、それでも身につけてくれているのはユウトとしても嬉しい。

			　なにを着ても似合うのは当然だが、だからといって感動が薄れることもなかった。

			《反射変装(リフレクテイブ・デイスガイズ)》の呪文により、他の人間はそんな彼女の姿を見ることはできない。ユウトは、世界中に自慢したいぐらいだ。もちろん、この地球とブルーワーズの両方の世界に。

			「よっし、ヨナ行くよ」

			「分かった」

			　一方、呪文をかけていないラーシアは大きめの帽子でとがった耳を隠しているだけ。半袖のパーカーにハーフパンツというアクティブな服装のヨナと二人揃うと、仲の良い兄妹のように見えなくもなかった。

			「ちょっと待ちなさい」

			　ヨナの保護者を自他共に認めるアルシアが、膝下まである黒いロングワンピースをひるがえし、アカネを追い越して店へ入ろうとするトラブルメーカーたちを追いかける。

			　袖も長く、彼女の黒髪と合わさるとかなり重たい印象だが、どうもあのユウトと二人で入ったお風呂の一件以来、露出を控えているようだった。

			「うおっ、本がいっぱいだな……」

			「本屋だから」

			　開店したばかりで、人影はさほど多くない。

			　一階は新刊や話題の本が並べられているようで、タイトルも読めないヴァルトルーデだったが、まずその数に圧倒されたようだ。

			　娯楽小説、ビジネス関連、エッセイ、ハウツー、教養。質は別として種類だけで言えば、知の宝庫であるヴァイナマリネン魔術学院の書庫をも凌(りよう)駕(が)するだろう。

			「さあ。上まで行って、見ながら降りていくわよ」

			「本気じゃねえか」

			　久々に大型書店へ来て、アカネもテンションが上がってしまったらしい。ラーシアとヨナは、それに反対する理由もないどころか、積極的に賛成。

			　そうなれば、全体が引きずられてしまうのも仕方ない。

			「軍事関係か。オレは、ここにいよう」

			　そう言って途中で分離したエグザイルは除くが。

			　アカネが目指した七階は、漫画が中心のフロア。

			　早速ラーシアがちょこまかと移動し、平積みになっている人気作品を物色する。

			「このマンガ見て。巨人が襲ってくるんだって。どうする？」

			「上空から爆撃する」

			「まずは、話し合いで解決すべきだな」

			　一見穏当なヴァルトルーデの回答だが、交渉の余地がなければ滅ぼすと言っているので、一方的な殺(さつ)戮(りく)を宣言したヨナと違いはない。

			　そんなヨナたちに、真名は思わずツッコミを入れてしまう。

			「巨人という存在を真面目に戦う相手と想定できる方が、おかしい気がするのですが」

			「内臓がある相手に負ける気がしない」

			「普通に勝てるから仕方ない」

			　だが、効果はなかった。

			　横で聞いていたユウトは、メインツで一掃したジャイアントやボーンノヴォルを思い出して肩をすくめる。そのユウトの視線の先に、手持ちぶさたに佇(たたず)むアルシアがいた。

			　目が見えないのだから当然と割り切って、ヨナとラーシアのお守りを買って出た彼女だが、ユウトからすると、それは少し寂しい。

			「ごめんね、アルシア姐さん」

			「謝られる理由が分からないのだけど」

			　平静そのもので、アルシアは答える。しかし、ユウトに顔を向けていないことだけは、いつもと違っていた。

			　黒のロングワンピースを身につけた彼女は、良い意味でも悪い意味でも周囲から浮いている。

			　けれど、ユウトとしては似合っているから問題ない。

			　ただ、そう本音を伝えるとまた距離を取られそうで難しいところだった。

			「あー。まあ、暇かなって。さすがに、点字の本とかないだろうし。ここが図書館なら別だけど……」

			　そもそも、勉強をせずに読めるものでもない。

			「点字？」

			「目が見えない人のために、こう、でこぼこで文字を表すというか」

			「まあ」

			　そんな物があるのか。そんな物が普及しているのか。

			　想像もしなかった存在に、珍しくアルシアが驚きを露わにする。

			「資料だけでも持ち帰ってみたいわ」

			「そうだね」

			「あー。私ですね、もちろんご用意します」

			　諦めたようにというよりは、すっかり慣れた真名が要望に応えるべくタブレットでメモを取った。実に、アシスタント役が板に付いている。

			　そんな彼女は、「仕事ですから」と言って制服で来ようとしたものの、当然アカネが許すはずもなく、サッカーのユニフォーム風シャツにサーキュラースカートというスポーティとガーリィの融合を目指したファッションで参加していた。

			　アカネ曰く、スニーカーではなく、ヒールを履かせているところがポイントだそうだ。

			　とりあえず、真名のポニーテールとよく似合ってはいた。

			　こうして見ると、女性陣は全般的にアカネの着せ替え人形のようになっている。

			（真名にも、なんかお礼しないとだな。魔道具(マジツク・アイテム)でもプレゼントするか？　でも、なにを作るか）

			　エメラルド色のタブレットを籐(とう)製のバッグにしまう真名を眺めやりながら、ユウトはそんなことを思う。

			　こういうことをするから後で面倒なことになるのだと、彼はまだ気付いていなかった。

			　

			　書店を出た後は駅の方向へ移動することにした。

			　中古のパソコンパーツショップを片手にガード下を通り、自動販売機が密集しているあたりを右折。駅前からさらに、電機量販店と外国人観光客向けにDUTY-FREEを謳(うた)うショップを横目に進んで中央の通りに出る。

			「これって、ボクたちも無税になるのかな？」

			「冷静に考えると、俺と朱音と真名以外は不法入国者だなぁ」

			「どうやっても、強制送還などできませんが。あと、私は入国もしていません」

			「借金は額が大きいほど借り手の力が強くなるみたいな話ね」

			　そのまま歩道を進み、電飾の専門店の辺りで、アカネが思いついたように右に曲がる。思いっきり遠回りしただけだったが、どうやらその先にあるフィギュア専門店へ連れて行きたかったようだ。

			「お人形、いっぱい」

			「ヨナの教育に悪くないか？」

			「大丈夫でしょ。変なのは、そんなにないし」

			「アカネさん、それは本当に大丈夫なの……？」

			　ただ、これも日本の――偏(かたよ)った――文化の一部である。

			　ラーシアは元よりヴァルトルーデも、興味深そうに陳列されるフィギュアを見て回っていた。

			　美少女がこれだけ入店すると、店内の他の客は少し居心地が悪かったかもしれない。

			「なぁ、ユウト。鎧(よろい)など数百年使われていないという話だったが、この娘は身につけているではないか」

			「フィクションだから。リアルじゃないから」

			　指の先には、美少女騎士のキャラクターが剣を振るうポーズを取ったフィギュアがあった。

			　ファンタジーであるヴァルトルーデと並ぶと、なんだか不思議な感じがする。

			「ふうむ。だが、それにしてもこの鎧では太(ふと)腿(もも)も首筋も頭も守れないぞ。どういうことだ」

			「ほら、たぶん、魔力のフィールドがそういう部分を守るから、代わりに動きやすい的なサムシングが……」

			「それなら、重量のある鎧でなくても良かろう」

			「様式美だから！　って、なんで俺が擁護しなくちゃいけないんだ」

			「あたしの代わりに？」

			「朱音のために頑張るのはやぶさかじゃないけど、どうせならもっとまともな内容にしたい」

			　ある程度見て回ったところで興奮状態は脱したのか、今度は冷静に品定めを始める一行。

			　と言っても、買おうとしているのはラーシアとヨナとアカネだけだが。

			「待て、なぜ朱音まで買う態勢に入っているんだ」

			「ひとつお迎えすると、どんどん増えていくのよね……」

			「どういう言い訳だ」

			　茶色の髪の洗練された美少女が、フィギュアを買いあさる。

			　混沌とした状況。ユウトは頭痛すら感じてしまったが、もう、仕方ないと開き直った。

			　だからではないだろうが、無限貯蔵のバッグで持ち帰れば良いと、アカネたちは目に付いた商品をいくつかレジへ持っていき、真名がカードで支払う。

			　後で立て替えてもらった分を、利子をつけて返さなくては。

			　ユウトは無限貯蔵のバッグの中身を思い浮かべ、代価になりそうな物を選びながら心に誓う。

			「値切ろうとしたら、変な顔された……」

			「これってぼったくりじゃないの？」

			「ちゃんとした値段だよ。そういう文化じゃないんだ」

			　ヨナとラーシアの反応は、ユウトも予想していなかった。

			　軽々しく、地球でみんな一緒に暮らすとか言い出さなくて良かったと息を吐く。

			　そんなユウトに向けて、アルシアは微笑みを送っていた。

			　店を出て、再び大通りを歩く。

			「しかし、今じゃわりと当たり前に受け入れてるけど、あの車ってのは凄いよねぇ」

			「でも、ちょっとくさい」

			　行き交う自動車の群れを見て、先頭に立つラーシアとヨナがそんな感想を述べた。

			「俺はそんな気はしないけど、慣れてないと、そうなのかもなぁ」

			「けれど、便利であることは間違いないな」

			「道の整備は大変そうですが……それをやりとげたこの国の経済力と技術力は、凄まじいのひと言です。呪文もないのに」

			「だが、兵を移動させるのにも重要だな。これを見て、ユウトが馬車鉄道を作ったルーツが分かった」

			　予想外に知性を感じさせるコメントを寄せるエグザイルに、そんな大げさなもんじゃないけどと、ユウトは苦笑を返す。

			「わっは。また、紙をもらっちゃった。結構貴重だよね」

			「いや、ただのチラシだから」

			「なんで、アカネやレンみたいな格好をしてるの？」

			　名物であるメイド喫茶の宣伝。

			　それだけならもう珍しくもなんともないが、ヨナの言葉には、ユウトにとって聞き捨てならない情報が含まれていた。

			「なんで、そこでレンが出てくるんだ？」

			「なんでって？　それは、あたしが採用したからよ」

			「まったく。俺の姉弟子になにをしてくれてるんだ」

			　帰るべき理由がまたひとつできてしまった。こんなに嬉しいことはない。

			　そこまで詳しく分かるわけではないが、邪(よこしま)な感情が伝わりアルシアは一人密かに苦笑した。

			　

			　貸し切りのマイクロバスは電気街を離れ、海を目指して高速道路を進んでいた。

			　二時間程度で観光を終えて次の目的地に移動することになったのは、「一撃離脱。午前中で用事を終わらせて帰るものよ」というアカネの持論に依(よ)る。

			「この分なら、一時間ぐらいで到着しそうですね」

			　スケジュール管理を行っている真名が、密かに満足そうにうなずく。スポーティーなファッションもあり、運動部の女子マネージャーという雰囲気もある。

			「馬車よりも速くて、輸送量も多く、休ませる必要もない。やはり、この自動車というのは凄まじいな」

			「ガソリンがないと詰むけどな」

			「飼い葉や水がなければ、馬も走れん」

			　エグザイルのもっともな指摘に、ユウトは素直に負けを認めた。

			「なにを言ってるか分からんが、とにかく便利ということだな」

			　冒険者として色々と耐性のあるヴァルトルーデたちも、時速一〇〇㎞近くで移動する乗り物など初めて。

			　しかも、振動も――道が整備されているからというのもあるだろうが――それほど感じない。座席もクッションが利いていて、エアコンもあり快適。

			「《テレポーテーション》した方が早いし」

			「ヨナ、そこで対抗する必要はないのよ」

			　隣で口を尖らせるヨナの頭を撫(な)で、アルシアはこてんと倒して膝に頭を乗せてやる。慈母のような微笑みだ。

			「アルシアさん、ちょっと表情が柔らかくなった気がするわね」

			「そうか？　アルシアは昔から優しいぞ」

			「ヴァルは、鈍いのか鋭いのか分からないなぁ」

			「私にもどちらか分かりませんが、センパイに言われる筋合いがないことだけは分かります」

			「……俺には、その罵(ば)倒(とう)の意味が分からない」

			「いやぁ、ボクは適切だと思うけどねー」

			　見回しても、ユウトの味方はいない。

			　ラーシアが敵に回るのは良くあることだが、エグザイルにまで熱心にうなずかれたのは正直、ショックだった。

			「ああ、そろそろ海が見えるんじゃないか？」

			「ごまかした。ずるい」

			「大人だからな！」

			「じー」

			　ヨナのイノセントな指摘と視線に抗しきれず、お菓子でも開けてご機嫌を取ろうかと考え始めた頃、誰からともなく歓声が上がる。

			　窓ガラスの先、景色の遠くに青く輝く海が見えた。

			　ブルーワーズでは何度も見ているはずだが、やはり異世界の海は別のようだった。

			　

			「さあ、エグ。一緒に泳ぎに行こうか」

			「ふむ。オレは力任せにしか泳げんぞ」

			「待てって。女性陣の着替えがまだだろ」

			　海――正確には、無人島の砂浜――でビーチパラソルやレジャーシートの設置を終えた男たちは、先に着替えを終えた特権を利用して海に入ろうとしていた。

			　ある港でマイクロバスから降り、レジャーボートに乗り換えて連れてこられたこの島。

			　賢哲会議(ダニシユメンド)が所有する島で、職員の福利厚生や会議に使用するための設備がある。

			　ついでなのかは分からないが、海水浴ができる海岸も整備されていて、今日はユウトたちの貸し切りだ。そのため、変装の呪文もかけ直していない。人目を気にする必要はなかった。

			「なに言ってんのさ。みんなユウトのために着替えてるのに、ボクらがいても意味ないじゃん」

			「そうだ。オレたちはどうするんだ」

			「そんなことはないと思うけどなー。あと、どうもしなくて良い。普通で」

			　反論の声は、長いが弱々しい。

			　一方、エグザイルは迷彩柄の七分丈カーゴパンツ、ラーシアはネイビーブルーのハーフパンツタイプの水着で、海に入る気満々だ。

			「まあ待て二人とも。まずはしっかり準備運動だ。ストレッチして、砂浜を走ろう」

			「往生際が悪いなぁ」

			「お待たせっ」

			　そうこうしているうちに女性陣が着替えを終え、揃って登場した。

			「お、おう」

			　ユウトは振り返り、目の前に広がる光景に思わず言葉を失う。その間に親友であり戦友である二人は海に入ってしまったが、気にしている余裕はない。

			「ゆ、ユウト。あまり見るな」

			「そう言われても……」

			　頬を染め、視線を落とすヴァルトルーデはパーカーを肩からかけていた。そのため全貌は明らかではない。だが、それを残念とは思わない。

			　それよりも、恥ずかしそうにパーカーの裾をにぎってもじもじしているその姿を見られただけで、ユウトは夏という季節に感謝しそうになる。

			「さあ。隠していられるのもそこまでよ。やって、ヨナちゃん」

			「らじゃー」

			　見つめ合う二人をよそに、アカネとヨナが暗躍する……といっても、今のヴァルトルーデは隙だらけ。

			「やぁっ」

			　気の抜けたかけ声とともに、ヨナは簡単に聖堂騎士(パラデイン)から上着をはぎ取ってしまった。

			「うう……。こ、これは露出が過ぎるだろう」

			「手で隠そうとしないのは立派だけど、着てから言っても遅いわよ」

			「他に水着がなかったではないか」

			　それは意外――というべきか、ビキニタイプの水着だった。

			　上下はピンク色で揃えられ、トップスはフリルが三段になっていてとても可愛らしい。もちろんヴァルトルーデの方が可愛いとユウトは確信しているが、それはそれ、これはこれ。

			　ボトムスの横のリボンも、印象的だ。

			　フリルで飾っているのは、控えめな膨らみをカバーするという意味もあるのだが、わざわざ言う必要はないだろう。

			「勇人、どうよ？」

			「よろしいと思います」

			「ん。素直で良いわ」

			　満足げなアカネだったが、彼女もやや思い切った格好だ。

			　黒いワンピースタイプの水着なのだが、胸元がざっくりＶ字に切れていて、大胆に豊かな胸の一部を夏の陽光と視線にさらしている。
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			「ふっ」

			「朱音が勝ち誇っている」

			「じゃあ、あたしの負けなの？」

			「いや、勝ったのは農民だ……」

			　ホテルに缶詰になっている間にみんなで一緒に見た、古い映画の台詞がユウトの口から無意識に出ていた。わけがわからないが、そういうことだ。

			　そんな理性が危うくなって注意力も散漫になったユウトへ近づく影。

			　ヴァルトルーデから奪ったパーカーを放り投げながら、ヨナが背中へ飛びつき、よじ登り、ユウトは強制的に肩車をさせられる。

			　まだ子供の彼女の水着はティアードワンピースタイプで、ヴァルトルーデのビキニよりもフリルが多く、カラフルだ。

			　それが病的にまでに白いヨナの肌と、美しいコントラストを描いている。

			　ただそれは肩車しているため、肝心のユウトからは見えないのだが。

			「ユウト、ふけつ」

			「くっ。そうか、そうだな。大丈夫だ。もう、正気に戻った」

			「なにを言ってるのよ、勇人。まだアルシアさんを残してるのよ。この意味が分かるわね？」

			「なん……だと……？」

			「私は結構ですから……」

			　ヴァルトルーデ同様パーカーで体を隠していたアルシアが、そそくさと真名がいるビーチパラソルへ移動しようとする。だが、それを許すアカネではない。

			「アルシアさん、それ以上は嫌味よ」

			「そうだ。往生際が悪いぞ」

			「ヴァルまで」

			「あの日、誓っただろう。生まれたときは違えども、死ぬときは一緒だと」

			「死ぬほど恥ずかしいのであれば、逃げても良いと思いますよ……」

			　幼なじみの裏切りも、婚約者の大魔術師からの期待の感情と視線に比べれば大したものではない。目は見えずとも、視線には敏感だ。

			　大きく息を吐いてから、アルシアは白い上着を自ら脱ぎ捨てた。

			　普段は法衣に隠された白い肌。あの日、ユウトの前で晒(さら)した手足。

			　その豊満な胸元を覆うのは、肩紐のない筒状のバンドゥタイプのトップス。ライトイエローのビキニは、嫌と言うほど刺激的な肢(し)体(たい)を強調する。

			（バスタオルの下は、ああなっていたのか……）

			　下半身はパレオで隠されているが、それもまた悪くない。

			　身近な女性のあられもない姿に、心臓が早鐘を打つ。頬が、夏の日差し以外の要因で熱くなってくる。

			「盛り上がっているようですね」

			　ユウトと女性陣のコミュニケーションを、一人安全圏から見守る真名。

			　一応、ビーチパラソルの下で水着にはなっているが、レジャー用ではなくフィットネス用の水着。実用的なわりには花柄のデザインで、アカネも認める可愛らしさだ。

			　しかし、それがユウトの注目を浴びることはない。未だ、彼の視線はアルシアに釘付けだ。

			　そんなユウトに、肩の上から冷たい声が投げかけられる。

			「ユウト、ふけつ」

			「くっ。うん。みんな似合ってる。よし、そろそろ海に入ろう。時間も、あんまりないしな」

			「それはそれでどうなのよ……」

			「ユウト……」

			「ユウトくん……」

			　女性陣の気持ちを代弁するなら、露骨なのも嫌だが、そんなふうに流されるのはもっと嫌だといったところ。

			「どうすればいいんだよ」

			　そんな乙女(おとめ)心(ごころ)に翻(ほん)弄(ろう)されるユウトを、海上から草原の種族(マグナー)がニヤニヤと眺める。

			「あっ、このタイミングでユウトに魔法の短杖(マジツクワンド)で《火球(フアイアボール)》を打ち込んでおくべきだった？　こっちには、そういう作法があるって聞いたんだけど」

			「やめとけ、ユウト以外も巻き込むぞ」

			　岩巨人(ジヤールート)のお陰で、ユウトは爆発を免(まぬが)れた。

			　

			「ふむ。むしろ、波がなかなか面白いな」

			「分かってるつもりだったけど、思っている以上だったな。ヴァルのフィジカルエリートっぷりは……」

			　ブルーワーズには海水浴の習慣がないため、川や泉での水泳経験がせいぜい。

			　そのためユウトが基本的な泳ぎかたをヴァルトルーデにレクチャーしていたのだが、クロールも平泳ぎもあっさりマスターしてしまった。

			　元サッカー部のユウトも、決して身体能力が劣っているわけではない。だが、当然ながら上には上がいて、その頂点に位置するのがヴァルトルーデだった。

			「よし。ひとつ、どこまで行けるか確かめよう」

			　浅瀬に戻ったヴァルトルーデが、ユウトに背を向けて沖を見る。フリルで飾られた水着と、覆うものがない背中。後ろ姿だけでも、充分に美しい。

			「あの船まで行ってみるとするか」

			　そんなユウトの賞賛にも気付かず、残念なことに、ヴァルトルーデは一人燃えていた。

			「……気をつけてな」

			　水遊びに飽きたエグザイルは釣りに興じることにし、レジャーボートを沖に出してもらっていた。あの岩巨人(ジヤールート)ならカジキマグロでも自力で釣り上げられるだろうが、残念ながら、この辺りにはいないようだ。

			　その船を目指して、ヴァルトルーデが泳ぎ出す。人魚姫を連想する優美さと、水泳選手のような力強さが同居するフォーム。

			　感心すればいいのか、残念さに頭を抱えればいいのか分からない。ユウトに確かなのは、いつまでも見送っているわけにもいかないということ。

			　踵(きびす)を返して砂浜に戻り、パラソルの下で寝そべるアカネの所へ移動する。

			「泳ぐのに夢中で一時的に羞(しゆう)恥(ち)心(しん)を忘れたヴァルも、それはそれでありだな……とか思ってるでしょ？」

			「それ以上に、水着とかを着る習慣のないヴァルたちに説明して、コーディネートまでしてくれた朱音に感謝してるよ」

			「ふふふ。感謝しなさい。でも、いいのよ。好きでやってるんだから」

			　そう言って上目遣いの視線を向けるアカネの頭を、求めに応じて撫(な)でてやる。

			　さらりとして、まったく引っかかりのない感触。心地よい感触に、これではどちらがご褒(ほう)美(び)をもらっているのか分からなくなる。

			　アカネは、今、どんな表情をしているのか。

			　確かめたいが、下手をするととんでもないことになるかもしれない。

			　結局ユウトは、アカネではなく仲間たちの動向を目で追った。

			　エグザイルは船の上。釣果は確認できないが、大物を釣っている風格はある。その船を目指していたヴァルトルーデは、さらにその先へ。

			　ヨナとアルシアたちは波打ち際で遊んでおり、真名もそれに混ざっている。

			　ラーシアの姿は見えないが……まさか、こっちを観察などしていないだろう。

			「うん。よしよし。でも、これをあたしたち以外にやったら犯罪だからね？」

			「やれねーよ」

			　急に恥ずかしくなり、ユウトはアカネの髪から手を放した。

			　分かればよろしいとアカネはうなずき、ふと表情を真剣なものに改める。

			「それで、ユウトの悩みは解決したの？」

			「アルシア姐さんからは、聞いてない？」

			「ユウトくんが自分で話してくれるでしょって」

			「う～ん」

			　正直に言えば、今さら説明するのは恥ずかしい。けれど、心配をかけたようだし、言わないわけにもいかなかった。

			「ヴェルガから、別にブルーワーズへ戻らずに地球で暮らしても構わないだろうって。なんで、戻るのが当たり前になってるんだって、言われてな」

			「ああ、なるほど。確かに一理ある……。相当、性質悪いわね」

			　胸元に指を入れて水着を直しつつ、アカネが吐き捨てる。

			「ちゃんと答えは出したよ、俺はブルーワーズに戻る」

			「ふうん。それで？」

			「一緒に来てくれるよな」

			「当たり前じゃない。残れって言われたら――」

			「殴られてた？」

			「キスしてたわ」

			「それなら、試しに言ってみれば良かった」

			　そうして二人は笑い合った。

			「さて、気になるところも確認したし、あたしも泳いでこようかしら」

			「俺も――」

			「勇人は、ここでお留守番。ヨナちゃん、今度はあたしと遊びましょ」

			　ユウトに有無を言わせずアカネは走り出し、水辺のヨナへと駆け寄った。アルシアと二言三言話し、入れ替わりにアルシアがこちらへやってくる。

			「お邪魔するわね」

			「は、はい」

			　バスタオルで隠していたあのときよりも、当然、露出は高い。アルシアが胸を強調するビキニとか、どういうことなのか。

			　アカネを褒(ほ)めちぎりたい。

			　それでも、今の方がリラックスしているのは、精神的な余裕が生まれたためか。

			「ごめんなさいね、なんだか意識してしまって……」

			「こっちこそ、軽率な発言を重ねたように思います」

			　水着姿で頭を下げ合う二人。

			　あまりにも奇妙な光景だ。

			　二人もそれに気付いて、同時に顔を上げて苦笑する。

			「なんというか、私が無防備というか先入観に囚(とら)われていたというか。つまり、なにが言いたいかというと、覚悟は決めたわ」

			「俺は、プロポーズの時に決まってた……とも言えないんだよな」

			　アルシアとの関係は、少し急ぎすぎていたのかもしれない。

			　けれど、その足並みもやっと揃えることができた。ある意味ではヴェルガのお陰と言えなくもない。

			（絶対に、感謝なんかしないけどな）

			「だから、私のことを性的な視線で見ても大丈夫よ」

			「いや、そう言われると気後れするんだけど……」

			　しかし、許可が出たと考えることもできなくもない。

			「でも、今はラーシアがいるから、それ以上はダメよ」

			「ラーシア？」

			「バレてたかぁ」

			　ユウトの目の前で、砂が立ち上がる。

			　それはもちろん、比(ひ)喩(ゆ)であり、無機物が起立するはずもない。単純に、砂の中に潜ってこちらを窺っていたというだけだ。

			「なにやってんだよ……」

			「それはこっちのセリフだよ。いちゃいちゃいちゃいちゃし出したから、からかってやろうって待機してたのに、なんで真面目な話ばっかりなんだよ。ボクを窒息死させるつもりなの!?」

			「とりあえず、真紅の眼帯でしか見破れない隠れかたをしている時点で、重罪ですよ？」

			「逃げるッ」

			「待てよ」

			　脱(だつ)兎(と)の如く走り去る草原の種族(マグナー)。ユウトはあわてて追いかけようとしたが、なんで砂浜で追いかけっこするカップルみたいな真似をラーシアとやんなくちゃいけないんだと、一瞬でやる気が失せてしまった。

			「とりあえず、普通に遊ぼう」

			　よく考えたら、ヴァルトルーデの泳ぎの練習に付き合った他は、海に入っていない。

			「アルシア姐さん、行きましょう」

			「……喜んで」

			　ユウトの手を取って立ち上がるアルシア。そのままヨナたちと合流し、一時間ほど海水浴を楽しんだ。

			　ちなみに、スイカ割りの用意もあったのだが、ヴァルトルーデが、どれだけ平衡感覚を失わせても正確に位置を特定して真っ二つにしてしまったため、別の意味で盛り上がってしまった。

			　日が傾いてきた頃、そろそろ島の中央にある宿泊施設へと移動しようという運びになる。

			　荷物を無限貯蔵のバッグへ放り込んでいるとき、真名がふと思い出したように言った。

			「宿泊施設には、温泉もありますよ。露天風呂です」

			「温泉……」

			　それは、誰のリアクションだったか。

			　ユウトだったかもしれないし、ユウトだけでなかったようにも思える。

			　世間では既に夏休みは終わっていたが、この旅行は、まだ終わらない。

			　

			「いやー。日焼けした体に染みるなぁ」

			「まったくだな……」

			「おまえら、もう少し異世界人らしくできないのか……」

			　貸し切り状態の露天風呂に浸(つ)かる草原の種族(マグナー)と岩巨人(ジヤールート)という光景に、ユウトは思わず言いがかりにも近い苦言を呈してしまった。

			　温泉を気に入ってくれているのは素直に嬉しいが、同時に、それで良いのかという思いが消えない。

			　頭にタオルを乗せたエグザイルなど、あまりにも溶け込みすぎているからなおさら。

			「でっかいお風呂って良いねぇ」

			「ラーシア基準なら、大抵でっかいぞ。それに、ファルヴの城塞のもこんなもんだろ」

			「いやいや。こんなふうに海を眺めながらなんて風情があって良いねってことだよ」

			「風情まで語るのか……」

			　思わず、暮れなずむ空を見上げてしまった。後頭部がごつごつした石造りの湯船に当たるが、気にしない。

			　昼と夜の狭間の時間。徐々に海へ沈んでいく太陽は、ラーシアの言うとおり風情がある。

			　ただ、二人の反応は、ファンタジーの世界観へ深刻な影響を与えようとしているのではないかという不安もぬぐえなかった。

			「ユウト、どうせならあっちでもこんな施設を造ったらどうだ？」

			「エグザイル、それイイ」

			「温泉は、その辺の地面を掘ったら出てくるってもんじゃないんだぞ？」

			「やるなら、うちのに山の辺りを調べさせて、湧き出ている場所を探させるぞ」

			「さすが族長」

			「ラーシアだって、悪の組織の首領じゃないか」

			　少しひりひりする肌を気にしながら、ユウトがそう指摘する。

			　しかし、エグザイルまで乗り気なのは意外だった。確かに、思わず眠ってしまいそうなほど気持ちいいが……。

			「それもそっか。なら、海側はうちの若いのにやらせようかな」

			「ラーシアが乗り気すぎる」

			「いやほら、玻璃鉄城(クリスタル・アイアン・キヤツスル)で娯楽は金になるって分かったからね」

			「もし閑(かん)古(こ)鳥(どり)が鳴くようだったら、俺たち専用にしても良いだろう」

			　ぐいと乗り出してきそうな大小の男二人に迫られて、ユウトも考えを改める。ここまで言うのであれば、ブルーワーズでも受け入れられる可能性がある。

			　ファンタジー世界で温泉。

			「面白そうじゃないか」

			　それに、疲労もなにもかも溶け出してしまいそうなこのお湯の気持ちよさに比べたら、文化がどうこうなどという心配など些(さ)細(さい)なことに思えてきた。

			「おっ、ユウトの悪巧みが始まりそうだね」

			「まずは温泉を掘るところからだけど、源泉を人海戦術で探すのと同時に、使えそうな呪文がないか調べてみよう。こういう方面だと、自然崇拝者(ドルイド)が得意そうなんだけど、コネがないから、そこも伝(つ)手(て)を頼ろうか」

			　頭に乗せていたタオルで顔を拭いてから、湯に深く身を沈めて体をリラックスさせる。それでいて、思考だけは動かし続けた。

			「温泉が出たと仮定してだけど、優先的に、そこまで馬車鉄道を引いて物流を確保しよう。そして、どうせなら街にしてしまおうか。憩(いこ)いを提供する街だ。もちろん、それだけだと来てもらうのが難しいから、珍しい食べ物とか……カジノみたいな娯楽を提供すべきかな。湯(とう)治(じ)を強調するのも良いか。アルシア姐さんに協力してもらう必要があるかな」

			「カジノ系は、ボクの専門分野だね」

			「健全経営だぞ。後はそうだな……。慰安旅行推進のため、社員旅行や町内旅行を提案して補助金出すとか、修学旅行で行かせるのも良いな」

			「後半はよく分からんが、ユウトが悪巧みしているのはよく分かった」

			「失礼な」

			　ただ、財力を動員して強引に普及させようとしているだけだ。

			「お金の匂いがするね」

			「王都とかフォリオ＝ファリナとか、金を持ってそうなところから客を呼べたらもっと良いんだけどなぁ」

			「オレは、休める場所があればそれで良かったのだが……」

			　微妙な温度差が生まれたような気がするが、深くは考えないことにする。

			「ということはつまり、ユウトは帰るつもりで良いんだよね？」

			「……ああ。少し、迷ってたけどな。っていうか、気付いてたのかよ」

			「逆に聞くが、隠しているつもりだったのか？」

			　急な話題転換。なんとか冷静に返答はできたが、恥ずかしさに、温泉へ潜りたくなる。

			　マナー違反だからやらないが、思わず顔は背けてしまった。

			「まあボクはどっちでも良かったけどねー。エリザーベトも、まさかこの世界までは追って来れないだろうし」

			「言いつけるぞ」

			「や、やってみれば良いさっ！」

			「ラーシア、いいから座れ」

			　興奮したラーシアが露天風呂の中で立ち上がったのをエグザイルが制し、肩を掴んで座らせる。

			「というか、ラーシア先生は、そろそろ同じ草原の種族(マグナー)のお相手とか見つからないんですかね？　あの法律が、俺が自分のために作ったみたいな感じになって、世間体が悪いったらないんですが……」

			「か、帰ったら本気出すから。見てなよ！」

			「上手くいけばいいがな……」

			　

			　男湯が修学旅行の男子たちのようなノリになっていた頃、女湯の方もかしましいことになっていた。

			「う～ん。やっぱり、温泉は良いわね」

			　アカネが露天風呂の中でぐっと背伸びをすると、それに伴い胸が突き出て強調され、やや白濁した湯が波紋を生み出し揺れた。

			　真名がその様子を見つめている。その後、ヴァルトルーデの胸元へも視線を落とし、もう一度アカネの方を見て、そして大きく息をついた。

			　気にしていないふうを装っているものの、わずかながら真名の視線が険しい。

			「ん？　どしたの？」

			「私からはなんとも……」

			　持つ者のグループに入る、というよりは、その最上位に位置するアルシアは曖(あい)昧(まい)な微笑みでやり過ごした。長い黒髪を上げてうなじを露わにした彼女からは、そんな表情を浮かべるだけで色香を感じる。

			　アルシアのその反応で、アカネも気付いた。

			「あー。まあ、勇人はそういうのあんまり気にしないわよ？」

			「それは、こまる」

			　未来は無限大のヨナが、真顔で落胆の言葉を口にした。さっきまで、泳ごうとして怒られていたとは思えない。

			「十年でアルシアを越える予定だから」

			「たまに、ヨナの前向きさがまぶしく思えることがある」

			　本気で感心しているとヴァルトルーデは言って、湯をすくい白い肌に滑らせる。

			　沈みゆく陽光に照らされ、女神のような美しさを惜しげもなく晒(さら)した。

			　一糸まとわぬ姿となっても、否、だからこそ彼女の美しさはさらに輝く。過去の偉大な芸術家たちが、ヴァルトルーデに出会うことなく死んだことを心の底から後悔するほど。

			　その肢(し)体(たい)はひと目で脳を打ち抜き、理性をとろかせ、ただ幸福感を憶える。

			「でもねー。あたしからすると、ヴァルの方が反則みたいなものよ」

			「私ほど、法と常識に則(のつと)って生きている人間はいないぞ」

			「存在自体がよ、存在が」

			「正直なところ、私もそう思います」

			「マナまで!?」

			「収入が多いと、税金も多い。そういうものですよ」

			　アルシアのもっともなコメントで、ヴァルトルーデが不承不承自らの不利を認める。そのふくれっ面ですらユウトからすると心を撃ち抜いてあまりあるので、存在が反則というアカネの言葉も根拠がないわけではなかった。

			「それに、アルシアさんもスタイル良いじゃない。あたしも、美容のため冒険者になった方が良いのかしら……」

			「美容のためにやっていたわけではないのですが」

			　無茶なことを言うアカネに、アルシアが苦笑する。

			「だが、冒険者はともかく、ユウトから女としてみられているのはアルシアだろう？」

			「そ、そんなことはないと思うけど……」

			　そんなふうに、ある意味油断していたからか。ヴァルトルーデからの指摘に、露骨に動揺を見せてしまうアルシア。

			「今日の服装が、珍しかっただけでしょう？」

			「この前、おじさんとおばさんに挨拶に行って以来、なんか空気感が変わった気がするのよね」

			「アルシア、ずるい」

			　ヨナまで加わった止まない追及に耐えかね、アルシアは顔を背ける。その格好のまま、大胆な言葉を口にした。

			「末席とはいえ、婚約者の一人なのだから。その、そういうのも、ある意味当然なのでは？」

			「おー。やるわね、アルシアさん」

			「うん。アルシアが前向きなのは嬉しい。それと、別に順番とかはないぞ」

			　彼女の開き直りを揶(や)揄(ゆ)することなく、運命共同体の二人は、むしろ祝福する。

			「皆さん、仲が良いのですね」

			　意外だったといった雰囲気で、真名が言う。

			　デリカシーには欠けるが、こんな話題を出しても大丈夫だと判断した上でのことでもある。

			「ハーレムなど、もっとギスギスするものかと。センパイに、それだけ包容力があるのでしょうか」

			　包容力があるという推測には当事者全員が内心首を傾げたが、質問への回答はシンプルだ。

			「私はヴァルのおまけのようなものですし」

			「ヴァルと勇人の間に割り込んだみたいな立場だもん」

			　やや濁った温泉に浸(つ)かりながら、アルシアとアカネはあっけらかんと言った。

			　そうなると、鍵を握るのは一人に絞られる。

			　全員の視線が、ヘレノニアの聖女へと集まった。

			「アルシアもアカネも、大切な仲間だ。そんな相手とユウトを取り合うなど、できるものか」

			「そういうものですか」

			「それに……」

			　夏の日差しに晒(さら)されても染みひとつできる気配のない肌を赤くして、ヴァルトルーデが湯の中へ語りかけるかのように下を向きながら言った。

			「ユウトは、私が一番だと言ってくれている。それで充分だ」

			　全員の感心したような声に、自分がどれだけ恥ずかしいことを口にしたのかヴァルトルーデは気付いた。

			　彼女は口の中で言葉にならない言葉を発しながら、そのまま顔を半分温泉に沈めてしまった。

		

	
		
			　

			８・休暇の終わり

			　

			「さて、二人がベッドで寝るってことで良いか？」

			　食事も終え――バーベキューだった――後は寝るだけとなり、部屋に戻ったユウトたち。

			　当然、部屋は男女で分かれている。

			　そこで、ユウトは浴衣を着て音楽を聴いている二人に問いかけた。

			「ん？　なに？」

			「いや、二人がベッドを使うよな？」

			　賢哲会議(ダニシユメンド)の施設といっても、部屋は一般的なホテルや旅館とそう違いはない。

			　ユウトたち三人が割り振られたのは和洋室という、洋室のベッドルームと和室が併設された部屋だった。

			　豪華さという意味では今まで使っていたスイートルームに数段劣るが、冒険者生活が長い彼らにとってはなんの問題もない。むしろ、精神的には過ごしやすいぐらいだ。

			　しかし、草原の種族(マグナー)と岩巨人(ジヤールート)が携帯音楽プレイヤーを使用している図というのは、なんとも言えず味わい深い。

			「なに聞いてるんだ、二人とも」

			「なにって。よく知らない」

			「だが、こっちの曲は魂に響くな」

			　イヤホンを外しながらそんなことを言う二人に近づき、外したそれを耳に挿す。

			　ロックでも聴いているのか。そんなユウトの推測は、外れた。

			「これは……」

			　演歌だった。しかも、こてこての。どこで手に入れたのか、どこで知ったのか。そもそも、いつの間に携帯音楽プレイヤーを買ったのかという疑問もあったが、すべて吹き飛んだ。

			「なんていうか、こう、未来の音楽って感じがするね」

			「歌詞の意味は、朧(おぼろ)気(げ)にしか分からんがな」

			　ブルーワーズで音楽と言えば、クラシックに近い宮廷音楽か吟遊詩人の歌。それに、収穫祭で演奏されるノリとリズムだけの曲ぐらいのもの。

			　そういう環境であれば、演歌でもエッジの立ったものに聞こえるのかもしれない。

			「まあ、気に入ったんなら良いけどよ……」

			「それで、なんの用？」

			「ああ……。俺が和室で寝るから、二人はあっちのベッド使えよ」

			「やだ。床で寝てみたい」

			「物好きな」

			「オレも、こっちがいいな」

			「おっさんまで？」

			　ラーシアは怖いもの見たさと珍しさだろうが、エグザイルにはちゃんとした理由がありそうだ。そう考えたユウトは事情を聞く。

			「ん？　オレの体では小さすぎるだろう」

			「……確かに」

			　どうやら特別に用意してくれたようで、エグザイルでもなんとか着れる浴衣は用意されていたのだが、ベッドまでは無理だった。

			「無理矢理ベッドをくっつければいけるかもしれないけど」

			「それなら、布団だけ何枚か敷いた方が早いだろう」

			「なるほど」

			「というわけで、ベッドルームはユウトだけってことで。誰か連れ込んでも、ボクらは気にしないよ。気付かない振りをするよ」

			　ラーシアが、いたずらっ子のように笑う。

			　釣られて、ユウトも笑う。

			　二人で、指を指して笑い合う。

			　ユウトは、無言でラーシアの頭を叩いた。

			「ひっでー」

			「自業自得だ」

			「今のは、ラーシアが悪いぞ」

			　さすがに見過ごせないと思ったのか、エグザイルがラーシアをいさめる。

			「ユウトがそんなことをするわけないだろう」

			「そうだそうだ」

			「来させるんじゃなくて、自分から行けば良いんだからな」

			「そっかー」

			「なに、このもてあそばれてる感」

			　旅先で変な解放感でもあるのか。いつもよりノリが軽い。

			「まあ、夫婦なら当然のことだ。うちも、そろそろ生まれるしな」

			「ああ、そうなんだ。それはおめでとう」

			「跡(あと)取りかー。これで部族も安泰だね」

			　だから、エグザイルのその告白も、一瞬聞き流しそうになってしまって。

			「えええええええええええっっっっっっ!?」

			「どどどどどーいうことーーーーっっっ!?」

			「声が大きいぞ」

			「おっさん、マジかよ？」

			「なにそれ、初耳なんだけど。新情報なんだけど」

			「スアルムも早く欲しがっていたしな」

			「そうなんだ……」

			　言われてみれば当然なのだろうが、やはり突然で驚いてしまう。その波が引くと、今まで黙っていたのは、自分の悩みのせいだったのではないかという疑惑が頭をもたげる。

			　いや、それで正解なのだろう。

			「まあ、おめでとうだよな。とりあえず、戻ったらなんかお祝いしないと」

			「おめでとう。でも、エリザーベトに知られたら、どうしよう……」

			「悪いが、ラーシア。そこは諦めてくれ」

			　一時の恐慌から脱したユウトたちは祝福の言葉を口にするが、変に盛り上がったためか、まだ頬が熱い。

			「少し、外に出てくる」

			　夜風に当たろう。

			　というよりは、もう少し冷静になろう。

			「先に寝てて良いから」

			　そう言って、ユウトは親友二人を置いて部屋から出ていった。

			　

			「外に出たのは、失敗だったか……」

			　砂浜に出たユウトは、早速後悔をしていた。いや、建物から出た瞬間に、後悔は既にしていたのだが。

			　暦の上で八月は過ぎていても、夏の暑さは一向に収まる気配がない。夜になって、より一層の蒸し暑さがじりじりと彼の体力を削っていく。風でもあればましなのだろうが、完全に凪(な)いでいて、それも期待できない。波の音と海の香りだけが、酷暑を和らげてくれる。

			　これでは、昼間はあんなに盛り上がった砂浜に誰もいない物悲しさなど感じる余裕もなかった。

			　結局、空調の効いた室内が一番だ。

			　そんな身も蓋(ふた)もない結論を出し、かといって出てすぐには戻れないと、どうでもいい葛藤を繰り広げていたところ――

			「ユウト」

			　夏の海で、浴衣を着た女神に出会った。

			「ヴァル、奇遇だな」

			　なんの変哲もない。旅館ならどこにでもある、白地に紺色で植物の模様を描いた浴衣。

			　にもかかわらず、ヴァルトルーデがそれを身につけたというだけで、もう目を背けることができなくなる。

			　わずかに覗くうなじ、繊(せん)手(しゆ)、くるぶし。

			　ショートカットを上げてピンで止めた髪型は、普段の清純で気高い彼女の印象をそのままに、匂い立つような色香も付加することに成功していた。

			「うむ。アカネが化粧講座を始めたので、逃げてきた」

			「逃げることはないだろう」

			「そうは言うがな、『男は化粧なんてしなくて良いと言うけど、それは無理。でも、そんな好みに合わせるため、化粧をするのと同じぐらい時間と手間をかけて綺麗を作れることはできるわ。そして、ここに完全なすっぴんで完(かん)璧(ぺき)に可愛い人がいます』などと言われては、居心地が悪いにもほどがあるぞ」

			　怒っているわけではなさそうだが、その扱いには同情してしまう……のは、女の子の大変さを理解していないからなのだろう。

			「そういや、うちの母さんが出かけるときの準備も時間かかってたよな。それは、そういうことなのか」

			「私は、なにもしていないと言うのに」

			「だからなんじゃないかなぁ」

			　そんな話をしながら、二人は連れだって砂浜を歩く。

			　こんな格好で座るのはどうかと思ったからであって、波の音をＢＧＭにデートをしたかったからではない――はずだ。

			　二人の距離が時折近づき、不意に離れる。

			　そんなことを繰り返しながら、けれど帰ろうとはしなかった。

			「そういや、浴衣を着て大丈夫か？　苦しかったりしない？」

			「やや心(こころ)許(もと)ないが、問題ない」

			　水面に映る月のように神秘的で、それでありながら手を伸ばせば届く場所にいるヴァルトルーデ。しかも、そこに手を伸ばせるのは自分だけだ。

			　彼女は誰のものでもない。

			　それは分かっていても、独占欲が満たされる。その優越感に抵抗するのは難しかった。

			「そういえば、エグザイルのおっさんのところに子供が生まれるらしい」

			「本当か!?」

			「さっき、本人から聞いた」

			　驚きに、ヴァルトルーデが思わず立ち止まる。二歩ほど先行してからユウトも歩みを止め、振り返った。

			「黙っているとは、みずくさい……。しかし、そうか……」

			　色々と、思うところがあるのだろう。夜空を見上げ、感慨深そうに目を瞑(つぶ)った。

			「次は、私たち……か？」

			「あ、ああ……」

			　どうも、この方面ではヴァルトルーデやアルシアの後(こう)塵(じん)を拝することが多い。ブルーワーズと日本の環境の違い。そう言ってしまえばそれまでだが、いつまでも日本の常識で考えてはいけないのだろう。

			（俺も、しっかりしないとな）

			　そう決意するものの、懸(けん)案(あん)があった。

			「だが、まずは帰らねばならん」

			「……同じことを考えてたよ」

			　彼女は嬉しそうに微笑むと、砂浜をスキップして、二人の距離を一気に縮めた。

			「本当に、良いのだな？」

			　アルシアかアカネから聞いたのか。それとも、自ら答えにたどり着いたのか。

			　ユウトの悩みを、決断を改めて問いただす。

			「もう決めたよ。俺はブルーワーズで生きる」

			「そうか……」

			　断言するユウトに背を向けて、か細い声で応じるヴァルトルーデ。

			「ユウト。私はな、嬉しいんだ」

			　振り返って、喜びを言葉にする。けれど表情は硬く、今にも泣き出してしまいそうだった。

			「ユウトが私を、私たちを、私たちの世界を選んでくれて、本当に嬉しいんだ」

			「当然だろ。ヴァルが気に病むことなんてない」

			「だが、ユウト。私は、ユウトになにができるだろう？」

			「ヴァル……」

			「故郷を、普通の生き方を捨てさせてしまったユウトに、私はなにができるだろう？」

			　鬼気迫るヴァルトルーデの告白に、ユウトはたじろいでしまう。

			　しかし、それは一瞬。

			　生真面目な彼女を包み込むような微笑みを浮かべ、言の葉を紡(つむ)いだ。

			「なら、俺を幸せにしてくれ」

			「ユウト……？」

			「俺が地球よりもブルーワーズを選んだことを後悔しないよう、選んで良かったと思えるよう、幸せにしてくれ」

			　ヴァルトルーデは笑った。

			　泣き出しそうな表情で、けれど嬉しそうに笑った。

			「代わりと言っちゃなんだけど、俺もヴァルを幸せにするから」

			　ユウトは素直な気持ちを言葉にする。

			「ユウト……ッッ」

			　これ以上の言葉は不要だった。

			　月光が二人を照らす。

			　波の音が、二人を祝福する。

			　影がひとつに重なる。

			「話はまとまったな」

			　突如鳴り響く大音声。

			　ぱっと弾かれたように離れる二人。

			　声がした方向を仰(あお)ぎ見ると、砂浜へと降りる階段に、厳(いか)つい禿頭の老人が、髭(ひげ)をなでながら佇んでいた。

			「ジイさん!?」

			「ヴァイナマリネン!?」

			　大賢者、叡(えい)智(ち)の守護者。そして、傍若無人な老人。

			　なぜここにいるのか、ヴァルトルーデのみならずユウトの思考まで停止する。見られていたという羞(しゆう)恥(ち)心(しん)も、どこかへ吹き飛んでいた。

			「あの白い嬢ちゃんを連れて、儂の部屋まで来い」

			「ジイさんの部屋？」

			「なんだ、知らなかったのか！」

			「なにをだよ？」

			　いちいち大声で言うヴァイナマリネンに顔をしかめながら、ユウトは聞き返した。

			「儂らも、同じ場所で泊まっとるぞ」

			「聞いてねえよ！」

			「今聞いたな。ブルーワーズへ戻る算段をつけるぞ」

			　そう一方的に言い捨てて、大賢者は踵(きびす)を返す。

			　その後ろ姿――今になって気付いたが、浴衣姿だ――を呆然と見送りながら、ユウトはつぶやく。

			「夏休みも、終わりか」

			　遊ぼうと思えばいくらでも、それこそ、ずっとそうすることもできただろう。

			　けれど、ユウトは笑っていた。

			　休暇は終わる。

			　だが、これから始まるのだ。

		

	
		
			第４章

		

	
		
			　

			１・大賢者の計画

			　

			　大賢者ヴァイナマリネンが、ブルーワーズ帰還の手段について語る。

			　その宣告を受けた直後から、ユウトは大忙しだった。

			　まず、ヴァイナマリネンは同じ施設にいるということだが、部屋番号などなにも聞いていないのだ。

			「なにが大賢者だよ。死ねばいいのに」

			「聞かなかった私たちにも、落ち度はあるだろう」

			　今になって恥ずかしくなったユウトを、ヴァルトルーデがなだめるという珍しい役回り。だが、彼女の顔は喜びに輝いていた。

			　それはそれとして、ヒントもなく探し回るわけにもいかない。ヨナを回収すると同時に――すでに眠そうだった――真名にも確認したが、彼女も知らず、逆に驚かれてしまった。

			　最終的に、ユウトがヴァイナマリネンへ巻物(スクロール)で《伝言(メツセージ)》を送り、事なきを得る。

			　仲間たちにも事情は説明し、とりあえずユウト、ヴァルトルーデ、ヨナの三名で大賢者の下へと赴(おもむ)くことになった。

			　ユウトが考え、ヴァルトルーデが決断する。

			　彼らは、いつもそうやってきたのだ。

			「ジイさん、入るぜ」

			　ホテル特有の蛍光灯の柔らかな光。独特の空気。

			　それを感じながら、ユウトは鍵のかかっていないドアノブを回す。

			　それほど広くない三和土(たたき)にはスリッパが二つ。ユウトは意識が朦(もう)朧(ろう)としているヨナを背負ったままスリッパを適当に脱ぎ捨て、ヴァルトルーデがそれを整理してから上がる。

			「まるで親子のようだな」

			「俺たちの子供にしては、でかすぎんだろ」

			「私たちの子だと!?」

			　部屋へ入るなり交わされる軽口に、不意打ちを受けたヴァルトルーデが狼(ろう)狽(ばい)する。

			　だが、部屋の奥にいる第三の人物に気付き、即座に彼女が真剣な表情に切り替わった。討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)が手元にないことを悔やむ様子を見せるが、だからといって一歩も引くつもりはないといったところか。

			　それを面白そうに眺めた大賢者は、意地の悪い微笑みを浮かべながら、緑茶をすすった。

			「ジイさん、馴(な)染(じ)みすぎだろ」

			　その場にいたもう一人について、ユウトは半ば予想していたため、表だってはなにも言わない。反応しても、喜ばせるだけだからだ。

			「まあ、その辺に座れ」

			　典型的な旅館の和室だ。がっしりとした和風のテーブルに、座椅子。その一角に陣取る、浴衣姿のヴァイナマリネン。

			　似合いすぎている。ヤクザの親分のような風(ふう)貌(ぼう)と風格を醸(かも)し出していた。

			「知の求道者たるもの、郷に入っては従うのが当然であろう」

			「その知の求道者様が、適当な嘘を言って良いのかよ……」

			　背負っていたヨナを座椅子に座らせながら、ユウトの視線は部屋の隅に重ねられた荷物へと注がれていた。

			　黒い、有名な家電量販店の紙袋。それが、堆(うずたか)く積まれている。無限貯蔵のバッグに入れておけばいい物を外に出しているということは、ツッコミ待ちなのだろう。

			（子供かっ）

			　と思うものの、この老人と子供に違いなど、年齢ぐらいしかありはしなかった。

			　窓際にいるもう一人も含めれば、その証明には充分だろう。

			「具体的な話をする前にだ。なんで、ヴェルガがいるのか。説明してくれるんだろうな？」

			「婿殿は、相変わらずつれないのぅ」

			　言葉ほどには傷ついた様子もなく、窓際にいた小さな女帝がくっくと喉の奥で笑う。

			　広(ひろ)縁(えん)の椅子に座りウィスキーを傾けるその姿は、まさに支配者と呼ぶにふさわしい貫禄。

			「邪魔立てするつもりであれば、容赦はせぬぞ」

			「こんな形の妾は丸腰で充分と？　試してみるかえ？」

			　浴衣を着たヴァルトルーデと、いつもの漆黒のドレスを身にまとった、しかし子供の姿をしたヴェルガがにらみ合う。

			　だがどうにも、二人が矛を交えるにはこのシチュエーションは締まりがなさすぎた。

			「ねむい……」

			「ジイさん、今回の話にはヴェルガも絡んでるんだな？」

			「そうでなければ、そこら辺をほっついとった女帝を連行などせぬわ」

			「ヴァル、話だけでも聞こう」

			「……分かった。後回しにしてやる」

			「それはこちらも同じよ」

			　一人の男を巡って、相(あい)容(い)れない二人が争う。ラーシア辺りが「いやー。男冥利に尽きるね」などと言い出しそうな状況だが、当事者からするとたまったものではない。

			「向こうへ戻らねば、婿殿との『でぇと』の約束も果たせぬ。それまでは、休戦でよかろう」

			「……やはり、今すぐ雌雄を決するべきだな」

			「そこは、ちゃんと説明するから。後、ジイさんも止めろ」

			「小僧の身から出た錆(さび)だろうが。儂に押しつけるでないわ」

			　呵々と、放任どころか焚(た)きつけるようにヴァイナマリネンが笑う。

			「ねる！」

			「あー。もう、ヨナのためにも争いごとは抜きだ。とっとと終わらせるぞ」

			　もう関わらないぞとユウトは座椅子にどかっと座り、聖堂騎士(パラデイン)と悪の半神を順番に見やる。

			　それで、二人とも矛を収めた。

			　ヴェルガは広(ひろ)縁(えん)の椅子から動かず、ヴァルトルーデはユウトと女帝の間を遮(さえぎ)るように座椅子へ腰を下ろす。

			「婿殿は、子(こ)煩(ぼん)悩(のう)であったか」

			「ユウトは、子供に優しいのだぞ」

			「だが、その割に今の妾に懸(け)想(そう)する様子がないとは……。解せぬ」

			「ジイさん、頼む……」

			　困った様子のユウトを愉快そうに見やってから、ヴァイナマリネンはおもむろに口を開いた。

			「まず、そうだな。今のところ、この地球という世界は、不安定ながら安定しておる」

			「良くも悪くも、コーエリレナトがいなくなってからは現状維持って感じか」

			「そういうことだな。ブルーワーズからのモンスターの流入は、ほぼ止まっておる。一方、不可侵であったはずの次元境界線の揺らぎは、未だ回復の兆しはない」

			　まずは、ユウトが休んでいた間の調査結果からのようだ。

			　知りたかった情報でもあり、ユウトは熱心に聞き入った。

			「無貌太母の顕(けん)現(げん)による部分的な冥府化が、その原因か？」

			「そうであるとも言える、あるいは無関係かもしれん」

			「どっちだよ」

			「最大の要因は、幾度も世界移動が繰り返されたことだな」

			　最初にユウト、次にアカネ。

			　その後、ユウトとヴァルトルーデが《星を翔る者(インターステラ・ウオーカー)》で移動し、止めにコーエリレナトの侵入。

			　頻度もそうだが、最後は規模も極めつけ。確かに、異常をきたしても不思議ではない。

			　堤防で洪水は防いだ。

			　しかし、その堤防は未だ修復されていない。

			　そんなところだろうかと、ユウトは当たりを付ける。

			「では、その次元境界線とやらを修復すれば良いのか？」

			　浴衣では、あぐらはかけない。

			　慣れない座り方で裾を気にする素振りを見せながら、ヴァルトルーデが言う。

			「愚かよの。それでは、帰れなくなるであろ」

			「むっ」

			　よりによってヴェルガから一刀両断され、ヴァルトルーデは鼻白んだ。そんな表情でさえ美しいのだが、今はそれを賞賛している場合ではない。

			「確かに、ヴェルガの言うとおりだな」

			「ユウトまで……」

			「言葉の正しさと、発言者は無関係だ」

			「その通りよ。讒(ざん)言(げん)を容(い)れる度量なくば、為(い)政(せい)者(しや)とは言えぬ」

			「そんなに大げさな話ではないけどな……」

			　広(ひろ)縁(えん)で幼くして淫(いん)猥(わい)な微笑を浮かべるヴェルガから視線を外し、ユウトは、誰よりも存在感のある浴衣姿の大賢者へ問いかけた。

			「じゃあ、どうするんだ？　ブルーワーズへ戻ってから復旧できるものなのか？」

			「できるはずだ。しかし、儂は別の手を考えておる」

			　当ててみせい。

			　そう髭(ひげ)を揺らして笑う大賢者。

			　試されているのは業腹だが、ここで分からないと答えてバカにされるのはもっとごめんだ。

			　完全に寝てしまったヨナの髪をなでながら――それをショーウィンドウにかじりつく子供のように見つめる婚約者には気付かなかったことにして――思考を進める。

			　現実の手段はいったん忘れる。考えるべきは、あの老人の意図。

			「できるできないは別として、ある程度不安定なまま、安定させる。つまり、特別な方法や機器を知っている、使える者だけが行き来できるような状態にする」

			　思いつくまま、取り留めもない思考を言葉にする。

			　完全な断絶はユウトの本意ではない。そして、それはヴァイナマリネンも同じだ。それは、あの積み上げられた家電製品――恐らくパソコンとその関連の機器だろう――からも明らか。

			　その一方、無制限の交流も大賢者の意向からは外れるはずだ。

			　大航海時代におけるヨーロッパの植民地事業には不快感を露わにしていたし、今の地球とブルーワーズの大規模な交流はデメリットの方が大きいと感じているはず。

			「理想は、俺たちとジイさんが個人的に使える程度。地球側からは、賢哲会議(ダニシユメンド)の関係者が、俺たちの承認を受けて来られるくらい。こんなところか？」

			「まあまあだな」

			　ヴァイナマリネンが、そう合格点を出した。

			「なにやら悪巧みをしておるが、それでは妾に利益がないのぅ」

			「当然だ」

			　ヴァルトルーデが睨(にら)みつけながら、今度は逆に一刀両断にする。

			　しかし、ヴェルガがここにいる以上、彼女の力が必要ということ。無条件で協力を求めるというわけにもいかない。

			「なにを言うか。ふたつの異なる世界があるのだ、混じり合わせた方が楽しかろう」

			　硝(しよう)煙(えん)と弾丸と魔術がぶつかり合い、人と亜人とモンスターの死体が重なり合う。血と泥(でい)濘(ねい)がすべてを覆い尽くし、科学と幻想が混じり合う。麗しき混沌の世界。

			「想像するだに素晴らしいではないか」

			「理解できんな」

			　決して、相(あい)容(い)れない二人。

			　その争いを止めたのは、ある意味で元凶である大賢者ヴァイナマリネンであった。

			「そこの小僧と逢い引きの約束をしておったであろう」

			「それがなんと？　よもや、『でぇと』ひとつで、これも受け入れよと？」

			「その時、そこの伯爵の嬢ちゃんや眼帯の嬢ちゃんたちの尾行も監視もなしにしてやろう」

			「ジジイーーーーッッッ」

			　密かに、ヴァルトルーデたちの説得用にユウトが考えていたプラン。それをあっさり潰されて、思わず絶叫する。膝の上のヨナがびくりと身じろぎした。

			「ほう、ほうほうほう」

			　嬉しそうに楽しそうに赤毛の女帝が淫(いん)蕩(とう)に笑う。

			「なにをするか分からぬが、その条件で引き受けるとしようかの」

			「戻ったらすぐ始末を。いやしかし、それでは信義に……」

			　底なし沼の上に蜘蛛の巣をかけられた。

			　そんな絶望感を憶えながらも、他に提示できる条件がなくては這い出すこともできない。

			「……仮に、その条件でヴェルガに協力してもらうとして。ジイさんは、なにをどうするつもりなんだ？」

			　妥協した、あるいは諦めたユウトの視線を受け、ヴァイナマリネンが鼻を鳴らす。

			「そこの伯爵の嬢ちゃんにも分かるよう、簡単に言うぞ。この次元境界線を儂らの都合が良いように保つため、管理者を置くつもりだ」

			「管理者……？」

			　そんな都合の良い存在がいるのか？

			　ヴァルトルーデは当然、ユウトにも心当たりはない。

			「小僧も、否、ここにおる者は皆知っておるはずだぞ」

			「……まさか」

			「やはりのぅ」

			　そのヒントで、ユウトもヴァルトルーデも気付く。

			「次元竜(クロノス・ドラゴン)ダァル＝ルカッシュ。あれを管理者とするぞ」

			　浴衣の大賢者は、そう宣言した。

			　

			「それは不可能だろう！」

			『次元竜(クロノス・ドラゴン)ダァル＝ルカッシュを世界間の管理者とする』

			　その言葉へ、真っ先に反応したのはヴァルトルーデだった。当然だ。他ならぬ彼女たち自身が全知竜と矛を交え、ユウトがやっとのことで死に追いやったのだから。

			　しかも、絶望の螺旋(レリウーリア)に触れて完全に消滅した。アルシアでも、蘇生させることはできない。

			「別の次元竜(クロノス・ドラゴン)を探して協力してもらう……というわけじゃないんだよな？」

			　それはユウトもよく分かっている。

			　聞き間違えないだろうが、別の可能性を確認せずにはいられない。

			「儂も他の次元竜(クロノス・ドラゴン)の居場所は分からん。探すことはできるだろうが――」

			「説得もしなくちゃならないとなると、時間がかかりすぎるか」

			　次元境界線の均(きん)衡(こう)も、いつまで保つか分からない。不確定要素がある以上、あまり悠長にはしていられないのだ。

			「小僧なら、儂の計画が分かるはずだぞ。なにせ、元凶だからな」

			　面倒だから、そっちに聞け。

			　そう言い捨てて、お茶請(う)けの煎(せん)餅(べい)をかじる大賢者。

			　傲慢にして無責任だが、不思議と不快感はない。人徳、ではないだろうが。

			「ユウト、どうなのだ？」

			「なかなかに興味深い謎よの」

			　ヴァルトルーデとヴェルガ――善と悪の象徴から同時に視線が注がれた。

			　それだけでプレッシャーを感じてしまうが、見られても困る。

			「そう言われても、心当たりなんて……」

			　立て続けの無茶な要求。元凶と言われても、なにかをやった憶えはない。

			　ユウトは無意識に、すやすやと眠るヨナの白い髪を撫(な)でていた。シャンプーやリンスが良いのか。それとも、アカネがなにかやったのか。絹糸のように滑らかで、触り心地が良い。

			（待てよ、ヨナか……）

			　不意に撫でる手が止まる。

			　ヨナの小さな唇から不満の声が漏れて再開するが、意識は別のところにあった。

			（なぜヨナが必要？　なにをやらせるつもりだ？）

			　どの超能力(サイオニツク・パワー)を使わせようというのか。《エナジーバースト》のように単純な超能力(サイオニツク・パワー)であればいくらでも代用が効くのだから、独自の超能力(サイオニツク・パワー)なのだろう。

			（そうなると……。いや、ちょっと待て。全知竜じゃなくて、次元竜(クロノス・ドラゴン)？）

			　論理的な筋道はなかった。少なくとも、ユウト本人は意識していない。けれど、様々な知識が統合され、ひとつの閃きを形成する。

			　それは勘と呼ばれるものだった。

			「過去に行くのか？」

			　突飛な。けれど、これしかないという答え。

			「落第は免れたといったところか」

			「採点辛えな」

			　言葉とは裏腹に、ユウトとヴァイナマリネンはお互い人の悪そうな微笑を浮かべる。

			「別に、その寝とる白い嬢ちゃんの《リウィンド》で過去に飛ぼうというわけではないわ」

			「そりゃそうか。無理だよな。減点は、そこか」

			　どうやら、間違った前提で答えにたどり着いてしまったようだ。それでも、真実は真実。

			「うむ。時空のずれ。それを利用する」

			「ずれ……。こっちとあっちで時間の進みかたが違うっていう。元々、そういう関係じゃなかったのか……」

			　そうなると、元凶は確かに自分だろう。

			　思わず、ユウトは納得してしまう。同時に、アカネから重大な情報を得ていたにもかかわらず、まったく気にしていなかったことを深く反省した。

			「俺の最初の転移。そこを基準にすると、一年半から二年弱のずれが生じているわけだ。つまり、そのずれが発生している要因を修正、あるいはそのずれに巻き込まれなければ、ブルーワーズへ戻った先では主観的な過去になる……と？」

			「その通りよ。ゆえに、ダァル＝ルカッシュは生きておる」

			　だが、その時点ではすでに狂える全知竜となっているはずだ。それをどうにかする手段として、ヨナの力が必要なのだろう。

			　そう思考を進めるユウトの傍らで、頭上に疑問符を浮かべている聖女が一人。

			「……どういうことだ？」

			　ヴァルトルーデは話について行こうと頭を働かせるが、まったく理解できていない。

			「ダァル＝ルカッシュが死ぬ前の時間に世界転移して、どうにかして正気に戻して、その後、次元境界線をどうにかしてもらうんだよ」

			「そんなことが、本当にできるのか？」

			「さてな。じゃが、この二人が、婿殿ができるというのであれば、そうなのであろ」

			「当然よ」

			「でもよ、ジイさん」

			　限定的とはいえ過去の改変。

			　なんらかのデメリットや反動があるのではないか。ユウトはそう不安を憶えるが、再びヴァルトルーデが首を傾げる。

			「アルサス王子を吸血鬼(ヴアンパイア)から引き戻した際には、なにもなかったではないか」

			「……それもそうか。アルサス王子の黒歴史が増えたぐらいだな」

			　あれは不幸な事件だったと、ユウトは瞑(めい)目(もく)した。止めを刺したのはラーシアとエグザイルだから、俺は悪くないと言い訳しつつ。

			「こう考えてみれば良い」

			　ヴァイナマリネンが次の煎(せん)餅(べい)を豪快に噛み砕き、嚥(えん)下(げ)してから喋(しやべ)るために再度口を開く。

			「今までほとんど関わりのなかった、ふたつの世界がある。それらが偶然接触することで、その間に渦のようなものが生じた。それは時に干渉し、遠ざける効果を持つ」

			「その渦に巻き込まれたから、行き来するときに時間のずれが発生した。つまり、それが起こらないように世界移動すれば、生きたダァル＝ルカッシュに遭遇できると」

			　イメージであり、たとえ話。実態は異なる。

			　けれど、イメージが重要なのが魔術でもあった。

			「なるほどの。その転移に妾の力を必要とするわけじゃな」

			　広(ひろ)縁(えん)から、先回りした女帝の淫(いん)猥(わい)な声が響く。

			「俺の《星を翔る者(インターステラ・ウオーカー)》じゃ難しいよな。次元門でも開くか？」

			　渦を突っ切るチューブみたいな感じでと、身振りを交えてユウトがイメージを伝える。

			「ふうむ。じゃが、まずは妾が回復せねばいかんともしがたいのぅ」

			「ちなみに、どうやったら元に戻るんだ？」

			「そうよの、婿殿の口づけを――」

			「どうせ、嘘なのだろう!?」

			「くふふ。からかい甲斐がないのぅ」

			　飼い主を守る忠犬のように、女帝を威(い)嚇(かく)するヴァルトルーデ。仲良くなどできないのだから当然だが、話が進まない。

			「だが、真であると言うたらいかがする？」

			「なっ」

			　がたんと座椅子を倒してヴァルトルーデが立ち上がる。その音と振動で、眠っていたヨナが不機嫌そうに声を上げた。

			「許さぬ。許さぬが、万が一そんなことになっても、私たちで上書きしてやるぞ」

			「するー」

			　寝ているはずのヨナが、絶妙なタイミングで寝言を発する。しかも、手まで挙げて。

			「起きてるんじゃないだろうな？」

			「…………」

			　返事はない。だが、なんとなく笑っているように見える。

			　追及しない方がいいだろう。今は。

			「とりあえず、ヴェルガ。どれくらいでやれそうだ？」

			「無貌太母の冥府に籠(こ)もり、一週間もあればどうにかなろう」

			「それ、今まで冥府にいれば、とっくに戻れてる計算じゃないか……」

			「なんと無体なことを。こんなに面白き世界を見物もせずに籠もっておれと？」

			「できれば……」

			　とにかく、タイムリミットは決まった。

			「戻る算段は、ジイさんとヴェルガに任せて構わないな？」

			「そのつもりだぞ。その代わり――」

			「分かってる。狂える全知竜ダァル＝ルカッシュを次元竜(クロノス・ドラゴン)に戻す方法は、俺が考えるよ」

			　まずは、短時間にせよあの全知竜に正気を保ってもらう必要がある。そのためには、ブルーワーズに存在しない文物を用意し、一時的にでも全知から解放しなくてはならない。

			　問題はまだある。

			　全知を自称したダァル＝ルカッシュ。

			　そのドラゴンが諦めた、正気に戻すという試みを成功させねばならない。

			　その鍵は、ヨナの超能力(サイオニツク・パワー)にある。

			　そしてそれは、全知竜が知り得なかった方法でもあるのだ。

			「なんだか、もの凄い無理難題に思えるのだが？」

			「まったくだな」

			　ヴァルトルーデの感想にユウトはそう応じたが、悲壮感はどこにもない。

			　笑ってさえいた。

			「もう、考えがあるのか？」

			「ああ。全知竜を次元竜(クロノス・ドラゴン)にする方法は、見当がついてるよ」

			「本当か？　こんな短時間に？」

			「元々、アイディアはあったからな。ダァル＝ルカッシュに否定されて実行できなかったけど」

			「さすがユウトだな」

			　ヴァルトルーデは心から感心しているようだった。

			　そして、それはヴェルガも同じ。

			「婿殿の神(しん)算(さん)鬼(き)謀(ぼう)は健在であるな」

			「的外れでなければいいがな」

			「少しは信頼しろ、ジジイ」

			「しとらんかったら、この話に混ぜとらんわ。それで、自信はあるんだろうな？」

			「さあ、やってみないとね」

			　やる気がないわけでも、かといって気負いもなく。あくまでも自然体で受け流す。

			「ちょっと真名に準備してもらわなくちゃいけないんだけど、あっちにいた頃から気になってたことがあるんだよ。それで、たぶんいけると思う」

			　ユウトは、淡々と請け負った。

		

	
		
			　

			２・帰還の刻

			　

			　久しぶりに足を踏み入れたその地は、やはり禍(まが)々(まが)しい悪の霊気で満ちていた。

			　風は生暖かく。もっとはっきり言ってしまえば気持ち悪く、どこからともなく怨念のこもった呻(うめ)き声を運んでくる。大地は固く冷たく、生命の暖かさを完全に拒絶する。

			　かつて遠くに見えていたビルの明かりは壁によって遮(さえぎ)られ光は届かず、外界は昼間にもかかわらず天は暗闇に覆われていた。

			　無貌太母コーエリレナトの顕(けん)現(げん)により、冥府と化した空間。

			　その非常識に耐えかね、世界が放(ほう)棄(き)した見捨てられた土地。

			「でけえな、これ」

			　その中心に、環状列石(ストーンサークル)がそびえ立っていた。

			　ひとつひとつがエグザイルよりも大きく分厚い巨石を組み上げ、鳥居のような形になった組石が配置された外縁部。それよりもさらに大きな石をいくつも並べて円環を形成する内周部。

			　イギリスから移築してきたと言われたら、信じてしまいそうな偉(い)容(よう)だ。

			「無骨であるが、ここまでの規模となると壮麗なものよの」

			　白い善の魔術師であることを示すローブに、高校の制服。いつもの格好――つまり、戦闘服を身につけたユウトへ、ヴェルガが感心したように言う。

			　今の彼女は、宣言したとおり元の姿に戻っていた。妖艶で、淫らで、そして美しい。

			　二人の距離は、手を伸ばせばつなげるほど近く、決してそれが果たされぬほど遠かった。

			「今回限りの使い捨てだがな」

			　これほどの儀式場を作り上げておきながら、ヴァイナマリネンは消耗品だと言い切った。

			　だが、そうせざるを得なかった理由もある。

			　ブルーワーズと地球の間の次元境界線に横たわる時空の渦動。ユウトが提示した、それを突っ切るようにチューブ状の道を造るというイメージ。

			　ただでさえ、まったく異なる宇宙に依拠するふたつの世界をつなげるだけでも困難なのに、ただ移動するだけでは意味がない。

			　そのため、ヴァイナマリネンは、この冥府にわだかまる悪の霊気をも利用する巨大な儀式焦点具を用意した。

			　魔力を根こそぎかき集め、門を開き、ヴェルガが道を作る。

			　その後、ここは魔力が一切存在しない絶魔領域(アンテイマジツク・スフイア)と化すだろう。ゆえに、使用回数は一回だけ。一緒に移動できる人数も限られる。

			「俺の《星を翔る者(インターステラ・ウオーカー)》とは正反対の思想だな。今にして、ジイさんにダメ出しされた理由が心から理解できたぜ」

			　外観だけなら今すぐ世界遺産に指定されても不思議はない巨石建造物を前にして、ユウトはしみじみと反省の言葉を口にする。

			　全部やろうとするから破(は)綻(たん)する。分割しろ、手助けを求めろ、優先順位を決めて切り捨てる覚悟をしろ。あの呪文の巻物(スクロール)を見せたとき、大賢者はそう言いたかったのだろう。完全に正論だと、苦笑しか出ない。

			「よく分かんないけど、ユウトはすぐお金つかいまくるし、なんでも自分でやろうとするし、その割に人使いが荒いから。お世話が大変」

			　アルビノの少女がユウトの背中を這い上りながら、そんな台詞を口にした。

			　言われている当人を除けば、実に微笑ましい光景だ。

			「うむうむ。小僧は果報者だな」

			「心の底から否定してぇ」

			「それは、ムリ」

			「どうでも良いから、とっとと別れを済ませてこい」

			「……別に、今(こん)生(じよう)の別れってわけじゃないんだが」

			　両親とも別れは済ませている。もちろん、コロとも。特に愛犬との別れは断腸の思いだったが、連れて行くわけにもいかない。

			　そのため、ヴァイナマリネンの言う別れとは、いつもの仲間たちに対するものだ。

			　今回は、次元門(ゲート)の制約もありごく少数で行くと決めていた。

			　ブルーワーズへと赴(おもむ)くのは、ユウト、ヨナ、ヴァイナマリネン、ヴェルガのみの予定だ。ユウトが絶対の信頼を置くヴァルトルーデも連れて行かない。

			　ヨナを背負ったまま、見送りに来た彼女たちの下へ歩み寄る。

			「真名、迷惑かけたな」

			「本当です」

			　きっぱりと肯定し、鋭い瞳でユウトを見つめる。

			　けれど、すぐに表情を和らげ、可(か)憐(れん)な唇を微笑の形に変えた。

			「色々ありましたけど、楽しくはありました。常識が軽く崩壊しましたが。こんな、常識をあざ笑うような場所で言う台詞ではありませんけど」

			「うん。色々ごめん」

			　なんだかんだと頭が上がらない関係だが、こういうのも悪くない。たまに見失ってしまう常識を示してくれる羅針盤のようだ。

			「勇人、なんか悪そうな顔してるわよ」

			　そう、ちょっとほのぼのしていたら、幼なじみから不本意な指摘を受けてしまった。

			「してねえよ。というわけで、ちょっと行ってくる」

			「軽いわねぇ。もうちょっと、なんかないの？」

			「別に、深刻になるようなことじゃないし」

			「だいじょうぶ、アカネ。ユウトはしっかり守る」

			「うん。ヨナちゃんがいるなら安心ね」

			「俺の信用度はヨナ以下か……」

			　ただ、ヨナがいてくれたお陰で気が軽くなったのは確か。

			　だから、ヴァルトルーデとも平常心で向かい合うことができた。

			「ユウト……」

			「ヴァル……」

			　二人の間に言葉はない。

			　ここに至るまでの一週間。ユウトとヨナだけがまず戻ることは、みんなで何度も話し合って決めたこと。

			　それでも、ヴァルトルーデは討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を腰に差した完全武装でここにいた。

			　不測の事態が起これば、いつでも代われるように。

			「まあ、ちょっと行ってくるよ」

			「ああ。私たちは、待っているぞ」

			　透明感のある笑顔で、ヴァルトルーデはユウトを送り出した。

			　それとは対照的に、アルシアは心配顔。

			「ユウトくん、本当に……」

			「そんな顔をされると、困るんだけどな」

			　ユウトは頭をかこうとして……ヨナが邪魔で果たせず、中途半端に手を挙げた状態で固まってしまった。

			　とりあえず、ヨナは背中から下ろしておく。

			　それにしても、アルシアがこういう反応をするとは思ってもみなかった。

			　たぶん、最近の彼女は弱くなっている。

			　でも、それはきっと良いことだ。

			「アルシア」

			「え？」

			　ユウトが名前を、名前だけを呼び、不意を打つかのようにして唇を奪った。柔らかく、甘い、いつまでも触れていたくなる唇。

			　苦労して一瞬だけの接触に止め、何事もなかったかのように離れる。

			　驚きに、アルシアが固まった。

			「次に会ったときは、アルシア姐さんからしてもらおうかな」

			「もう……。知りません」

			　背を向け、どこへでも行ってしまいなさいと拗(す)ねるアルシア。だが、恥ずかしがっているだけで怒ってなどいないのは、誰の目にも明らか。

			「ユウト、ナイス」

			　傍らに立つヨナも讃(たた)えてくれたので、問題ないはずだ。もっとも、また背中をよじ登られたし、ヴァルトルーデやアカネの顔を見る勇気はなかったが。

			　残るラーシア、エグザイルとは、目を合わせて手を打ち合わせるだけ。

			　ただ、ラーシアとは身長の問題があり、エグザイルの怪力で打ち下ろされる掌には思わずバランスを崩してしまった。

			「英雄、色を好む。婿殿の世界のことわざ通りであるな」

			　一応は、空気を読んだのか。仲間たちとの別れを済ませた後に、ヴェルガが話しかけてくる。

			「どっちでもねえよ」

			「だいじょうぶ。ユウトはハーレム系だから」

			「味方がいねぇなぁ」

			　ヨナにまで裏切られて――彼女としては、その方がチャンスが広がるので都合が良いというだけなのだが――少しふてくされながらも、ユウトはストーンサークルの中心へと移動を開始する。

			　すでに、ヴァイナマリネンはいくつもの宝石を砕いて複雑な文様の魔法陣を描き、神話級ドラゴンの皮膜や《瞬間移動(テレポート)》などの巻物(スクロール)を灰にしたものといった貴重な素材を惜しみなく使用して、その魔法陣を起動する準備を進めていた。

			　残る成否は、ヴェルガの双(そう)肩(けん)にかかっている。

			「いかがした、婿殿。妾をそのように見つめて。もしや、押し倒したくなったかえ？」

			「俺をどういう人間だと思ってるんだ」

			「妾はいつでも構わぬのだが」

			「いつでもは止めとけ。俺が心配する筋合いじゃないが」

			「ほほう。確かに、安い女と思われるのは業腹であるな」

			「そういう意味じゃないんだが」

			　否定をしているのに、ヨナがぽかぽか頭を叩いてくる。だが、子供の前でする話ではなかったと、甘んじて受け入れた。

			「では、始めるぞ」

			　こちらの状態は斟(しん)酌(しやく)せず、ヴァイナマリネンが佩剣を魔法陣の中心へと突き立てる。

			　同時に、そこへと体が引き寄せられるような感覚に襲われた。

			　周囲から魔力が集められ。否、もっと強引に奪われ、外縁部の鳥居のような組石群で渦巻き、撹(かく)拌(はん)、精錬され中心へと集まっていく。

			「《覚醒(アウエイク)》」

			　大賢者が魔剣を引き抜くと同時に、闇を身にまとったかのような悪の半神が秘跡(サクラメント)を発動した。

			　目覚める。

			　次元門が、異世界への扉が生まれた。

			　文字通りの意味で。

			　一〇メートルはあろうかという巨大な門。その頂点には黄金の冠が輝き、扉に当たる部分には切れ長の目と半月状の口が存在していた。

			　背後で旅立ちを見守るヴァルトルーデたちからも、驚きが伝わってくる。

			　現れた扉の瞳は恭(うやうや)しく閉じられ、エグザイルでも丸呑みにできる口が厳かに開く。

			「ご下命を、マイ・エンプレス」

			「次元竜(クロノス・ドラゴン)ダァル＝ルカッシュの下へ。次元の渦を貫通し、正しき時間軸にて踏破せよ」

			　世界を渡るため悪の半神が選んだのは、次元門を使用して世界移動をする秘跡(サクラメント)を発動すること――ではなかった。

			　彼女は、次元門そのものを魔法生物として創造した。

			　使い捨て。この世界移動のためだけに生み出された限定された命であるにもかかわらず、この名もなき門の魔法生物は創造主に忠実だった。

			「承知いたしました」

			　姿に似合わぬ紳士的な声。

			　それを発すると同時に、大きく扉が開く。

			　そこで、ヴェルガは限界を迎えた。

			　彼女の妖艶な肢(し)体(たい)が光に包まれると、それが徐々に小さくなり、幼女の姿を取る。それだけなら、ユウトにとってはある意味で見慣れた姿。

			　けれど、バランスを崩して倒れそうになったのは予想外。

			　反射的にユウトが抱き留めようとして、背中から飛び降りたヨナが先行して背中を支える。

			「おのれ、邪魔を」

			「自分で立てるはず」

			「ちっ」

			　白と赤の幼女が、視線をぶつけ合う。

			「さて、儂らは留守番だ」

			　その間(かん)隙(げき)を縫って、ヴァイナマリネンが小さなヴェルガの服をつかんで持ち上げた。ひょいと猫の子のように。

			「ジイさん？」

			「ヴァイナマリネン、なんのつもりか!?」

			　当然のようにあがる、疑問と抗議の声。

			　しかし、大賢者は一(いつ)顧(こ)だにしない。

			「成功率が高い方法を選んだ。それだけよ」

			　ヴェルガの協力は不可欠だが、同行することでなにが起こるか分からない。

			　ゆえに誰にも相談せず、一時的にせよヴェルガの力が弱まったこの瞬間を狙って拘束した。ある意味で、ヴァイナマリネンは相討ちを狙ったのだ。ユウトなら、世界を任せられると。

			　そこまで理解してもなお、ユウトは逡巡してしまう。

			「ユウト、行く」

			　ヨナがそんな彼の手を引いて、次元門へと駆け出していった。

			「ちょっ、ヨナ」

			「チャンスは逃せない」

			　背後からヴェルガの声が聞こえてくるが、それが意味あるものとなる前に、ヨナの先導で二人一緒に門をくぐって。

			　視界が虹色に彩られる。

			　一瞬の酩酊感。

			　それ以上は、なにもない。むしろ、いつもの《瞬間移動(テレポート)》より穏やかなほど。

			　目の前に、広大な地下空洞が現れる。サッカースタジアムが丸々ひとつ入りそうな空間だ。

			　瞬間移動を抑制するダァル＝ルカッシュの住処。

			　モノリスが存在するその場所に、ユウトとヨナは姿を現した。

		

	
		
			　

			３・次元竜、再び

			　

			『ダァル＝ルカッシュは、未知なる物を歓迎する』

			　淡く、脈動するかのように光を放つ、漆黒の花(か)崗(こう)岩(がん)でできたモノリス。

			　そのちょうど中心の辺りに、触手のようなものに覆われた虹色の髪の女性が、半ばめり込むように埋まっていた。

			『だが、なぜ、どこから来たのか。それをダァル＝ルカッシュが知り得ない。これは、あり得ない。ゆえに、ダァル＝ルカッシュの正気は保たれているのは皮肉としか言いようがない』

			　精神波(テレパシー)が、モノリスに相対するユウトとヨナの頭に直接響く。

			　全知竜にとって不可解極まりない状況だろうに、久々に狂気から脱したダァル＝ルカッシュの心は、むしろ浮かれていた。

			『天草勇人たちの来訪は、一年半から二年の後に起こるはずだった。しかも、ヴァルトルーデ・イスタスらが同行していないなど、ダァル＝ルカッシュも知り得ぬ事態である』

			　隠し事など考えていないダァル＝ルカッシュの率直な物言い。

			　懐かしさを憶え、ユウトは思わず笑みを漏らした。

			『だが、ダァル＝ルカッシュにはもう時間がない。ダァル＝ルカッシュが再び狂気に飲まれる前に、退去することを薦める』

			「まあ、そう急ぐなよ」

			　次元竜(クロノス・ドラゴン)ダァル＝ルカッシュは、全知――すべてを知ることを欲し、モノリスの魔力を使用して、その存在を遍在化させた。

			　過去に現在に未来に。そして、あらゆる世界へ。

			　しかし、その負荷に耐えきれず、ダァル＝ルカッシュは狂った。

			　狂気から脱するため、次元竜(クロノス・ドラゴン)としての特性を活かし、次元境界線を歪(ゆが)めて別世界――地球の知識に触れようとし、だが、その深遠さゆえに扱いきれず、対症療法にもならなかった。

			　永劫山脈を、永劫密林と呼ばれる恐竜が闊(かつ)歩(ぽ)する異境に変えてすら。

			　ユウトやアカネという完全に未知であろう存在を前にしても、狂気から逃れられたのは短い時間でしかなかった。

			　だから、ユウトはダァル＝ルカッシュが知る世界の範囲を広げる方向での解決は早々に諦めていた。

			　だいたい、地球とそれが属する宇宙のすべてを知られたら、それ以上の対策がなくなってしまう。

			　ただし、時間稼ぎとしては有効だ。

			「ヨナ、ちょっと持っててくれ」

			「ん。りょーかい」

			　ユウトが無限貯蔵のバッグから、黒いプランターに植えられた苗木を次々と取り出しては、ヨナに渡していく。

			　彼女はそれを受け取ると、無造作に地面の上に置いていった。
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			『天草勇人、それは？』

			「桜の苗木だよ」

			「サクラ？」

			「ああ、ヨナも知らないよな。どうも、こっちの世界には存在しない樹木らしいな」

			　それに気付いたのは、ユウトが数年ブルーワーズで過ごしたにもかかわらず、桜を一切見かけなかったこと。

			　ヴァイナマリネンから今回の計画を聞いている間に思い出し、多元大全で確認を取ったのだ。そこで、様々な種類の桜の苗木を集めて無限貯蔵のバッグへ収納した。

			　薔(ば)薇(ら)はあるのに桜は存在しないのは不思議にも思えるが、地球にだってトカゲはいてもドラゴンはいない。そういうものだと、片付けるしかない問題だ。

			　すべての苗木を出し終えると、今度は懐から革袋を取り出した。

			　中身は、苗木と一緒に真名を通して賢哲会議(ダニシユメンド)に都合してもらった、色とりどりの宝石たち。

			「《大願(アンリミテツド)》」

			　大量の宝石を代償に発動させたのは、第九階(かい)梯(てい)の理術呪文。願いを現実にする魔法。

			　恐竜のブロック肉を対価にして受け取った、約二億五〇〇〇万円分の宝石を、ユウトは惜しみなく地下空間にばらまいた。

			　苦労して得た物でもない。なら、派手に使ってしまって構わないだろう。

			　ヨナが適当に並べた苗木が、光の粒子に変わった色とりどりの宝石に包まれる。幻想的な光球に包まれたまま宙に浮かび上がり、見る間に成木へと成長していった。

			　桜はそのまま地下空洞の周縁部に移動し、やがて光が晴れた。

			「きれい」

			『ダァル＝ルカッシュも同意する』

			　一重咲き、八重咲き、段咲。純白、濃紅色、黄緑。大輪、中輪、小輪。

			　種類も開花時期も違う様々な桜が勢揃いし、咲き誇る。現実にはあり得ない光景。

			　どこからともなく風が吹き、花びらが舞い踊る。ヨナがそれを捕まえようと、小さな体を目一杯伸ばした。

			『気に入った』

			「それはなにより」

			　ユウトも上手くいったと自画自賛したいところだが、これは手段であって目的ではない。

			「じゃあ、ダァル＝ルカッシュが正気を保てる間に説明をするぞ。と言っても、もう、だいたい分かってそうな気がするけどな」

			「ユウト、めんどくさいから、さっさとやっちゃおう？」

			「前も同じこと言ってたろ、堪(こら)え性がねえなぁ。後で、アルシア姐さんに説教してもらうぞ」

			「告げ口は良くない」

			　ヨナには是も非も言わず、ユウトはダァル＝ルカッシュへと向き直った。

			「このブルーワーズと、俺の故郷である地球。二つの世界の間の次元境界線の管理者になってもらいたくて、ここに来たんだ」

			『その意向を了とするのは、やぶさかではない。しかし、今のダァル＝ルカッシュではその任に耐えられない』

			　桜が咲き乱れる中、ユウトはモノリスと同化した理知的な女性の顔をしたダァル＝ルカッシュの端末へ話しかける。

			「分かっている。でも、俺たちだって手段もなしにわざわざ時空を越えてきたわけじゃない」

			『時空を……』

			　全知竜からの思念波が止まる。

			　未知の情報を読み取ろうとしているのか。表情を変えることのない虹色の髪をした女性の端末だが、なぜか楽しそうに見えた。

			　長く全知の狂気と倦(けん)怠(たい)に包まれていたのだ。それも当然かもしれない。

			　ほんの数分でユウトたちの計画を〝識(し)った〟全知竜は、しかし、簡単には首肯しようとしなかった。

			『理解した、天草勇人。上手くいけば、最上の結果が得られるだろう。同時に、それは危険度が高すぎるとダァル＝ルカッシュは判断する。本来交わるべきではなかった世界なのだから、閉じるのが道理ではないか』

			「それじゃ、俺の、俺たちの目的に合致しない」

			　ダァル＝ルカッシュが善意で言っているのは分かっている。

			　すべてが見えるゆえに、可能性が極めて低い事象も含めて心配をしていることも。

			　ユウトたちの目的――限定的とはいえブルーワーズと地球の交流――が果たされることで、どんな影響が出るか、ダァル＝ルカッシュですら計り知れないというのも分かる。

			　それでも。

			　そして、だからこそ。

			「ダァル＝ルカッシュ、君の力が必要だ」

			　ユウトは瞳と声に強い意志を込めて、全知竜ダァル＝ルカッシュへ呼びかけた。

			　再び、風が吹いて桜の花びらが散る。

			　結果として、沈黙は数秒だった。

			『……了解した。この罪を存在の消滅以外で贖(あがな)うことができるのであれば、ダァル＝ルカッシュとしても、無上の喜びである』

			　一瞬、思念が途切れる。

			　再開した思念には、わずかに喜びと笑いが含まれていた。

			『それに、定まらぬ未来こそ、ダァル＝ルカッシュの欲していたもの』

			「ありがとう！　ヨナ、頼む！」

			　時間は、あまり残されていない。

			　感謝と指示を同時に出して、ユウトも呪文書を用意する。

			「《マインド・ボンド》」

			　待ちかねたとヨナが発動させた《マインド・ボンド》は、無貌太母コーエリレナトを百層迷宮へ送り返す際、マスドライバーの概念をヴェルガたちへ伝えるために使用した、精神を連結させる超能力(サイオニツク・パワー)だ。

			　続けて、ユウトは呪文書から九ページ分切り裂いた。それは桜吹雪を巻き起こしながらひとつになり、続けてふたつの光球に分かたれた。

			「《星幽体投射(アストラル・プロジエクシヨン)》」

			　星幽体。つまり人の精神を、肉体のくびきより解き放つ第九階(かい)梯(てい)の理術呪文。光球を受けた肉体から、そっくり同じ格好をした意識体が姿を現す。

			　アカネがその場にいたなら「つまり幽体離脱？」と口にしていたかもしれない。

			『ダァル＝ルカッシュは、天草勇人らを受け入れる』

			　その言葉と同時に、モノリスが鳴動した。

			　ユウトが考えた、全知竜を次元竜(クロノス・ドラゴン)とする方法はシンプルだ。

			　精神の存在となりダァル＝ルカッシュの意識へ潜り、その内部に巣くう狂気の元を強制的に排除する。

			　ただ、それだけ。

			　もっとも、それは巨大な大砲を作ればどんな城壁でも破壊できると言っているようなもの。誰にでも思いつくだろうが、実行できる人材は極めて稀。

			　さらに、それもまだ入り口に過ぎない。

			　モノリスが、さらに鳴動を続ける。

			　徐々に、全知竜ダァル＝ルカッシュが、その竜の姿を現しつつあった。細長くシャープな体躯が虹色の鱗(うろこ)で覆われている。

			　モノリスにつながれ全身は露わになってはいないが、それだけに巨大さが分かった。

			　意識体となった二人はためらうことなく、桜が咲き乱れる中、その全知竜ダァル＝ルカッシュへと突き進んでいった。

		

	
		
			　

			４・夢の領域

			　

			　そこは、無限に続く書庫だった。

			　漆黒の闇の、身長よりも高く遥か彼方まで続く書棚が無数に並び、それとユウトたちの意識体だけが、まるで自ら光を放っているかのように存在を主張している。

			「ここが、ダァル＝ルカッシュの精神の中か……」

			　ユウトもヨナも、精神に潜った経験は豊富とは言えない。

			　それでも、表層からここまで味気ない世界というのは珍しかった。大抵は、理想の姿を投影するか、あり得ないほど陰鬱かのどちらかだ。

			「暗い」

			「それだけ、負の領域からの浸食が激しいんだろうな」

			　背中から銀糸を生やしたヨナが言わずもがなの感想を述べ、ユウトはそれを別の方面から肯定した。

			　生物――人間も、悪の亜人種族も、言葉持つものはすべて――の精神は、夢の領域に接続しているとされている。

			　さらに、そこは正と負の領域に分かれているという。

			　正の領域には自然崇拝者(ドルイド)の崇(あが)める祖霊(トーテム)たちや妖精たちが住まい、永遠に眠り続ける名もなき幻夢神に仕えているのだという。

			　一方、負の夢の領域は、サキュバス・インキュバスを始めとする夢魔や悪夢の担い手ナイトメアの故郷である。

			　通常、正と負の比率は一定に保たれているが、なにかのきっかけでそれが崩れた場合、精神が破(は)綻(たん)をきたし、狂を発することになるという。

			　その意味では、ダァル＝ルカッシュの精神は、すでに破綻している。

			「さあ、行こうか」

			「うん」

			　そのため、ユウトは書架の本をひと通り確認しただけで先を急いだ。

			　そこには、全知竜の狂気を示すかのように、知識が羅列されていた。

			　ヨナが警戒するように先頭に立ち、ユウトがその後ろからついていく。

			　肉体から星幽体を抜き出した意識や精神だけの状態となっても、行動に大きな違いはない。もちろん、肉体という制限がなくなった以上、より理想に近い現実を超えた動きをすることはできる。

			　けれども、それも肉体を模した姿というベースありきの話。

			　体感としては、ちょっと身軽になったかなという程度だ。

			「それにしても、地味な空間」

			「あのダァル＝ルカッシュの心の中が派手だったら嫌だろ。まあ、それはそれで面白かったかもしれないけどな」

			　ただし、この状況ではそんな二面性は求めていない。

			　狂える全知竜ダァル＝ルカッシュの精神ともなれば、負の夢の領域に大部分が侵されていても不思議ではなかった。延々と続く書架は、せめてもの抵抗か。

			　いつ、負の夢の領域から侵入してきた夢魔たちに襲われても不思議ではないし、本体である狂える全知竜が、ダァル＝ルカッシュの精神の中でどのような姿を持ち、どれほどの脅威になるかも計り知れない。

			「とりあえず、吹き飛ばしてみる？」

			「それはさすがに根気なさ過ぎじゃないかと思うがな」

			　ダァル＝ルカッシュの精神世界は、未だなんの変化も見せない。

			　ただただ書架が連なり、その間をひたすら進んでいくだけの単調な作業。上っているのか、降りているのか。歩いているのか、飛んでいるのか。気を抜くと、それすらも分からなくなる。

			　ただ、ユウトはこれくらい当たり前と言っているが、やはり通常は精神的な疲労が大きな空間だ。そもそも、意識体になっている時点で、普通ではないが。

			「あきた」

			「早速かよ」

			　攻撃を却下し、書架の間をひたすら移動していたところ、ほんの一〇分もせずに、ヨナが投げ出した。とんでもない根気のなさだ。

			　しかし、ユウトはヨナにやたらと甘い。

			　休むか、気を紛らわせるためになにか話でもするかと検討し始めたところ、不意に違和感を憶えた。

			「なんだ？」

			　ユウトは意識を前方――定義すればそうなる――に向ける。

			　その瞬間、ただひたすらに漆黒だった空間に白い部屋が生まれた。

			　そして、そこには人がいた。しかも、ユウトとヨナには見覚えがあるはずの人物が。

			「エレクティオ……ッッ」

			「……なんだっけ？」

			「〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟のトップだよ」

			　ヨナはどんだけ関心ないんだと、ユウトは思わず叫んでしまった。

			　現れたのは、〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟の首領〝選ばれし一者〟エレクティオ。

			　なぜ、どうしてエレクティオが出現したのか。

			　その疑問を考えながら、しかし答えは出ずに白い部屋に到着する。

			　白いというよりは、そこだけ漆黒をくりぬいたような空間。

			　闇色のローブと仮面を身につけたエレクティオが一人、ユウトたちを迎え入れた。

			「久しいな、人造勇者(チヤンピオン)よ」

			　否、エレクティオが待っていたのはユウトではなくヨナだった。より正確には、ヨナではなく絶望の螺旋(レリウーリア)の人造勇者(チヤンピオン)たる存在か。

			　ある一柱の神から特別な祝福を受け、加護を授けられた存在を勇者と呼ぶ。

			　神格によりその基準や人数はまちまちで、ヴァルトルーデすらヘレノニアからは勇者としては認められていない。

			　その希少性ゆえに、絶望の螺旋(レリウーリア)を解き放つ核となり得ると、人工的に勇者を生み出そうと〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟が研究を重ねた。

			　その結果として生み出されたのが、人造勇者(チヤンピオン)候補のヨナだった。

			「全然、懐かしくない」

			　嫌いというよりは興味がないと、ヨナは一蹴する。

			　しかし、エレクティオに動じる様子はない。

			「我が現れしは、我が意思に非ず。我は心の奥底に眠る記憶より生み出されし存在」

			　狂える全知竜ダァル＝ルカッシュが守護者として作り出したのではない。ヨナの記憶から形作られたのだと主張するエレクティオ。

			「つまり、ヨナのなかで、自分を作ったエレクティオの存在が大きい？」

			　当然だが、ヨナからエレクティオや〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟への親しみなど一回も聞いたことがない。培(ばい)養(よう)槽(そう)から出てきた彼女の精神は、その髪や肌のように真っ白だったのだ。

			　それでもなお、無意識に、その存在が心を占めていた。

			　正か負か。あるいはそれが入り交じったものなのか。確かに、ヨナの心には創造主が息づいていたのだ。

			「人造勇者(チヤンピオン)よ、我が下へ来たれ。この夢の領域は、我らが主の精神にもつながっている。であれば、覚醒を促すことができるは必定」

			　その創造主が、絶望の螺旋(レリウーリア)の覚醒を、世界の破滅を仮面越しに語る。

			「我が下にいるのは、一人ではないぞ」

			　エレクティオがローブをはためかせて腕を振る。

			　意識せず、それに視線をやると、次の瞬間にはヨナが、いや、ヨナと同じ姿をしたものが、エレクティオの周囲に侍っていた。

			　剣と鎧(よろい)に身を固めたヨナ、呪文書を携(たずさ)えるヨナ、弓を構えるヨナ、法服を身につけたヨナ。

			　様々なヨナのクローンがそこにいた。

			「仲間とやらいう概念を大事にするのであれば、こちらにつくが本道であろう」

			「ふぅん」

			　なにか考えるかのように、ヨナがひと言だけ口にする。

			　実際、アルビノの少女は思考を巡らせていた。

			　アルシアは、生まれてから初めて見た人間だ。刷り込みのように慕い、言うことを聞いてしまう。怖いけど、優しい。

			　ヴァルトルーデは、立派だけどわりとダメになる友達。ユウトと早くどうにかなって欲しい。後が詰まってる。

			　ラーシアは、一番分かってる。以心伝心。

			　エグは頼りになる。あと、でっかい。

			　アカネは、美味しいものを作ってくれるけど、変な服を着せようとする。でも、料理は珍しくて美味しい。

			　ユウトは、凄いいっぱい壊せる。でも、お金とかダメダメで手のかかる弟みたい。

			　みんな、好き。

			　では、あのエレクティオは？　同じ顔をした姉妹たちは？

			「バカなの？」

			　長い思考だったが、言葉にしたのはそれだけ。

			「《サイクロニック・ブラスト》」

			　仮面のエレクティオへ向け、ヨナが指を突きつけ精神力を解放した。

			　精神のエネルギーが物理的な圧力さえ伴って風を巻き上げ、破壊の大渦を創造する。現実世界で発動するよりも、威力も迫力も段違い。エレクティオが、同じ顔をした姉妹たちが、無慈悲な破壊の爆発になすすべなく晒(さら)される。

			　反撃も、悲鳴もない。

			　問答無用。なんの関心もないと、ヨナは自らの過去を吹き飛ばした。

			　超能力(サイオニツク・パワー)の暴風がエレクティオたちの幻と共に消え、再び世界が漆黒に戻る。

			　否、正確にはユウトたちの周囲が。

			　ダァル＝ルカッシュの精神世界の果て、視界の遥か先に色を取り戻した部分があった。サファイアブルーの石が敷き詰められ、まばゆい光を放っている。

			（なるほど、そういう仕組みか）

			　ユウトたち精神世界の侵入者。その記憶から構築された守護者を倒すことで、ダァル＝ルカッシュは正の領域を取り戻す。狂える全知竜の妨害と表裏一体なのだ。

			「ヨナ……」

			　そんな法則は別にして、保護者を自認するユウトの表情は渋かった。

			　一瞬でもヨナがあちらを選ぶと思ってしまった見識のなさを非難されれば、甘んじて受け入れるしかない。だが、それとあの思い切りの良さは別だ。

			「ユウトッ！」

			　誉めてと、駆け寄ってくる――意識体だが――アルビノの少女に抱きつかれながらも、保護者の懊(おう)悩(のう)は尽きない。

			「ヨナ、なんていうかこう、あれで良かったのか？」

			「……生け捕りにして、話聞くべきだった？」

			「ああ、うん、そうだな。愚問だったな……」

			　ヨナは、どこまで行ってもヨナだった。

			　それが狂える全知竜の敗因なのだろうかと、闇が縮小した精神世界でユウトは思う。

			「それよりも、次はユウトの番」

			「ああ。そうだな」

			　すぐに出てくるのか。それとも、また先に進んでからなのか。それは分からないが、ユウトの大事な人が出てくるのは確定的だ。

			　ヨナを地面に下ろし、警戒するように周囲を見回した――瞬間。

			　目の前から、ヨナが消えた。

			　いや、正確にはユウトの方が消えたのだろう。

			　書架も存在しない、一切が闇に閉ざされた空間。

			　その中で赤々と光る真紅のドラゴン。

			　狂化した狂える全知竜ダァル＝ルカッシュが、目の前に屹(きつ)立(りつ)していた。

			（なんで俺だけ呼ばれた？　いや、改めてヨナを狙ったとも考えられる――）

			　しかし、その思考は中断を余儀なくされる。

			「……やっぱ、そうくるよな」

			　なぜなら、狂える全知竜ダァル＝ルカッシュの足下に、ユウトがこの世で最も愛する人物がいたから。

			　ブルーワーズで初めて見たものが、ブルーワーズで最も美しいものだった。

			　それは、幸運なのか不幸なのか。

			　実物と寸分違わぬそれを見て、ユウトはそんなことを考えていた。

			　千差万別であるはずの美という概念をねじ伏せ、万人を蕩(とろ)けさす美貌。

			　その外見だけでなく魂が、信条が、心が美しく、それが魅力としてにじみ出る。

			　ヘレノニアの聖女。

			　最高の聖堂騎士(パラデイン)。

			　ユウトの宝物。

			　ヴァルトルーデがそこにいた。

		

	
		
			　

			５・最愛の

			　

			「分かっちゃ、いたけどな……」

			　自分の前に現れるとしたら、地球の家族か、仲間たち全員か、ヴァルトルーデかしか考えられない。

			　それは予想していたことだったが、覚悟まではできていなかったようだ。

			　ユウトは無意識に呪文書を強く握り、精神世界に現れた、透き通るように美しい聖堂騎士(パラデイン)をじっと見つめる。

			「ユウト、事情は概(おおむ)ね理解している。私がここに現れたのは、天命とも言えるだろう」

			　まだ討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を抜いてはいないが、ヴァルトルーデは闘気を溢(あふ)れさせ、完全にその気になっていた。

			「安心しろ。あの狂える全知竜なら、手出しはしない」

			「しないのか、できないのか。それによって安心の度合いが変わってくるんだけどな」

			　それ以上は、なにも言わない。ユウトも、そこまで都合の良い話を期待していたわけではないので、とりあえず受け入れることにする。

			　彼女の背後で翼を大きく広げてこちらを見下ろし、威嚇しているようにも怯(おび)えているようにも見える狂える全知竜ダァル＝ルカッシュの精神体。

			　それを眺めながら、ユウトは確信した。

			　彼が知り、愛する彼女は、無駄な戦いをするような人間ではない。

			（なら、俺とヴァルが戦うことに、必ず意味がある）

			　そして、どんな意図があるにせよ、ヴァルトルーデと一騎打ちすることにユウトも異論はなかった。

			　やろうと思えば、精神的な揺さぶりをかけることで、障害を排除できるのかもしれない。

			　だが、再会した時、そんな報告はしたくない。

			　リ・クトゥアの時と同じだ。

			　どうせなら、正面からぶつかって、胸を張って土産(みやげ)話をしたい。

			　無意味な。それだけに重要な意地。

			「やる気のようだな」

			「ああ。ヴァルに付き合うぜ」

			　恋人同士と表現するには物騒な笑顔をかわし、二人は戦闘態勢を取る。

			　これから戦うのだと分かっていても、思わず見(み)惚(と)れるほど美しい所作で神から賜(たまわ)った神剣を抜き放つヴァルトルーデ。

			　それに対し、来訪者の少年は呪文書をめくって――途中、少しだけ眉をひそめたが――九ページ分切り裂いた。

			「ただし、俺なりの正々堂々だけどな」

			「くっ」

			　最短距離で駆け寄って一太刀浴びせようとしたヴァルトルーデが、ユウトがどの呪文を発動しようとしているのかに気付き、急制動をかける。

			「《時間停止(クロノス・アイズ)》」

			　精神世界にも刻の流れは存在する。

			　それをせき止め、ユウトは漆黒の空間を灰色の世界に書き換えた。音も動きもない、彼だけの世界だ。

			　そう、彼だけの。

			　かつては共に刻が停止した世界で活動し、ユウトを恐慌状態に追い込んだ狂える全知竜は、介入はおろか身じろぎひとつしようとしない。

			　あれだけ精巧なヴァルトルーデの存在を呼び起こしたのだ。狂える全知竜も相当疲(ひ)弊(へい)しているのだろう。あるいは、自らが喚起した存在にすべてを委ねているのかもしれない。

			　とりあえず、一騎打ちに手出しをしないというヴァルトルーデの言葉は信じて良いだろう。

			　それに、今はそれよりも呪文書の内容だ。

			「こいつは、どうなってるんだ？」

			　ユウトは、刻を止めるなど些(さ)事(じ)だと言わんばかりに、呪文書に目を通す。先ほど憶えた違和感を確認するために。

			「やっぱりか。準備してない呪文まで載ってるじゃねえか」

			　魔術師(ウイザード)が操る理術呪文は強力だが、術者が知(ち)悉(しつ)している呪文すべてを自在に発動できない。その数は術者の力量により異なるが、その日の分を選択して準備をするのだが……。

			「選び放題と言われると、逆に困るけど……。けちけちせずに、使えるのなら使ってやるさ」

			　とはいえ、使用回数の制限もどうなっているのか分からない。選択肢が増えたせいで、最初考えていたプランも修正を余儀なくされる。

			「……ここは、シンプルにいくか」

			　どうも、この空間だと独り言が多くなるなと苦笑しつつ、ユウトは次々と呪文を発動させた。

			　コンセプトは、一騎打ち。

			　ローブに対して《魔装衣(マジツク・プロテクト)》。無限貯蔵のバッグに死蔵していた適当な長剣に《魔器(マジツク・ウエポン)》の呪文をかけていく。どちらも保って一日だが、ユウトが使用すればその間は伝説に謳(うた)われる武具と同等の切れ味と防御力を与える。

			　次に発動した《大魔術師の盾(イージス・オブ・アークメイジ)》は、瞬間的な防御にも使用できるが、術者の周囲を不可視の盾で防御するのが本来の効果。

			　さらに、術者に第六感を与える《本質直感(サードアイ)》、筋力・耐久力・敏捷力を一時的だが大幅に上昇させる《猿の如く(マイテイ・マイト)》といった呪文を次々と発動させていく。

			　ここで《時間停止(クロノス・アイズ)》の効果時間が経過し、元の時間に復帰する。

			「む。てっきり、後ろを取られているかと思ったが」

			「まあ、そう思わせるのが目的だったんだけどさ」

			　今のユウトは――様々な呪文でスペックが強化されているため――各国の一線級の騎士を遥かにしのぎ、四年に一度ロートシルト王国の王都セジュールで開かれる剣闘武会でも上位に入る程度の実力はある。

			　その彼が《本質直感(サードアイ)》で察知したヴァルトルーデの隙を突き、《猿の如く(マイテイ・マイト)》で得た身体能力を全開にして距離を詰め、《魔器(マジツク・ウエポン)》で強化した長剣を振るう。

			「良い攻撃だ」

			　けれど、稽古をしているような気軽さで、聖堂騎士(パラデイン)の幻は盾でしっかりと一撃を受け止めた。

			　唯一とは言わないが、恐らく最大の勝機。

			　それがあっさりと潰(つい)えてしまった。

			　反撃が来るっ。

			《本質直感(サードアイ)》がなくとも分かる流れ。しかし、《本質直感(サードアイ)》がなければ防御もままならない。

			　なにも考えずに長剣を引き戻し、それが幸運にも討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)と衝突する。鋭い金属音、飛び散る火花、きしむ筋肉、全身を貫く衝撃。

			　防御の上から、精神を削る一撃。

			　ユウトは、本気で同情した。

			　今までヴァルトルーデと戦ってきた、そして、例外なく倒されてきた悪に。

			　自分がその立場に立って分かる。こんな超人の相手をしてきたなんて、それだけで思わず同情と尊敬の念が芽生えてしまうではないか。

			「なんつー無理ゲー」

			　これ以上は、打ち合えない。直感に導かれるままユウトは飛び退り、ほんの少し前まで彼がいた空間を討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)が抉(えぐ)る。

			　ユウトのように付け焼き刃でも身体能力に頼ったものでもない。長年の鍛(たん)錬(れん)に裏打ちされた、心技体の揃った斬撃。

			　完全にはかわしきれず、右腕がすっぱりと斬り裂かれた。分かっていたことだが、《魔装衣(マジツク・プロテクト)》による強化など、彼女の前にはほんの気休めに過ぎない。

			　それは、意識体だけあってすぐに修復されるが、斬られれば痛みは感じるし、無限に受け続けられるものでもない。

			　だが、これがユウトにできる精一杯。

			《竜身変化(ドラゴン・チエンジ)》の呪文でドラゴンに変じる手もあったが、どうにも、それでヴァルトルーデに勝てるヴィジョンが浮かばなかった。意識体で、それは致(ち)命(めい)的(てき)だ。

			（距離を取って呪文を撃ち込みまくれば勝てるはず。けど、それは欲しい勝利じゃない）

			　理想に殉じようとするユウトだったが、現実に対処しなくてはそれも叶わない。

			　超一流の戦士からのプレッシャーを感じながら後ろに下がり、空いた左手で呪文書を開いて、右手に握った長剣でページを斬り裂く。

			「《大魔術師の縮地(ステツプス・オブ・アーク・メイジ)》」

			　八枚の呪文書のページがふたつに分かれ、ユウトの足下へと吸い込まれた。虹色の輝きを放つ靴を打ち合わせる。

			「瞬間移動か！」

			「その通りだよ！」

			　来訪者の少年の姿がかき消え、今度こそ聖堂騎士(パラデイン)の背後へ出現する。そのまま足下を狙って長剣を突き出すが、ヴァルトルーデは最低限の動きでこれを回避。

			　ユウトは深追いせず、再度靴を打ち合わせて右側へ大きく移動した。

			《大魔術師の縮地(ステツプス・オブ・アーク・メイジ)》は、持続時間内であれば、視界内のどこかへ瞬間移動が可能となる理術呪文。今のユウトなら、二十分程度は持続する。

			「便利な呪文だな」

			「なんで移動先が分かるんだよっ!?」

			「ユウトの居場所なら、手に取るように分かる」

			　瞬間移動を終えたそのとき、魔法銀(ミスラル)の鎧(よろい)を身につけた、彼方の月よりも美しい聖堂騎士(パラデイン)が目の前にいた。

			　機動力はこちらが上のはず。

			　それにもかかわらず、ユウトは徐々に追い込まれるような焦(しよう)燥(そう)感(かん)に襲われる。

			（状態感知の指輪かっ）

			　エンゲージリングを身につけてくれているのは嬉しいが、これは計算していなかった。

			　空気を裂くように――あればだが――して襲い来る神剣の刃を、なんとか長剣で受け止め、その膂(りよ)力(りよく)に膝を折りそうになる。

			「逃がさないぞ」

			「ぐっ」

			　ユウトが《大魔術師の縮地(ステツプス・オブ・アーク・メイジ)》を使おうとしたのを察知し、ヴァルトルーデが籠(こ)手(て)と一体化した盾で殴りつけ、愛しい男を弾き飛ばす。

			　なんとか《本質直感(サードアイ)》からの警告で直撃は避けられたものの、《魔装衣(マジツク・プロテクト)》の強化がなければこれで終わっていたかもしれない。

			「いってぇ……」

			　だが、意識体でまだましだったとも言える。

			　飛ばされながら、ユウトは何度か靴を打ち合わせて円を描くように短距離の瞬間移動を繰り返し、なんとか姿勢を制御した。

			　その終着点で当然のようにヴァルトルーデは待ち構えていたものの、その連撃は《大魔術師の盾(イージス・オブ・アークメイジ)》を文字通り盾にして受けきる。

			　しかし、それで《大魔術師の盾(イージス・オブ・アークメイジ)》は砕け散ってしまった。

			　徒手空拳で戦場に放り出されたかのような心細さを感じる。だが、時間は稼いだ。

			「《爆裂円陣(パイロ・サークル)》」

			　再び、器用に長剣で呪文書のページを斬り裂き、そのまま足下へ落下させる。

			　それに反応し、ユウトが先ほど瞬間移動した範囲が漆黒の中で輝いた。

			「私と心中するつもりか!?」

			「それも悪くないけどな」

			　だが、この呪文ではヴァルトルーデは倒せないだろう。死ぬのは、ユウトだけだ。

			　爆風が吹き荒れるその寸前、ユウトはもうひとつの呪文を発動する。

			「《鉄身(ステイール・ボデイ)》」

			　全身を鋼鉄に変え、行動が制限される代わりに絶大な防御力を得る第八階(かい)梯(てい)の理術呪文。

			　漆黒の闇のなか、爆炎が世界を紅に染める。

			「くっ」

			　さすがのヴァルトルーデも無傷ではいられず、膝を折りかける。

			　再び訪れた。否、作り出した勝機。

			　ユウトは即座に《鉄身(ステイール・ボデイ)》をオフにし、《本質直感(サードアイ)》に導かれるまま、伝説の武具と同等となった長剣を振り下ろし――途中でその手が止まる。

			（勝つ？　俺が？　ヴァルトルーデに？）

			　土壇場になって生じる違和感。いや、最初からあったはずなのに、見落としていた。

			　爆煙の向こうで、サファイアよりも輝くヴァルトルーデの瞳が揺れる。それでためらったわけではないが、ユウトは敗北を悟った。

			　なぜなら、その聖堂騎士(パラデイン)は討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を握っていなかった。

			《本質直感(サードアイ)》とは異なる予感に導かれ、ユウトは頭上を見る。

			　聖なる刃、不壊の神剣。討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)が、王を断罪する剣のようにゆっくりと落下してくる。

			　このままヴァルトルーデに剣を振り下ろせば、それに貫かれることになるだろう。

			　そこまで読んで手を打っていた彼女には、感心する他ない。

			　だから、ユウトは武器を捨てた。そしてそのまま、頭上の刃をじっと見つめる。

			「なるほど。元々、勝利も敗北も等価値だったわけだ」

			　討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)に貫かれ、地にあって天を仰(あお)ぐ。

			　その状況でなお笑顔を浮かべたユウトの体が、泡のように消えた。

		

	
		
			　

			６・そして、すべてが

			　

			　それからどれほどの時間が過ぎたのか。

			　一瞬だったようにも思えるし、一年が過ぎたと言われたら納得してしまいそうでもあった。

			「ここは……」

			　ユウトが目を開くと、そこには桜が咲き誇っていた。

			　種類も咲く時期もばらばら。ただ、桜という共通点があるだけ。しかも、太陽の光も差さない地下空間だ。

			「永劫密林の空洞に戻ったのか？」

			　しかし、それを確認することはできなかった。

			「ユウトっ」

			　少し離れていただけだが、相当心配していたのだろう。飛びつくようにではなく、ヨナが実際に飛びついてくる。

			「ああ、悪い。心配かけたか？」

			「それはいつもしてる」

			「さようですか……」

			　苦笑を浮かべつつ、ユウトは背中から肩に移動したヨナの頭を撫(な)でる。

			「それで、俺がいない間にそっちはなんかあったのか？」

			「夢魔とか、出てきた」

			「あー。だいたい分かった」

			　自分で聞いておいてなんだが、ヨナの言葉を遮(さえぎ)った。結果は分かりきってるし、まともな過程でもなかっただろう。

			「ユウトは、どうだった？」

			「俺には、ヴァルが出てきたよ」

			「勝った？」

			　それには答えず、ユウトは静かに首を振る。

			「簡単に言えば、負けるが勝ちだったってところかな」

			「簡単すぎて、わけが分からない」

			　正直なところ、詳しく説明するのは避けたい。恥ずかしい。今は、それよりも確認すべきことがある。

			　しかし、ヨナは許してくれそうになかった。

			（それに、後回しにして、みんなの前で説明するより良いか）

			　そう考え直したユウトは、ヴァルトルーデと一騎打ちをし、終始劣勢だったがなんとか勝機を掴み――それを放(ほう)棄(き)したこと。

			　それだけでなく、自ら討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)に身を晒(さら)したこと。

			　そして、たった今、意識を取り戻したこと。

			　それらを順番に語っていった――が、まだ、ヨナは納得してくれない。

			「つまり、どーいうこと？」

			「つまりだな、俺がヴァルに勝てるはずがないというか、もちろん勝つつもりではあったんだけどさ……」

			「つまりになってない」

			「……ヴァルを殺したくなかった」

			「もっと分かりやすく」

			「……本物じゃないとはいえ、ヴァルを倒したら俺の心が耐えられそうになかった」

			　意識体。肉体の枷(かせ)から精神を解き放ち、魂で行動をしているような状態。

			　そこで、相手は本体ではないが、限りなく本物に近い最愛の女性を自ら手にかける。正々堂々とした一騎打ちの結果とはいえ、彼の精神は深い傷を得ていたはずだ。

			　それは、意識体にとっては致(ち)命(めい)的(てき)。

			　逆に、あのヴァルトルーデも同じ。

			　牽制程度のつもりだった攻撃でユウトを殺してしまい、精神がそれに耐えられず消えた。

			　ユウトはそのカラクリに気付き、ダメージは受けたが深刻ではなく再構成できたのだ。

			「……あの痛いの喜んでた吸血鬼(ヴアンパイア)とおんなじ？」

			「違うから。全然違うから。むしろ、あの女のことは忘れろ。教育に悪い」

			　ユウトには有効だったが、ヨナにはまるで効き目のない戦術だった。恐らく、当初の予定通りヴァイナマリネンやヴェルガが同行していたとしても、ヨナと同じ結果になっていたことだろう。

			「それよりも、ここは永劫密林でいいのか？」

			「でも、モノリスがない」

			「そういや……」

			　永劫密林の奥深くに存在した、全知竜ダァル＝ルカッシュの地下空洞。

			　そこに安置されていた――いや、モノリスが隠されていたからこそ、ダァル＝ルカッシュが我が物とした場所。

			　今いる場所は、そことは似て非なる空間だった。

			「ってことは……」

			「ファルヴの地下？」

			　ヨナの言葉に、無意識にうなずいた。

			　ユウトが、アカネが初めてブルーワーズへ転移した場所。

			　蜘蛛の亜神イグ・ヌス＝ザドと、死闘を繰り広げた戦場。

			　魔力を収集するモノリスが存在し、消滅した地下空間。

			　そのモノリスの代わりに、次元竜(クロノス・ドラゴン)が鎮座していた。

			　虹色の鱗(うろこ)を持つ、巨大だがシャープなフォルムのドラゴン。穏やかで理知的な相貌に、暴力的な色はない。

			『ダァル＝ルカッシュの主の望みをくみ取り、ファルヴへ移動した』

			「……帰ってきたのか」

			　意識体で精神世界に潜っていたのだ。ある程度、以心伝心という部分があったのだろう。

			　その真偽よりも、ユウトは郷愁にも近い懐かしさを感じていた。実際は、二か月も離れていないはずなのに。

			　そして、自然と「帰ってきた」と言えたことが少し嬉しい。恥ずかしいので、絶対に誰にも言えないが……。

			「ところで、なんで桜が？」

			『気に入ったので、一緒に移動させた』

			「そんなに気に入ってたのか」

			《大願(アンリミテツド)》で咲かせた桜だ。もしかしたら、ずっと咲き続けるかもしれない。

			「じゃあ、永劫密林のモノリスはどうなったんだ？」

			『ダァル＝ルカッシュが分離――正確には、極限まで狂気に侵された部分を最小化した上で、ダァル＝ルカッシュがモノリスに接触する以前まで、モノリスの魔力を使用して因果を無にした。同時に、乱れた次元境界線の整備も行った』

			「ユウトみたいに、話がまどろっこしい」

			「俺は普通だろ」

			　ヨナの遠慮のない言葉に、少しだけ気落ちしたような精神波(テレパシー)で、ダァル＝ルカッシュは結論を述べる。

			『過度の使用に耐えかね、彼の地のモノリスは破壊された。ただ、永劫密林までは元に戻すことは叶わなかった。拡大はしないが、異世界の存在は残り続けてしまう』

			「つまり？」

			「モノリスの力を使って次元竜(クロノス・ドラゴン)から全知竜になったという事実を消し、同時にブルーワーズと地球の間の次元境界線も修正しといたよ。その時に無理をしたから、壊れちゃったよってところかな」

			「ならばよし」

			　ヨナから、ようやく了承が降りた。

			「じゃあ、あの触手うにょうにょは？」

			「絶望の螺旋(レリウーリア)は？　だな」

			『魔力は使い切り、彼方の牢獄との接続は断たれた。問題ない』

			　そうなると、ユウトが《星を翔る者(インターステラ・ウオーカー)》を使用し、地球へ帰還したという事実はどうなるのか。

			　そもそも、今は具体的に「いつ」なのか。

			『次元竜(クロノス・ドラゴン)たるダァル＝ルカッシュにとって、その問いは定義が難しい問題だが――』

			「いや、一般的な意味合いで頼む」

			『現在は、ブルーワーズでは三木朱音らがファルヴからフォリオ＝ファリナへ旅立ってから五日。地球では、ダァル＝ルカッシュの主らが世界移動をして、やはり五日』

			　そのように調整したと得意げな精神波(テレパシー)を送るダァル＝ルカッシュに微笑ましい感情を抱きつつ、大きなタイムラグはないようだと安心し……。

			　先ほど二度ほど発せられた心当たりのない呼び名に引っかかりを憶える。

			「ダァル＝ルカッシュの主……？」

			『個体名は、天草勇人』

			「やっぱ俺か……。でも、主なんて言われるようなことはなにもしていないぞ」

			『ダァル＝ルカッシュを救う。それを諦めなかっただけで、返しきれない恩義がある』

			　主なんて、柄じゃない。

			　ユウトが、そう言いかけたところで、ヨナがおもむろにダァル＝ルカッシュへと近づいていった。

			「とりあえず、上下関係をはっきりさせてくる」

			　あわてて、首根っこをつかんで止めるユウト。

			　今回の件で思い知ったが、このアルビノの少女は、ユウト一人では制御できない。

			「ヨナは、アルシア姐さんが来るまで余計なことをしないように」

			　そう。そのためには、地球との次元門(ゲート)を繋がなければならない。

			「ダァル＝ルカッシュ、地球への次元門はいつ頃になったら作れる？　どうやれば良い？」

			『ダァル＝ルカッシュの主が持つ、鏡の魔道具(マジツク・アイテム)を必要とする』

			「ヨナ、悪い」

			「分かった」

			　ユウトの意を汲(く)んで、アルビノの少女は《テレポーテーション》で素早く往復してミラー・オブ・ファーフロムを運び込んだ。

			『これを、核として使用させてもらう』

			　ダァル＝ルカッシュの提案に、ユウトは無言でうなずいた。

			　それを確認し、次元竜(クロノス・ドラゴン)が咆(ほう)哮(こう)を上げる。

			　大気だけではなく空間そのものを揺るがす叫びを受けて、ミラー・オブ・ファーフロムが鉛色の円盤に姿を変えた。

			　ただし、厚みはなく、極限まで磨き抜かれた、半径五メートルはあろうかという円盤だ。

			　桜の花びらがその上に舞い散り、まるで摩擦がないかのように鉛色の円盤の上を滑っていく。

			『ブルーワーズと地球は、本来断絶した世界。しかし、いくつかの罪と偶然により接触してしまった』

			　本来であれば、また元の形に戻すべきなのだろう。

			　だが、ユウトのわがままで、それはできなかった。

			『ゆえに、次元竜(クロノス・ドラゴン)ダァル＝ルカッシュは二つの世界が過度に交わらぬよう、しかし断絶せぬよう時空の管理を行う』

			　次元竜(クロノス・ドラゴン)ダァル＝ルカッシュの宣言。

			『すべては、ダァル＝ルカッシュの主が望むように』

			　ユウトは、自慢気な精神波(テレパシー)に微笑みを返す。もし交流用の端末になったダァル＝ルカッシュが近くにいたら、頭を撫(な)でていたかもしれない。

			『この次元門が、両者をつなげる唯一の扉。さあ、ダァル＝ルカッシュの主よ。どこにつなげるべきか、指定を』

			「それは……」

			　初めて転移した学校の前？

			　無貌太母コーエリレナトが降臨した、冥府化した公園？

			　それとも、みんなで泊まった賢哲会議(ダニシユメンド)の宿泊施設？

			　様々な候補が思い浮かぶが、心は最初から決まっていた。

			　ユウトは、自分ではさわやかなと信じている――大抵、なにか悪いこと思いついたんだねと評判の悪い――笑顔を浮かべ、希望を伝える。

			「俺の部屋につなげてくれ。できるか？」

			『それを、ダァル＝ルカッシュの主が望むのであれば』

			　次元竜(クロノス・ドラゴン)は、自信満々に請け負った。

			『次元門は、二時間程度持続する。その時間を過ぎたら、次に次元門を開けるのは一～二か月後以降になる』

			「分かった。ヨナ、ちょっと行ってくるよ」

			　それだけあれば充分すぎる。

			　ユウトは、なんら躊(ちゆう)躇(ちよ)せず次元門に足を踏み入れ、仲間を、愛しい人を迎えに行く。

			　それは、この異世界から来た大魔術師(アーク・メイジ)が、念願を叶えた瞬間でもあった。

		

	
		
			　

			エピローグ

			　

			「いやぁ、これを見ると帰ってきたって気がするなぁ……」

			「山積みの書類を前にニヤニヤするとか、おかしな人みたいよ？」

			　アカネからの指摘を受け、ユウトは一瞬顔色を変える。すぐに取り繕(つくろ)うが、今度は机(き)上(じよう)からも幼なじみの少女からも視線を外し、天井を見上げた。

			「……現実逃避も許されないとは」

			「サービスで、メイド服を着てあげてるじゃない」

			　追加の書類とコーヒーを持ってユウトの執務室にやってきたアカネは、今までの組み合わせでなんとなく表現していたものではないメイド服を身にまとっていた。

			　長袖で、フリルがあしらわれた白いエプロンを重ねたワンピースタイプのメイド服。実用性とデザインをギリギリのところで両立させており、その場でくるっと回転すると、長めのスカートがぶわっとふくらんだ。

			　大きめのリボンタイもあって可愛らしいのだが、茶色い髪で派手目の顔つきをしているアカネだと、少しだけいかがわしさが先に立つ。

			（でも、悪くない）

			　決して悪くないぞとコーヒーに口を付けたユウトだったが、非難するような視線に気付き居住まいを正す。

			　視線の元は、イスタス伯爵家の筆頭書記官にして留守をしっかりと守っていたクロード・レイカー。

			　謹厳実直を絵に描いたような老人が、書類の決裁を待って執務室の中央で直立し、身動きひとつしていなかった。

			「クロードさん、今すぐやりますから」

			　普段は、仕事をしているから監視している暇などない。しかし、今回はユウトの決済が進まないとクロード老人たち書記官の仕事も進まない。

			　今までとは逆のパターンにも動じず、クロード・レイカーはびしっと背筋を伸ばした格好で上司であるユウトへ告げる。

			「とんでもない。いつまでもお待ちしておりますぞ」

			　皮肉でもなんでもなく、本心でそう言っているから困ってしまう。

			　魔術の師であるテルティオーネと並んでブルーワーズでは数少ない頭の上がらない相手を前に――ヴァイナマリネンやヴェルガは、そういうカテゴリではない――ユウトは書類の確認に戻る。

			　アカネは、付き合うつもりなのかソファに座って、仕事に集中するユウトの横顔を見つめていた。

			　地球からブルーワーズへ帰還して、数日が過ぎていた。

			　制限時間二時間。それを逃すと一か月は置いてけぼりという状況は、実際よりも精神的な余裕を失わせる条件だった。

			　地球の自分の部屋へ転移したユウトは――まず、慌てて靴を脱いでから――携帯電話でアカネに連絡を取る。

			　幸運にも、例のホテルのスイートに揃っていたため、集合は問題なく進む……ことはなかった。

			　まず、いきなり帰ると言われて賢哲会議(ダニシユメンド)が混乱をきたす。

			　当然だ。いずれとは聞かされていたが、二時間以内でなど唐(とう)突(とつ)にも程がある。

			　加えて、ヴァルトルーデたちにも若干の混乱があった。

			　元は冒険者たちだ。着の身着のままでも問題ないし、荷造りもお手の物なのだが、地球は彼らにとって珍しい物が多すぎた。

			　テレビやゲーム機を持ち帰ろうとする者。電気がないから無理だと説得すると、今度は携帯ゲーム機なら大丈夫じゃない？　などと異論が発生。

			　しっちゃかめっちゃかになった。

			　その混乱で、真名まで一度こちらへ来てしまったのは、今からすれば笑い話だ。彼女から賢哲会議(ダニシユメンド)へ働きかけ、ユウトたちの休学手続きなどを行ってもらわなくてはならないのに。

			「もう、真名のセンパイではなくなるな」

			「学校を卒業しても、先輩後輩の関係がなくなりはしないでしょう。中退も、それと違うとは思えませんが」

			　彼女とはそんな言葉で別れた。

			　ただし、今回は急なことだったので実現しなかったのだが、ユウトもしくはヴァイナマリネンとの連絡役として、彼女をブルーワーズへ派遣する計画を賢哲会議(ダニシユメンド)では検討中だった。

			　もしかしたら、再会も遠いことではないのかもしれない。

			　一方、ユウトやアカネの家族との別れは、さすがにほとんど面と向かってはできなかった。直接別れを告げられたのは、専業主夫の三木忠士と天草家の愛犬コロのみ。

			　勤め人の三人とは、仕事中だったので、電話で事情を説明するのがやっと。

			　しかし、数か月に一度は会えるのだ。今までのような心配をする必要もない。ただ、その辺の事情を理解するはずもないコロとの別れは、ユウトにとっては辛かった。

			　いっそ、ブルーワーズへ連れて行こうかと真剣に検討したぐらいだ。

			　結局、一〇歳を超えてそろそろ老犬とも言えるコロに環境の変化が良い影響を与えるとは思えず取りやめたのだが……。

			　なんとか、次元門の間隔を短縮できないか。ユウトは、本気で考えてしまいそうになった。

			（ただ、そうなると変なのが湧いてきそうだからなぁ……）

			　ヴァイナマリネンとも相談済みだが、次元門の使用は限定的にする。その存在を知っており、いつのまにか姿を消したヴェルガにも、賢哲会議(ダニシユメンド)にも自由にさせるつもりはない。

			　もっとも、ダァル＝ルカッシュがユウトを主と定めている以上、誰かが勝手に使用するという心配は、元々ないのだが。

			　そのユウトも、極論を言ってしまえば、たまに家族に会いに行くという以上の使い方は考えていなかった。

			　なぜかダァル＝ルカッシュが気に入ったため、桜はファルヴの地下で咲き誇っているが、他の動植物を移入させるつもりはない。それは、自動車などの文明の利器も同じだ。

			　時計の針を無理矢理進めても、歪(ゆが)みが生じるだけ。

			　昔から、一貫した方針にぶれはない。

			「ふう……。これで最後か」

			　すべてを決済したわけではないが、目は通し、問題ない場合にはサインをして許可を与え、問題があると判断したものは再提出とした。

			　ちなみに、ラーシアが提出した温泉の源泉調査計画は、書類の形式が完全に整っていたため突っ返すこともできなかった。少し悔しい。

			　そのラーシアは、ヨナを連れて温泉を探す旅に出ている。私財の持ち出しをしている状態だ。

			（どんだけ温泉気に入ったんだ……）

			　そう思いつつ、最後の書類に目を通す。

			「今度、ちょっと福利厚生のために買い物をしたいだけだから、ちょちょいと承認してね」

			「ああ。朱音が持ってきてたやつか……」

			　福利厚生というのが気になったが、アカネがそう言うからには高額な物でもないのだろう。目を通す前からペンを握ってサインを書こうとし……その手が、途中で止まった。

			「朱音ちゃん、朱音ちゃん？」

			「なぁに、ゆうくん」

			「この、シャンプー、コンディショナー、ボディソープに化粧品色々という項目はなんでしょうか？」

			「今度地球行くとき、買うリストに決まってるじゃない」

			「それはそうだ。他にどこで買うんだ……って、おい」

			　ユウトが半眼でにらむ。

			　メイド服のアカネが目を逸(そ)らす。

			「もちろん、環境に影響を与えないオーガニックな製品よ」

			「オーガニックって、それだけで一気にうさんくさくなるな……。まあ買うのは別に良いんだけど、地球で買い物となると資金がなぁ……」

			　この前までは緊急避難に近い状態だったので賢哲会議(ダニシユメンド)から資金提供も受けていたが、さすがにこれからはそうもいかない。

			　一番簡単なのは金貨や銀貨を適正な値段で買い取ってもらうことだろうが、相手にも狙いがある。

			　魔法薬(ポーシヨン)、巻物(スクロール)、魔道具(マジツク・アイテム)、ドラゴンなど地球に存在しない生物の検体。

			　賢哲会議(ダニシユメンド)が欲し、こちらから提供できるものはいくらでもあるが、その後どうなるか、コントロールしきれない部分もあった。

			「ちゃんと向こうと話し合うよ」

			「よろしくね」

			　この件を心のメモに書き足し、ユウトは大きく伸びをする。

			　今日の仕事も一段落し、気付けば日も暮れていた。

			　地球で、ホテルにこもってだらだらするよりも、今の方が充実感がある。

			　このまま、波風を立てずに仕事を片付けていこう。

			　この日、床につくまでユウトはそう思っていた。

			　

			　床と壁がきらきらと光り輝き、上からは暖かな光が降り注いでいるが、天井は見えないほど高い。

			　似たような施設は、探せば地球にも存在するかもしれないが、その場に立たなければ分からない雰囲気まで同じ空間はどこにもないだろう。

			　夢のような場所。

			　夢で片付けてしまうには、あまりにもリアルな光景。

			　確かに自分は寝ていたはずだ。

			　それは確実に断言できる。

			　では、ここはどこなのか。

			「またお目にかかることになるとは思いませんでした」

			　前回よりは余裕を持って、ユウトは玉座の主に膝を折る。

			「ふぅむ。さすがに、二度目になると意外性がなくなってしまうのだな」

			「必要ないですから、そういうの」

			　ユウトの返答に満足したのか、黄金でできた数え切れないほどの宝石で飾られた玉座に座る金髪の幼な子が相(そう)好(ごう)を崩す。

			　知識の神ゼラス。

			　アルシアが信仰する死と魔術の女神トラス＝シンクの夫神にして、賢者の守護神。

			　ユウトは再び、知識神の宮殿へ召喚されていた。領地経営を始めようとした、あの時以来だ。

			「しかし、今回はなぜこの場へ呼ばれたのか分からないのですが……」

			「ああ、普通で良いぞ。堅苦しいのは抜きにする」

			「それじゃあ、お言葉に甘えて」

			　跪(ひざまず)いていた格好から遠慮なく立ち上がり、言葉も心持ちフランクに。神々に対して経緯は必要だが、腹芸は無用だ。

			「しかし、自覚がないのも困ったものだな」

			「それは申し訳ないんですが、心当たりが……」

			　知識神は玉座にあって幼な子の無邪気な笑みを浮かべ、「褒(ほう)美(び)の与え甲斐がないな」と言葉でだけ嘆きつつ、指を折りながらユウトたちの功績を数える。

			「現界せし絶望の螺旋(レリウーリア)を押し返し、無貌太母コーエリレナトを褥(しどね)へ戻し、乱れた次元境界線の乱れを正した。これが功でなくて、なんだと言うのだ？」

			「ああ……」

			　言われてみれば、確かにそうかもしれない。

			　しかし、仲間たちと協力して大事を成し遂げたというよりは、お互いがお互いのために行動した結果のように思えて、世界を救った功績とまでは思えなかった。

			　やりたいようにやったら結果がついてきた。

			　ユウトの実感としては、それだけ。

			「そうと分かってたら、ヨナにちゃんと言い含めたのに……」

			　前回は「いらない」と言い切ったヨナ。今回も同じ返答をしそうな予感がするが、事前に分かっていたら、せめて失礼な態度を取らないように注意もできたはず。

			「いや、普段からちゃんと教育をしておけば……」

			　そうだ、今からでも遅くはない。

			　アルシアと相談して、ヨナにせめて常識を身につけさせよう。

			「良いかな、天草勇人」

			「あ、申し訳ありません」

			「それで、報酬はなにを望む？」

			「…………」

			　ユウトは答えられない。

			　予期していなかったというのもあるし、つい最近、念願が叶ったというのもある。

			「それに、妻たちとの仲も良好か」

			「心を読むの、止めていただけないですかねぇ！」

			「すまんすまん。この場では自重するとしよう。だが、神である我は妻一筋なのに、妻が三人も四人もとは、剛(ごう)毅(き)な話ではあるな」

			「三人です。四人じゃないです」

			　そこは絶対譲れないと、ユウトが硬い声で訂正する。

			　どうにも、この知識神の稚(ち)気(き)には振り回されっぱなしだ。

			「では、先に他の者の望みを伝えようではないか。そちらの世界で言う、サービスというものだ」

			「……良いのですか？」

			「無論、二言はない」

			　ユウトに便宜を図るというよりは、自分の楽しみだと言わんばかりに完(かん)爾(じ)と笑うゼラス神。

			「ヴァルトルーデ・イスタス、彼女は『半神ヴェルガとの対決の場』をヘレノニアに求めたのだな。いずれ叶うとヘレノニアから伝えられたようだが」

			「ヴァル……」

			　かなり鬱憤が溜まっていたらしい。過激な願いに、ユウトは苦笑する。

			　しかも、いずれ叶うとは……。

			　そんな未来をなしにしたいという願いは有効だろうか。

			　そう考えるユウトだったが、即座に首を振った。いずれ叶うということは、そこに運命が収束するということなのだろう。つまり、無駄な願い。

			「我が妻の忠実なる信徒は、『平和と皆の安寧』を。草原の種族(マグナー)の勇士は『素敵な出会い』、岩巨人(ジヤールート)の大戦士は『温泉旅館』」

			「おっさん……子供が生まれるのに、それでいいのか……。いや、筋肉よりは良いか……？　というか、ラーシア……人生、それで良いのか……」

			　親友の願い事の前に、婚約者の願いが霞(かす)んでしまう。

			　さらに、『素敵な出会い』は出会いだけでその先を保証しない辺りが泣けてくる。

			「そして、人造勇者(チヤンピオン)の少女は『いらない』と伝えたようだな」

			「ヨナはヨナか……」

			　徹頭徹尾、自分の力しか信じない。実にヨナらしい話だった。

			「なお、異世界の少女は――」

			「えっ？　朱音も？」

			　それは完全に想定していなかった。

			　驚きに目をむくユウトを、知識神が楽しげに見下ろす。

			「短時間で疲れが取れるベッドを所望したようだ」

			「それ、欲しけりゃ買ったのに……」

			　まあ、それはそれでアカネらしいとも言える。少なくとも、変な欲望に負けなかったことは嬉しい。

			「では、天草勇人。いかにする？」

			「そう……ですね」

			　正直なところ、なんの参考にもならなかった。

			　とことん、現世利益に興味がない仲間たちだ。

			（さて、どんな願いをすべきだろう？）

			　例えば、知らない呪文を教えてもらう。

			　特に、亜神級呪文はユウトもほとんど知らない。知識神ゼラスとなれば、有用な呪文も数多く知っていることだろう。

			　例えば、魔道具(マジツク・アイテム)を授けてもらう。

			　ヴァルトルーデの討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)のように、神々の特別な祝福を受けた魔道具(マジツク・アイテム)は、当然ながら徒人が作り出すそれを遥かに越える性能を持つ。

			　例えば、身体的な強化を願う。

			　体力や筋力は元より、老化の遅延や寿命を延ばすという奇跡すら可能だろう。

			　いずれも、仲間たちが選ばなかった役に立つ選択肢。

			「……決めました」

			「聞こう」

			　しかし、彼は天草勇人だった。

			　そんな無難な願いをするようであれば、この場にはいない。

			「分神体(アヴアター)になると思いますが、一度、我らが都――ファルヴへいらしていただけませんか？」

			　心の中で敬語が間違っていないか緊張しながら、誰も神も予想しえなかった願いを奏上する。

			「……それで、天草勇人はどのような利益を得る？」

			「まあ、街を視察して感想でもいただければ」

			「なるほどな」

			　面白いと、知識神ゼラスが稚(ち)気(き)をむき出しにして笑う。

			　分神体とはいえ、神が降臨するのだ。

			　表(おもて)沙(ざ)汰(た)にするつもりはないが、それだけでその地は祝福され、加護を得る。さらに、知識神からの感想――アドバイスを受ければ、さらなる発展も見込めるだろう。

			　けれど、ユウトはそれだけを狙っているわけではない。

			　そう、話は単純。

			　自分が、自分たちが作った街を見て欲しい。ちょっと、自慢もしてみたい。

			　そう思っただけなのだ。

			「その願い、確かに了承した」

			　厳かに、知識神が告げる。

			　その威光、その威厳。

			　かしこまる必要はないと伝えられていたにもかかわらず、自然と跪(ひざまず)く。

			「それでは、お待ちしています」

			　片膝をつき、顔は正面を向け。

			　笑顔を浮かべて、ユウトはそう言った。
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